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対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

一
日タイ対照研究を例に一

1．はじめに一対照研究の目的一

　対照言語学（Contrastive　Linguistics）は定義づけが難しい学問領域である。研究の枠組み

が一様ではないばかりでなく、対照する対象言語が多岐にわたり、かつ文化の領域にまで

言及せざるを得ない背景があるからで、その結果、個別的な、特定言語を比較対照したと

いう表層的な部分的事実のみしか残されかねず、本来目指すはずの当該言語、対象言語の

本質に迫る、体系的な対照研究の記述が困難なことに拠っている。さらに複数言語（多く

が二言語）を対照させる際に、いずれの言語に軸足を置き、対照させるのか、という設定

が必ずしも明確ではなく、持続的な研究が担保されがたい環境もあげられよう。このよう

に当初の目的関心が最終的なゴールからはしばしば逸脱してしまう恐れも生じかねず、当

該言語としての母語と対照言語としての異言語に精通する視野は、自ずと制約を受けざる

を得ない。対照研究において一定の評価が直ちに得られにくい所以でもある。

　そもそも「対照する（させる）」前に「比較する（させる）」「対比する（させる）」とい

う行為は何を意味するのだろうか。そこにどのような認識が内在しているのだろうか。

　ここで、各種研究書、言語学辞典類による対照研究の定義を瞥見する。

　対照言語学は、複数の言語を比較するという点では、比較言語学とよく似た特徴を

持っている。比較言語学とは、そもそもの出発点である印欧比較文法に見られるよう

に、比較の対象を系統関係にあるとみられる言語に限定し、対象言語の異同をもとに

共通の祖語の再構築をめざす、通時的な言語研究の方法である。これに対し、対照言

語学は比較の対象となる言語を特定せず、異なる言語をくらべるだけでなく、同一言

語の古い時代の体系と現在の体系、あるいは同一言語のいくつかの方言を比べること

も可能である。（生越直樹「対照言語学の展望」1））

しばしば混同される比較言語学の知見をも吸収しつつ、さらに言語類型論などの隣接領域

については次のように示唆している。

　また、対照言語学は、言語を比較し、言語の普遍性について考察するという点では、

言語類型論（typology）とも近い関係にある。言語類型論は、系統関係や地域的隣接に

よる影響がないと想定される多くの言語の普遍的特性を明らかにするとともに、言語

間の違いを説明できる何らかの法則・原理を見出そうとする。（同上）
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　対照研究と言語類型論の研究の相互貢献については後述するが、対照研究が大枠の原則、

原理を拠り所とする以上、当然の認識的発展ともいえよう。ただし、

　従来は、対照言語学が外国語教育など応用分野への貢献を目指すのに対し、言語類

型論は言語理論面への貢献をめざす点で、方向性が異なると見られてきた。しかし、

前述のように近年の対照研究は、単に言語間の個別的な移動について論じるのではな

く、言語の普遍性と多様性の追求を背景とした研究になりつつある。（同上）

として、対照研究と言語類型論の研究が以前に比べてその境界を緩やかにしていると述べ

ている。この境界を明らかにする意味でも対照研究に託された課題は小さくない。

　この他にも大同小異ではああるが、主要な定義をあげれば次のようである。

　言語の比較・対照にはいくつかの縫合がある。対照言語学は多くの場合、二つの言

語の共時態からある側面を取り上げて比べ、互いの相違を明らかにすることを目標と

する。（大堀壽夫、『日本語文法事典』2））

「二言語の共時態のある側面」とは関係節でもヴォイスでもよい。なお、言語類型論との

相違点を指摘してはいるものの、対照言語学は人間の言語の一般的傾向に照らして個別言

語の特徴を考察することはないとして、類型論的研究とは距離を置いている。さらに

　対照言語学では、教育・学習への応用がしばしば意図される。（略）また対照研究で

は、二三の言語に集中し、かつ質量共に十分なデータが利用可能なため、意味論や語

用論についても、精度の高い分析が可能である。この意味で、対照言語学と言語類型

論は、目的や方法を異にしながらも、相互に貢献できる分野といえる。（同上）

と述べつつ、言語習得、中間言語研究にも寄与する点を強調する。次のようにとくに対照

文法に絞った定義も存在する。一種の教育文法の性格から意義付けしたものであろう3）。

　二つの言語の構造を比較する研究。対照文法は、各言語の体系の間の関係を逐一明

確にする。その目的は、外国語学習者が犯す誤りを説明し、教師がその誤りを修正す

るのに手助けとなる。（中島平三他訳『オックスフォード言語学辞典』）

次も対照言語学、対照研究ではなく、「対照文法」という見出しで述べた定義である。応用

言語学には外国語教育学も含まれるのが一般であることから、言語習得、翻訳といった実

践的な言語接近にも寄与する立場をとっている。

　応用言語学の一部門で、歴史的な系統関係とは関係なく、二つ（以上）の言語を比

較対照して、その異同を明らかにし、かつ食い違う点を手がかりとして、各言語の分

析をさらに深めようとするもの。言語の特質は対照によって初めて明らかになること

が多い。歴史的な系統関係にある言語を比較して系統関係を明らかにし、共通基語を

仮定するものを伝統的に「比較文法」「比較言語学」と呼んできたので、それとの混同
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を避けるために「対照」を用いる。研究成果は語学教育・翻訳などに利用することが

できる。（国広哲弥、松村明編『日本文法大辞典』4））

また、語法に限定せず、方法論、研究分野として大きく「言語構造」と「言語行動」に分

けられるとし、対照研究の射程を広くとっている。次も教育的見地を重視した見方である。

　2つ以上の言語ないし方言の間に見られる、特定の構造の相違点・類似点を研究す

る言語学の分野の一つ。主に外国語教育の視点から導入され始めた（誤用の研究など、

言語教育や第2言語習得研究との「関連性が強かった）。（略）加えて、一般言語学、言

語類型論、個別の言語理論を視野に入れた研究方法も多くなっている。その研究対象

は、音韻論、携帯統語論に限らず、意味、談話なども範囲に含まれる。対象となる言

語の一つは分析者の母語である場合が多い。（齋藤純男他編『明解言語学辞典』5り

なお、対照語用論（contrastive　pragmatics）に関しては、談話現象の他言語との比較対照

を対照談話分析と称して主として会話分析なども近年多彩である。謝罪の研究、拒絶、感謝

などの言語行為の比較対照などにも拡張される。

　さまざまな言語を話す人たちが、どのような言語行動を行っているかを研究する応用

言語学の一分野。異文化語用論（cross・cultural　pragmatics）とも言う。ポライトネス

の研究（Brown　and　Levinson1987）、コミュニケーション能力をより多角的に説明す

る研究（Canale　and　Swain1980，　bachman1990）に附随して、注目が集められてい

る。多様な対人関係や文脈において発話行為、特に依頼、謝罪、断り等の言語行動をど

のように行うかを比較する研究が盛んである。（小池生夫編『応用言語学辞典』6））

対照語用論は「対照言語行為論」をも展望する。外国語教育との接点を見出す試みに焦点を

当てた記述も見られる。言語教育の実際の現場から生まれる可能性を示唆している。

　異なる二つの言語を比べることにより、両言語が示す特徴の相違点および共通点を記

述・説明することを目的とする言語学の分野。対照される言語の一つが、外国語として

学習される言語である場合には、外国語教育に資する知見を与えることが期待される。

名称は似ているが、「比較言語学」では共通の祖語に遡ることが確実な諸言語を比較し、

諸言語の歴史を解明することが目的とされるのに対し、対照言語学では、比較される言

語の系統は同じであっても異なっていてもよい。対照言語学によって、それぞれの言語

の特性が明らかになる以外にも、見出された相違点や共通点の由来を合理的に説明しよ

うとする試みにより、言語の一般的な性質への解明にもつながる成果がもたらされうる。

　　　　　　　　　　　　　　　　（町田健執筆、『日本語学研究辞典』明治書院7））

として、一般言語学への貢献も期待する。こうして概観すれば、具体的かつ相互の連携には

なお課題を残しながらも、研究と教学を結ぶ有力な分野であるといえよう。それだけにさま
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ざまな試行実践が今後も蓄積されていくものと思われる。

2．教学の現場からの問題提起一母語話者と非母語話者との研究の連携一

　以上、対照言語学研究の定義を確認したわけだが、実際の研究の状況はさらに錯綜して

いる感がある。以下、誤解を恐れずに、私的な一つのケーススタデイとして述べたい。

　筆者は比較的長きにわたって多くの外国人留学生の修士論文、博士論文の指導とともに

論文執筆に立ち会う機会に恵まれたが、そこで痛感したのは方法論の錯綜と、そこから抽

出される成果の不透明さ、不確実性であった。熱帯の砂漠で砂金を集め、わずかな純金を

得る作業にも似た徒労を感じつつも、ひたすら忍耐のうえにもたらされる成果にもたとえ

られる。外国人研究者の立場としてその研究の尖鋭な思考発想を備えた母語話者でない限

り、公正な対照言語学的な視点の獲得にはいたらない現状がある。こうして“対照という

呪縛”から解放されないのは、方法論、体系性、精度の不確定さである。

　そして外側からの評価もさまざまであることは、この研究領域が個別（言語）的な傾向

をまぬがれない事情とも不可分であるように思われる。つまり当該言語単体の研究の深化

が十分に煮詰まらないうちに対照研究に「移行」してしまうことに、重大な視点の欠落も

生じかねない危険をはらんでいる。

　言語学界の対照研究に対する見解も必ずしも一律であるわけではなく、研究者の言語観

によると同時に、対照研究がいわば副次的所産とする意義づけにも拠るところが大きい。

だが、一方で研究のシェアを考えれば決して小さくない損失であるといわねばならない。

研究の多くを教学の現場から救い上げる研究者がいる一方で、研究そのものの深化を進め

る研究者もあり、ときに“水と油”の状況をも呈する。加えて日本の学術界では欧米のよ

うに度量の大きい学術交流がいまだ熟していないことが手枷足枷となっている。昨今、日

本の国連での発信力の弱さが国際的な批判に晒されるといった悲しい報道を目にするが、

こうした現状にも学術界のあり方が影を落としていると思うのは筆者の杞憂であろうか。

　対照研究は常に外界からの刺激に充ちていなければならない。研究が環境と体験に大き

く左右される学問である、ということを痛感する。そして絶えず発想、思考の修正を意図

し、この方法が言語研究にも還流していく、これがあるべき姿であろう。その意味では目

常として外国人学習者に接する日本語教育の現場にたつ教師ほど、研究の環境に恵まれて

いるといえるし、同時にその資質、方法論を問われている、ともいえよう。

　近年目立った傾向の一つに、学会、研究会での発表者に多くの留学生、外国人研究者が

占めているという現実がある。数量的な比較を試みる必要があるが、多くの言語系の学会、

研究会でむしろ日本人研究者の発信力が低い、少ないという実感を少なからず耳にするこ

とがある。くわえて、言語系の大学院に進学する若き学徒も外国人留学生が圧倒的に多い。

国内の多くの大学でも、そうした現状は一定の推移をたどっているように思われる。この

事実は日本語が国際語として成長し続けていることの明確な証左ではあろうが、裏を返せ

ば、日本人の言語研究力が停滞の域にある、ということでもある。とくに対照研究の学会、
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たとえば日中言語対照学会の学術誌には多くの論文が外国人研究者によって書かれている、

という現実をみても首肯されるだろう。

　対照研究は複数の言語体系の比較を通して、その異同から母語と対象とする言語の特徴

（普遍性と個別性）を明らかにすることで、外国語教育にも大きく寄与することが期待さ

れたが、対照研究の成果が外国語学習者の言語習得や誤用の背景、中間言語研究などと必

ずしも方向性が一致することがなく、研究の成果も学習上の問題点を解明するにはなお多

くの課題が残されていることも事実である。にもかかわらず対照研究の寄せられる期待は

その方法論の陶冶、改善によってはなお重要なものがあることは疑いない。

　とくに近年はコミュニケーション能力の養成を重視する傾向から、対照研究においても

談話分析、言語行動などの分野にも関心が拡大している。これは社会言語学研究の近年の

際立った特徴の一つであり、〈共生社会〉を標榜する現代、国際化の動きとあいまってコミ

ュニケーションストラテジーの相違点、言語文化摩擦を解明する上で重要な視点をもたら

すと考えられているからである。以上の点から見ても対照研究は動態的な外国語教育と附

漢文の関係にあり、今後ますます重視されていく課題であるが、そこには上述したような

研究者の相互の問題が残されている。研究者間の連携について生越（2005）はさらに

　対照研究には、分析方法の確立など、今後取り組むべき課題が残されている。（略）

また、日本語に関する対照研究の多くが外国人留学生によってなされている点も今後

の課題の一つである。対照研究の進展のためには、日本語母語話者側と非母語話者側

の双芳向ふら研究を進あるととが望ましい。今後は目本語母語話者による研究も活発

に行われることを望みたい8）。（傍点、引用者）

として、研究者間の連携のありかたを提起している点はきわめて重要である。

　言語研究ではバイリンガル的な志向性をもっ外国人研究者ほど有利ということであろう

が、母語の感性、直観力、内省力をいかした研究は母語話者にとって有利な条件を築いて

いく可能性もまた無限大に大きい。ただその抽斗のもうけ方、中身の入れ方、出し方に問

題があるということだろう。場合によっては、外国人研究者は対象言語への傾注が大きい

かわりに、母語への内省が後手にまわるという陥穽もしばしば生じることもある。

　では、どのようにすれば対照研究が一般言語学の不備を補い、また他の研究領域と競合

しながら新しい地平を築くことができるのだろうか。

　以下では、対照研究のひとつのモデルケースとして、これまでの研究を省察しながら私

見を述べてみたい。もとより、日本語とタイ語の対照研究の体験から得られた知見にすぎ

ず、個人的な内省も含まれることをお断りしておきたい。

3．対照研究の多様性と自立化への志向

　対照研究のあるべき姿を定義することは困難であると述べた。それはまず母語の内省、

体系化が研究者の中で必要とされ、そのうえで対象言語との「すり合わせ」が日常的に一
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一マクロ的にもミクロ的にも　　なされなければならないからである。つまり、二重、三

重の手間、労苦、時間を必要とする。労多くして益少なし、と言われる所以だが、それで

も言語間の研究の補完に貢献してきた成果は否定できない。よく言われるように、言語の

個別性と普遍性、あるいは異質性と同質性をもとめる対照研究が、その過程で、言語の本

質的な考察に至ることも当然期待されてよい。臨床的な研究と基礎的な研究との往還をう

ながす指向性こそ、対照研究のあるべき姿ではないだろうか。

　対照研究の目的ないし意義については、前述したような指向性がみられるが、筆者自身

は通常当該二言語を比較、対照させることによって、各々の言語の個別的特徴および両言

語に共通する普遍性を検証する、とひとまず定義づける。そして、その関心の延伸には、

類似点、相違点を整理しながら、言語習得に寄与したいとする教育的な見地にも連なって

いく。ところが、その方法論となると必ずしも一様であるとはいえず、例えば日本語母語

話者であればどうしても思考（記述）言語が日本語である制約から、日本語をベースに分

析、考察を進めていくのが常で、「日タイ語対照研究」のように「日」が対象言語「タイ」

に先立っことは免れない。両言語はけっして等価なものではなく、いずれかを優先させざ

るを得ない。反対にタイ語を母語話者とするものは、「タイ日対照研究」となるわけだが、

タイ語を母語としながらも研究対象が日本語学、日本語教育を主務賭する立場にあっては、

日本人の場合と等しく「日タイ語」のように「日」が先立ってしまう。言語の対照比較の

場合、双方の視点を均等にスライドさせるわけにはいかないのが現実である9）。

　では、日本語を母語とする者が、「日タイ対照研究」を行う場合の制約、メリット、デメ

リットをどのように考えればいいのだろうか。まず目本語の特徴からタイ語母語話者の気

づかない、或いは視野の外に置かれた性格、言語現象を再論するという方法があげられる。

これには、現在の日本語学の隆盛が、外国人、とりわけ留学生の研究によってその幅と深

さを増してきたことが何よりの証明となっている。また、対象言語をどのように修得して

きたか、というプロセス、言語環境、内省習慣の傾向に依っても一定の相違を生み出して

いることは事実であろう。

　世界には8千もの言語があると言われる。その中で特定の二言語を抽出し、比較、対照

させることの経験的な意味はどこにあるのだろうか。　　これは対照言語学研究に携わる

者の、もっとも基本的、かつ本質的な問いでもあろう。繰り返すように、対照研究は対照

する言語母体（母語）と対照される言語（対象言語）とが存在する。前者はほぼ内省が可

能であるが、後者はネイテブチ；ックを要する。そしてこの二種類の言語は仮に完壁なバ

イリンガル話者がいたとしても、完全に〈対等〉、〈等価〉ではないこともまた使用する範

囲から言っても自明のことであろう。この点を再確認しておく必要がある。

　母語についても十分に内省が出来、文法的な判断性を常に意識し、維持しているわけで

はない。まして現在進行形の対象言語に対しては、部分的な理解、関心にとどまることが

多く、検証にも相応の“ムラ”が生ずることは否めない。こうしたバランス上のリスクを

背負いながら、対照研究という体系が存在する、とするならば、そこには多くの例証にも
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とつく蓄積が必要になることは言うまでもない。

　したがって、研究者は大まかな、一般的とされる項目に沿って、あるいは他の二言語対

照研究の成果を援用しつつ、必要最低限の、最大公約数的な見通し、仮説を提示し、摩擦

の解決の糸口を提供することを目的とせざるを得ない。つまり、対照研究は、その研究に

向かう主体の体験的な研究に負うところがきわめて大きいといえよう10）。

4．〈継続〉と〈開拓〉、〈伝統〉と〈革新〉

　指導学生の研究対象が指導教授の研究の対象に倣うことは、それが健全でもあり、指導

がやりやすい、目が届きやすいという安全性の担保から必ずしも排除することはできない。

ばかりか奨励される傾向すら一般にみられる。たとえば、時期は異なれど主題であれば主

題を複数の学生が同一のテーマに従うといったケースである。某大学では指導教授が語彙

交流を専門とすれば、その延伸、または域内の研究から脱皮することは容易ではない。と

りわけ、昨今では論文がインターネット上に登録されるとあって、方法論や研究の精度が

これまで以上に注視されている状況があるが、それでも網の目をくぐった、たとえば客観

的な外部査読をくぐり抜けた論考がないわけではない。

　こうした背景から、指導学生には指導教員の専門外の領域は安全策のために敬遠される

ことも見られるようである。確かに、指導教員の専門領域でなければ、時間的な精査の程

度にもよるが、リスクがともなうことは否定できない。その結果、指導教授の専門領域を

継承し、あるいは踏まえた関連、発展研究が指向されることになる。

　考えてみれば、これは、むしろ、研究の進展、多様な方法論による継続的発展には必要

なことであろう。一人の研究者がその当該領域のすべてに通暁していると自負していても、

また別の角度から光を当てればまったく違った世界が見えてくることは珍しいことではな

い。その意味では基礎研究の発展にもつながっていく作業である。そうした継続的な研究、

発展的継続は研究には欠かせないものの、一方ではそのままでは新しい領域の開拓にはつ

ながらないという視野狭窄の陥穽をも産み落とす。せっかく新しい展望を抱いて研究に着

手しようとしても、安全策を期するためから、従来の研究の域を出ようとしない研究の継

承では、指導する側もされる側にとっても必ずしも好ましいことではないだろう。

　その若き日に、筆者は歴史学を学ぶ際によく言われた教訓が記憶に刻まれている。すな

わち、〈伝統〉と〈革新〉と言われる構図において、〈革新〉は〈伝統〉から生まれるとい

う精神性にならえば、〈継続的研究〉から〈開拓的研究〉が生まれることが期待される。研

究の連鎖といってもよいが、新しい研究がまったく意外な視点から生まれることもあれば、

これまでの研究の中から紡がれることもある。その瞬間は指導する側と指導を受ける側と

の絶えざる研鐙の共鳴であろう。だが、その時間、機会を確保することは、なかなか困難

である。毎年生産される彪大な博士論文から一冊の研究書にまとめられるかどうかは、そ

の研究がひとえに新しい展望をもつかどうかにかかっている。指導学生にとっては、その

課題となる対象が、持続可能な対象であるかどうかが、ある一定の研究者の今後の研究生
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序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

命を決定することも考えられる。とくに対照研究がその場限りの研究に終わることなく、

また表層的な比較検証にとどまらず、将来もなお持続し得るための研究を導かなければな

らない。研究の対象によっては、研究の方向性をも規定しかねないことを自他ともに肝に

銘じたい。ここでも、臨床的研究と基礎的研究における競合と調和が問われている11）。

5．対照言語学研究の視界

　現状を見据えた、将来の対照言語学の視界はどのようにあるべきだろうか。この問題提

起について結論をいえば、「研究と教育の分水嶺」にあるといってよいだろう。つまり研究

と教育の両輪のうえに運転する主体としての語学研究が存在する、との見解を再度確認し

ておきたい。応用言語学のなかに、外国語教育が内在することを考慮すれば、対照言語学

も隣接する領域として再認識することが必要ではないだろうか。

異文化間理解・言語接触・言語行動研pa

日本語学研Pt ←

（個別言語）

　　↑

雲墨霧磯

　　↓

→ 日本語教育学研究

（個別言語）

言語類型論的研究

図1　対照研究をとりまく研究領域・環境

　また、こうした取り組みがややもすれば試行錯誤の積み重ねで得られる方法論であるこ

とから、とかく体系化を絶対指標化する学問研究からの異端視をふまえつつ、以下のよう

にも記したことがある（多少の語句は変更した）12）。

　対照研究は教育面においては母語別教材の開発という実践的な目標がある。その国

の学習者にどのような効率的な教材が必要となるのか、それは両言語を熟知していな

ければ近づくことが出来ない。このように考えてくると、対照研究は日本語学研究と

日本語教育の中間に位置しているといえよう。（中略）また、対照研究は異言語接触の

伴走者でもあるので、当然ながら背景としては異文化間理解の研究、言語行動研究、

言語類型論的研究にもつながるものである。

　ここ数年、言語類型論、認知言語学の手法を取り入れた研究が、対照言語学の領域にま

で影響を与えていることは、新しい方向性を示唆していると同時に、その評価自体をめぐ

ってはまだ一定の成果を得ていないことから、補完的な作業もまた重要視されている。そ

の意味でも、研究の現状を探っておくことは必要不可欠な前提であろう。

　また、研究の対象は誤用分析、第二言語習得過程における中間言語の観察において、対

照研究とリンクする場合がすくなくない。一定のテーマで外国人学習者にスピーチをして
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もらい、そのテクスト性、語彙性、文法的適確性などを比較検証する作業もまた、対照研

究と無縁ではありえない。多くの抽斗からある種の連携するテーマ、主題によって分類を

行う作業自体、すでに対照研究の萌芽的段階といえる。言語はつねにインタラクションの

線上にあり、文法とは常に文法化の現象である。文法という静止態はあるべくもなく、時々

刻々変貌する姿においてとらえなければならない。その意味でも、両言語の相互作用、交

互活動、という現場こそ、教授すべき学問なのであろう。

　したがって、対照研究は研究と教育の複眼的な視点、双方向の視座をもつことが常に要

請される。その〈弥次郎兵衛〉の中心点に位置するのが、本来の立ち位置、軸足であると

思っている。筆者は2004年、2016年に在外研究先として多言語、多文化社会の象徴であ

る英国ロンドンに滞在する中、常にこの命題を考え続けた。環境の中に生きること、そこ

から対照研究という異形態の学問が芽生えることを実感した。漱石が「自己本位」の境地

にたどり着くには、壮絶な体験を経験したことはいまなお、異文化理解の鍵として語り継

がれるところだが、時代を越え、同じシェアハウスで異なる母語背景の人々が助け合い、

暮らしている情景こそが、対照研究の土壌をなす。互いに相補しつつ、教えることは学ぶ

こと、その反復こそが理論武装の前提でもあることをあらためて銘記したい。

6．日タイ対照研究の視界、方法論

　ここでいくつかの例を挙げながら、日本語とタイ語の対照研究の方法論について、また

言語現象をどうとらえるか対応と非対応について、見てみよう。なお、用例出典は、パッ

チャリー他共著『実践！！職場で使えるタイ語会話』（泰日経済技術振興協会2011）による。

　移動動詞「来る」は、例えば、眼前の人やモノの移動などの場合は

（1）khun－Yamada　yaO　m合y　maa　r前ul？

　　山田さん　　　　まだNEG　来る　Q

（2）r6tmee　maa　1ξεw

　バス　　来る　　PERF

山田さんはまだ来ませんか。

：バスが来た。

というのが一般だが、（3）「来月、日本から技術者が来る」、（4）「明日、韓国から有名な歌手

が来る」のように予走、’情報の伝達、’報告としそ述べる場合は、それぞれ

（3）dulan－naa　ca　mli　wisawakoon　maa　caak　YiipUn．

　　来月　　　　FUTある　エンジニア　　来る　から　日本

（4）phrQO－nii　ca　m亘　nakro司daO　maa　caak　kawrii．

　　明日　　　FUTある　歌手　　　有名な　来る　から　韓国

のように所有動詞／mii／を併用し、〈（ca）mi人maa　cbak場所〉「（場所）から（人）が来る」

のパターンを用いて、（5）「来月、目本から来る技術者がいる」、（6）「明日韓国から来る有名

な歌手がいる」のように存在、出現の表現として表すのが一般で、／mij／を省いて
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序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

　（5）？dulan－naa　wisawakoon　ca　maa　caak　yiipUn．

　　　来月　　　　エンジニア　　　FUT　来る　から　日本

　（6）？phrOO－nii　nak－rooO　daO　ca　maa　caak　kaorii．

　　　明日　　　歌手　　　有名な　FUT来る　から　韓国

のように言うのはむしろ不自然であるとされる。これはタイ語の構文的な特徴で、／mii／の

慣用的な用法、伝達的な機能を表す。「予定がある」のと同じように、「（そういう）ことが

あった」という過去の事態の存在をもあらわす。主語は話し手でもあり聞き手でもある。

　（7）m血a－waan・nii　mii　khray　maa　caak　s5mn6kOaan－yay　r血u？

　　　昨日　　　　　　ある　誰　　来る　から　本社　　　　　　　　Q

　　昨日、本社から誰か来たの？（→本社から誰か来た人がいたの？）

　次に、日本語のアスペクト補助動詞「テアル」と「テオク」について、しばしば対応す

る／way／について例を挙げてみよう。

　（8）ph6m　chimu　Kimura　caak　boorisat　thiiphiiee　nat　　way　toon　10　mooO．

　　　私　　名乗る　木村　　　から　会社　　　TPA　　　　約束する　一・　頃　　10　時

　　TPA（から）の木村です。10時に面会の約束です。

これは日本語では「10時に約束しておいた」という意味である。「約束する」という意味の

動詞の／nat／は一般にfway／を伴うが、日本語では「約束する」に「ておく」がむしろ含意さ

れており、わざわざ「約束しておく」という必要はない。（9）「予約する」も同様である。

　（9）mii　t6？　waaO　may　khrap？

　　ある　卓　空き　Q　　MPP

　　空席、ありますか。

　　－may　saap　cooO　way　r血u－plaaw？

　　　　　NEG知る　予約する　一　Q

　　　　予約されましたか。（？予約しておきましたか／予約してありますか）

　　may　day　coon　way　khrap．

　　　NEG　PST　予約する　一　　MPP

　　いいえ、予約してありません（？？予約しておきませんでした）

1coop！「予約する」も／way！を共起成分とする動詞だが、「テアル」にも「テオク」にも対応

することに注意しなければならない。だが、応答文では「予約しておかなかった」よりは

「予約していない」のほうが自然である。日本語では「忘れる」は「テアル、テオク」と

併用されることはまずないが、タイ語では次のように「忘れてある」「忘れておく」のよう

にいうことがあり、動詞の内包する意味と1way1の使用範囲についての分析が必要である。
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（10）pay　lulmm　n句s血u　phaas5a・Yiip心n　way　nay　h50rian　sia　　Iξεw．

　　行く　忘れる　本　　　日本語　　　　　　・・　に　教室　　てしまうPERF

　　教室に日本語の本を忘れてしまった。G忘れておいてしまった）

（10）では／way／を省いた場合、むしろ非文法的な文になってしまう。「日本語を忘れる」のよ

うな場合は！w6y！は使用しないが、「どこかに忘れたままにしておいた」のような場合は、「忘

れる」状態の残存であることから／W6y／は必須共起成分となる。っまり／W6y／は単純に「テ

オク」「テアル」に対応するのではなく、当該動詞のもつ動作行為の継続性という時間的な

「幅」を賦与されていることに注意しなければならない。日本語の「テイル」「テアル」「テ

オク」に対応するタイ語表現の精査はなお多くの課題を残しているといえよう。

　さらに使役を表す助動詞！thamh合y／が前文の原因や理由をあらわし、後文の結果を引き起

こす場合に用いられることがある。擬似的な複文と意義付けられるだろう。

（11）thoo　pay　k50　may　kh5y　r4p　saay

　　電話する　行く　も　NEGあまり　取る　線

　　thamhay　tδO　n合O　th6ksfi　maa　？eeO　b5y・b5y．

　　一一　　　　儀］座る　タクシー　来る　自分で　屡々

　　電話してもあまり出ない上（結局／それで）自分でよくタクシーで来ることになる。

（12）sさetthakit　may　dii　thamhay　kaan－sOOヨok　l叫．

　　経済　　　　NEGいい　CAUS　　輸出　　　　　　減る

　　不景気のせいで、輸出が減ってしまった。

（13）sawa七dikaan　kh500　borisbt　nan　may　khδy　dii

　　福利厚生　　　の　　　会社　　あの　NEG　あまり　いい

　　thamhay　phanOknaan　laa　？50k　b5y．

　　CAUS　　社員　　　　　辞める　出る　よく

　　あの会社の福利厚生はあまりよくない旦で、社員がよく辞めていく（ハメニナル）。

（14）khr血aOcak　sia　1日ay－tua　thamh盆y　ph41it　s句kh4a　may　than．

　　機械　　　　壊れる　幾・CL　　　CAUS　　生産する　製品　　NEG　間に合う

　　機械が何台も壊れた≡、製品の生産が間に合わなくなった。

それぞれの後文では「（結局は）てしまう」「（結果は）羽目になる」といったマイナスの事

態をもたらす。つまり、日本語では自動詞的に「来た」「減った」「辞めた」「間に合わない」

というところを、タイ語ではむしろ「来させる」「減らせる」「辞めさせる」「間に合わなく

させる」のように、「せいで」に対置されるような被害意識を強く表すことになる。これは

言外の発想の違いが形式化、機能化（文法化）をうながした例である。と同時に、タイ語

の使役において負荷的な事態生起という特徴がうかがわれる。本書では、こうした現象に

ついても、対照研究の見地から具体的な考察を試みている。
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7．言語文化・言語行動の比較対照一バスの乗降場面を例に一

　対照研究といえば、文法現象、音声などに限定されることが多いが、あらゆる言語行動

を観察してみれば、そこに潜む言語文化にも多くの個別的、普遍的な特徴が見出される。

言語の外在的な要素が内在的な現象を規定することもあれば、その逆のケースもあるよう

に、言語活動は絶えず、環境との交互作用（interaction）の過程で生じる。大きなテーマ

としては、謝罪、感謝などの場面、和解、修復のストラテジーなどがこれまでの研究でも

取り組まれているが、さらに身近な場面にも注視してみたい。

　ここでは身近なバスの乗降についてみてみよう。以下の記述は、筆者の体験も合わせな

がら、チュプロンコーン大学文学部東洋言語学科で編集された『らくらくタイ語聴き取り

練習帳』（2013）のコラムを参考にした。

　バスの乗降では、（1）「乗るとき」、②「乗っているとき」、（3）「降りるとき」のように三

種の時間帯、空間が考えられる。「乗るとき」は日本のように整列乗車をすることはないが、

かといって全く勝手に待っているわけではない。バスが来れば自然に列ができるといった、

つまり「型にはまらない緩やかな秩序」である。したがって押し合ったり排除したりする

トラブルもない。バスの車内には、僧侶用の優先席がある。通常は乗降口の近くにある。

戒律によって、僧侶は女性に触れてはならず女性も僧侶の隣席に座してはならない。横に

空席があってもすぐに移動することになる。車掌は僧侶から運賃を請求することもない。

近くや隣席に座っている乗客が僧侶から運賃を受け取り、代わりに払うという光景が見ら

れる。ここには戒律によって、「人を介する」といった秩序が顕著に見られる。

　次に「乗っているとき」で目につくのは席の譲り合いである。譲り方、相手や立ってい

る乗客に対する配慮などにも言語文化の異同が観察される。声のかけ方、起ち上がるタイ

ミング、など、また座っている人が立っている人の荷物を持ってあげるような光景も珍し

くない。また、子どもにも女性と同じように座らせる意識が高く、また親と離れている場

合は、隣席の乗客が子どもの相手をしているのもよく見かける光景である。込み合う車内

で培われた智慧、相互扶助のマナーである。

　降車の場面についても、タイでは次の停車を知らせるアナウンスはないので、車掌自ら

知らせることもあれば、乗客が確認する場合もある。運転手にあらかじめ降車のバス停を

伝えておけば停まってくれることもある。また、バスが完全に停まらない前から降車ドア

が開くことがある。減速が十分ではなく、まだ動いているときに降車する乗客もいるが、

左方から車輌が来たりするので注意が必要である。また、日本のようにバス停の前まで到

達しなければ1メートルでも手前に停まることはない秩序、ルール大国であるが、タイで

は渋滞を避けるため、バス停の前で、またときには歩道側の車線まで移動せず、ドアが空

く場合がある。こうした身近な行為に見られる柔軟性、融通性は、言語行動にも反映され

ることも少なくない。このように、言語行動の観察においては、〈入口〉、〈最中〉、〈出口〉

において、それぞれの行動の流れに注目する必要がある。言語の観察は言語の内在的特徴

とともに、こうした表層の文化にも十分注意を払いながら進めていく必要がある。つまり、
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ある特定の情景を文章における文脈、テクスト的な実現体としてとらえることになる。

　さて、こうしたfi常的な言語文化、言語行動の対照研究と隣接して、最近では「言語景

観」（langZiage　landscape）学からの観察も言語文化の比較に有意な示唆を与えている。写

真はバンコク市内で見かけた某旅行会社の広告（2015年8月撮影）だが、東南アジアでぽ

ぼ普及したかに見える日本語の‘‘三大形容詞”、すなわち「SgGOI　」℃ISHIIj　i　KAWAIk

のなかで「SUGOI　jをタイ語化した文字が大きく書かれている。下方にあるエアコンと比

較しても巨大な看板であることがわかる。左の大きな文字はN本語の「すごい」をタイ文

字で表したもの（音標文字はs“？k6ey！）。男性は日本の着物を着て両手の親指を立てるサイ

ンを出している。いかにも多文化、多言語社会の象徴シーンでもあるが、こうした文化の

柔軟性への理解も対照研究にはきわめて重要な示唆を与えてはいないだろうか。

　言語景観は、特定の領域あるいは地域の公共的かっ商業的、安全性にかかわる言語の可

複性と顕著性についての学問研究であるが、グU一バル化の進行にしたがって、2◎◎◎年代

から世界中で様々な研究が行われてきたu国，自治体，交通機関などがて言語サービス」

として多言語による道路標識，街区表示板，地下鉄案内板，避難標識を設置するようにな

ったことは言語の国際化にとって必然的な要請でもある。コミュニティ内の情報交換のた
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めと同時に、商業広告を媒体にした言語受容は今後も多方面で加速化することを考えれば、

対照研究、対照言語学研究に占める言語景観の研究も今後の課題となろう。

8．言語データの扱いと研究者の言語的内省

　日本語学の研究では書き言葉コーパス、また青空文庫、日中・中目コーパス（中国・北

京日本学センター）を使用することが多いが、対象言語となるとその使用は（ハードの面

でもソフトの面でも）限られている。もうひとつは研究者自ら対訳作品を丹念に比較対照

させ、分類を行っていくやり方である。これは時間的にも相応の非能率さがともなうが、

それだけ著者の目配りの効いたデータが得られることは確かであろう。研究者がこうした

言語事実を地道に拾い集めることは非常に根気のいる作業であるが、筆者はこうした調査

手法が、ひいては研究者の身の丈にあった成果を担保するようにも思える。所詮、膨大な

コーパスは限られた個人の研究では扱いかねる領域であって、言語情報を過信する陥穽が

ここにも露呈しているといえよう。

　現在、参照可能なタイ語大量コーパスには二種類がある。一つはチュラーロンコーン大

学文学部言語学科のThai　Concordanceプログラムによるタイ語の実用例を収集したコー

パス（h七tp：／Aing．arts．chula．ac．th1ThaiConc／））で新聞や雑誌、小説等から1400万語前後

をおさめている。もう一っはThai　Nationa1　Corpus（http：〃1ing．ar七s．chula．ac．th／TNCL）で

略称TNC、8000万語をおさめる。いずれもタイ語研究の電子化コーパスである。これらの

開発の恩恵ははかりしれないが、一方で、そのソフト面の開発が重要である。昨今は言語

の如何を問わず、若い研究者でコーパスを金科玉条の如く信奉して研究を進めるケースが

往々にしてある。懸念されるのはそこに思考分析がどのくらい内在しているかであって、

結果的に言語データの処理に多くの時間を取られ、独自の研究手法に依る思考経緯が疎か

にされかねない。言語データと記述言語のほどよい距離感覚、緊張関係こそが研究の確か

な継続となるはずである。利用できるところは利用する。そういう考えは確かに理に合っ

ているが、その作業で多くのエネルギーを費やしてしまうケースが少なくない。つまり言

語データ倒れというもので、その蓄積された量によって研究の質を問うこと自体、偏向と

言わざるを得ない。こうした訓練は若い研究者であればあるほど肝に銘じておくべきでは

ないだろうか。紙の辞書を使ったこともない研究者が電子辞書だけで済ますといったこと

が身近に観察される昨今、地道な研究の重要さをいまいちど認識させる努力が必要であろ

う。実際、若い院生時代に地道な研究手法を身に付けなかったがために、その後の研究に

行き詰ったというケースを、筆者は数多く検分して来た。タイ語研究においても近年大量

のコーパスを用いた研究が出始めているが、最終的にはコーパスを補完する、研究者自ら

が用例を丹念に集め、吟味する思考力と観察力を養い、そのうえにデータ収集という作業

がはじめて意味をもつことを確認しておきたい。これは基礎的な研究だけでなく対照研究

においてより自覚的に、より尖鋭に認識されるべき姿勢ではないだろうか。
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9．日本語とタイ語の対照研究の現状

　田中（2004）では冒頭に日本語とタイ語の対照研究の概説とともにその傾向にふれたが、

補説をかねつつ近年の動向を述べてみたい。恐らく日タイ対照研究の最初の学術論文は「支

那語と泰語に見る古音研究」（後藤朝太郎、『言語研究』第12号、日本言語学会1943．3）で

あろうか。後藤は前年に『佛印・泰・支那　言語の交流』（大東出版社1942）を著わし、第

一章東南亜細亜言語の文化の中で第五節「泰語と支那語の交流」について述べているが、

「（一）単語について」があるのみである。

　泰國の言葉のうちに支那語の性質を多分に含んでゐるのみならずその軍語でさへ酷

似してゐるものがあつたり又支那語の方に亡んでなくなつてゐる言葉がそのまS泰に

残つてゐたりするのは何と云つてもその襲祥の地がもと雲南と云ふ支那内地の山中に

ゐたと云ふ事に事ふことの出來ぬゆかりを持つてゐる。この事は特にこSに特筆して

おくべき事であると思ふ。（95頁、表記は原文のまま）

戦時下の大東亜共栄圏下の言語交流の一環として、東南アジア諸語への関心は近代日本が

遭遇した未曾有の言語文化接触の一大機会であったわけだが、戦争は一方で対照比較の現

場をも招来した。だが所詮音韻学からの対照は当時の研究の常套的方法論ではあっても、

本格的な対照研究の登場は戦後、それも1980年代以降を侯たねばならなかった。

　近年の日本語とタイ語の対照研究の動向は、今村忍編『日本語とタイ語の対照研究一2009

年までの動向一』（2011）によって、およそを知ることが出来る。また、この動向分析は外

国での日本語学研究の傾向を精査するうえでも寄与するところが大きいように思われる。

　領域別にみれば、語彙・語構成、文法、言語行動、言語文化、さらに昨今しばしば言わ

れるところの上述の「言語景観」の比較対照にも及んでいる。以下、語彙研究、語構成研

究、語法研究（統語論）、意味論、言語文化論について概観する。音声学的研究については

筆者の専門研究外でもあり、また時間的制約もあって、本書巻末に文献目録を挙げた以外

は割愛することとした。

　本書の巻末に文献目録を収録したが、これによっても実に多様な研究が展開されている

ことがわかる。とりわけ高橋清子の文法現象を広くあつかった一連の研究は、分析に用い

られた詳細な言語データとともにタイ言語学の先端を渉猟した顕著な成果として、まず筆

頭に指を屈しなければならない。以下、ごく簡単に研究全般の傾向をみてみたい。

　まず、主題に関する論文が多く見られることは、この方面での研究の進展を大きく促す

ものであろう。本書でもその多様性、多層性についての試論も行ったが、タイ語の主題研

究には日本語学からの知見が多く貢献できることが期待される。「タイ回、タイ［亘ヨ、タイ

國」といった主語と主題の立て方には、自ずと展開される文内容に一定の特徴が観察さ

れる。いわゆる二重主語構文（「象は鼻が長い」）なども比較対照が望まれる。基本構文で

は存在・所有、出現・発生文の研究、移動事象研究に顕著な成果が見られる。日本語研究

の成果をも取り入れながら、詳細な記述研究から語用論的研究への展開が侯たれる。
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　アスペクトに関する考察も盛んであるが、タイ語母語話者の内省が不十分であることか

ら、大量のコーパス言語学からの照射のほか、タイ語の／1ξεw／と中国語の“了”の対照研究

からの知見も反映させていく試みも期待される。日本語の「シテイル」に関しても「シテ

イタ」「シテイナイ」「シテイナカッタ」などの分布についても、対照研究が求められる。

過去時制をあらわす／day／もさまざまなヴァリアントが観察されることから使用の制約をめ

ぐる研究が望まれる。前述したように日本語の「シテオク」「シテアル」とタイ語の／way／

は未訳出の分布も含めて調査分析が必要である。目本語の「シテシマウ」と／sia　lξεw／など

のタイ語の対応表現とともに今後の研究が期待される。

　本動詞と補助動詞の関係で言えば、授受表現の対照が比較的多く見られた。スィリラッ

クなど（2011）によれば、「サセル」と「シテモラウ」の関係性がタイ語ではより柔軟な現象

として立ち現れることが明らかにされている。またこれに関連してタイ語の使役表現、さ

らに他機能への転移についての論究が期待される。接続詞のように用いられる1thamh合y1は

文の単位をどう考えるか、の問題提起でもあった。タイ語の態の研究では受動表現のほう

に重きが置かれがちだが、使役表現についての議論があってこそ実り多いものとなる。

　結果構文については近年研究が進んでいる。これは例えば動詞／nξ？nam／「紹介する」が

単なる行為なのか、fnξ？nam　hay　niucak　kan／「紹介して互いに知り合わせる」状況までを

言い含める全体を実質的な意味とするのか、といった観点の対照である。「知らせる」とい

う行為も「知る」という結果的意味を内包していることからタイ語ではこれも使役助動詞

の／hay／を用いた複合的な語構成となり，！c£εo　hay　saap1のように表される。前項動詞である

1c§ε0／だけでは完結した意味をなさない。屡々／taay／「死ぬ」という動詞によって例証される

が、死に至らしめる手段はさまざまで日本語の複合動詞「殴り殺す」、「打ち殺す」「射ち殺

す」「刺し殺す」などが想起されるが、タイ語では手段的事態が前置される。つまり、「撃

って殺す」といった分析的な表現を好む傾向がある。

（15）khaw　y句　n6k　taay　h合a－tua．

　　彼　　　撃っ　鳥　死ぬ　5CL

　　彼は鳥を5羽撃ち殺した。

一
方で否定／yin　may　taay／「撃っても死ななかった」の状況も生じる。また「探す」という

行為も必ずしも「見つかる」結果を保証しない。従って「探して見つかる」という一連の

プロセスをthaa　ce。／という複合動詞で表すことがあり、否定表現は二つの動詞の間に否定辞

を置き、／haa　may　cee／「（探しても）見つからない」のように表すのが普通である。同様に

／khUt1「掘る」という動詞も「掘り当てる」「出土する」という結果を内包する場合は複合

動詞lkhtit　ph6p／のように表し、否定は1khtit　may　ph6p1「出土しない」のように表す。

　結果構文では様々な言語との対照が行われている現在、上原聡、テープカンチャナ（2009）

の研究などを出発点として、さらなる研究の深化が期待される。将来的には中国語の可能

補語、程度補語、結果補語などの研究も吸収しながら、コロケーションを重視した動詞用
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法辞典などの工具書（例えば『漢語動詞結果補語搭配辞典』（王硯農他、北京語言学院出版

社1987）などを参考にした辞典）の開発も期待されるところである。

　同時に結果構文でいえば結果副詞と様態副詞の研究も重要である。日本語で「ゆっくり

話す」はタイ語では1phfiut　chfia℃haa1もしくは／phaut　hay　chaa℃h6a／のように表されるが、

同じ様態修飾にしても1hay／を用いた後者には「努力してそうなるように」という言外の意

味が込められるという。一方、「綺麗に舞う」「綺麗に掃除する」は同じ「綺麗に」でも前

者は様態修飾で1yaao／などを用いて表し、後者は使役助動詞1hay／を用いて表されることから、

こうした副詞修飾の研究も進められることを期待したい。

　補助動詞、形式語について、たとえば終結をあらわす1sさt／，／m△t1，／c△p1などと目本語の「キ

ル」「ヌク」「トオス」「ツクス」などといった補助動詞との対照もより精確な研究がもとめ

られる。さらに動詞連続句についても移動動詞1pay／，／maa／の基本動詞のほか話者の心理的

な用法の意味拡張もふくめてさらなる検証が必要である。

　モダリティについては語用論的な用法もふくめてほとんど手つかずの状態であるが、最

近の「ダロウ」に対応する1khoO／についてのキエットコプチャイ（2011）の研究なども参照し

ながら、対訳など翻訳の方面からのアプローチも有力であろう。推量表現、意志表現、許

可許容、当為表現、様態・比況など対照研究の課題は山積している。

　このほか、語彙的研究では指示詞、自称詞、類別詞の研究が散見されたが、なお多くの

問題が残されているが、その研究の動向は巻末に掲げた文献目録を参照されたい。

　次に複文の研究ではピヤトーン（2014など）の一連の研究があげられる。とりわけ、原因

理由文の主要節について対照を試みている。こうした手法は逆接構文などもふくめ、あら

ためて複文研究、文の単位という問題を再検証する意味でも数多くのヒントをあたえてく

れるだろう。又、限定表現ではアッカラチャイ（2011）をはじめとした研究があるが、さらに

射程をひろげて「限定」の本質、発話意図をめぐる比較も重要になろう。連体修飾構造の

研究も日本語学の成果からさらに関係節、トコロ性としての／thfilをめぐる考察が深められ

ることを期待したい。

　今後は単文の世界では存在・所有構文、複文では逆接の構文、重文ではゼロ標識の複文、

並列表現、など多くが残されている。語用論では、感嘆語、接続語、などの記述研究も合

わせて多くの課題が残されている。最後に、文末小辞について最近の成果をあげておきた

い。従来は日本語の「ネ」「ヨ」に対応するタイ語の文末小辞に限られていた感があるが、

ここ数年、高橋（2015）、スニサー（2017）に代表される大規模コーパスを使用した詳細な

分類が行われている。それぞれの意味記述はまだ不十分であるが、今後、研究が深化され

ていくことを望みたい。

　言語文化の領域では認知言語学の領域から「意味拡張」に関心が持たれている。身体語

彙、味覚語彙などがそのケーススタデイとなるが、」ここ数年、宮本マラシー（2010など）の

成果が際立っている。一連の研究は、語意論でもあり、言語文化論でもあり、記号論でも

ある。キーワードの語彙の背景にひそむ文化、精神性をどうとらえ、コミュニケーション
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理解に寄与させるか、大きな課題であるが、こうした手法は多言語の対照研究にも大きな

示唆となろう。このほか、スンタリー（2013）、セックサン（2014）などによる慣用句研究も統

語的側面もふくめ、研究の継続がのぞまれる。単著では研究書といえるものは皆無である。

資料集としては、『タイ語慣用句拾遺』（田中寛編2013）があるが、収録された慣用句、諺

など広範囲にわたり、定義づけをめぐっても今後の研究がのぞまれる。

10．本研究の概要

　本書は文法現象のすべてを網羅したわけではなく、紙幅、時間的関係から取り上げるこ

との出来なかった項目、領域はすくなくない。まず序章では対照研究をどうとらえるか、

という、現状と展望を試論した。解説は対照研究と日本語教育に重心を置いているので、

やや偏った感はいなめない。同時に最近の日タイ対照研究の動向を概観し、合わせて本論

集の要約を記した。次の本論は大きくは4部に分かれ、それぞれ二本を収めた。

　第1部は主題をめぐる考察を二本収録した。日本語の「ハ」をはじめとする主題、主部

の重層性については古くて新しい問題であり、議論も多く蓄積されているが、日タイ対照

研究により新しい視点が生まれることを期待したい。

　第2部はタイ語の動詞構文の研究として、二本の論文を収録した。まず存在・所有、出

現にまつわる動詞構文の記述的研究である。タイ語の存在文、所有文、出現文について考

察を行った。タイ語の基本後文のなかでも二つの動詞1mii／と1yi）tU1によって表される構文的

特徴を観察し、さらにく報告〉、〈伝達〉という立場から発生構文の諸特徴、成立条件を

記述した。存在動詞には「並ぶ」「建つ」「流れる」など周辺に多様な動詞が分布する。こ

うした動態的な視点からも分析を行った。次に移動動詞については、1pay／と／maa／のダイク

シス的性格に基づきながら、いわゆる方向範疇についての議論を検証した。すなわち空間

的移動のほか、時間的継続、及び心理的拡張について諸例の意味分析である。日本語との

対照により、移動の方向性、移動動詞の本質的な意味を検証をも示唆した。

　第3部はタイ語のヴォイスのうち使役表現をとりあげた。大きくは／hay1と／thamhay／の用

法であるが、前半では／hay／の個々の用法について使役の実質的な意味を検討し、後半では

心理・感情の使役とともに接続詞のように用いられる1thamhay／の諸相について記述した。

　第4部では複文と談話構造の一現象をとりあげた。複文の内包する領域のなかでとくに

条件表現をとりあげたのは、この構文が日本語でもタイ語でも多くの形式を有し、かつ時

間節との交渉がみられることから、複文研究の中軸に位置すると考えたからである。また、

本節では接続マーカーを用いない条件表現についても考察を試みた。談話構造ではタイ語

に頻繁にみられる重ね言葉、反復形式をとりあげた。研究ノートの域を超えるものではな

いが、今後の研究の出発点としたい。

　附章として、タイ語の慣用句について、1taa1「目」に関する慣用句、成語をとりあげ、

言語文化の一端を論じた。また、数種のテキストを例に、異文化理解と外国語教育の連携、

さらに躍進著しい中国におけるタイ語学研究の動向などをおさめた。
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　巻末にはここ数年のタイ語、および日タイ対照研究関連研究論文目録を掲げた。このな

かには言語研究を始めとして、言語文化、異文化理解、教授法に関する論考もおさめた。

また、『タイ国バンコク日本文化センター日本語教育紀要』、および『日タイ言語文化研究』

に掲載された論文リストもおさめた。これらの資料から現在の日タイ対照研究の動向が浮

かび上がると同時に、多くの研究成果から日本語とタイ語の対照研究への新しい視点が得

られることを期待したい。ただ、今回、日本国内の成果のみ収集したため、タイ国内、海

外の研究者の研究成果（英語文論文、タイ語文論文）については今後の課題としたい。

おわりに一発話機能対照分析への視界一

　タイ語研究の現況についてタイ語学の研究者は次のように述べている（飛田良文主幹『日

本語学研究辞典』明治書店、2009）。

　タイ語の言語学的研究は主として、系統論目的の比較言語学的研究が先行して発達

した。それに対してタイ語自体の共時論、特に文法的、辞書的研究にはまだまだ開拓

の余地がある。また、そのためにも（日本語学専攻タイ人留学生に人気のある）日タ

イ対照研究はもっと専門家の参入が必要であろう。（三谷恭之執筆）

ここでいう専門家の参入とは何を意味するのだろうか。タイ語の研究者であろうか。その

一方で「特に文法的、辞書的研究にはまだまだ開拓の余地がある」という現状の是正こそ

が必要ではないだろうか。タイ語文法の記述研究をはじめ、取り組むべき課題は山積して

いる。日本語学や他言語研究者とのネットワーク作りも欠かせない。国立国語研究所での

共同研究の成果なども広く内外の研究教学の場に共有、還元されることを期待したい。

　新しい対照研究の視界として、いくつかの方法論を挙げておきたい。ひとつは言語類型

論的研究、もうひとつは認知言語学、認知意味論からの研究である。前者は一定の語順に

照らし合わせて、どのような特徴をもっかを体系的な記述に向かわせるもので、大きくは

主語、主題の位置、修飾語と被修飾語との配列構造、などに重点を置いた比較言語学の範

疇に属する。また後者は、例えば補助動詞では同じく開始〉をあらわすにしても「始める」

「出す」「かかる」のように人間が認知する環境を重視する立場である。本研究ではこれら

の成果を一部援用している。同時に、統語論、意味論と談話、テクスト論との境界を明ら

かにするという試みでもある。もとより浅学の身ではすべての研究領域を網羅することは

土台不可能である。言語現象を素描しただけの成果に終わっている箇所も少なくない。今

後はそれらを時間の許す限り丁寧に実例を検分しながら精査していかねばならない。

　Iwasaki＆Priyaa（2009）｝こより、ほぼタイ語文法の概観が提示されたが、なお収録され

ていない文法項目も少なくない。より整備された参照文法の解説書が求められる。一方、

日本で出版されたグループジャマシイ編『日本語文型辞典』のタイ語版も出され、対照比

較の資料としても多くの示唆を与えるものだが、訳例にはなお検討すべき項目も少なくな

い。今後、タイ語の良質な文法書とその邦訳、また、各種辞典一たとえば慣用句辞典、
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複合動詞辞典、さらに高度な上級者向けの文型辞典、基本語辞典などの開発が望まれてい

る。形態論的に類似現象も多く見られる中国語との比較も重要である。日中対照研究の最

近の目覚ましい成果を吸収するとともに、中タイ対照研究もあわせて期待される。

　プラシャント・パルデシ、桐生和幸編『有対動詞の通言語的研究一日本語と諸言語の

対照から見えてくるもの』（くろしお出版、2015）は動詞の〈他動性〉と談話のインタラク

ション（前景化、背景化）から新たな類型論研究を目指す議論であるが、文脈依存の環境

を視野に入れつつ、中間言語分析、誤答分析、第二言語習得などの外国語教育への貢献が

期待されているように、今後はさらに多言語（複数言語）からの分析も有力視されよう。

　だが、それだけで十分とはいえない。構造主義的言語理論、生成文法、認知意味論など

によるアプローチのほかに、発話操作理論の言語学に基づく研究に注目したい。すなわち、

相互作用という主体と対象の生きたインタラクションを重視する言語、言語行動の観察で

ある。文法は発話という現場、現実の環境から生まれるという視点こそが、対照研究の出

発点ともいえるのではないだろうか13）。

　一国の文化の水準はその国の国語辞典の充実に象徴される、とはしばしば指摘されると

ころであるが、筆者は同時に文法書の整備も大きく関わる要件であると常々思っている。

それは言語の内省・省察と理論的記述が事態・事象をより正確に観察・把握し、さらに誤

解や摩擦を少なくするための表現を豊かにし、社会に発信する力を持つと同時に人間と人

間を結び付け、コミュニケーションを円滑にするものだからである。したがって言語の研

究と教育は人間の思索のもっとも根源的な営為であり、精神の醸成に寄与するものでなけ

ればならない。

　タイの言語文化に関心を持ち始めて四十数年が経つ。そこで感じられることはタイ人の

精神風土として実用的な研究を好む傾向が極めて強いことである。これは長い歳月に培わ

れた文化風土、国民的な気質、関心によるところが大きく、現実的な観察指向が中枢にあ

ることを意味しようが、一方、緻密な語法研究はそれほど関心を持たれない。それでもこ

こ数年、地道な研究成果が相互に浸透し、いくつかの貴重な成果が出始めている。グロー

バル化のひとつの益するところであろう。

　本書は言語内事実と同時に、言語外事実にも目を向けているのも、社会言語学、言語文

化研究に携わるより多くの研究者の連携を望んでいるからにほかならない。

　筆者は2012年に日タイ言語文化研究会を発足させ、タイ人帰国留学生若手研究者の育成

などに微力ながら取り組んできたが、現地でのかかえもつ教務の多忙さとあいまって、研

究会の組織化はなかなか確保されず、博士論文を書いてもその先の研究がほとんど進まな

いという事態も珍しくない。いまなお参照文法のような文法書が整備されていないことも

研究の進展を妨げているようである。現状ではさらに新しい言語研究を継続し、展開する

ことには多くの困難があるが、タイ人に対する日本語教育の現場の中で、教育文法の整備・

研究とともに、対照研究の裾野が広がって行くことを期待したい。
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一 27一



序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

　第5巻　益岡隆志［編］『主題の対照』2004

　第6巻　益岡隆志［編1『条件表現の対照』2006

　〈個人研究書〉

　第7巻井上優『日本語・韓国語・中国語のテンスとアスペクト』

　第8巻澤田浩子『属性叙述における構文類型一日本語・中国語対照研究』

　第9巻鄭聖汝『韓日使役構文の類型論的研究一形式と意味の相関関係の機能論的アプロー

　チ』

　第10巻ティン・エイ・エイ・コ『ビルマ語の語彙と構文の特質一日本語との対照の観点

　から』

　第11巻和佐敦子『スペイン語と日本語のモダリティー叙法とモダリティの接点』

12）田中（2009）では応用言語学の一形態として対照研究を位置づけている。

13）フランス・ドルヌ、小林康夫（2005）は日仏対照研究の入門書でもあるが、対照研究の新しい視点を

示唆している。また、インタラクションの実相にっいては定延利之（2016）等の一連の研究が重要である。

　「環境とのインタラクションに根ざした文法」（大東文化大学語学教育研究所講演会、2017．10．26）から

多くの啓発を受けたことも記しておきたい。

参考文献　（一部、本文中に挙げたものを省略した）

池上嘉彦（1981）『「する」と「なる」の言語学　言語と文化のタイポロジーへの試論』大修館書店

今村忍（2011）『日本語とタイ語の対照研究一2009年度までの動向一』大阪大学

生越直樹編（2002）『対照言語学』東京大学出版会

小野尚之（2004）「移動と変化の言語表現：認知類型論の視点から」、佐藤滋・堀江薫・中村渉編『対照言語

　学の新展開』ひつじ書房

影山太郎（2004）「存在・所有の軽動詞構文と意味編入」、影山太郎・岸本秀樹編『目本語の分析と言語類型

　一柴谷方良教授還暦記念論文集』くろしお出版

庄司博史、P・バックハウス・F・クルマス（編）（2009）『日本の言語景観』三元社

定延利之（2016）『コミュニケーションへの言語的接近』ひつじ書房

高橋弥守彦（2017）『中日対照言語学概論　その発想と表現』日本僑報社

田中寛（2004）『統語構造を中心とした日本語とタイ語の対照研究』ひつじ書房

　　　（2009）「“応用日本語学”とは何か一目本語と日本語教育の統合を目指して一1、『外国語学研究』10

　187－196　大東文化大学大学院外国語学研究科

パルデシ・プラシャント、桐生和幸、ナロック・ハイコ編（2015）『有対動詞の通言語的研究一日本語と諸言

　語の対照から見えてくるもの一』くろしお出版

フランス・ドルヌ、小林康夫（2005）『日本語の森を歩いて一フランス語から見た日本語学』、講談社現代

　新書

村尾誠一（2014）「比較する、対照する、対比するということ」、『目本研究教育年報』1873－80東京

　外国語大学日本専攻
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序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

附①：タイ語学研究の主な工具書（文法研究書、辞書類）

　文法書（1）では英文、日本語で書かれた主要なものを挙げた。文法書②ではタイ語で書か

れたものを挙げた。タイ語学文法書、タイ語辞典は手元の版のものを挙げた。

《主たるタイ語学文法書（1）》刊行順

Udom　Warotamasikkhadit　（1963）THAI　SYNTAX：AN　OUT口NE

　The　College　of　Education　Prasarnmitr　Bangkok，　Thailand

Richard　B．　Noss（1964）Thai　Refbrence　Grammar

Foreign　SerVice　Institute　Washington，　D．C．

David　Smyth（2002）Thai　An　Essential　Grammar　Routledge　London　and　New　York

三上直光『タイ語の基礎』白水社2002

Shoichi　lwasaki　and　Preeya　lngkaphirom　（2005）A　Reference　Grammar　of　Thai

　Cambridge　U㎡versity　Press

《主たるタイ語学文法書（2）》順不同

一商η嗣u湘〆プリーチャー・ティチナポン『タイ語の姿タイ108』
　命1新而Nぷ飢恥“賄ξ1979

明前m画別宿関κ湘剤鴫雨　スティウォン・ポンパイブーン『タイ語基礎』

　向1斬∩伺割ぷ②Lぶ肌煽t閲ξ1980

9）nwaAagim＃ei）awalaaw似m　dW醐苔　ジョンダー・ンガームスット『言語学とタイ語』
　　　　　　　　　　　　　　9
　菌∩竜n柄N1罷飢晶“b‘1981

1卿mぷ湘翻悟哨緬閣　ソムチャーイ・ラムドゥアン『タイ語文法』

　ゼ9“s」SWUI　ns“Lγ1wux羽aUAT　1983
　　角」　　　　　　　　　9

1inlvasu　uζu胴硫n醐洞ブンヨン・ケーサテート『タイ語の単語』
　　　　　q　q「

　わ衛而Nぷ臼L恥顕t閲苔1989

mn臼細砲‘翻m四㍗揃剛冨　‘cSyntax”　Somsonge　Burusphat
　　　タ　　ぴ　　　　　　　　　　　　へ　　　　　リ

　　　　　　　　　ゼ］」eNγrgeVfilSNn＠fifiの　1993

w前m廿☆閲栴舶晒棚施　カムチャイ・トンロー『タイ語基礎』

6輸．即m緬ぷ論　　1997　1SBN　974－246－228－3

syyvlinAnwaims緬緬飾砲u聰　スナン・アンチャリーヌクーン『タイ語の語順』
　　　　　　　　　9　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　9¶
rATfinnsLevfi　LLw5cagu“nts元thann2　Ac）sxaa’nw2Aagien5＠viablぐnssuewva6γ1fiigu”’fi　20041SBN　974－13－2525－8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

m蜘m翻ξm蜘1湘目倒防田伽L嗣U胡百ルアンデート・バンチュアンカット『タイ言語学』

　　　　vへa、　　　　　　　　q！　　　　　　J　　v　　　　　　　　　　　4　　　0r　　c．
　　9iaa2」14？＠fiMlsiつLLguX？auUfi75X　LW臼咽E｝JUfiMl．｝S」wa　N明n？wr臼咋9UE」WWの自1998

踊鮒向m蜥1湘緬∩砲餅明6鵬飢　ディレークチャイ・マハッタニスィン『タイ語の語単位』

　　m洞旬ηm蜘11∩臼肉飢測U廿臼餉鯛誉醐市掴∩雨L砲q輪U1981
　　　　　　　　　　　　　　

9

bN雨Nm廿☆m目：sxvw！？suanTsue　The　S七ruc七ure　of　Thai箭瑚迂m醐咽〆　　ウィチェン・パーヌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

角

一 29一



序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

　　ボン『タイ語の構造　文法体系』
べ　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　●！　　　　　　　　ず　　一　　　　　　　ず　　　亀　　　　　v　　nnA？thnm廿つ伺咋菌の■AglAyfin廿曾mge旬●角Wη自、ln●cuN羽η？aηfヨ∩a臼1981

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9

明る∩m田1閲（旬刑s品つ爺m洞oつn臼釦膏遜弧祈創n甘㎡wusxwnefi］fimagUfi」gefiS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9

　プラヤーウパキットスィンラパサーン『タイ語の基礎』正字法・品詞論・統辞論・詩形論

　6画4前n緬西1湘債函期m買苛膏怖のwu．A．kn＆en　an（1990）ISBN974－07－6306－5

前甘批m画湘U．．旬砲畢Nm　バンジョップ・パントゥメータ『タイ語の姿』
　　　　　　　　　　　　

　伺N膏覇τNaN西Nmδ明m面田s咋劉6ηLL困wy．A．kn＆kno（1977）　ISBN不明

1り田m・ぷ湘mり．飢心ξ‘N6ηナワワーン・パントゥメータ『タイ語文法』ISBN974－9993－27－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユノ　　　ロ　賄Nm・し閃田t‘帆誉閃自m品笥ηm？ρ醐c飾廿．餉翻ξ膏w噛df1・㎡NWつ弓刊臼η雨伺NW回蔚硫ピw．角、kn＆＆0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

m鵡mM　WU．zz？？estlS　ナワワーン・パントゥメータ『言葉の使い方』

　　6音1ηm曾aNW醐1誉和■4咋倫wu．A．kU＆kno（1977）

m鵡m蜘邑W．is？。7＃SU　ナワワーン・パントゥメータ『言葉の使い方2』

　　s」6南f1咋ぷ囚西卵腎即■ぷ而例wu．A．kn＆knel（1984）

　　　　　　　　　コ

m読詣命デ目前∩N明組賦∩4L司鯛斉u？？esu　L済qt酬曾nワンナ・ケオプレーク　『近似語の用法』

　　　　　　　シ　　　シ
　　↑Pt．Lege．w魯uぷL論蔚洲．同．b＆已（or（1981）

《タイ語雑誌・主要大学紀要（一部）》順不同

　主要大学の学術紀要雑誌では言語研究の他に文学、言語文化を含むのが一般的である。

一部英語で書かれた論文も含まれている。

OStudies　in　Linguistics　ISBN　974－564－996－1
v　　　　　　　　　　4　　　　『　　　　　v　　　　　　　　　ず　　　ーt　　　　　　『　　　負v　　　　　　　　　　　べ　　　　『　　　　　　o！　　　　　　　　　　否　　　鳥　　　　　　　　『　　　　－　　　　　v　臼∩廿曾洞つ魚回■UWU6臼硯彰包n廿■伺咋臼の●肉W咋自寸ns硯3」明γ〕別田咋自｛ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q

OJourna1　of　Language　and　Culture　ISBN　O125－6424
　　　　　　㊨！　　　　　　　　　v⇔v　　　　　　　v　　　　　　』　v　　　　　　　　　　a　　　v　a
　al咋廿a　LLgux？OPJW6丁曾劉臼粛咋1」u「〕句tl81η廿つLLgUY？E｝4Ufi曾■囚LW内f】waNW咋thUS」wa　w羽丁〕刊f」∩自旬3』閲例自

OJournal　of　Thai　Language　and　Literature

　　？n曾geaTれ∩aSta　LLguy？figUSA6zγasu回醐c旬∩廿曾m臼例ξ句w∩困f1曾㎡Nm元γ1即揃臼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角

OLanguage　and　Lmguistics　ISSN　O857－1406
　　詞咋廿つLLgu訪1咋fi　n洞咋ts阿5酋∩¶咋弓笥∩∫1∩廿つ角η酋図ξ∩飢彰肩自ユ」洞咋奮例寄コ燗肩明m飽五s．3」洞η酋園6

0Journa1　of　Language　and工、iterature　in　Thai　ISSN　O857－037X

　m曾醐曾n∩廿∩LL自訪曾・飢肉詞1γ1｛ヨAwSinnfisn　LLgux？丁曾SUA詞Zwrfi例ζ賠旬n廿．餉自例寄qW噛ぐn曾㎡Nm弓¶⑰｛緬
　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

《辞書（一部）》順不同

冨田竹二郎（1987）『タイ目辞典』、養徳社

松山納編（1996）『日タイ辞典』大学書林

広州外国語学院編（1987）『泰漢辞典』泰国南美有限公司／香港商務印書館聯合出版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　オ
3」∩篇回m禽肌壷ζ】」W＠xsaasnTNIru須N］」■㎡一砕U自莉田6菌例■側即飢伺囚而∩論6と）1977
　　　　　　　　　　q「　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　　　　　　　9」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓

q／　　　　　　　　　　●ノ　　　　ベ

包］」1」SA％1」飢割例臼菌ζ1咋U　iwqu∩Uf1曾aJ　1982
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

Mary　R．Hass（1964）Thai－English　Syudent’s　Dictionary　STANFORD　UNIVERSITY

　PRESS，　CALIFORNIA
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序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

附②：日タイ対照研究に用いる参考例文資料

　日タイ対照研究の言語データとしては、各種タイ語学習書のほか、日本語書籍のタイ語

訳、タイ語書籍の日本語訳、さらに次の各種日本語学習辞典の収録例文などが挙げられる。

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

○欄隅∩・Nm鵡命m蹴垣qu臼苔m臼m品命Lし醐嗣漸n、硫緬醐

　tLU俄t舶焔．dm晶閑酋令夙6曾謝　1997泰日経済技術振興協会
　　　　　　　　　　　　9

　『日本語学習使い分け辞典』廣瀬政宜他編　Japan　Times　1988

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

⑳似隅n曾Nm主n瑠鴫典細田

　L‘d自t舶閃孔dm遣肉岨壱例6．謝　2000泰日経済技術振興協会
　　　　　　　　　　　　9

　『日タイロ語辞典』　エドワード・G．サイデンステッカー、松本道弘編『最新日米口

　語辞典』　朝日出版社1991

○梱m鳩m諭創u㈱mうηN欄舗備m
　LLalgutems　ca．A．dindi　＠en＠Asmfiisx　泰日経済技術振興協会2014
　　　　　　　　　　　　9

　森山新編『日本語多義語学習辞典動詞編』　ALC　Press　lnc．2008

　　　　　　じ　　　　　　　　　　　シ　　　シ

○梱m踊N剥U．1湘肋砧可∩U1989
　　　　　s　　　　　or　9　　　　　　　　　　　　　　槌

　m創鋼ηU鴛酬W爾岡綱咋翻　国際交流基金
　　　　or

　望月孝逸他編『日タイ語基本語用例辞典』国際交流基金、凡人社　1998

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ぴノ
○納叫n論臼∩m㎡m劉垣U繭品噂もu杣．影m隔寸湘輝廊舶a輌軸

　緬嗣6曲杣τum．緬ぷ価防洲．角．随蜘

　ADic七ionary　of　Basic　Japanese　Grammar　The　Japan　Times　1986

　Seiichi　Ma1血10　Michio　Tsui

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　オノ　　　　　　　　　　　　　　　　ユノ

○側唾5・・1紬鋤m廿剛醜∩猟能輌寸

　肖1山晶S囎W爲・爾n丙∩1斬∩伽舟∩蜘しL能斬剛随．謝2002

　友松悦子、宮本淳、和栗雅子『どんな時どう使う日本語表現文型500中上級』　アルク1996

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

○梱叫n糊曲試臼師廿咋垣寧

　§tLd哩別っu曾．閑嚇u嚇q噸輌6．．杣．影m蝋咽q¶働臼a輌命

　くろしお出版　2012

　グループジャマシイ編『教師と学生のための日本語文型辞典』　くろしお出版　1998
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　　　　　　　　　序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

附：タイ語のIPA音声表記

タイ語の母音・重母音（短母音／長母音）

前舌母音 中舌母音 後舌母音 二重母音 三重母音

広母音 ε／εε a／aa o／oo ai，／aai，　oi／ooi，　ao／aao

半狭母音 e／ee 0100 0／OO oi／ooi，　eo！eeo，　o▲ノooo

狭母音 Uii u∬㎜ u／uu a伍a，111a／㎜a，　ua！uua ．．．1ao，田a1，　ua1

deただし、本書用例では重母音はai→ay，　iao→iaw，　ao→aawのように表記する。

タイ語の子音

調音法＼調音位置 唇音 歯音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門

無気閉鎖音 P t C k ？声門閉鎖音

帯気閉鎖音 ph th ch kh

有声閉鎖音 b d

鼻音 m n o

摩擦音 f S h

流音 r，1

接近音 W y

タイ語の5声調

aa中平調（平声） aa低平調（低声）aa下降調（下声）6a高平調（高声）5a上昇調（上声）

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

1a，11a　　　　　　　ay，　aay　　　　　　aW，　aaW　　　　　　Uay

タイ語の基本語順

主語（S）1動詞（V）1目的語（0）1補語（C）

khaw　　rian　　phaas亘a－thay

彼　　学ぶ　タイ語　　　　　：彼は1タイ語を1勉強する

被修飾語1修飾語［1数詞1類別詞1指示詞】

baan　　yay

家　　大きい　　　　　　　　　：大きい1家

kra？P互w　y合y　［s5001）ay　n益n］

鞄　　大きい2　CLその　　　：［その1二1つの］大きい1鞄
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序章　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

グロス略記一覧

本書ではタイ語例文はタイ文字を用いずに国際音標文字（IPA）で表記した。タイ語の

IPA表記はおおむね田中（2004）にしたがう。またグロスの略記号は以下の通り。

Abbrevia七ions

略語 職能 略語 職能

COPU 繋動詞 Q 文末疑問辞

FUT 未来時制 FPP／MPP 女性／男性文末丁寧辞

PST 過去時制 ［終］ 終助詞、文末小辞

PERF 完了 ［願］★ 希望願望の助辞

CAUS： 使役態形態素 ［義］★ 義務の助辞

PASS 受動態形態素 ［経】★ 経験の助辞

REL 関係代名詞 ［可ド 可能の助辞

COMP 引用節マーカー ［推］★ 推量の助辞

CONJ 接続語 ［経］★ 経験の助辞

NEG 否定辞 ［意P 意志の助辞

CL 類別詞 ［禁］★ 禁止の助辞

PRO 人称詞★ ［当］★ 当為の助辞

dePROは一人称、二人称、三人称人称代名詞。

de［終］はタイ語の文中、文末の小辞。なお、アスペクト表示（ASP）、前置詞群（PREP）は

適宜、日本語の対応訳をほどこした。

x’

　AUX助動詞は〈義務〉「なければならない」、〈希望・願望〉「たい」、〈経験〉「たことがあ

る」、〈推量〉「だろう、かもしれない、にちがいない、はずだ」、〈意志〉「つもりだ」、〈可

能〉「ことができる」、〈当為〉「べきだ」、などを示す。
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第1部

タイ語の主題と主語、題目語の諸問題



　即L鋤繭員削

khaw　pen　stUa　piap

彼は沈黙する虎である

（能ある鷹は爪を隠す）



第1章　タイ語の主題提示機能の諸相一名詞主語句を中心に一

第1部　タイ語の主題と主語、題目語の諸問題〈第1章〉

タイ語の主題提示機能の諸相

名詞主語句を中心に一

【キーワード】主題提示　名詞　情報の優先度　文脈と場面　時空間の設定

1．はじめに一主語と主題、題目一

　主語が主題的役割を果たすという言語的事象は、情報の優先的提示と大きく関わる。題

目を提示して解説を施すのは、認識を知識・情報に置き換え、伝達するための不可欠の手

段であり、主語、主題の認定、設定は情報管理のうえでも最重要の対応となる。本節では

それらの文頭に位置する名詞語句が、タイ語において後続の内容叙述にどのような意味的

な関係を及ぼすのか、題目提示の実態について若干の観察を行う。

　議論する前に、まず身近な公共標示例（車輌内、駅構内等）の日英文を見てみよう1）。英

文の斜体部分は日本語の「は」の領域（日で示す）に対応する領域を示している。

①［かけ込み乗車旦］危ないのでおやめください。

　　FOr　yOur　safety　dO　llOt　rush．fOr　your　train．

②［携帯電話旦］マナーモードなどに切り替えてください。

　Please　switch　your　moblle　phone　to　silent　mode．

③［不審物や持ち主の分からないお荷物旦］直ちに乗務員までお知らせください。

　Please　notify　the　train　crew　immediately　ifyou　find　any　suspieious　items　or

un－a　

ttended　baggage、

④［駅構内でまたは車内で不審なものを発見した場合は］、

　直ちにお近くの駅係員または乗務員にお知らせください。

　Please　inform　the　staff　or　train　crew　immediately　if　you　noticθany　sαsρicious

uncla輌med　object　or　persons　in　the　station　or　on　the　train．

⑤［優先席付近で旦］、［混雑時に旦］携帯電話の電源をお切りください。

　　閲en　erowded　please　turn　off　your　mobile　phone　iコthis亘亙力ゴ躯

⑥［みだりに車外に出ると］危険です。

　　Getting　off　the　traiコbetween　station　is　dangerous．

　①の場合は、英語の日本語直訳では「安全のために、（あなたの）電車に駆け込まないで

ください」とあり、「かけ込み乗車は」というフレーズに対応する成分は見当たらない。英

語ではまず「あなたの安全のために」というのが主題優先的な情報となっている。
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第1章　タイ語の主題提示機能の諸相一一名詞主語句を中心に一

②の場合も、「あなたの携帯電話国サイレントモードに切り替えてください」のように、

まず切り替えるという動作行為が優先的な情報とされる。

　③の場合は、「もし不審物や持ち主の分からないお荷物を見つけ匡三］」という条件節が文

の後半に述べられている。②と同様に情報の優先度に異同が見られる。

　④の場合は、「場合は」のトキ節がif条件節で表されるケースで、しかも情報の優先性に

より後方に位置することも少なくない。

　⑤の場合は、二ヵ所の「は」は「には」、「では」による句構造で、英語では文頭と文末

に分散配置されている。

　⑥の場合は、日本語の条件節が英語では動名詞を主語に立てた題目文「駅の間の車輌か

ら出るのは危険です」になっている（日本語の「みだりに」は訳出されていない）。

　こうして考えると、情報の優先性が当該言語の特徴を決定しているといえよう2）。

　一口に主語、主題といっても表現の内実は当該言語の特徴によって更に複雑であろう。

一
般に日本語の「は」は〈衆目一致注意喚起〉の場の共有を主務とし、均質的な〈情報の

網掛け〉が行われるが、これは日本文化の集団主義的特性と密接な関係があるようにも思

われる。従って他言語において習性、文化背景としての主題、命題を考えるにあたって、

母語と同様の視点で考えることには種々の限界が生じざるをえない。

　本章では文頭に位置する名詞語句（人物、事物、場所語句など）をサンプル的に取り上

げ、日本語の「は」を手掛かりにしながら、〔題目：解説〕という構造がタイ語においてど

のように発現、展開されているのかを考察する。

2．名詞句主語文の概要

　名詞語句が題目提示的に文頭に位置する文を、ここでは仮に名詞句主語文と名付けるが、

これには日本語で格助詞をともなう「会社璽」（場所格）、「部屋些」（存在格）、「剃⊆

は」（与格）、「目本からは」（起点格）、「目的地までは」（終点格）などを含む。

　最初に挙げるべきは名詞述語文の構造である。人名詞のほか場所名詞、事態名詞などが

主部に立つ。（1）は繋動詞／pen／用いて属性（民族や職業、地位、性格など）を表す。（2）は繋

動詞1kh㎜〆で人物・事物の一致、（3）は1pel1／も1khu㎜／も用いない、ゼロ表示のもの。　また

（3），（6）のように関係代名詞／thii∫をともなう比較的長い連体修飾構造を有する名詞の後には

僅かなポーズが見られる。以下、タイ語、日本語ともに主部相当成分をOで示す3）。

（1）［khaw］pen　？aacaan　th宝i　maa　caak　yiip心n．

　　PRO　　　COPU　先生　　　REL　来る　から　日本

　　［彼は］　日本から来た先生です。

（2）［？aah5an一七hay　ph6m　ch60p］khuua七6m－kh亘a－kay

　　タイ料理　　　　　PRO　好き　　　COPU　料理名

　　［私の好きな料理は］　トムカーガイです。

（3）［rooOrεεm　thii　ph6m　phak］　s通ay　maak．
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　　　ホテル　　　REL　PRO　泊る　　　綺麗　大変

　　　［私が泊ったホテルは］大変きれいでした。

　（4）［s5mmanaa　m血a－waan－nii］　dli　r㎞一plaaw？

　　　セミナー　　昨日　　　　　　　良い　Q

　　　［昨目のセミナーは］よかったですか？

　（5）［khmhaOcak　nii］ph白？lit　ch句一llaan　day　ch6a－mooO　14？

　　　機械　　　　　この　　生産する　部品　　　　［可］時間　　　　あたり

　　　［この機械］匡］一時間に部品を1，000個作れます。

　（6）［roo前aan　thii　chon－burli］kamlaO　k50－saaO　y血u．

　　　工場　　　REL　　チョンブリ　　　まさに　　建設する　ている

　　　［チョンブリの工場は］　建設中です。

動作主体は人間であるが、（6）では「チョンブリの工場」

nziro・phan　chiD．

千　　　　　　CL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっている。擬似的な主語とい

うべきであろう。次の（7），（8）のように指示詞／nblの併用は主部明示の有力な成分となる。わ

ずかにポーズを置くことで注目的な表示となり得る。

　（7）［kh500　16t　nfi］，　chay　pen　siOkhaa　tua－yaall　m合y　day．

　　　　もの　ロットこの　使う　COPU製品　　サンプル　NEG　［可］

　　　［このロットの製品は］　サンプルとしては使えません。

　　（8）［kh50η一thii－ra？1血k　nfi］，　ca　　m60p・hay　1｛iuk－khaa　khon－16？n由O　ch6t．

　　　記念品　　　　　　　この　　FUT　渡す　　　　顧客　　　　人一あたり　1　　セット

　　　にの記念品は］お客さんに1セットずつお渡しします。

このように主格・主部表示はこれを具体的に示すマーカーがなく、〈音調〉ないし〈小ポー

ズ〉と後述文との意味関係にゆだねられる場合も少なくない。以下、時間的設定、場所・

空間的設定、事物・、事態などの名詞句が主語となる用例を検証していく。

3．名詞句主語文（1｝一時間的設定について一

　時間と場所の設定は事態伝達の際の大きな道具立てである。性格的には時間副詞が前触

れ的に置かれ、注目表示的な性格を有しているといえよう。ほぼ文頭に位置するが、（11）

のように文の後方に位置するケースも少なくない。英語などと同様の現象である。

　（9）［dulan－nii］　y60t－khaay　may－kh6y　dii．

　　　今月　　　　　売り上げ　　NEG一あまり　良い

　　　［今月は］売り上げがあまりよくなかった。

　（10）［ra？waaO　kaan・sadεε0］　karunaa　pi七　　mt戚htm　dtiay　khrap．

　　　間　　　　こと一演じる　　　てください　閉める　携帯　　　　一緒に　MPP

　　　［上演中は］携帯電話の電源をお切りください。
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　（11）phdia　khwaam’p160tphay　thUk－khon　t50　suam　mUak　niraphay

　　　ために　安全　　　　　　　　　各人　　　　　［義］かぶる　帽子　　安全

　　　［khan査？pathibatkaan］．

　　　時　　　作業する

　　　［作業中は］安全のためにかならず安全帽をかぶること。

（12）のように「最近」は日本語では「は」の附加が任意であるが、対比的な環境を表わす場

合は、目本語では「去年は寒かったが今年は暖かい」のように「は1が必須となる。

（12）［diaw－nii］khon　chay　thoorasap－mulmth諏u　maak　kh口m．

　　　最近　　　　　人　　使う　　携帯電話　　　　　　　　　多い　なる

　　［最近（は）］携帯電話を使う人が増えた。

（13）［pli－nii］　raayd盒y　16t　loO　kUlap　khrOO．

　　　今年　　　収入　　　減る　なる　凡そ　半分

　　［今年は］収入が半分近く減った。

（14）［七hoom－nii］　ph6n・kaanTian　kh500　khaw　leew　loO．

　　　学期一この　　　学業成績　　　　　　の　　　彼　　悪い　なる

　　［今学期（は）］彼の成績は悪くなった。

（15）［wan・nii］　n由ay　nit－n50y．

　　　今日　　　　疲れる　少し

　　［今日は］少し疲れている。

（16）［wan－？aathit］p6？kati　tham　aray？

　　　日曜日　　　　　いつも　　する　何

　　［日曜日は］いつも何をしていますか。

ただ、時間名詞が限定的な事情を表すとき、題目を特化する前置詞／s5mrbp／を文頭に用いる

ことがある。これは目本語では「については」のようなニュアンスがある。

（17）［stimrap　wan－？aa七hit］tham　khwaam－sa？aat　baaη　sak　ph合a　baaO．

　　　にとって　日曜日　　　　する　掃除　　　　　　たり　洗う　服　たり

　　［日曜日には］掃除したり洗濯したりします。

4．名詞句主語文②一場所・空間的設定について一

　事態の対象的把握の根幹として、場所が時間的要素と共にフォーカスされることはきわ

めて自然な認知的現象である。日本語では存在場所や時間を表す場合は「には」が用いら

れるほか、場所の取り立ては「では」と「は」があるが、これらの判別はいささか面倒で

ある。この点はタイ語でも同様の感がある。例えば

　（18）ハバロフスクでは西の風風力4にわか雪28ヘクトパスカルー14度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（気象通報　2017．12．14　16：03）

のように「では」が場所の提示機能として用いられ、「は」と峻別される。タイ語の場合は

運動・存在場所の明示する前置詞が文頭に置かれることが多い。　（19），（20）の文は、日本語

では「ここ｛は／で／では｝両替ができます」「この部屋｛は／で／では｝煙草が吸えます」のよ

うに「は」「で」「では」三種類の言い方が可能である。

　（19）［thfi・nii］　150k　pon　day．

　　　ここ　　　　両替　お金　　［能］

　　　にご（で）は］両替ができます。

　（20）［hδ0・nii］　s白up　bu？rii　day．

　　　部屋・この　　吸う　煙草　［可］

　　　［この部屋は］煙草が吸えます。

（20）は（21）のように場所名詞句を後方に移動させ補語（副詞）成分として表すことも可能

であるが、ややぎこちない印象を与えるようである。

　（21）sUup　burii　thii［h60・nfi　d合y］　　（20’）

　　　吸う　煙草　で　部屋一この　［可］

　　　［この部屋で］煙草を吸えます。

同時に（19），（20）は対比的な取り立て用法で、他の場所との使途性格、機能の峻別を意図し

たものである。同様の例を続けて挙げる。

　（22）［than6n　saay－nii］　weelaa　mti　？ubat七iheet，　r6七ca　tit　　　than－thi．

　　　　道路　　CL一この　　　とき　　ある　事故　　　　　車　FUT渋滞する　すぐ

　　　にの道路は］　事故があったらすぐ渋滞になる。

　（23）［boorisat－nii］th6k－khon　thamOaan　dOay　khwaam七aOcay　sa？m50．

　　　会社一この　　　　各人　　　　働く　　　　で　　熱心さ　　　　　　いっも

　　　にの会社は］全員がいつも一生懸命に働いている。

　（24）［mwalj－thay］ph6m　r6ucak　kheεkruOtheep　kap　chiaOIエ1ay　s5町hきO　thawnan．

　　　タイ　　　　　PRO　　知る　　だけ　バンコク　　と　　チェンマイ　ニか所　　だけ

　　　［タイ（で）は］僕はバンコクとチェンマイの二か所しか知らない。

　（25）［boorisat　ph6m］　Oon－dulan　chan－t6n　raw－raaw　h6k・phan　baat．

　　　会社　　　PRO　　月給　　　　初段階　　だいたい　　6千　　　　バーツ

　　　［私の会社は］初任給がだいたい6千バーツです。

　（26）［h60］　tit　？εε　　　rtim－plaaw？

　　　部屋　　付く　エアコン　Q

　　　［部屋（に）は］エアコンがついていますか。
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　（27）［kh合0－nay］h合am　thaay．

　　　中　　　　　　禁ずる　撮影する

　　　［中は］撮影禁止です。

こうした名詞語句は、後続内容がほぼ属性的、規定的な意味を持っていることを表してい

る。多くの例では、発話の発端を表し、聞き手に対しては新情報の提示確認を意味してい

る。この場合、後続内容に続く前にわずかながらポーズが認められる。

　一方、場所詞の前に、つまり文頭に場所を指し示す前置詞／thfilが置かれると、「（場所）

では」のように場所本位の機能ないし特徴を述べる言い方になる。

　（28）［thii　rooOn50　nfi］　ch5ay　cha？ph6？n50七hay．

　　　で　　映画館　この　上映する　だけ　　　　映画タイ

　　　にの映画館（で）は］タイの映画しか上映しない。

　（29）［thti　kruOtheep］r6t　tit　　　maak．

　　　で　　バンコク　　　車渋滞する　大変

　　　［バンコク（で）は］車の渋滞がひどい。

　（30）［thfi　baan　ph6m］m命a－kh田um－nfi　naam　may　15y．

　　　で　　家　　　PRO　　昨夜　　　　　　　　水　　　NEG　流れる

　　　［私の家では］昨夜断水した。

　（31）［thii　mulaη一thay］khaaw・s5an　phεεO　m益y？

　　　で　　タイ　　　　　米　　　　　　高い　Q

　　　［タイは1？タイで／？タイでは］お米が高いですか。

　（32）［thii　yfipim　dulan・mees5ayon］aa？kaat　may　n§ε一noon　baaOthii　k60　n5aw

　　　で　　日本　　四月　　　　　　　　気候　　NEG　確かな　　時々　　　も　寒い

　　　baap・thii　k60δP？un．

　　　時々　　　も　暖かい

　　　［日本の四月は］　寒かったり暖かかったりして天気が定まらない。

（31）は日本語では〈N1のN2は〉「タイのコメは」のように表すこともある。なお、タイ

人の日本語の発話では「タイで」「タイでは」のような日本語になることも多いが、やや不

自然に聞こえる。非母語話者にとって、「で」「では「は」の使用は簡単ではない。（32）では

「日本では四月は」のように場所名詞句と時間名詞句が連続し、二重主語的な提示となっ

ていることに注意したい。また、（33）では「京都では」のように「で」が必須になる。

　（33）［th五・nii］　thaay　r6up　day　m5y？

　　　ここ　　　　写す　写真　［可］Q

　　　にごでは］写真を撮ってもよいですか。

　（34）［thli　kiawtoo　na］pay　thatsanaacoon　baaO　s血u　kh501」　baaO　ph6p　ph血an　baaη．
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　　　で　京都　　　［間］行く　見物　　　　　たり　買う　物　　　たり　会う　友達　　たり

　　　［京都では］見物したり、買物したり、友達に会ったりしました。

（35）の場合は／sooy・naa／が主格化したものだが、主題化との認識からはむしろ「次の路地は」

のように表すケースが多いことが予想される。

　（35）［sooy　naa］　liaw　s4ay　khaw　pay㎞a

　　　ソイ　次の　　曲がる　左　入る　行く　FPP

　　　［次の路地亘］左折してください。　cf・＃次のソイ旦左折してください。

5．名詞句主語文（3）一人物・事物的設定について一

　人物が主語になる場合だが、口語では特に感情をあらわす場合、／nfilや1nia／を添えること

がある4）。日本語では「って」「ったら」などの言い方に属する。

　（36）［kh5w　nla］kh9ε　mbaO　16k－16k　n50y－n60y　d由atr60n　lξεw

　　　彼　　　一　だけ　話　　ちょっとした　　　激怒する　　PREF

　　　［あの人はね］よくちょっとしたことですぐ怒るのよね。

　（37）kh皿nfi　sia　maara？yaat！th5am　aa？y6　ph6uyin

　　　あなた　一一　　喪う　礼儀　　　　　訊く　　年齢　女性

　　　［あなたって］本当に失礼ね。女性に歳を訊くなんて。

所有表現は人物主語表示のなかでも最も頻出度が高いものであるが、（39）のような主語の領

域が定めにくい、やや複雑な構造がある点にも注意しなければならない。

　（38）［dich6n］mi　sit　thfi　ca　niu　kha

　　　　PRO　　ある　権利　REL　FUT知る　FPP

　　　［私には］知る権利がある。

　（39）khon　m合y　mii　khray　m合y　yaak　pra？sOp　khwaam－s5mrさt　kha．

　　　　人　　NEG　ある　誰　　　NEG　［願］　　出遭う　　成功　　　　　　　FPP

　　　［成功したくない人は］誰もいない。

（40）が属性的な関係を表しているのに対し、（41）は題目提示で、後続文とはやや距離があ

る。「についていえば」のようなニュアンスがあり、前述のように1stimrap1を用いて明示す

ることがある。

　（40）［ph食u－catkaan　rooOOaan］pen　khon　khem加at　maak．

　　　　長　　　　　　　　工場　　　　　COPU人　　　厳しい　　　大変

　　　　［工場長は］大変厳しい人だ。

　（41）［phanakηaan　thii　aay6？　haa－sip　pli　kihim－pay］，　m亘th勾m6t　sip　khon．

　　　　従業員　　　　　REL　年齢　　50　　　歳　以上　　　　　　ある　全部で　10　人
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　　　　［50歳以上の従業員は］全部で10人います。

　次は物一般が主格に立つ場合である。

　（42）［kay－y合aO　thii－nii］　mli　chim　maak　thlidiaw　kha．

　　　焼き鳥　　　ここ　　　ある　名前　大変　実に　　　FPP

　　　にこの焼鳥は］とくに有名だ。

　（43）［r6t・kraba？　khan・nii］banthUk　d合y　may　koon　stiam　tan．

　　　トラック　　CLこの　　　運ぶ　　　［可］NEG超える　3　　トン

　　　にの小型トラックは］最大3トン積載可能です。

　（44）［r6t　khun－wiray］　c50t　y立u　　thfi－n60n．

　　　　車　ウライさん　　　停める　ている　あそこ

　　　［ウライさんの車旦］どこに停めてありますか。

（42）一（44）は一般的な主語明示で、属性的な意味関係を表しているが、（45）（46）は聞き手に対

して、限定された事情を取り出し、それについてのより詳しい事情を求めている。後続内

容の前に、ややポーズが置かれるのが自然である。

　（45）［ph6nlamaay　thay］　dichan　ch60p　ll5？　　　maak　thiis立t．

　　　　果物　　　　　タイ　　　PRO　　好きだ　ランブータン大変　一番

　　　　［タイの果物旦］ランブータンが一番好きだ。

　（46）［phfiak　kh500一㎞］　ch60p　aray？

　　　　仲間　　食べ物　　　　好きだ　何

　　　　［食べ物では］何が好きですか。

連体修飾構造を含む長い名詞句も日本語と同様の語順で示される。日本語では特に口語の

場合、「は」が無助詞化する場合が多い。

　（47）［s均khaa　thii　saO］，　　thaaO　Taw　sδO　pay　phit　thii　khrap．

　　　　商品　　　REL注文する　当方　　　　送る　行く　間違う　場所　MPP

　　　　［ご注文の製品旦］、　違う所に発送してしまいました。

　（48）［slOkh6a　thii　tham　phit　bbεp］，khun　ca　rap－phit℃h60p　yaOOay？

　　　　商品　　REL　作る　間違う　型　　PRO　FUT　責任をとる　　　どう

　　　　［規格外の製品旦］、どう責任をとりますか。

　（49）［？さekkas巨an　th五thaaO－nii　kh50　pay　m命a－wan－k50n］

　　　　書類　　　　　REL方向一この　請う　行く　先日

　　　dayrap　riap？r50y　1ξεw　khr6p　wan－nii

　　　受け取る　確かに　　　PREF　MPP　今日

　　　［先日お願いしてあった書類］、今日確かに受け取りました。
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　（50）［raan　thii　raw　pay　d6ay－kan　mfUa－wan－k50n］　chdm　raan　aray　na？

　　　店　　REL　PRO行く　一緒に　　　この間　　　　　　　　名前　　店　　　何　［終］

　　　にのあいだ一緒に行ったあの店］、何という店でしたか。

（51）ではタイ語では焦点となる／t6？／「机」が文中に位置しているが、日本語では「は」で取

り立てるのが自然である。

　（51）thiO　hay　　［t5？］yflu　tropnan　IS？　na　　khrap．

　　　捨てるCAUS　机　いる　そこ　　　強調　［終］　　MPP

　　　［机旦］そのままにしておいて下さい。

　物一般の名詞語句が主格に立つ文例は非常に多く、また多様である。一般に修飾句をと

もなった比較的長い名詞語句は、題目的な意味を伝達しやすい。

　（52）［d50k－m6ay　sUay　d50k－nii］　samrap　khun．

　　　　花　　　　　美しいCL一この　　ための　あなた

　　　にの綺麗な花は］あなたのためのものです。

　（53）［naalikaa　thii　ph6m　hay　khaw］　pen　kh500　khun－ph60　ph6m．

　　　時計　　　REL　PRO　あげる　PRO　　COPUもの　　父　　　　　　PRO

　　　［僕が彼にあげた時計は］僕の父のものだ。

　（54）［sa？tεεm－thii－ra？1血k］口？50k　waag　camn良ay　1ξεw．

　　　記念切手　　　　　　　　　　出る　置く　販売する　　PERF

　　　［記念切手が］発売されました。

（54）はいわゆる出現文の範疇に属し、日本語では受身文で表される傾向がある。

6．名詞主語文（4）一事象・事態的設定に関して一

　最後に、文頭に予定された行事などをはじめ、出来事や事態的な意味を表す名詞語句が

来た場合を見てみよう。後続内容との意味的な関係では上述と大筋では変わらないものの、

より題目提示的な意図が強まるように思われる。

　（55）［kaan　prachum］ca　160k　kii－mooO？

　　　こと　　会議　　　　FUT　終わる　何時

　　　［会議旦］何時に終わりますか。

　（56）［kaan・prachum　khraO－n盒a］khun　t60　　triam　？eekkastian　hay　dli　kwaa　nii

　　　会議　　　　　　　　次回　　　　PRO　［義］　　　準備する　書類　　　　　CAUSいいより　これ．

　　　［次回の会議旦］書類をもっとちゃんと準備しなければなりませんよ。

　（57）［kaan・prachum　khraO－t50’pay］　pen　wan・phUt　n合a　k50－1ξεw・kan．

　　　会議　　　　　　　次回　　　　　　　　COPU　水曜日　　　次　ましょう
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　　　［次回の会議は］来週の水曜日にしましょう。

　（58）［khaa　kh血aO－bin　cbak　too］垣aw　th両kruOtheep］　thawray？

　　　代金　飛行機　　　から　東京　　　まで　バンコク　　　　幾ら

　　　［東京からバンコクまでの航空運賃は］いくらですか。

　（59）［Oaan］　mii　panhtia　aray　rdnu－plaaw？

　　　仕事　　ある　問題　　何　　Q

　　　［仕事（について）は］　何か問題があるんですか。

　（60）［r6an　s五一f加t　sooy　s5am－sip］　d五may　kha？

　　　店　　海鮮料理ソイ　30　　　　　良いQ　FPP

　　　［ソイ3の海鮮料理は］いかがですか。

　（61）［kaan・1）aan］sさt　m△t　lξεw．

　　　宿題　　　　　終わる　全部　PERF

　　　［宿題は］全部終わりましたか。

　（62）［khoonsso七　phriiO－nii］ca　r60m　sa？dεε0　kii－mooD　kha？

　　　コンサート　明日　FUT始まる　演じる　何時　FPP

　　　［明日のコンサート］、開演は何時ですか。

　（63）［khwaam－phayaayaam］pen　thii　yoom・r6p　kan．

　　　努力　　　　　　　　　　　　COPU　REL　受け入れる　互いに

　　　［努力が］認められた。

（63）は上述（54）の例と同じように、出現文の範疇に属して受身文に訳されることがある。

次の例は引用節のなかに、文の主題的な要素が含まれている場合である。

　（64）pen　thii　klaaw　kan　waa［khon－y”riptin　ch60p　thamOaan］

　　　COPU　REL　　話す　互いに　と　日本人　　　　　好き　働く

　　　［日本人は働くのが好きだ］と言われている。

　（65）khawcay　kan　waa　［ph6nkaan　lfiaktan］ca　？50k　maa七aam　thii　khaat　way．

　　　理解する　互いに　COMP結果　　　　選挙　　　FUT　出る　来る　従う　REL　予想するておく

　　　［選挙の結果旦］予想した通りになると理鰹さ並≡。

次にように述部が名詞化の手続きによらず、動詞句をそのまま提示するのが可能なため、

タイ人は「？趣味は運動します」のように表すことが多い。これはタイ語では動詞句も文中

の位置に拠って名詞的に用いられるからである。文末に1nblを用いることもある。

　（66）［Oaan－adirさek］khulm？50kkamlaOkaay　kha

　　　趣味　　　　　　　COPU　運動する　　　　　　FPP

　　　［趣味は］運動することです。

　（67）［kham－phfiut　kh50p　khon　na］
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　　　言葉話す　　　　の　　　人　　［終］

　　　yaa　pay　saycay　rtim　？aw　maa　khit　maak　ca　dii　kwλa　na　kha

　　　［禁］行く　気にする　か　持つ　来る　考える　大変　FUTいい　より　［終］FPP

　　　［人の言うことなんて］、いちいち気にしなくてもいいですよ。

　（68）［r血aO　pay－r6p　liuk　ch6n］　waan　hay　phdian　pay－rap　thεen　1ξεw　kh合

　　　話　　　出迎える　子　　PRO　　頼む　CAUS友達　　出迎える　代わりに　PREF　FPP

　　　［子供のお迎えはユお友達に頼んだので。

また、次例では1thii／を用いた慣用的な評価成分となっている。（70）では「誘ってくださった

ことに」という文副詞的な成分になっている。

　（69）［thii－n£ε一n£ε］khruur　may－chay　khon・thay　kha．

　　　確かなこと　　　COPU　　NEG　　タイ人　　　FPP

　　　タイ人じゃないにとは確かだ］。＝［確かなことは］タイ人じゃない（ことだ）。

　（70）［thii　karunaa　chuan］　tきε　chan　may　waag　pay　m合y　d合y　kha

　　　RELて下さる　誘う　CONJ　NEG暇な　行く　NEG［可］FPP

　　　［折角ですが］その日はちょっと都合が悪くて行けないんです。

7．まとめ一暫定的報告にかえて一

　以上、タイ語の名詞主語文の概略をサンプル的に見てきた。ただ、本章では例文を列記

しておよその特徴を見たに過ぎず、原理的な構造やタイ語の語順について、またタイ語の

主題の構造、伝達的な特徴については多くの不透明な部分を残している5）。より用例を収集

しながら分析を行う必要がある。その一つが所有、存在に関わる文である。本章の考察で

は出現文にも言及したが、合わせて消失、変化にまつわる文の考察も今後の課題である。

なお、タイ語における文単位の主題的用法については、次章で詳しく述べることにする。

注

1）いずれも東上線車輌内で採取を行った（2017年12月）。

2）情報の優先度は構文的な特徴とも密接にかかわっている。次の英語の例ではとにかく寒いこ

　とを相手に伝えたい感情が時間・空間的な情報よりも先にあらわされている。

　　It　was　fifteen　below［（on）the　day　I　left］．

　　［私が出発した日は］マイナス15度でした。（NHK『ラジオ英会話』2018．2．7）

3）本文中の用例は、各種タイ語学習書から採取した。なお、タイ語の名詞述語文の分類にあた

　　ってはさらにそれぞれの下位分類を課題としなければならない。

4）Amara（2000）は会話文における／niil、／n鉗をとりあげ、その指示力の強さ、内的外的な方

　　向性の含意について述べているが、／n宙の主格表示の作用についてはほとんど触れてい

　　ない。
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5）日本語の主題に関わる用法の考察もタイ語との対照比較においていくつかの示唆を持っ。た

　とえば、想起・連想を表す目本語の「Xというと」「Xといえば」は大枠では「は」の周縁に

　ある主題提示の言い方だが、タイ語では次のような慣用的な形式に対応する。直訳では「につ

　いて言う時は」の意味。

　　m血aph6ut・th山g＿＿，　ca　ntUk－thtUO　pay……

　　～といえば、～を連想する（思い浮かべる、思い出す、…）。

　　mdia　ph血ut－th前0＿＿m5ay－khwaam－waa……

　　～といえば、～を意味する（～のことだ、～の意味だ）。

　並列形式の「XといいYといい」はタイ語では無条件の形式／may・waa　ca　pen　X　mbul　Ylにほ

　ぼ対応するが、これも主題提示のひとつと考えられるだろう。

　　m合y－waa　ca　pen　lnuksaaw　rぱ㎜1血uk℃haay，　……

　　によらず　FUT　COUP娘　　　　　か　息子

　　娘といい息子といい、（娘か息子であるかを問わず）……

　　m合y－w合a　ca　pen　khunna？phaap　r血u　16atlaa又……

　　によらず　FUT　COPU品質　　　　　　か　模様

　　質といい柄といい、……

　こうした事象の一端にっいては次章でいささか詳しく述べる。
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第1部　タイ語の主題と主語、題目語の諸問題〈第2章〉

タイ語における主題と主語についての一・考察

【キーワード】主題主語提題題目と解説　トピック（話題）

1．はじめに

　これまで筆者は日タイ語の対照研究という角度から、タイ語の統語的特徴の記述を遅々

として進めてきたが、個々の文法現象の観察にとどまり、相互の連関は必ずしも明瞭とは

言えず、タイ語の文構造の体系的解明にはなお多くの課題を残したままであった。〈点〉と

しての特有の現象を究明する作業にとどまり、それらの〈点〉と〈点〉を結んで〈線〉と

なし、さらに〈面〉へと発展させることの困難さは対照研究に共通した大きなハードルで

もあるのだが、本章であつかう主題もさまざまな形態的特徴をもち、体系化することの困

難さがあることは言うまでもない。したがって本考察も主題にかかわる研究ノート、もし

くは導入の一領域でしかない。しかも日本語との対照、観察で得られたささやかな知見で

あることをお断りしておきたい。いずれ大量のデータから総括的なタイ語の主題、主語に

関する研究がなされるときのための予備調査、試論になれば、と願っている。

　そもそも主題という概念は言語によってそれぞれの特色があり、それは構文的特徴に大

なり小なり反映される。文論のなかでも主題が、文の骨格となる格、ヴォイスの上位概念

にあるのは、それが文の命題をまず上位決定するという大きな要素を有するからであろう。

こうした背景から主題の研究は主部と述部の認定から品詞分類と体系化、類型論、普遍性

と多様な議論の中核として、多くの言語でも絶えず議論されてきた。日本の言語学でも国

語学史、言語学史の系譜の中で大きな領域を占めてきたことは周知の事実である1）。

　主題は伝達すべき情報の焦点となる要素であり、事態はその「配下」（「勢力下」）におい

て認識される。これは日本語では「ハ」による〈衆目喚起：「場」の共有〉に相当する現象

と見なしてよい。ここで、主題にまつわる概念を列記してみよう。

主題：「父と娘との葛藤を主題とした小説」、あるいは映画の「主題歌」、「主題曲」、な

どと用いるように、中心となる題目、問題を意味する。ある一定の文脈、場面におい

て中心、核となる事柄である。トピック、テーマとも重なる。

命題：論証さるべきもの、肯定命題、仮言命題、同一命題、定言命題、同一否定命題、

選言命題、単称・全称命題など、論理学にも独自の解釈があるが、言語学では一般に

モダリティ（「言表態度」もしくは「心的姿勢」）に対する概念として記述や分析の対

象となる文法研究のための素材（言表事態）をさすことが多い。

提題1論証によって真偽が確定されるべき命題。主張、定立、テーゼ、論題で、焦点
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となっているものを情報の新旧にもとついて提示するもので、ある一定の内容の前提

的な表示ともなる。文の「卓立」、整合性とも関わる。同時にコミュニケーションの立

場から優先的な情報の管理ということが念頭に置かれる。

題目：伝統的な国語学、言語学ではXという言及すべき対象があり、それを題目と見

なしてそれについてのYという解説が等価的に導かれる。この相関が意味的な関係を

形成し、ひとつの完結した叙述世界を提示する。その意味では提題と似て非なるもの

で、提題が動態的であるのに対し、題目は既存の、静態的な性格が付与される。なお、

注意すべきは提題も題目も適切な英訳語がないことである。このほかにもく話題〉、

〈題材〉といった概念も加わることになる。

　このように、主題の周縁には混沌とした言語世界を切り取るための装置としてさまざま

な概念が設定され、記述されていくのだが、当該言語の統語的特徴によって、おのずとそ

の概念も考察のアプローチも異なってくる。当然ながら対照研究のなかでも最も錯綜して

多様性に満ちた言語現象といわねばならない。

　文の成分の解釈は発話意図、表現意図によって、文脈によって変移する。ここでは文小

論の角度から佐久間まゆみの解説を少し長くなるが、引用する（中村明他編『日本語文章・

文体・表現辞典』朝倉書店2011、「主題」の項）。

　文章・談話の中で述べようとする、または、述べられた最も中心的な事柄、最も重

要な考えや主張のことである。それを具体化したものを「話題」、その元になる材料を

「題材」という。（82頁）

　このように述べ、土部弘『文章表現の機構』（くろしお出版1973）と平井昌夫『何でもわ

かる文章の百科事典』（三省堂1984）の主要な主張を要約している。

　土部（1973）は、「文章作品の主要な意味内容を表す」「主題（テーマ）」「話題（トピッ

ク）」「題目（サブジェクト）」という三事項には、［（題目）話題1主題］という関連性

があると規定した。また、「題材」の中心が「話題」であるという。

　平井（1984）は、「主題（theme）」「主張（assertion）」「話題（topic）」「モチーフ（motif）」

などをまとめて、「中心思想（cen七ral　idea）」とよぶが、「中心となる考え」という意味

だという。「主題がさらに具体化される」と、「話題」になり、その実際の材料・素材

が「題材」で、「表現内容のあらわれ」だと規定している。（同頁）

一方、文芸や表現論における「主題」の解釈があり、中心文といった概念とも抵触する。

日本語学における文の構造においては、次のように規定している。

　近年、構文論では文の「主題」「主語」「主格」を区別して、「談話の主題」に言及す

るようになった。「文の主題」とは、「話題」「小主題」「トピック」など、係助詞の「ハ」

を伴う名詞句を指すが、日本語には、他にも様々な「提題表現」があり、未解決の課
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題も少なくない。（同頁）

つまり、大きくは主題、次に主部、主語というように、文という単位は〈｛主題［主部（主語）］｝・

｛述部（述語）｝〉という層状をなし、焦点化が構成されるわけで、そのとらえかたは言語の

形態によって一様でないことは明らかである。タイ語の場合も多種多様な現象の記述は容

易ではないが、日本語との対照からいくっかの重要な知見を得ることは期待されてよい。

さらに佐久間は「提題表現」とは「ハ」以外にも「とは」「なんか」「なんて」「としては」

「といえば」「なら」「ときたら」などを指している。さらに砂川有里子（2005）の解説な

ども援用しつつ、以下のように述べている。

　「談話の主題（discourse　topic）」を「文の主題の複合」や「談話の主題の階層構造」

とする立場もあるが、文段の「中心文」や「文章の主題」と同様に、話題の統括機能

から話段の「多重構造」の観点から解明する必要がある。（同頁）

こうした背景から主題の研究にあたってはマクロ的（備轍的な考察）に見ると同時にミク

ロ的な視点（個別的な考察）が必要で、これまでの主題論、提題論の遺産を継承しつつ、

より機能的な側面からの解明を促している。

　ちなみに日本語教育では次のような「ハ」の導入の流れが見られるが、こうした「ハ（ガ）」

の意味機能はけっして一律的に解釈されるものではない。また、教授場面でも峻別する指

導はほとんど工夫されていないのが現状であろう。

（1）a．あの人はタイ人です。（人物の一致不一致）

　b．これはICレコーダーです。ここは会議室です。（事物／場所の一致不一致）

　c．郵便局はあそこにある。／あそこに郵便局がある。（所在／存在表現）

　d．「クール」は日本語で何ですか。（題目、解説）

　e．旅行は面白かったです。（題目、解説）

　f，朝御飯はパンとサラダを食べました。（題目、解説）

　g．口で言うの旦易しいが行うのLseeしい。（取り立て、対比）

このように主題のとらえ方によってさまざまなフォーカスが生じるが、本章では最も基本

的な構造において、つまり日本語の「ハ」に相応するものとして、タイ語の成分を観察す

ることを出発点とする。そこから見えてくるものについてはさらに精査が必要なことは言

うまでもないが、まずはラフなデッサンからということから始めたい。したがって、以下

ではタイ語の主題、あるいは主題や題目と見なされる事象についての記述的散論ないし試

論にとどまる。主部がどういう位置に立ち、述部に対してどういうふるまいをするかとい

う観点からの一考察である。こうした記述的研究は必ずしもタイ語学研究でも進んでいる

状況とはいえず、研究のアプローチも定かではないが、以下では用例にあらわれたいくつ

かの事象を手掛かりに考えてみたい。
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2．動詞句の主題提示機能（1）

　前章では人物、事物、場所、事態などの名詞や時間名詞が主題となったケースを概観し

たが2）、本章では主題となる主部が主に文レベルのものを扱う。

　タイ語では前文全体が節となって、後文の主文に対する主題的な機能を担う現象がしば

しば観察される。主題を表示する特定のマーカーを有する場合と有しない場合とがあり、

この点は母語の干渉を生み出し、言語習得（ここでは日本語習得）に誤用の影響をもたら

す背景ともなり得る。以下では、無標のケースに応じて観察する。

2．1　無標動詞句による主題提示

　まず、動詞句がはだかの形、つまり動詞文全体が擬似的な名詞句のような性格に転じて

主題的な機能を呈するケースをみてみよう。

　動詞句が直接文頭におかれる場合、解説部分の前には通常短いポーズが置かれる。（2）で

は「行く／今」の語順であるが、意味的には複文構造の前件を指示し、「今行くことは」な

いし「今行っても」という、主節をみちびく従属節（または逆条件節）になりうる。前章

と同様、タイ語、日本語ともに主題成分の範囲を口で括ってあらわす3）。

（2）［pay　toon－nii］yaηca　than　m5y？

　　行く今　　　　　まだ　FUT　間に合う　Q

　［今から｛行ったら／行っても｝］間に合いますか。

（3）［pay　toon－nii］khit　waa　khoO　may　than　　Iξεw　la？．

　　行く今　　　　　思う　COMP　［推］NEG　間に合う　PERF　強調

　［今から｛行ったのでは／行っても｝］間に合わないだろうと思います。

（4）は複数の選択肢のなかで言及されるであろう、「海へ行く」という行為を提示している。

主部を条件節に見立てて「［海へ行ったら］どうですか」とも解釈される。一種の提案の道

具立てであり、（5）の「ここに預ける」という行為の提示、提案文をなしている。

（4）［pay　thalee］　dii　m5y　kha？

　　行く　海　　　良いQ　FPP

　［海へ行くのは］どうですか？

（5）［faak　　thiin宜］　pl60tphay．

　　預ける　ここ　　　安全だ

　にごに預けたほうが］安全です。cf．預けるのが安全です。

（6）は「歯を治療する」という動詞句が名詞句化して「歯を治療すること」ないし「歯の治

療」という擬似的な名詞句となっている。これは、タイ人日本語学習者には「★歯の治療を

します、も、会社の～」のように単文二文構成の述べ方になるケースが多い。

（6）［tham　fan］k50　rtiam　yttu　nay　khaa－r6ks5a－phayaabaan　kh500　boorisat．

　　する　歯　　　も　含む　ている　中　医療保険代　　　　　　　　　　の　　　会社
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　　　［歯の治療上］会社の医療保険に含まれています。

（7）は［千バーツ以上の買物をす遮1のように条件節として解釈されることもある。

　　（7）［s血田siOkhaa　n迦」－phan・baat　kh㎞一pay］，　ca　day　stian－16t　haa　poo？sen．

　　　　買う　商品　　千バーツ　　　　　以上　　　　　FUT　［可］割引する　5　　％

　　　　［千バーツ以上の買物旦］、5％の割引きになる。

（8）も「あなたは生産管理の仕事を何年ぐらいしてきて／何年になりますか」のように題目、

解説を分割することが可能である。

　　（8）［khun　thamOaan　daaηkh6apkhum　kaan－phalit　maa］　kii－pii　lεεw？

　　　　PRO　働く　　　　　方面　管理する　　　こと一生産する　来る　何年　　PERF

　　　［生産管理の仕事旦］何年ぐらいになりますか。

　　　　⇔あなたは生産管理の仕事を何年ぐらいしてきましたか。

（9）では主文に認識のモダリティ助動詞が置かれており、あたかも文の統合的な機能として

の機能を賦与され、主部と述部の境界をより明瞭にしている。

　　（9）［aan　phaas5a－thay］　　khol〕ca　　Oaay．

　　　　読む　タイ語　　　　　　［掴　FUT　易しい

　　　［タイ語を読む坐］易しいでしょう。

（10）も広義の構造において二重主語文の範疇に属する。

　（10）［kh5w　ph丘ut　phaasaa－thay］　k句　maak．

　　　　PRO　　話す　タイ語　　　　　　上手　大変

　　　［彼はタイ語を話す塑］上手だ。cf．彼は上手にタイ語を話す。

　（11）［khun　tham　ybaOnfi］k60七haw　kap　waa　khun　may　day　rfik　kh5w　looy．

　　　　PRO　する　このように　　も　等しいと　COMP　PRO　　NEG　［可］愛する　PRO　全く

　　　［あなたがこんなことをするとは］彼女を愛していないというのに等しい。

（11）は日本語の「とは」「なんて」に相応する言い方である。／k60／は中国語の「就」「才」に

似た働きがあり、前文内容を受けて統括するような述べ方になっている。（12）の1taam1は動

詞「従う」「沿う」などの実質的な意味が文法化して「～によれば」という節構造を導くが、

一種の主題提示（「タイの伝統建」）を担うものと見なされるだろう。

　（12）［taam　pra？pheenii　thay］　dek　t50　chUla　faO　ph加一yay

　　　　従う　　伝統　　　　　タイ　　子供　［義］信じる　聞く　大人．

　　　［タイの伝統｛によれば／では｝1、子は大人の言うことを聞かねばならない。
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2．2疑問節による主題提示

　補文節の一種である疑問節が主部にあらわれた場合をみてみよう。

　（13）［khaw　chim　aray］　k60　may　saap．

　　　PRO　名乗る　何　　　も　NEG　存じる

　　　［彼の名前は何と言うか（は）］存じません。

　（14）may　saap　w合a　［khaw　ca　maa　r血u－plaaw］．

　　　NEG　知る　COMP　PRo　FuT　来る　Q

　　　［あの人は来るかどうか（は）］分かりません。

　（15）prδot　s加pduu　hay　n§ε一chat　waa　［r命aO　nan　pen　　khwaam－ciO　r血u］．

　　　下さい　調べる　　CAUS　確かな　COMP　話　　そのCOPU　　真実　　　　　Q

　　　［その話は本当か（どうか）（を）］確かめてください。

　（16）yaO　m合y　mi　khray　b50k　day　waa　［naay6k－r6tthamontrili　khon　t50－pay］

　　　まだ　NEG　ある　　誰　　　言う　［可］COMP　首相　　　　　　　　　　　　人　　次の

　　　khunu　khray．

　　　COPU　誰

　　　［次の首相は誰かということを言える人旦］まだ誰もいません。

（16）では引用節内が主部となっている。いずれも主題的機能を担った例である。

　日本語では間接疑問文全体が主題となり、それが主文と相関関係にあることを意味する

構造として、「XかどうかはYかどうか｛にかかっている／による／次第だ｝」、または「X

（疑問詞）かはYかどうか｛にかかっている／による／次第だ｝」があるが、これもタイ語

では（17）のように前件を1kh｛hn　Wu　kap　waa1「による」で受けて表すことが出来る。

　（17）［Oaan－nii　ca　samret　rtim　may］　kh血n　y血u　k嵐p　waa　khray　ca

　　　　仕事・この　　FUT成功する　Q　　NEG　　拠る　ている　と　COMP　誰　　FUT

　　　pen　khon－ripphitch50p．

　　　COPU責任者

　　　にの仕事が成功するかどうかは］戯責任者になるかということにかかっている。

3．動詞文の主題提示機能（2）

3．1有標の形式的な名詞による主題提示

　事態を取り立てて提示する場合、事態を文頭に提示して、話し手と聞き手の共有の中心

情報とする際に、／mbao／が文頭に来る場合が多い。日本語では「話」「件」という意味に相

当する。まず、単独の名詞としてあらわれる場合は、実質的な話の内容である。

　（18）［r命aO－nd垣　pen　khwaam－ciη　r血u］pr△ot　sUupduu　h2y　neε・ch4t．

　　　話’その　　COPU　真実　　　　　Q　　　下さい　調べる　　　CAUS　確かな
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　　　［その話は］本当ですか、確かめてください。

　（19）［r命aO　nii］　ph6m　ca　catkaan　eeO．

　　　話　　この　PRO　FUT措置する　自分で

　　　にの件は］私がやっておきます。

一方、／mbap／があとに名詞句や文を続けるとき、実質的な意味は薄れ、「に関して」「につ

いては」「の件は」といった主題提示の機能を担うことになる。（23）のように／rdiap　thtilの形

をとることもある。

　（20）［r由aO　s△O　khon　pay　δp？rom　thii　yiip取1］samnakOaan－yay　t6k－10g　1ξεw　n査．

　　　　件　　送る人　　行く　研修する　で　目本　　　本社　　　　　　　　了解する　PERF　［終］

　　　［社員を日本に研修に行かせる件（は）］、本社はOKと言ってくれたよ。

　（21）［mbaO　bay－sa？nさe’raakhaa］，　ph6m　ca　tham　raay・la－yiat　maa　may　khrap．

　　　件　　見積書　　　　　　　　　　PRO　FUT　作る　　詳細な　　　　来る　新しい　MPP

　　　［見積書の件については］もっと詳しく作ります。

　（22）［mbaO　khdin　ra？b6p　may］，　yaO　may　sさt　？iik　r血u？

　　　件　なる　　段階　　新しい　　まだ　NEG終わる　あとQ

　　　［新しいシステムへの切り替えについては］まだ終わっていないのですか。

　（23）［r血aO　th五　kh乏w　law　m血a－kii］，ph6m　mSy　chdia　leey．

　　　件　　REL　PRO　語る　さっき　　PRO　NEG信じる　全く

　　　［彼がさっき言ったこと（は）］私は全く信じていない。

（24）のように／kh£ε／が形式副詞「だけ」相応成分として文頭に位置するとき、日本語の「～

ぐらいで（は）」のように程度を条件的主題として提示することになる。

　（24）［kh£ε？6khak］r6叩hay　thammay？

　　　　だけ　失恋する　　泣く　　　何故

　　　［失恋したぐらいで］　泣いてどうする。cf．失恋しただけでどうして泣くの？

3．2原因理由と結果一接続詞のように用いられる／thamhay1一

　動詞句が比較的大きな主題句となって、前件と後件との因果関係をあらわすことがある。

その場合、本来使役の意味をもつ助動詞が接続詞的な機能を担って、後件をみちびくこと

になる。これを結果招来の／thamh合y／と称する4）。

　（25）［seetthakit　m合y　dti］　thamhay　kaan・sOη一50k　l6t　loO．

　　　経済　　　　NEGいい　CAUS　　輸出　　　　　減る　なる

　　　［不景気で］輸出が減ってしまった。（直訳：不景気が輸出を減らせてしまった）

　（26）［sawbtdikaan　kh500　boorisat　n6n　m合y－kh6y　d五］

　　　福利厚生　　　　の　　会社　　その　NEG一あまり　いい
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　　　thamhay　phanakrpaan　laa－？50k　pay．

　　　CAUS　　社員　　　　　辞める　行く

　　　［あの会社の福利厚生はあまりよくないので］社員はよく辞めていく。

　　　（直訳：あの会社の福利厚生はあまりよくないことが社員をよく辞めて行かせる）

　（27）［ph60　taamcay　lfiuk］　thamh合y　lfiuk　sia　　dさk　？aw・teε　cay　tua－e明．

　　　　父親　甘やかす　子供　　CAUS　　　子供　駄目な　子供　ばかり　　心　自身

　　　［父親が子供のいいなりになると］子供はだめになり、わがままになる。

なお、次のような使役助動詞／hay1も同様の機能を担うものと解される。主題提示部分の後

には短いポーズがおかれる。

　（28）［khun　maa　saay　laay－khra均　yaaO－nii］hay　a？phay　may－d毎

　　　　PRO　来る　遅い　何回も　　　こんなに　　CAUS　許す　　　NEG｛可］

　　　［あなたがこのように何回も遅れて来るのは］許せない。

4．動詞文の主題提示機能（3）

4．1　目的表現と主題提示（1）

　ここでは目的表現が主題的に述べられるケースをみてみよう。動詞文が主題の位置に定

位するとき、しばしば目的内容を意図することがある。日本語の「のに」「には」「ために

は」などの文に相当する5）。タイ人目本語学習者の中には以下のタイ語の母語干渉から「ホ

テルへ行くのは」「帰宅するのは」などの言い方になることが多い。

　（29）［pay　rooDrεεm］　thawray？

　　　　行く　ホテル　　　幾ら

　　　［ホテルへ行く（のに（は）／には｝］幾らですか。⇔ホテルへは幾らで行きますか。

　（30）［thUk－wan　klap　baan］　s￥a　weelaa　s500　ch6amooD　kwba．

　　　毎日　　　　帰る　家　　　かかる　時間　　2　　時間　　　　以上

　　　［毎日帰宅するのに］2時間以上かかります。

（30）の例では主部と述部は以下のように示される。

　（31）剛七hUk－wan　klap　baan「毎日帰宅すること」　　　　：習慣的事態

　　　　剛sia　weelaa　s501」　ch6amoop　kwaa「2時間かかる」　：想定的事態。

目本語では上記主部は複文範疇の目的節であらわされるのが、タイ語では主題として置か

れているのが特徴的である。次も日本語では目的構文（「にも」）と見なされるものである。

　（32）［thaO　kin　もh勾thiaw］　sia　Oon　maak．

　　　　も　　食べる　も　　遊ぶ　　　かかる　お金　択山

　　　［食事をするにも遊ぶにも］お金がかかる。
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これも主部と述部は次のように示される。

　（33）剛th勾kin　th勾thiaw「食べるのも遊ぶのも」　　　　　：命題的事態

　　　函sla　gen　maak　「たくさんお金がかかる」　　　　　　：解説的事態

1thagA（19？）B／で「AもBも」という副詞節をなすが、ここでは動詞1kin1「食べる」、1thiaw／

「遊ぶ」がそれぞれ「食べること」「遊ぶこと」という名詞的な扱いになっている。

　（34）［pay　nakhoonphan6m］　cooO　七ua　thii・n互y？

　　　　行くナコンパノム　　　　予約する　切符　どこ

　　　［ナコンパノムへ行く｛のに／には｝］どこで予約しますか。

これも主部と述部は次のように示される。

　（35）囲pay　nakhoonphan6m「ナコンパノムへ行く（こと）」　：題目的事態

　　　鉋c。。o　tua　thti－n5y「どこで予約するか」　　　　　　　：展開的事態

比較的出現頻度の高い移動や移送にまつわる文例にあらわれる主題、主部の諸相をみてみ

よう。主部を明示する手段として終助詞／nb／を間投助詞的に主部のあとにを置くことがある。

次の例では「［競技場へはですね」といった題目提示的な言い方である。

　（36）［sanaamkilaa　na］pay　thaaO－nay？

　　　　競技場　　　　［終］　行く　どちら

　　　［競技場へは］　どちらのほうへ行きますか。

あるいは、次のように主部動詞を繰り返す言い方もある。「動物園へ行きますが、どうやっ

て行きますか」が文字通りの訳である。

　（37）［pay　stian－sat］　pay　yaOOay？

　　　　行く　動物園　　　行くどう

　　　働物園へ行くには］どうやって行きますか。

　（38）［pay　s句khapoo　dooy　khr命aO・bil1］chay　weelaa　raw　s500・ch6amooO．

　　　行くシンガポールで　　飛行機　　　　　使う　時間　　大体2時間

　　　［シンガポールへ行くのには］飛行機で2時間ぐらいかかります。

　（39）［caak　thiinfi　pay　thonburii］　pay　dfiay　rtUa　na　rew　thtis枇．

　　　から　ここ　　行く　トンブリ　　行く　で　　船　［終］速い　一番

　　　にこからトンブリに行く（の）に（は）］　船で行くのが一番速いです。

動詞句がそのまま前文としておかれ、主題的な機能を呈する場合、前後の意味関係から目

的を意図することがある。次は移送の場合である。（40）は「［航空便で送るには］いくらかか

りますか」のようにも解釈される。
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　（40）［sδ0　p60tsakdat　pay　yfipiin］　thawray？

　　　送る　葉書　　　行く　日本　　　いくら

　　　［葉書を日本へ送るのに］いくらかかりますか。

　日本語の「ためには」「ようには」「には」のように目的をあらわす事態が文頭に提示さ

れる場合、前置詞の／phdia1，／ph血a　thii　ca1を用いる。

　（41）［ph血a　th五　ca　day　may　sia－thfaw］　khun　khuan－ca　thoorasap　maa

　　　　ため　　REL　FUT　［可］　　NEG　無駄足　　　　PRO　［当］　　　　　電話する　　来る

　　　n盃t　　　？aw－w白y　kらon．

　　　約束する　ておく　　まず

　　　［無駄足にならぬようにするためには］まず貴方は電話で会う約束をしておくべきだ。

前置詞を用いる代わりに文中にthfi・caを用いるケースがある。

　（42）kh6w　kきε　keon－pay［th五　ca　thamOaan　t50－pay］．

　　　PRO老いた過ぎる　REL㎜働く　　続ける
　　　彼は［今後仕事を続けるには］歳をとり過ぎている。

4．2目的表現と主題提示一／nay－kaan／の用法一

「ことにおいて」のように比較的フォーマルな言い方として、！nay－kaan／を文頭において目

的事態を明示することもある。

　（43）phaahana？prapheet　day　ca　sa？d立ak七hiisUt［nay－kaan　doon－thaaO

　　　　乗物　　　　　種類　　　　どの　FUT　便利　　　一番　　　中　　こと　　旅行する

　　　　caak　kruOtheep　th呵chiaOmayl．

　　　　から　バンコク　　まで　　チェンマイ

　　　　［バンコクからチェンマイへ行くのに］何が一番便利ですか。

　（44）［nay－kaan　thoo　ph合a－maay　khwaam－yaaw　l　m6et　nii］　chay　weelaa　2　wan．

　　　　中　こと　　織る　絹　　　　　長さ　　　　　　1　㍍　この　使う　時間　　2日

　　　［この絹を1メートル織るのに］二日かかる。

／nay・kaan1は文字通り「～において」という事態や行為の内容をあらわす機能辞の一種で、

文中にも置かれるが、この場合、上記例の「には」「のには」の目的提示に対して「のに」

に対応する傾向がある。

　（45）khon－yiipUn　ch6y　ta？kiap［nay－kaan　rapprathaan？aah5an］．

　　　　目本人　　　　使う　箸　　　　中一こと　　食べる　　　　料理

　　　日本人は［ご飯を食べるのに］箸を使う。
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5．「ことは」「のは」に対応するタイ語表現

5．1　名詞化接辞／kaan－／動詞句による主題提示

　／kaan－1はタイ語の名詞化接辞で、動詞句を名詞句化する。名詞句化された内容の範囲を

明示するために、指示詞fnan1または間投助詞1nblを主題表示として添えることが多い。

　（46）［kaan　ph血ut　nan］Oaay　tきε　［kaan　kra？tham　n6n］yaak．

　　　　こと　話す　　それ　易しい　CONJ　こと　　行う　　　それ　難しい

　　　［言うことは］易しいが、［行うことは］難しい。

　（47）［kaan　rian　？aks50n　Yiiptin　n6］yaak　m5y？

　　　　こと　学ぶ　　文字　　日本　　［終］　　難しい　Q

　　　［日本の文字を学ぶのは］難しいですか。

（48a）（48b）のように1kaan－／句全体が主部となって、前述の／thamhay／を用いて可能結果を導

きながら、一種の条件文の趣をなすことがある6）。

　（48）a．［kaan　rian　phaas5a・taag－pratheet］　ca　thamh2y　kSε　loO　chaa　day．

　　　　　こと　学ぶ　外国語　　　　　　　　　　　FUT　CAUS　　老いる　なる　遅い　［可］

　　　　［外国語を勉強すると］、老化を遅くすることができる。

　　　b．［kaan　thaan　law　yaaO　phoo－m6？］thamhay　khlaay　khwaaln－khriat　day　baap．

　　　　こと　　飲む　　酒　適当に　　　　　　CAUS　　解消する　ストレス　　　　　［可］幾らか

　　　　［適度にお酒を飲むことで］、ストレスを多少は解消することができる。

5．2　／thiuによる主題提示

「残念なことに（は）」などの文副詞があたかも話題の提示のように用いられることがある

が、タイ語では／thiilを用いて「とても残念なことは」のような言い方に対応する。この

／thfilは「Xであること」のような名詞化の働きをする7）。

　（49）［thii　siacay　maak］kh㎜may　mii　khray　khawcay　ph6m

　　　　REL　残念　大変　　　COPU　NEG　ある　誰　　　分かる　　PRO

　　　［とても残念なことは1とても残念なことには］　誰も僕を信用してくれないことだ。

！th”ii／は「XのはYからだ」のように、前文で結果を、後文で説明をほどこす言い方がある。

同じく／thiYは名詞化標識として機能する。後文ではlkδo　phr6？－waa／、／pen　phr5？－waa／で前

文を受けることになる。

　（50）［thii　thaan　khaaw　k50n］　k60　phr6？－waa　　hiw．

　　　　REL　食べる　御飯　　先に　　も　　なぜなら　　　腹が空く

　　　［先に食事をしたのは］お腹が空いていたからだ。

　（51）［thii　kh互w　s50p　t6k】pen　phr6？－waa　　may　day　duu　naOsi　u．
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　REL　PRO　試験　落ちる　COPU　なぜなら　　　　NEG　PAS　見る　本

［彼が試験に落ちたのは1勉強しなかったからだ。

／thii1はまた、次の例のように後置されて、「昨日電話をかけてきたのは」のように人を名詞

化する言い方もある。日本語では倒置文の様相を呈する。（52）（53）（54）は後方配置、（55）は

前方配置の例であるが、前者のほうがむしろ口語的である。

（52）chay　khun　ri　u－plaaw　kha　［thii　thoo　　maa　m由a－waannfi］．

　　そうだPRO　Q　　　　　FPP　　REL　電話する　来る　昨日

　　［昨日電話してきたのは］あなたですか。

（53）khun　khon－diaw七hawnan［thii　ph6m　rak　s泣　hUacay］．

　　PRO　一人・だけ　　たった　　REL　PRO　　愛する　一番　心

　　［僕が心底愛している坐］あなた一人だけです。

（54）cam　way　　thii　waa　tua－eep　thaw－nan［七hii　ca　ph血O　day］．

　　覚える　ておく　REL　COMP　自身　　　だけ　　　　REL　FUT　頼る　［可］

　　願れる1坐］自分だけだということを覚えておこう。

（55）［thii　ph6m　phnut］　fal　？50k　may　khr益p？

　　REL　PRO　話す　　　聞く　出る　Q　　MPP

　　［私の話すこと（が）］、聞いて分かりますか。

6．選択指示文における主題提示

6．1平叙文における選択指示文

　比較文において、提示される事態が主題の性格をつよく持ち出すことがある。これは比

較する対象を話し手、聞き手ともに共有の情報として提示するためで、動詞句がそのまま

比較対象として述べられる。次の例は「車で行く」ことと「汽車で行く」ことを比較した

文である。（57）のように形容詞も同様の機能を呈する。「暑いのが寒いのよりいい」のよう

にこれも名詞化された句と考えられる。

（56）［doon　pay］di　kwaa　nap　r6tth6ksii．

　　歩く　行く　いい　より　乗る　タクシー

　　［歩いて行ったほうが］タクシーで行くよりもいい。

（57）［r60n］d五kwaa　n5aw

　　暑い　良いより　寒い

　　［暑いほうが］寒いよりいい。

（58）［kan　　way］　dii　kwaa　k£ε．

　　予防する　ておく　良い　より　治す

　　［予防旦］治療にまさる。［諺］（「予防することが治療することよりもいい」）

（59）［？aan　1£？　khian］　p合ay　kwaa　ph血ut．
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　　　読む　と　書く　　　易しい　より　話す

　　　［読み書きのほうが］話すのより易しい。

　（60）［s血uthii　yiip立n］phεεO　kwaa　s血thti　mmaO－thay　15ay・thaw．

　　　買う　で　日本　　　高い　より　買う　で　タイ　　　　　何倍も

　　　［日本で買う方が］タイで買うよりも何倍も高い。

（57）の「暑い」「寒い」の形容詞が名詞的な成分であったように、いずれも動詞句は無標の

はだかのままで名詞句としての機能を有する。（58）は動詞がそれぞれ「予防」「治療」のよ

うに名詞として、（59）も「読む（こと）と書く（こと）」が「読み書き」「会話」のように名

詞に転じている。これはタイ語の品詞が文中で決定されることを意味している。（61）では実

際は「生のまま食べたら栄養がある」のように条件・帰結文になっているが、「生のまま食

べる」ことを比較対象として持ち出したものである。

　（61）［phak］［thaa　thaan　s△t－s△t］ca　mii　khunkhaa　thaan　？aah5an　maak　kwaa．

　　　　野菜　　もし　食べる　生の　　　FUT　ある　価値　　　　食べる　　料理　　大変　より

　　　［野菜旦］［生のまま食べたほうが］栄養がある。

比較に準ずる言い方もあげておく。（62），（63）は日本語の「XはYほどZではない」に準ず

る。否定辞／may似下は副詞句的な成分であるが、結果としてそれぞれ「彼女は走る」、「僕

はお金がある」が主部として提示され、否定辞／may／以下は述部的な構造を呈する。

　（62）［khtiw　wiO］　may　rew　thaw　dichtin．

　　　PRO　走る　NEG　速い　等しい　PRO

　　　［彼女は走るのが］私ほど速くない。

　（63）［ph（覚m　miηon］　may　maak　thaw　n600s5ao．

　　　PRO　　ある　お金　NEG沢山　等しい妹

　　　［僕は］妹ほど金を持っていない。僕の所持金は妹ほど多くない。

　　　⇔僕はお金を持っているが、妹ほど多くない。

　（64）［pay　r6七］　may　rew　m血an　pay　r△t－fay．

　　　行く　車　　NEG　速い　同じ　行く　汽車

　　　［車で行くのは］汽車で行くよりは速くない。

6．2質問文における比較選択文

　比較質問文では（65）名詞句の比較「XとYとでは」は次のように〈X　kap　Y＞であらわさ

れる。（66）の動詞文もそのまま提示されることが多い。

　（65）［aahaan－thay已p　aah5an－ciin］khun　ch50p　yλaO－nay　maak　kwaa　kan？

　　　タイ料理　　　　と　中華料理　　　　PRO　　好き　どれ　　　大変　より　互いに

　　　［タイ料理と中華料理とでは］どちらが好きですか。
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　（66）［pay　r6tmee　kap　doon　pay］yaaO－ntiy　ca　rew　kwaa　khrap？

　　　行く　バス　と　歩く　行く　　どちら　FUT速い　より　MPP

　　　［バスで行くのと歩いて行くのと（では）］どちらが速いですか？

「～の間では」という比較範囲を明示したいときには文頭に／ra2waag／を置くことがあるが、

名詞句、動詞句いずれの比較対象句も前掲される。前提句「XとYとでは」のような構文

と対照されるが、タイ語では動詞句にはそれぞれ／kaan－／を冠する必要がある。同じく動詞

句を比較した（66）と比べた場合、（68）はフォーマルな印象を与える。

　（67）［ra？waaO　r6t’may　kap　r6t－ch6y－1ξεw］yaaO－nay　pen　thii

　　　間　　　　　新車　　　と　中古車　　　　　　どちら　　COPU　REL

　　　t60kaan　maak　kwaa　kan　na？

　　　要る　　　多い　より　互いに　［終］

　　　［新車と中古車とでは1どちらが需要がありますか。

　（68）［ra？waaO　kaan　thatsanaacoon　kap　kaan　s血u　kh500］

　　　間　　　　こと　見物する　　　　と　こと　買う　物

　　　yaaO－n5y　sa？n速kw嵐a　kan？

　　　どちら　　楽しい　より　互いに

　　　［見物するのと買物するのとでは］どちらがより楽しいですか。

7．前置詞／s5mrap／を用いた主題表示

　タイ語の顕著な前置詞である／stimrap／が文頭に位置した場合、主題提示の機能を強く担う

ことが多い。まず、名詞句に前接する場合である。資格、立場を強調する特徴があり、お

おむね日本語の「にとって（は）」に対応する。なお「にとって」は後述再掲する。

　（69）［s5mrap　kh益w］1血uk　1き？phanrayaa　samkhan　thiis泣．

　　　にとって　PRO　　子供　と　妻　　　　　重要な　　一番

　　　［彼にとっては］子供と妻が一番大切だ。

　（70）［s5mrap　khon－yiiptin］kaan－？50k・siall　phaas5a－thay　yaak　m合ak

　　　にとって　日本人　　　　　発音　　　　　　タイ語　　　　　難しい　大変

　　　［目本人にとっては］タイ語の発音はとても難しい。

　（71）？aah5an－yiiptin　cdi皿t　pay　［s5mrap　khon・七hay］

　　　目本料理　　　　　薄い　過ぎる　にとって　タイ人

　　　［タイ人にとっては］日本料理は味が薄すぎる。

（71）のように／samrap1以下が後方に置かれることがあるが、意味上は変化がない。（71），（72）

は、日本語のいわゆる二重主語文に相当する。また、文頭において／samrap…1Egwiの形式

になることも少なくない。
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　（72）［samrbp　dich6n　1ξεw］Oon　m合y　chay　siO　thii　s5mkhan　thiistit　nay　chiiwit．

　　　にとって　PRO　　PERF　お金　NEGそう　もの　REL　重要な　　　一番　　中　人生

　　　［私にとっては］お金は人生で一番大切なものではない。

なお、（73）の文も十分に主題を明示するが、

　（73）［Oaan　thaleen　khaaw　phrOOnii］　chOay　七riam　tua－yaaO　s勾nkh6a　pay　y6？－yξn白．

　　　行事　　会見　　ニュース　明日　　　　て下さい　準備する　サンプル　商品　　　　行く沢山　［終］

　　　［明日の記者会見は］、商品のサンプルを沢山用意して行ってください。

（74）のように文頭に／samrap／「については」が置かれることが少なくない。

　（74）s5mrap　Oaan七haleen　khaaw　phr60nii　chOay　triam　七ua－yaag　siηkhaa

　　　にとって　行事　会見　　二rス　明日　　　て下さい準備する　サンプル　商品

　　　pay　y6？－yξ？na．

　　　行く　多い　　［終ユ

次のように／samrap／の後に動詞文が続くこともあるが、その場合は名詞化接辞の1kaan－1を

前接する必要がある。前掲／phdia／と同様に「ためには」という適合目的をあらわす。

　（75）［s5mrap　kaan　phatthanaa　pratheet　1ξεw］，kaan　s血ks5a　samkhan　thiisO七．

　　　にとってこと　発展する　　　国家　　　PERF　こと　教育する　重要な　　一番

　　　［国を発展させるためには］、教育することが一番重要である。

なお、／samrap／には使用限定をあらわす用法があるが、この場合は後方に置かれるのが普通

で、名詞主語文とともに用いられる。

　（76）［miit　nii］　chay　s5mrap　p50k　ph6nlamaay　thaw－n6n．

　　　ナイフーこの　使う　用の　　剥く果物　　　　　だけ

　　　このナイフは果物を剥くのにだけ使います。（果物用のナイフ）

8．主題提示用法とそれに対応するタイ語表現

　タイ語の主題、主語の本質、構造を考える際に、本節では日本語の主題提示用法を参考

に対照させてみたい。主題と主題提示とはいくっかの点で異なる。一つは碗曲的な提示で

ある。もう一つは関連的な発想に依拠するもので、連想的、文脈的な提示といってよいも

のである。以下、日本語に対応するタイ語表現の構文的特徴を考察してみたい8）。

8．1　判断の立場、評価の基準

（1）「Nにとって」

　主体の存在、主張の立場をあらわす。タイ語では一般に前置詞／samrap／で表される。「か

らみて」／duu　caak…1⊆εw／も同様の意味を表す。
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（77）a．［現代人にとって］、ゴミをどう処理するかは大きな問題です。［表］

　　　　［s5mrap　phfiu－khon　nay　pえtcuban］　ca　catkaan　kap　kha？ya　yaaηray

　　　　にとって　人　　の　現代　　　　　　　FUT処理する　と　ゴミ　どう

　　　　pen　panh互a　yay

　　　　COPU問題　大きい

　　b．車は［わたしにとって］、作家にとってのペンのようなものだ。［表］

　　　　［samrap　ch6n］r6tyon　pen　siO　th宝i　priap　day

　　　　にとって　PRO車　COPUもの　REL比べる　［可］

　　　　raaw　kap　paakkaa　sEmrap　nakkhlan

　　　　まるで　と　ペン　　　にとって　作家

　　c．［あの態度からみて］、…［文］

　　　　［duu　caak　thaa－thaaO　nan　ISεw］，…

　　　　見る　から　様子　　あの　PREF

②「Nとして（は）」

　資格、立場を表す言い方で、準主題化、補足主題化というべき形式である。日本語では

「は」の有無があるが、タイ語では／s5mrap／で表される。

　（78）a．問題については、［私としては］、特に意見はありません。［表］

　　　　　［stimrap　chan］may　mli　khwaam－khit－hen　pen　phi？seet

　　　　　にとって　PRO　NEGある　意見　　　　　　　COPU特別な

　　　　　kiaw　kap　panh益a　nii

　　　　　関する　と　問題　　この

　　　b．［工場管理者として］、彼は今回の自己の責任をとって辞職した。俵］

　　　　　［nay　thaa？na　ph6u－duulee　rooOOaan］　khaw　laa－？60k

　　　　　で　　地位　　　管理者　　　　　工場　　　　　PRO　退職する

　　　　　phtUa　sa？dεε0　khwaam－rapphitch60p　t50？ubattiheet　khr6η一nii

　　　　　ために　表す　　責任　　　　　　　　　　　　　に　事故　　　　　今回

（3）「Nについては」「Nに関しては」

　タイ語では文頭に／kiaw　kap／を用いて表される。1　rdialj／をともなう点に注意したい。日

本語では「につきましては」「に関しましては」の丁寧形があるが、タイ語にはその区別が

ない。音調や声の高低、表情などによって表される。

　（79）a．［地震災害に関しては］、……［文］

　　　　　［kiaw　kap　mbaO　phay・phi？bati　caak　phbεndinwtty　nan］　……

　　　　　関する　と　話　災害　　　から　地震　　　　それ
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b．［その点につきましては］、…　［文］

　［klaw　kap　rd　Iap－nii］……

　関する　と　話一この

8．2話題、取り立て、連想

（1）「N／Sとは」「N／Sなんて」

　題目提示の「とは」は／thfi　rfak　waa1，1kham　waa／などで表されるが、定義以外では意外

性などを表す場合は、対象をそのまま差し出すことで、主題提示となる。

　（80）a．私にとって［家族」とは］一体何なのだろうか。［文］

　　　　stimrap　chan　［kham　waa　khr60pkhura］　khuan　aray　kan　nEε　na

　　　　　にとって　PRO　語　　　COMP家族　　　　　　COPU　何　　合う　確かな　［終］

　　　b．［全員そろって授業をさぼるとは］、…　［文］

　　　　［d△ot　rian　kan　m6t　th6k－khon　loey］…

　　　　さぼる　勉強　合う　全部　各人　　　全く

　言及する対象について、軽視軽蔑の意識で取りたてていう場合、タイ語ではとくに対応す

る形式はないが、主部の末尾に疑念を表す／r591を用いて、「…真面目に働くのか」のように、

間接疑問文の構文で表すこともある。

　（81）a．［そんな馬鹿げた話なんて］だれも信じませんよ。［文］

　　　　［rdia可　bAa－boo　aray　yaaO－nan］　may　mii　khray　ch由a　rうok

　　　　話　　馬鹿な　何　　そのような　NEGある　誰　　信じる　全然

　　　b．にんな安い給料で真面目に働くなんて］馬鹿らしい。［文］

　　　　［Oon－dman　thOuk・thUuk　yaaO－nti　yaO　kha？ytin　thamOaan　？iik　r50］060　ciOc均

　　　　月給　　　　安い　　　　　ように　　まだ　真面目に　働く　　　　あと　Q　馬鹿な　本当に

（2）「N／Sということは」「Nというものは」「N／Sというのは」

定義づけを行うもので、タイ語では一般に1r血ao1を文頭に置いて表す。また「というのは～

を意味する／ことだ」という形式は1kham　waa…m5ay　th血0…／で表される。

　（82）a．［社会を変える｛ということは／というのは｝1［表］

　　　　［rdiaO　kaan　plian－plεεO　s50khom］……

　　　　話　　こと　変える　　社会

　　　b．［外国で一人で暮らす大変さ｛というものは／というのは｝］［表］

　　　　［rdlap　khwaam・1ambえak　nay　kaan－chay－chiiwit　khon－diaw　nay七aaO－pra？theet］

　　　　話　　困難さ　　　　　　　　で　　暮らし　　　　　　　一人　　　　で　外国
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c．［十五夜というのは］満．月の出る夜のことだ。［文］

　［kham　w合a　khmm－sip－haa－kham］maay－th呵kh㎜n－wan　phr6？can　tem　duaη

　語　　　COMP十五夜　　　　　　　　　　　意味する　　　夜　　　　　　月　　　　　満つ　円

（3）「N／Sといえば」「N／Sといったら」「N／Sというと」など

　瞬間的な想起、一時的な言及を意図するもので、／ph6ut　th面］／などが用いられる。直訳で

は「～に至って言えば」という意味である。

　（83）a．Dll口さんといえば］、何処に行ったのか姿が見えませんね。［文］

　　　　［ph6ut一七h輌khun・khaawaanuchi］　may　niu　w合a　pay　ntiy

　　　　話す一至る　　　川口さん　　　　　　　　NEG知る　COMP行く　どこ

　　　　　may　hen　tua　looy　n白

　　　　　NEG見える　身体　全然　終

　　　b．［あの学生の真面目さといったら］、教師の方が頭が下がる。［表］

　　　　　［phiut一七h両khwaam－？awciO－？awcaO　kh5011　nak・rian　khon－nan］

　　　　　話す・至る　　真面目さ　　　　　　　　　　　の　　学生　　　　CL・その

　　　　　faay　khruu　t6p　k6m　hUa　hay

　　　　　側　　教師　［義］下げる　頭　あげる

　　　c．［海外旅行といえば］、来年みんなでタイ旅行へ行く話が出ています。［表］

　　　　［phtiut－th面O　kaan－doen－thaaO　pay－thfaw七aaO－pra？theet］

　　　　　話す一至る　　　　旅行　　　　　　　　旅行する　　　外国

　　　　　mii　kaan－ph6ut　kan　mban　pli－naa　ca　pay　mulaO－thay　kan　th6k－khon

　　　　　ある　こと・話す　　合う　話　　来年　FUT行く　タイ　　　　合う　全員

連想の「というと」は1th五一w合a／、対比の「はというと」は／sUan1などで表される。

　（84）a．［林さんというと］、前にここの受付をしていた林さんのことですか。［表］

　　　　　［khun－haayaachi　thii　waa］　kham　khun－haayaachi　thii

　　　　　林さん　　　　　　　REL　COMP　COPU　林さん　　　　　　　REL

　　　　　khooy　thamOaan　yOu　faay　t60n－rap　kh500　thii－nii　chay－mtiy？

　　　　　【経］　働く　　　　いる　側　迎える　　　の　　ここ　　Q

　　　b．［北海道というと］広い草原や牛の群れを思い出す。［文］

　　　　　［mUla　ph6ut－th輌h50kkaydoo］　ca　ntUk－th両th6町tht㎏

　　　　　時　　　言及する　　　北海道　　　　FUT思い出す　　草原

　　　　　an　kwaaO－yay　lξ？鈷uηwua

　　　　　CL広大な　　と　群れ・牛

　　　c．父も母ものんびり過ごしています。［わたしはというと］毎日馬か牛のようにただ忙

　　　　　しく働いています。［表］
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thaD　ph60　1ξ？　m9ε　yttu　yaaO　sabaay

も　　父　　と　母　いる　ように　快適に

［stian　ch査n］d合y　tきε　tham　Oaan　yOO　th丘k－wan

側　　PRO　［可］だけ　働く　　　忙しい　毎日

raaw　kap　maa已p　khwaay

まるで　と　馬　と　　水牛

〔4）「N／Sって」

　日本語の「って」には「佐川さん［って］いう人」、「すぐ来る［って］」などさまざまな意味

機能があるが、ここでは「というのは」の口語体で、タイ語では終助詞／nblを日本語の間投

助詞のように用いて主題化する。「というのはね」というように、若干のポーズが置かれる

のが普通である。一般に主題部分は長く、受ける成分は形容詞などの評価をあらわす比較

的短い傾向がある。述部に／pen　rdiao（thii）／もよく用いられる。主部には名詞そのものの場

合と、／kaan／，1khwaam1を形容詞、動詞句に冠して名詞句として用いる場合がある。

　（85）a．［若いって］、すばらしい。

　　　　［khwaamn立m　khwaams5aw　na］pen　mbaO　dii　wi？seet　　［表］

　　　　若さ（男性）　　　若さ（女性）　　　終　　COPU話　いい　特別に

　　　b．［都会で一人で暮らす（の）って］、大変です。ニ［都会での一人暮らしというのは］、

　　　　［kaan－chay－chiiwit　khon－diaw　nay　mulaO－yay　n4］

　　　　こと・使う’生命　　　　　一人だけ　　で　都会　　　　終

　　　　yaak　lambtiak　　　［表］

　　　　難しい　困る

　　　c．［反対する（の）って］、勇気のいることです。［文］

　　　　［kaan－khat－khaan　na］　pen　r由aO　thii　tδO　chay　khwaam－klaahaan

　　　　こと’反対する　　　　［終］COPU　話　REL　［義］使う　勇気

1thii　b50k　w合a／，／thii　phiut　waa／は直訳すれば「と言われていることは」という意味で文の

冒頭に用いる。主題の範囲を指示詞／nan　1で区切って示す点が特徴的である。（86）のように

会話文を引用する場合も同様である。

　（86）［「レターパックで現金送れ」は］すべて詐欺です。　（公共表示）

　　　［th五b50k　waa　“hay　s60－pen　dfiay　sooO　c△tm5ay？さekkastian”nan］

　　　REL言う　COMP　CAUS送る　金　で　封筒手紙　　　書類　　　　　　それ

　　　　pen　kaan　150－kluaO　th勾m6t

　　　　COPUこと　騙す　　　総て

⑤「Nにかけては」
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　とくに秀でた技量や分野などを取りたてて強調する言い方で、「～について言えば」とい

う意味である。タイ語では文頭の／nay　r由aO／に名詞化の／kaan／，1khwaam1を続けて表される。

前者は具体的な行為対象、後者は抽象的な能力などが関心事となる。

　（87）a．［あの方は事務処理にかけては］すばらしい能力を持っています。［表］

　　　　［nay　r命aO　kaan　ca七kaan　thu？ra－kaan］

　　　　中　　話　こと　　処理する　事務

　　　　than　phtiu－n査n　mi　khwaam－s益amaat　pen　160t

　　　　PRO　　人一あの　ある　能力　　　　　　　　COPU抜群の

　　　b．［忍耐力にかけては］人より優れているという自信がある。［文］

　　　　［nay　mbaO　khwaam－？btthon］chan　mancay　waa　m亘maak　kwaa　khon－？由uln

　　　　中　　話　　忍耐力　　　　　　　　　私　　自信がある　COMPある　多い　より　他人

（6）「Nときたら」1？ay／……

　日本語の「奴」に相当する1？ay／を文頭に用いて表す。不満や非難を表す。「といえば」

などの条件形後置詞に似て非なる用法で、より詳細な対応例を見る必要があるが、ここで

は数例を挙げるにとどめた。また、／nb／を用いて表すことも多い。「ときたひには」のよう

に蔑視、軽蔑の意味を強調した言い方も同様である。

　（88）a．［うちの子ときたら］テレビの前から動かないんです。俵］

　　　　　［？ay　16uk　chan］　may　yoom　kha？yap　tua　caak　naa　coo　thiiwi　looy　la？

　　　　　奴　子　　PRO　　NEG認める　動く　　身　　から　前　画面　TV　全然　強調

　　　b．［あそこの家の中ときたら］、散らかし放題で、……　［文］

　　　　　［khaaO・nay　baan　n6n］khう00　rakさ？－rakえ？pay　mδt，．．．

　　　　　中　　　　　家　　その　　もの　散らかった　　すぎる　総て

　　　c．［うちの女房ときたひには］、…　［文］

　　　　　［phanrayaa　kh500　ph6m　na］…

　　　　　女房　　　　　　の　　　　PRO［終］

なお、次のように／thaa／条件節、／phr6？…CIIil／原因理由・帰結節で表されることもある。

　（89）a．［新鮮な刺身ときたら］、…　［文］

　　　　［thaa　pen　　saachimi　sδ七一s6t　la？－k60］　…

　　　　もし　COPU刺身　　　新鮮な　なら

　　　b．［働き者で気立てがいいときたら］、…　［文］

　　　　［phr6？pen　khon　kha？y5n－kh5nkhEp　1ξ？ni？s5y　dli］　…cuuO…

　　　　から　COPU人　　勤勉な　　　　　　　　と　性格　いい　　　それで
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　このほか、主題提示の特殊用法で、とくにきわだった事象を話題にする言い方として、「一

国の首相ともなれば」のような「ともなると」「ともなれば」などの用法もあるが、また別

途詳細な対応例を検証することにしたい。

g．おわりに

　主題は文法研究のなかでも非常に重要なテーマでありながら、そもそも主題とは何かと

いう概念の定義をめぐる問題があり、また言語別に見ても多様な設定が可能であることか

ら、研究は自ずと現象的、部分的、表面的にならざるをえない。タイ語においてもおそら

くは語順が文法機能を決定するという特徴によって主題概念が確立しておらず、管見の限

りでは精緻な研究が進んでいるとはいいがたい。タイ語の伝統文法や種々の参照文法にも

主題や主部についての明確な記述がないことは大きな問題点の一っである。主題の研究に

あたっては文の定義、とりわけ単文、複文の境界も思量しなければならない。

　ここで、一つの例としてく題目解説〉型とく副詞修飾〉型との相関を考えてみたい。

　（90）a．万全に準備する。　　　⇔　準備は万全だ。

　　　b．ゆっくり（と）話す。⇔　話すのが遅い。

　　　　〈副詞修飾〉型　　　　　　く題目解説〉型

これは語順と意味の関係でもあるのだが、「準備旦万全だ」は「万全に準備する」、「ゆっく

り（と）話す」は「話すのび遅い」という内容と実質的には変わらないが、何を重点に述

べるのか、という語順、情報優先の問題がある。形式が異なる以上、そこには何がしかの

意味の異同を認めなければならない。（90a）「は」「が」を用いた倍はく結果態〉、つまり話

し手によって何らかの判断なり評価が下される場面であり、（90b）の副詞的な用法では〈現

象態〉、すなわち臨時的、あるいは部分的に切り取られた一場面の提示とみなされる。

　同様の例を示してさらに説明を加えたい。

　（91）a．phOut　thay　kさ0

　　　　話す　タイ語上手だ　　　　　　　：タイ語を上手に話す。

　　　b．phtiut　thay　pen　nitn50y

　　　　話す　タイ語COPU少し　　　　：タイ語を少上話せる。

　　　c．ph｛iut　thay　chat．

　　　　話す　タイ語　はっきり　　　　　：タイ語を明瞭に話す。

　　　d．yW　mulaO一七hay　naan　1ξεw．

　　　　　いるタイ　　　　長い　PERF　　：タイに長≦．住んでいる。

これらの1kさ0／，／ni七n50y1，1chat／，／naan（1ξεw）／はそれぞれ「上手な」「少し」「はっきり」「長（く

なった）という形容詞（相当語）が文末に置かれて副詞的（「上手に」「少し」「はっきりと」

「長く」）のように用いられているが、むしろ（91’）のような解釈が妥当で、動詞句と形容詞
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の間には僅かながらポーズ（停頓）が認められる。

（91’）a．phaut　thay　11　kさO

　　b．ph6ut七hay　11　pen　nitn50y

　　c．ph6ut　thay　l！　chat．

　　d．ytiu　muuaO－thay　ff　naan　1ξεw

タイ語を話すのが〃上手です。

タイ語を話せる（の）が〃少しだ。

．タイ語を話すのが〃はっきりしている。

タイに｛住んで／住むのが｝〃長くなった。

前件を言い継ぐところで、わずかなポーズ（息継ぎ）があり、後文の「（それは）いかがで

すか」に重心が置かれる。日本語では「住ん！」「住む坐」の双方の訳が可能である。

次は明らかに前文が主題的な機能を呈している。

（92）［y心umulatO－thay］　pen　yaa明ay？

　　　いるタイ　　　　　　COPU　いかが

　　［タイに住んコこ］いかがですか。cf．タイに住む坐〃いかがですか。

中国語の分析的な可能補語表現に類似した（93）のタイ語可能・不可能表現もまた、題目解説

型の構造とみなしうる。動詞連語構造によって一次的行為「聞く」ことが二次的行為「分

かる」ことに対する主題的機能を担っている。言いかえれば前句の「聞いて」は「聞くこ

とが」という潜在的に主題を言い含めているのである。

（93）a．fan〃r〔im－rdiap

　　　聞く知る一話　　　　聞いて〃分かる。

　　b．fap　！f　may　niu－r血ao

　　　聞くNEG知る話　：聞いて（も）1／分からない。

　主題の考察は一方で文をどうとらえるか、という文論に立脚して文単位が定位され、意

味的な関係をもたらす。明確な接続成分がなくても、意味的な関係が定位するという場合、

一文（単文）か二文（複文）かの決定が意識づけられる。明示的な接続成分がない代わり

に、次的文と二次的文との連関、連携を支持する非言い切りとしてのポーズが接続の意味

を持つ。こうしたく意合法〉的構成もまた、文の発話意図を決定する重要な要素である。

　本稿ではタイ語の主部、主題、主語の態様を瞥見した。主題をどうとらえるかによって、

文構造を再認識し、また細部の文法現象も明らかにされる。タイ人に対する日本語教育、

外国人に対するタイ語教育にとっても重要な意味をもつ。主題、主語に関する議論は単に

当該言語の文構造の特色（言語内事実）を解明するのみならず、人間のコミュニケーショ

ン活動のあり方、情報提示の回路（言語外事実）を検証する意味においても、また相互の

発想の異同を知るためにも重要不可欠な作業である。それだけに主題の対照は多くの議論

を残しているといえるし、彪大な蓄積のある日本語の主語・主題研究から対照研究に取り

組むことには大きな意義がある。同時に、日タイ対照研究の成果も日本語の主語、主題研

究に寄与することが期待される。
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注

D

　2

A
A
　

3
4
5　
A
6
7

目本語文法では近年、益岡隆志編（2005）、丹羽哲也（2006）、庵功雄（2007）、堀川智也（2012）

などがあげられる。益岡編（2005）は日本語と複数言語との対照比較を通して、主題の本質的

な意味機能に迫っている。こうした研究は類型論的研究と相侯ってその後もいくつかの成果

に発展、継承されている。

すなわち、人物、事物の一致不一致や説明文で、次のような日本語文に対応するタイ語の主

題文をあつかった。

本文中の用例はいちいち出典を記さないが、各種タイ語学習書から採取した。

こうした／thamhay／の複文中における機能については第3部第2章を参照。

タイ語の目的表現については、田中（2004：615うを参照。このほか、「までには」「ほどには」

などに対応する／（con）kwaa／，／con／の用法についても検討する必要がある。

こうした擬似的ともいえる条件文については田中（2006a，2006b）を参照。

関係代名詞／thiYの諸相については、ピヤトーン（2013）を参照。

8）以下の用例の出所は以下の通りである。

　　〈略称俵］〉

『どんな時どう使う日本語表現文型500中上級』友松悦子、宮本淳、和栗雅子　アルク1996

　n創しt頑500盲劃☆τ調m甘1翻u砲n調tt賠砲雨
　　　fiv　　　　Y　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶

　臨由弓言っ言s田っ書盲爾n召1齢荊而mu1‘，脳㌔晒纐2002

　　〈略称［文］〉

『教師と学生のための日本語文型辞典』グループジャマシイ編　くろしお出版　1998

　wmUiljfi7w3ililsxleflPtiyilllilu

　細剛削1顕n頑」害1緬こ輌緬測止m照ηoq胃¶㍍砲論砲軸くろしお出版2012

参考文献

青木伶子（1992）『現代語助詞「は」の構文論的研究』笠間書院

浅利誠（2008）『日本語と日本思想』岩波書店

庵功雄（2007）『日本語におけるテクストの結束性の研究』くろしお出版

加藤周一（2007）『日本文化の時間と空間』岩波書店

佐藤雄一（2011）「引用形式「って」における主題提示用法」、『共立国際研究』28　23・36

佐藤雄一（2012）「「といえば」の主題提示用法」、『共立国際研究』2933－55

砂川有里子（2005）『文法と談話の接点　日本語の談話における主題展開機能の研究』くろしお

　出版

田中寛（2004a）「接続詞のように使われるthamhayについて一「使役」と「因果関係」一」

　『指向』第3号、大東文化大学大学院外国語学研究科日本語学専攻

田中寛（2004b）『統語構造を中心とした日本語とタイ語の対照研究』ひつじ書房
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田中寛（2006a）「タイ語条件表現　　条件節と時間節における文の叙述　　」『大東文化大学紀要』

　（人文科学編）　第44号

田中寛（2006b）「タイ語の条件表現をめぐって一日本語とタイ語の対照研究　　」　益岡隆志

　編（2006）『条件表現の対照』くろしお出版所収

田中寛（2010）「タイ語のhayの多機能的な意味」『語学教育研究論叢』28号　大東文化大学

中村明、佐久間まゆみ他編（2011）『日本語文章・文体・表現辞典』朝倉書店

日本語記述文法研究会編（2009）『現代日本語文法5』第9巻とりたて、第10巻主題　くろしお

　出版

丹羽哲也（2006）『日本語の題目文』和泉書院

野田尚史（1996）『新日本語文法選書1「は」と「が」』くろしお出版

ピヤトーン・ケウワッタナ（2013）「接続表現をめぐる日タイ対照研究　　”thfi”，”s輌”，”an”と日

　本語の成分節の機能を中心として　　」　2012年度大東文化大学大学院外国語学研究科目本

　言語文化学専攻修士論文（未刊行）

堀川智也（2012）『日本語の「主題」』ひつじ書房

益岡隆志・野田尚史・沼田善子編（1995）『日本語の主題と取り立て』くろしお出版

益岡隆志編（2005）『言語対照シリーズ　主題の対照』くろしお出版

益岡隆志編（2006）『言語対照シリーズ　条件表現の対照』くろしお出版

三上章（1960）『象は鼻が長い』くろしお出版

Nawawaan　Phanthumetha（1982）Matyakorn　Thai　Bangkok　Rungreuangsarn

Upakitsilpasaan（1968）La左」臨a5∂∂乃没∫Bangkok　Thai　Watthanapanich

Richard　B．　Noss（1964）Thai　Reference　Grammar　Foreign　Service　Institute．　Washington

　D．C．

Iwasaki　and　Ingkaph壮om（2005）．4　Refarence（Grammar　of　Thai　Cambrige
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第1章　タイ語の存在・所在、所有、出現の構文一／ytuノと／miilの意味機能一

第1部　タイ語動詞構文の諸問題〈第1章〉

タイ語の存在、所有、出現・発生の構文

一・
lyUu／と／mii！の意味機能一

【キーワード】存在文　所有文　出現・発生文　事象把握　多義性

1．はじめに

　あらゆる言語において、存在・所有、出現の諸相は言語研究の重要項目の一つで、英語

の所有・存在文や中国語の存在、出現、消失にまつわる“有字句”、“存現句”についての

研究をはじめ、言語習得の面からも様々な議論が蓄積されてきた。これは日本語でも明ら

かなように、〈AはBである〉という名詞文における事態規定と〈AはBにある〉という存

在規定とが、恐らくは人間の事態認識・把握の最も基底に属することに拠っている。

（1）金庫の中目通帳匝

　　⇔通帳［≡｝金庫の中回＝通帳Eヨ金庫の中［郵

（2）受付日守衛西

　　⇔守衛［ヨ受付困＝守衛［ヨ受付図。

（1），（2）では存在「Aガアル／イル」が所在「Bニアル／イル」に先行すると同時に、〈Aハ

Bダ〉が〈AハBニアル／イル〉を内包しているといえよう。「デアル」事態と「ガアル／

イル、ニアル／イル」事態とは、似て非なる性格を持つ。また、存在と所有は不可分の関

係にあり、その周辺に位置する動詞表現も豊富に分布することは容易に想像される。

　一般に言語教育、習得において存在・所有の概念はどの段階で扱われるべき言語事象で

あろうか。目本語教育の初級段階を例にとれば、名詞文の後に提出される動詞文の中でも

特殊構文として提出される。広く使用されている初級テキスト1）に倣えば一般行為動詞、移

動動詞、一般行為動詞、授受動詞を導入した段階で存在動詞が提出される（図1）。

一般行為動詞（1）⇒

起きる、寝る
［td江u：［n］，　　［noon］

勉強する働く
［rian】　　［thamgaan］，

休む
［y泣・ph6k］

　動動詞　⇒
行く、来る
［pay】，［maa］

帰る
［klap］

一般行為動詞②　⇒　受受動詞
買う、見る、書く
［s血u］，［duu］，［khian］

読む、聞く、喫う
［？aan】，［fao］，［sUup］

食べる、飲む、…
［thaan］，［duuam］

あげる、もらう
［hay］，　　　［rap］

電話をかける、

　
へ
る
B

劇
い
加

警
㎞

⇒

［thoo／thoorasap］

送る、

［s△P］

理解動詞

わかる
［kh合wcay］

図1　日本語の動詞の導入過程例
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日本語の下にタイ語を併記したが、これらの動詞の導入は名詞語彙の導入とも密接に関わ

り合っている。その〈連語的な認識〉は当該国の言語認識によって一様ではないだろう。

　ところで、存在・所在と所有は隣接した領域でもあるので、学習者には母語背景によっ

てはある種の使用上の混乱も生じかねない。これまで行為動詞という具体的な名づけの動

詞から多義的な動詞を導入されることで、使用上の混用が生じる傾向がある。また、必然

的に情報の新旧とともに「所有」が先か「存在・所在」が先か、という提示の順序（所在

場所と存在物の焦点）にも関心が持たれる。一般にモノの「所有」、即ち

（3）私は［お金］がある。［パスポート、鍵、家庭、時間、夢、…］

のように、まず所有物を提示する。ただここでは有生物の存在をあらわす「いる」との混

用を避けるため、「私（に）は妹がいる」などの文例は積極的には提示されない。次に「存

在・所在」構文の導入に進むが、これには④「（Yに）Xがある／いる」、⑧「XはYにあ

る／いる」の順で導入される。ここでは「ある」「いる」が明確に区別される。また、④で

はXが新情報で助数詞が、⑧ではYが新情報で「上に」「右に」などの位置詞が導入される。

それぞれの成分は⑧では存在動詞の前に、⑧では「机の上に」のように場所詞の後に置か

れるのが普通である。また学習段階が進むにつれ、「ある」はさまざまな文脈で出現する。

（4）日本には、世界に誇る国宝がある。（○○館）

（5）加熱する代表争い上（事件の）背景にあるようだ。（ニュース報道）

（4）では所有も存在も併存するケースであることに注意しなければならない。日本という所

有主体を擬人的に見立てて、「国宝を有している」という意味と同時に、日本各地には「国

宝が存する」という二重の意味を賦与されているのである（「日本は世界に誇る国宝がある」

は非用に近い）。（5）では存在よりはむしろ所在を主張している。

　一方、初級タイ語教育では一般に動作動詞のなかで、移動動詞1pay／「行く」、／maa／「来

る」を先に導入し、次に存在動詞／y血u1「いる」が所有動詞／mii／「ある」「持っている」に先

立って導入される傾向がある2）。存在動詞は移動動詞と同じように場所名詞をともなうこと

から配慮されているといえよう。また、存在・所有は発生、出現事象とも連続する。

　以下では、存在表現、所有表現、発生・出現表現の順にみていく。

2．存在と所在（1）

　タイ語の存在動詞1yUu／、所有動詞1miYについての先行研究を瞥見してみよう。1yUu／につ

いてはAnek（1992）、／mii／についてはOrapa（1992）の考察がある。とくにAnek（1992）では

多くのパターンを挙げながら例証しているが、日本語との対照ではまだ不十分であろう。

　日本語の〈AハBニイル／アル〉では、まず人やもの（建物、事物）が存在することを

前提として、その所在を明らかに述べる言い方がある。「Aは」というとき、「A」は「〈

A＞といえば、それはBにある」という話し手にも聞き手にも〈既知〉の情報であること
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が一般である。したがって［場所］がここでは〈未知〉の情報である。題目（既知：旧情報）

とこれに続く解説（未知・新情報）の構造をなす。

　〈AハBニイル／アル〉に対応するタイ語はほぼ（6）に示す通りである。

　（6）ルール①

［存在物・人］　yiu　thii［場所］：［存在物・人］は［場所］にある／いる

　〈既知〉　　　　　　　　〈未知〉　　〈既知〉　　〈未知〉

〈既知〉情報（旧情報）とは話し手と聞き手のあいだに一定の認識が前提となっているの

に対し、〈未知〉情報（新情報）は文脈の中でこれから言及しようとする焦点とみなされる。

タイ語の存在動詞は日本語のように有生物（「いる」）、無生物（「ある」）のような使い分け

はない。すべて／yOU　1であらわされる。存在・運動場所をあらわす前置詞／thfYは日本語の格

助詞「に」「で」に相当するが、省略が可能である。また、「上」「中」などの位置詞をとも

なう場合は、それ自身が場所格を兼務し、／thiilは一般に省略される。存在物は建物、人物、

事物を問わないが、抽象物（「可能性は全員にある」など）は導入に適さない。

　（7）a．khun－s6mcay　yUu　thii　baan

　　　　ソムチャィさん　いるに家　　　　：ソムチャイさんは家にいる。

　　　b．dich巨n　yaak　yOu七hii　yiipd　l

　　　　PRO　閲　いるに　日本　　　　　：私は日本にいたい。

　　　c．peensaalh　y立u　thii－n5y　kha？

　　　　小麦粉　　ある　どこ　　FPP　　　　：小麦粉旦どこにありますか。

　　　　一一一yUu　chon　that　pay　kha

　　　　　ある列　次　行くFPP　　　　　…次の列にあります。

　　　d．？さekkasaan　yUu　nay　fξεm

　　　　書類　　　ある中ファイル　　　　書類はファイルの中にある。

　　　e．h50rapkhさek　yUu　chan－bon

　　　　応接室　　　ある階上　　　　　　：応接室は上の階にある。

　　　£　boorisat　ph6m　yi）u　thii　siirom

　　　　会社　　PRO　あるにシー・ム　　：私の会社旦シーロムにある。

1yi）tU／は人物、建物、物の所在をあらわす。日本語では有生、無生の使い分け「いる」「ある」

があるが、タイ語の／Wu／は「いる」「ある」を併用する。（7a），（7b）は人物の所在、（7c），（7d）

は存在物の所在、（7e），（7f）は施設、建物などの所在をあらわす。主部は話者間のなかで話題

になっている対象（暗黙の指示）であり、述部はそれに対する説明である（1yi）tu！に先立つ

題目語について、1yOu似下でその解説、説明を行う）。同時に、総体としては「いる」「あ

る」という存在の確認、「どこに」という質問に対する情報提供である所在の確認、この二

種類の情報をあわせもっ。
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　なお、しばしば指摘されることだが、1yilu1は一時的、臨時的な意味であり、「～さんはい

ますか」と訊ねた時、／may　yitru1「いません」と答えれば、「いま席をはずしていてここにい

ない」臨時的不在をあらわし、1may　mii／「いません」と答えれば、「そのような人はここに

はもともといない」という常態的不在をあらわす3）。

　／yUU　1には「住む」「暮らす」の意味があるが、次に／y加1を用いた複合句を冨田（1987）

からピックアップしてみる。／Wu／は〈一〉で示す。

（8）yOu　kin〈一／食べる〉：住み食べる、ともに暮らす。

　yi）u　dii　k　1　Clii〈一／いい／食べる／いい〉安楽に暮らす。

　khwaam　yUu　d五kin　dii平穏な、安泰な暮らし、

　Wu　dii－dii　k60〈一／よく／も〉：何も変わったことがないのに急に。突如として。

　Wu－yOu　k6。〈一／も〉：何も変わったことがないのに急に。不意に。ぽっくり。

　Wu　tua　〈一／体〉：安定する。

　yttU　th601」〈一／腹〉：腹持ちがいい。

　yttU　baan　〈一／家〉：在宅している。

　Yi）u　MurUl〈一／手〉：手なずける、おとなしく言うことを聞く。

　Wu　nay　m㎜　〈一／中／手〉：手中にある、統制下にある。

　yUu　khOll〈一／残る〉：不死身の

　yinu　yaam　〈一／夜警〉：夜警に当たる。

　ytiu　ween　〈一／順番に〉：当番になる。輪番の。時間交替で。

　Wur6。七〈一／〉：身を安全に保つ。　r60tは「逃れる」という意味。

　n合a－yOu〈そうだ／一〉：住んでよさそうな、住みよさそうな。

　th五一yUu，　thii－Wu－？aasay〈場所／一〉、〈場所／一／頼る〉：住むところ、住所。

1yttU　th”ii／「～にある」という意味には「所在」を提示する言い方があるほか、「～次第だ」

という意味もあらわすことがある。

　（9）七〇〇n－nii　pra？theet　raw　yihu　nay　ch6aO　seetthakit　kamlag　ca？roon　t50p－too

　　今　　　　国　　　　PROいる　で　期間　　経済　　　　している　栄える　成長する

　　今、我が国は経済成長期にある。

（10）khwaam－stik　kh501　khruu　yi）u　thii　sit

　　幸せ　　　　　の　　教師　いるに　弟子

　　教師の幸せ旦弟子にある。（教師の幸せ旦弟子次第だ）

（11）ph6p　ch㎞tua－？eeO　y直u　nay　raay℃hdm　phfiu－sbop－phban

　　遭う　名前　自身　　　いる　で　名簿　　　　　人・合格する

　合格者の中に自分の名前を発見する。（合格者の名簿の中にある一）

ここで／yilu　thiilと1Wu　nay！の相違について附言すれば前者は一般的な様相を呈し、後者は
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ややフォーマルなニュアンスがある。なお、定型句「～最中である」は／yttU　nay　ra？waap／の

ように1yOu　nay1を用いる。但しタイ語では進行中をあらわす1（kamlap）…Wu／をあえて動詞

の前後に配する必要がない。従って「“考え事をする最中だ」のように言う傾向がある。

　（12）toon－nii　yUu　nay　ra？waap　chay　khwaam－khit

　　　今　　　　いる　で　間　　　　使う　意見

　　　今、考え事をしている最中だ。

　（13）toon－nii　kam　lap　yttu　nay　ra？waaO　phit？caaranaa

　　　今　　　　している　いる　で　間　　　　検討する

　　　今検討している最中だ。

　先にも述べたように、／Wu／は動詞に後接して動作行為の進行や状態継続の意味を表すが、

／khdn－y加kap1はその慣用的な構文で、「～次第で／如何で」「～次第だ／如何だ」という

意味を表す。日本語と同様、文頭にも文末にも位置する。事態発生の蓋然性をあらわす。

　（14）ca　mii　khwaam・tきεk－taaO　yaaO－m合ak　nay　kaan－kh5ay

　　　FUTある　差　　　　　　　　　　大いに　　　　で　売れ行き

　　　khd　ln　yUu　kap　wi？thii　kaan－athi？baay　sinkh6a

　　　なる　　いる　と　方法　　こと一説明する　　　商品

　　　商品の説明の仕方いかんで、売れ行きに大きく差が出てしまうだろう。

　（15）皿ii　thii？50k　saay　kh6m　y立u　kap　sa？phaap　aa？kaat

　　　ある　REL出る　遅い　なる　いる　と　状態　　　天候

　　　天候のいかんによっては出発が遅れることもある。

　（16）kh6m　y立u　kap　kaan－kh5ay　n50si　u　khoO　ca　mli　kaan－phim　s4m　than－thti

　　　なる　いる　と　売れ行き　　　本　　　　【推］　FUTある　印刷　　　　重ねて　すぐ

　　　本の売れ行き如何では、すぐに再販ということもあるでしょう。

　（17）？aa七ca　pay　th輌saay　m合ak　kh6m　y立u　kap　sa？ph合ap　r6t　tit

　　　［推］㎜行く着く遅い大変なるいると状態　車混む

　　　道の込み方次第で（は）着くのが大幅に遅れるかもしれません。

（14），（15）などのように1yiiu／が1miYとの併用がみられる現象については次節で考察する。

3．存在と所有（2）一・／YilU1から／miilへ

3．1／miYの原義

　一般に存在についての言及よりも、所有についての内実はさらに複雑である。これは所

有というカテゴリーが広範におよび、また細分化されるからであろう。確かに日常身辺を

観察しても存在は自ずと恒常的に規定されており、一方、所有は英語のhave動詞を例にし

ても広範な意味を有する。一般に「〈場所〉にAがある／いる」というとき、＜A＞の存

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一
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在そのものを問題にしている。前節では存在物が〈既知〉の情報のケースを見てきたが、／mij／

を用いる場合、＜A＞は一般に〈未知〉の情報（新情報）で、反対に場所が〈既知〉の情

報（旧情報）である。これに対応するタイ語構文はほぼ次の（18）によって示される。

　（18）ルール②

mi　〈A＞（人・物）・（場所）　：（場所）に＜A＞がある／いる

　　　〈未知〉　　　　〈既知〉　　　〈既知〉　　〈未知〉

基本的な構造では／miYが文頭に立ち後続に所在をあらわす場合と〈所有者主体〉が冒頭に

立つケースがある。〈所有者主体〉は後述するように人、物、建物など多種多様である。

　　（19）a．mii　nakrian（y血u）nay　h60．

　いる学生　　　（いる）中　部屋

b．mii　h51j　w合ap　mtiy？

　ある　部屋　空く　Q

c．ph6nlamAay　mli　aray　baaO？

　果物　　　　ある　何　　幾らか

　→nay　l）andaa　ph6nlamaay……

d．nay　h60－rian　mii　t6？kii－tua？

　中　教室　　　　ある　机　　幾一CL

e．dich5n　kδo　yaak　mii　fεεn　rew・rew

　PRO　　も　［願］ある　恋人　早く

（19a）のように存在物が人の場合／yinu／をそえることもある。

（題目語）として「＜A＞についていえば」のように情報を提示する場合は文頭に立つこ

とが一般である。「～の中で」のような範囲をあらわす語句を文頭に置くこともある。また

（19d）のように所在をあらわす場所もあわせて表す場合は位置詞もふくめ文頭に置かれる。

なお（19e）はタイ人日本語話者にはしばしば「★恋人がありたい」のような誤用が見られる。

　一般に所有側が人である場合、一人称は省略されることが多いが、それ以外は明示され

る。場所の場合は！七h宙や／nay／を添えることが多い。以下、さらに詳しく見ていこう。

3．2人名詞が文頭に来る場合

　（20）a．khun　mii　weelaa　mtiy？

　　　　あなたある時間Q　　　　：あなたは時間がありますか？

　　　b．Wan’nii　mli　rian　m5y？

　　　　今日ある勉強Q　　　　　：今日は授業がありますか？

　　　c．phom　mli　phiin50D　3　khon．

　　　　私　ある兄弟　　3人　　：私には兄弟姉妹が3人あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－80一

：部屋の中に学生がいる。

：空き室がありますか。

二果物にはどんなものがありますか。

（「果物の中で……」）

、教室（の中）に机がいくつありますか。

：私も早く恋人が欲しい。（★ありたい）

　　　　　　（19c）「果物は」のように提題
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　　　d．khun　mli　fEεn　m口y？

　　　　あなたある恋人Q　　　　・あなたは恋人がいますか。

　　　e．　khun　mii　khray　thii　khun　khaw・r6p　baaO　m5y？

　　　　　あなた　ある　誰　　REL　PRO　尊敬する　　幾らか　Q

　　　　あなたには誰か尊敬する人がいますか。

　　　f．　dich5n　mli　sit　七hii　ca　niu

　　　　PRO　　ある　権利　REL　FUT知る

　　　　私には知る権利がある。

　　　9．may　mli　aray　？antaraay

　　　　NEGある　何危険

　　　　何も危険なことはありません。

　　　h．khoO　m合y　mii　khray　may　yaak　pra？sOp　khwaam－stimrさt

　　　　［推］NEG　ある　誰　　NEG　［願］出遭う　　成功

　　　　成功したくない人は誰もいないだろう。

（20b）のように所有の対象が動詞の場合があるが、これは授業という名詞に転化したもの。

また（20f），（20h）などのように対象が連体修飾節をともなう場合も少なくない。

3．2　時間名詞が文頭に来る場合

　実際に予定されている事の実現を予想して述べる。恒常的な状態も含む。（21a）は1kaan－1

を用いて動名詞化した例。（21b）は「高い湿度がある」のように表される。

　　（21）a．dulan－naa　ca　mii　kaan－1由akt合η

来月　　　FUTある　こと選挙する

　　　　来月選挙がある。

　　　b．　ch6aO－nii　mli　khwaam－ch血un　s丘uO　maak

　　　　時期・この　ある　湿度　　　　　　　高い　大変

　　　　この時期は湿度が高い。

3．3　場所名詞、物名詞が文頭に来る場合

　この場合、所有は存在に転移し、対象は有生物、無生物など多種多様である。

　（22）a．hδ0－nii　mii　nakrian　kii－khon　kha？

　　　　　部屋この　ある　学生　　何人　　　FPP

　　　　このクラス！9Ql生徒は何人いますか。

　　　b．thEεw－nti　mli　raan－sa？dOak－stm　m5y　kha？

　　　　この辺り　　ある　コンビニ　　　　　　　Q　FPP

　　　　この辺りにコンビニがありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－81一
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　　　c．pra？theet－thay　mii　caOwat　cetslpcさt　callwat

　　　　タイ国　　　　　ある　県　　　77　　　県

　　　　タイには県が77県ある。

　　　d．mah5awithayaalay　nii　mli　nakrian　s5011　m［［a　n　khon

　　　　大学　　　　　　　　　この　ある　学生　　2　　万　　　人

　　　　この大学には学生が2万人いる。

　　　e．muraO－thay　mii　prachaakoon　thawray？

　　　　タイ　　　　ある　国民　　　　いくら

　　　　タイは人口（国民）はどのくらいですか。（どのくらいいますか）

　　　fmulaO－thay　m五thamma？chaat　thii？血doms6mbuun

　　　　タイ　　　ある　自然　　　REL豊かな

　　　　タイは豊かな自然がある。

　　　g．mulaO・thay　mii　raayday　caak　kaan・th60nthiaw　maak

　　　　タイ国　　　　ある　収入　　から　観光　　　　　　　　多い

　　　　タイ旦観光からの収入が多い。（多く垣）

なお、場所をあらわす語の前に、／nay1，／thii／などの前置詞を添えることがある。その場合、

日本語では「には」のように取りたてられる傾向がある。（23c）は／thao／を用いた例。

　（23）a．thii　mmaO－thay　m亘moorad6k　l60k　l5ay　hき0

　　　　で　タイ国　　　　ある　遺産　　　世界　幾つも　CL

　　　　タイには世界遺産が何カ所もあります。

　　　b．nay　pharakon　mii　raan・？aah5an－yiiptm　may？

　　　　中　　パラゴン　ある　日本料理店　　　　　　　Q

　　　　パラゴンの中には目本料理店がある？

　　　c．khmhaO・bin七hap　lam　mli　phaudooys5an　sip－khon．

　　　　　飛行機　　　　　総て　CL　ある　乗客　　　　　　　10人

　　　　飛行機全体で乗客が十人］エ。

物名詞他が来る場合も同様である。

　（24）a．thoO・ch合at　thay　mil　s5am　sii

　　　　　国旗　　　　タイ　ある　3　　色

　　　　タイの国旗は3色あります。

　　　b．rawaap・thaaO　may　mti　r白an－？aah互an

　　　　　途中　　　　　　NEG　ある　食堂

　　　　途中には食堂がない。
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3．4存在、所有と事象把握

　ここで、再度／y血u／と／miilを比較確認しておこう。先に既知、未知の認知的環境に言及し

たが、／miYは一般に状況の描写を主務とする。たとえば、地図があったとして一現実に目

の前に地図があっても頭の中にあってもよい一、何があるかを説明したいときに「YにX

がある／いる」という言い方になる。一方、1Wu／は特定の人物、物を話題として設定し、「X

はYにある／いる」のように、当該対象について取り立てて言いたいときに用いる。また、

〈mti存在物ytu存在場所〉のように言えることから／mii／が上位概念、1yihu1が下位概念、

あるいは／mii／が〈備敵〉的、／yiu／が〈直視〉的把握という特徴が意義づけられる。

（25）a．mii　praysanli　khaaO－khaaO　sa？phaan

　ある　郵便局　　そば　　　　　橋

b．h50・n査am　y立u　thii－n△on

　トイレ　ある　あそこ

c．mti　nakrian　yttu　nay　h611－rian．

　ある　学生　いる　に　教室

：橋の近くに郵便局がある。

：トイレはあそこにある。

：教室に学生がいる。（教室にいる学生がいる）

4．lrniilの諸用法

4．11mii／を用いた慣用句、熟語、語構成

　タイ語には／miYを用いた熟語、複合語で表されるものがある。中には実質的な「所有」

の意味を残して意味を拡張したものがみられる。前節の／yttU／と同じように冨田（1987）から

主なものをピックアップみよう。／miilは〈一〉で示す。

（26）mii　kamray　〈一／利益〉：儲けがある。儲かる。

　　mli　kiat〈一／名誉〉：栄光がある、名誉ある、光栄な。

　　mii　kきεcay，　mii　namcay〈一／情け〉、〈一／人情〉：情けがある、人情がある。

　　mii　khay〈一／熱〉：熱がある。

　　m五㎞on〈一／人〉：人がいる。在室中。

　　（映画館等で）席が埋まっている。（トイレ、会議室等で）使用中。

　　mii　khan，　mh　th6。η〈一／妊娠する〉、〈一／腹〉：妊娠している、お腹が大きい。

　　mii　khwaamstik〈一／幸せ〉：幸せな。

　　m五〇。n〈一／金〉：金がある、金持ちの。

　　mii　chiiwit〈一／生命〉：生きている。

　　mii　chdm，　mli　chdnll－slan〈一／名前〉、〈一／名声〉：名声の、有名な。

　　mii　t5。〈一／続く〉：続きがある。

　　mii　th6？ra〈一／仕事〉：仕事がある、用事がある。忙しい。

　　mii　pra？y△ot〈一／効果〉：有益な、役に立っ。

　　mli　panhaa〈一／問題〉：問題がある。
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mii　an　ca　kin〈一／もの／未来／食う〉：食うに困らない、裕福な。

mli　khaa，　mii　raakhaa〈一／価値〉、〈一／値段〉：価値がある、高価な。

mli　rulan，　mii　khr60pkhura〈一／家屋〉、〈一／家庭〉：結婚して家庭を持つ。

mli　naa〈一／顔〉：間違っていても、顔をつくろう。

mli　naa　mti　taa〈一／顔／一／目〉：面目を施す、人に尊敬される。

mii　wtio（waa）…〈一／望む／（という）〉：（～という）希望がある。

mli　？aay血〈一／年齢〉：年齢が高い。年配の。

mii　？aaWt？s60〈一／功徳〉：先輩格の、年齢や地位が上の。

mti　ra？biap〈一／規則〉：秩序がある。

mi　muun〈一／根拠〉：根拠がある。

mii　weelaa　waaη〈一／時間／空いている〉：暇だ、時間がある。

mii　khwaam－yipdti〈一／嬉しさ〉嬉しい。慶賀な。

mii　thaao　…〈一／道〉：～手だてがある、～方途がある。

m趾h合aw盒a…〈一／様子／という〉：～しそうだ。

may　mli　maaray合at　sla〈否定／一／礼儀／ダメな〉：失礼な、無礼な

mii　mhan　yaak　ca…〈一／話／したい／意志〉：～したいことがある

y60m　mli　maa〈当然な／一／来る〉：ありふれた、当然なことに。

yaak　mii〈［願］／一〉：欲しい。（タイ人は「deありたい」と誤用しがち）

次のように1m亘1の反復・対句的な慣用句や諺もある。

（27）a．mii　kh合aw　tem　naa　mii　plaa　tem　n5叩〈一稲／満つ佃ノー漁／満つ／沼〉

　　　田に稲は満ち、沼に魚は満つ。田に米あり、沼に魚あり。豊饒なさま。

　　b．mii　kay　thii－n5y　mii　ray　th↑i’n合n〈一願／どこ／一風／そこ〉

　　　鶏がいれば風がいる。善と悪は背中合わせ。

　　c．mii　lfiuk　tua　mti　phUa　kuancay〈一／子供1自身／－1夫／心配する〉

　　　子供を持てば悩み、夫を持てば気苦労だ。

　　d．mii　khwan　y60m　mii　fay〈－1煙／当然な／火〉

　　　火のないところに煙は立たない。（条件帰結文「煙あれば火あり」）

4．21mii1の語彙的な文用法

次に日本語では「ある」が現れないが、タイ語では／mii！を用いた文例をあげる。「多い」「少

ない」は／mti　maak1「多くある」／mli　n50y1「少なくある」のように1mii／を用いて表すのが

普通である。また、1khdn！「なる」などを併用して変化を表すことも少なくない。

（28）a．mii　raaOkaay？うon－？εε

　　　ある　身体　　　弱い

　　b．dichbn　mli　phdian　n60y　kha

：身体が弱い
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　PRO　　ある　友達　　少ない　FP

c．mi　r6t℃haat　ar5y　khin

　ある　味　　　美味しい　なる

d．mli　wan－yOt　ph60m　kh㎜

　ある　休日　　増える　なる

e．mii　khwaam－yaak・？aah5an

　ある　食欲

f．　may　mii　kaan－plian　cay

　NEGある　変化　　　　心

g．mli　klin　p1きεk－plbεk

　ある　匂い　変わった

h．priap－thiap　kap　phau－chaay

　比較する　　　と　男性

私は友達が少ない。

　　　：（味が）美味しくなってくる

　　　：休みが増える

　　　：食欲が出る

　　　　：気持ちが変わらない

　　　　：変な匂いがする。

ph6u－yiO　mti　aay6？　cha？lia　ycuwn－yaaw　kwaa

女性　　　ある　年齢　平均　　延びる・長い　　より

　　　　女性は男性に比べ、平均寿命が長い。

4．3　形状、資格、職業をあらわす／mii／

　目立った特徴（属性）、「形状」を表したり、一定の職業を表したりするときに／mii／が用

いられる。日本語の「～をしている」に相当する。／mdran／「～のような」、1duu／「～そう

に見える、している」という比況をあらわす語句を用いることもある。

　（29）a．mli　n盒a　mdran　tUkkataa．

　　　　ある顔同じ　人形　　　　　　　　：お人形のような顔をしている。

　　　b．mii七aa　m山an　mεεW．

　　　　ある　目　同じ　猫　　　　　　　　　1猫のような眼をしている。

　　　c．mli　taa　thii　duu　saw－saw．

　　　　ある　目COMP見える悲しい　　　　：悲しそうな目をしている。

　　　d．mii　r合aOkaay　thii　duu　kh差0－rεε0．

　　　　ある身体　　REL見える丈夫な　　　：丈夫そうな身体をしている。

　　　e．khun－maani　mli　taa　sUay．

　　　　マリーさん　　ある目綺麗　　　　：マリーさんはきれいな目をしている。

　　　f．　ph6m　mti　aa？chfip　pen　khruu．

　　　　私　　ある職業　　COPU教師　　　　：私は先生をしている。

4．4所持、接近をあらわす／mii！

　（30）a．dli　na　thii　mii　rom

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・85一
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　　　　いい　終　RELある　傘

　　　　傘、持っててよかったね。

　　　b．bur立t　thii　mii　khwaan－r丘us血k　phi？seet　kap　raw

　　　　男性　RELある　感じ　　　　　　特別な　　と　PRO

　　　　好意を寄せている男性

4．5状態をあらわす／mii／

　mtiのあらわす語彙的な意味が文全体の状況、状態を表すことがある。

　（31）a．kh5w　day　Oaan　mby　thii　mli　pon・dulan　dii

　　　　PRO得る　仕事　新しい　RELある　月給　いい

　　　　th5εm　mAy　t50　thamOaan　lfiaO－weelaa

　　　　おまけに　NEG［義］働く　時間外

　　　　toon－nfi　k60・10ey　mli　khwaam－pen－yttu　thii　sa？baay．

　　　　今　　　CONJ　ある　暮らし

　　　　彼女はお給料がよく残業のない会社に転職できたので、今は楽な生活をしている。

（31）では「給料がいい」「楽な生活をする」という常態を表す。一般に動詞に1y血u／を後接し

て動作の進行や状態を表すが、！mi／と動詞を併用しても表される。

　（32）a．mii　n6am　r6a　caak　pheedaan　nay　h60－naam

　　　　ある　水　洩れる　から　天井　　　中　トイレ

　　　　トイレの天井から水が漏れている。

　　　b．mii　naam　th6am　h60－naam

　　　　ある　水　溢れる　トイレ

　　　　トイレで水があふれています。

　　　c．thii－n五m亘miit－koon　kh亘ay　may？

　　　　ここ　　ある　剃刀　　　　売る　　Q

　　　　ここでは剃刀を売っていますか。

「～てある」もまた状態、意図的な行為残存の結果をあらわす。

　（33）a．daan　nay　sfUa－n50k　mti　chim　khian　yUu．

　　　　裏　　中　上着　　　　ある　名前　書く　いる

　　　　上着の裏に名前が書いてあります。

　　　b．t江kkataa　pradap　y立u　bon　t6u　nansdnu．

　　　　人形　　　　飾る　　いる　上　箪笥　本

　　　　人形は本箱の上に飾ってあります。

　　　c．rOup－nii　duu　OayOay　k60　khit　waa　t50　d合y　mti　kaan・tδktき司caak　doom．
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　　　　写真・この　見る　どう　　も　考える　COMP［掴PSTあること修正する　　から　以前

　　　　この写真はどう見ても修正してある。

このように／miuがあれば「てある」が想起されやすいが、次のように1mii／がない場合、タ

イ人日本語話者のなかには「飾っています」のように表す傾向がある。

4．6発生、出現をあらわす／mii！

　具体的な発生を表す語句を用いる場合と用いない場合がある。（34a）は語順に注意しなけ

ればならない。（34d）のように変化をあらわす補助動詞／khdmlを添えることも多い。

　（34）a．mii　faym合y　hδη一khrua

　　　　ある　火事　　台所

　　　　台所が火事だ。　（★　h60－khrua　mii　faymay）

　　　b．thfi　Oosaka，　naa－n5aw　m五him6？tδk　baaO，　tSε　m合y　maak．

　　　　で　大阪　　　冬　　　　ある　雪　　降る　幾らか　CONJ　NEG多い

　　　　大阪で冬にはたまに雪が降るが、沢山ではない。

　　　c．th4η　boorisat　mti　khon　maa　thamllaan　khon－diaw．

　　　　総て　会社　　ある　人　　来る　働く　　　　一人だけ

　　　　会社全体で仕事に来たのは一人だけだ。

　　　d。thξεw－nfi　k50　mli　ph6u－khon　maak　khdn？血k－th血t　kwaa　k50n　na　kha．

　　　　この一辺り　も　ある　人　　　　　多い　なる　　賑やかな　より　以前　終　FP

　　　この辺も人が増えて、ずいぶん賑やかになったわねえ。

日本語の「（予定が）入る」も事態の発生をあらわす。

　（35）a．phrfip－nii　m批hu？ra　r頑1－plaao？

　　　　明日　　　ある仕事　　　Q　　　　　　：明日、予定が入っていますか。

　　　b．s立t－sapbadaa－nii　mi　aray　thti　t50　tham．

　　　　週末一この　　　　ある何　REL儀】する　：今週末は何か予定が入っている。

　　　c．mii　s血all　thti廟prap－plian　kh6n－khaaO　y6？．

　　　　ある部分REL変更するかなり多くの　　　：かなり変更が入った。

日本語の「出る」も同様に事態、事象の出現を表すことがある。具体的な動詞を用いるこ

となく、1mij／だけで表される。

　（36）a．mli　malεε0－saap　kh合！

　　　　ある　ゴキブリ　　　FP

　　　　　ゴキブリが出た！

　　　b．boorisat　may　nfi　mli　boonat　ch合y－m5y　kha？
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　会社　　新しい　この　ある　ボーナス　Q　FP

　新しい会社、ボーナス出るんでしょう？

c．　ciη　rd　II－plaaw　kha，七hii　khaw　w合a　rooOrεεm　nan　mti　phii．

　本当　Q　FP　　REL　PRo　coMPホテル　その　ある　幽霊

　あのホテル、お化けが出るって本当ですか。

d．　may　s合ap　khrap　waa　nap　mbap－nii　ca　mii　wiichidii　maa　r血u－plaao？

　NEG知る　MP　COMP映画　CL一この　FUTある　VCD　　来る　Q

　この映画のVCDは出るかどうかわかりません。

5．／miilの定型表現一日本語との対照から一

　発生、出現を表す構文には何らかの変化現象をともなうのが常である。また、ときに程

度の増減を示して評価をあらわし、現時点での事態報告文ともなる。本節では！mii／を用い

た比較的定型に近いと思われる構文のいくつかを瞥見し、その特徴を観察してみたい。

（1）〈m血khwaam（・r6u）kiaw　kap…〉：

「～についての（知識）がある、知っている」という意味である。日本語の「可能性がある」

「恐れがある」「傾向がある」「予定がある」などの〈Nガアル〉文と同じような性質をも

つものや独自の構文的な構造をもつものが観察される。／khwaam／は動詞や形容詞に冠して

抽象名詞を構成する。／kiaw－kbp／は「～に関する」「～について」という意味である。ここ

では語用論的には相談をもちかけたり願望や提案をあらわしたりする言い方である。

（37）a．khtiw　mti　khwaam・niu　kiaw－kap　kaan－phalit．

　　　PRO　ある知識　　　　　に関して　　生産

　　　彼は生産にっいての知識を持っている。

b．dichdn　mli　r丘laO（yaak）ca　sa？n50　kha．

　PRO　　ある　話　たい　FUT　提案するFPP

　私は提案したいことがあります。

（2）〈㎡名詞aray　m5y？〉：

質問、意見の有無を確認するようなときに用いる。この場合の！aray／は疑問詞「何」ではな

く不定詞「何か」である。・名詞は具体的な物名詞、抽象名詞を問わない。！khwaam－hen／「意

見」のほかに1kham・thaam／「質問」、／kh60－s6pstiy／「疑問」、1panhaa／「問題」などがよく

用いられる。

（38）a．mii　khwaam－hen　aray　m5y？

　　　ある意見　　　　何　　Q

　b．mii　kh50　sa？n50　aray　？iik　m五y？

　　　ある　項目提案する　何　あと　Q

・何か意見がありますか。

：ほかに何か提案がありますか。

一 88一



第1章　タイ語の存在・所在、所有、出現の構文一！ytiu／と1miYの意味機能一

（3）〈m五aray　hfiy動詞m5y？〉：

　会話などで使用頻度の高いもので、相手のために自分が何かすることがないか尋ねると

きに使う表現。／hay／は使役助動詞であるが、ここでは謙譲的な用法。

　（39）a．mli　aray　h2y　chtiay　mtiy　kha？

　　　　ある何使役手伝うQ　FPP　　　：何かお手伝いすることがありますか。

　　　b．　mii　aray　hay　k6ppii　m5y　kha？

　　　　ある何　CAUSコピーするQ　FPP　：何かコピーするものがありますか。

　　　c．mii　aray　hay　p1εε　may　kha？

　　　　ある何　CAus訳す　Q　FPP　　　・何か訳すものがありますか。

なお、疑問文で注意すべきは日本語では通常「ありませんか」と否定疑問形式で訊ねると

ころをタイ語では単純諾否疑問「ありますか」で訊ねる点である。タイ語で日本語を直訳

する場合は、

　（40）may　mii　aray　h合y　plεε　rdnu　kh白？

　　　NEGある何cAus訳するQFPP　　：何も訳すものがないのですか。

のように全面否定を確認する言い方になってしまい、当該文脈から逸脱する。

（4）〈mi（人）maa　cぬak（場所）〉：

「（場所）から（人）が来た／来る」という事態の出現をあらわす。この場合の主体は不特

定である。単に／khon　maaノ「人が来る」khon　yOu「人がいる」は不自然で、／mii　khon　maa／

「ある人が来る」、／mii　khon弛u／「ある人がいる」のように言う。また、予定、情報の伝

達、報告として述べる場合も／mij／をともなうのが自然である。

　（41）a．m血a－waan－nii　mli　khray　maa　cきak　s5mnakOaan－yay㎞？

　　　　昨日　　　　　ある　誰　　来る　から　本社　　　　　　　Q

　　　　昨日、本社から誰か来たの？（⇒本社から誰か来た人がいたの？）

　　　b．d田an－naa　ca　mti　wisawakoon　maa　caak　Yiip立n．

　　　　来月　　　　FUTある　エンジニア　　来る　から　日本

　　　　来月、日本からエンジニアが来ることになっている。

　　　c．　phrUO－nii　ca　mli　nak－rooO　daO　maa　caak　kawrii．

　　　　明日　　　FUTある　歌手　　　有名な　来る　から　韓国

　　　　明日、韓国QL6有名な歌手が塞亘ことになっている。

　　　d．？aathit－thii・1ξεw　mli　ltiuk－kh4a　maa　caak　ameerikaa．

　　　　先週　　　　　　　ある　顧客　　　くる　から　米国

　　　　先週、アメリカ坐お客様がいらっしゃった。
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（5）〈m五kaan・動詞　k50－leey…〉：

「することがある」という意味で前文で原因や理由を表し、後文ではその結果や希望を表

す。つまり、事態の生起は必然的に結果事態をもたらす。1kaan／は上述の1khwaam1と同様

に動詞に冠するが、こちらは動名詞を構成する。後文にある／k50－looy1は「それで」とう接

続詞で、結果事態をみちびく接続詞。

　（42）a．mli　kaan－triam　Oaan・sammanaa，　toon－nti　k50－looy　y立n　maak．

　　　　ある　準備　　　　　セミナー　　　　　　いま　　CONJ　　忙しい　大変

　　　　セミナーの準備があるので、今とても忙しい。

　　　b．mli　kaan－plian－plεeO　phtiucatkaan　k50・looy　t60　plian　na？yoobaay．

　　　　ある　異動　　　　　　　　重役　　　　　　CONJ　　［義］変える　方針

　　　　重役の人事異動があるので、方針を変えなければならない。

　　　c．khum－waa　mli　kaan－khun　ra？b△p　may，　phanakpaan　k60－looy

　　　　実は　　　　ある　切り替え　　システム　新しい　社員　　　　　CONJ

　　　　t50　tham　oo？th亘kha．

　　　　［義］　する　　残業　　FPP

　　　　実は新しいシステムの切り替えで、残業しなければならなかったんです。

（6）　〈m五tbε　…　　〉　：

　限定詞／tSE／を用いた特殊所有限定文で、「～しかない」「～だけある」という意味から「～

ずくめ」の意味になる。

　（43）a．kh60pkhua　khun－yaamaada　miu－nii　m五tきε　rdiaO　n合a　yindli

　　　　家庭　　　　山田さん　　　　　最近　　ある　だけ　話　そうな　嬉しい

　　　　山田さんのうちは、最近、おめでたいことずくめだ。

　　　b．mtiu－nii　m合y　niu　pen　ya明ay　mti　tきε　r血aO　di－dti　ta？150t

　　　　最近　　NEG知る　COPUどう　　　ある　だけ　話　　いい　　ずっと

　　　　この頃なぜかいい事ずくめだ。［文］

（7）　〈lnii　tbε（ca）…　　khdin／IOI　r由ay－r血ay＞　：

　これも限定詞／teε／「だけ」を用いた構文。「～ばかりだ、～一方だ」という意味に対応し、

質量、程度の進行する現状を告知する。前文に事由を提示して後文に現れるほか、前文に

示して、現在の置かれている状況を提示することもある。変化を表す事態には〈＋〉増加

の／kh血Uや〈一〉減少の11⑳／、1r命ay－r血ay1「次第に」という副詞を併用することがある。

　（44）sin　waO　phr6？kitcakaan　l6m－leew　sa？phdap　khwaam－pen－yOu

　　　尽くす　希望　から　事業　　　　悪化する　　状態　　　　生活
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　　　kh500　khun－khaawaanuuchi　mii　tきεyεε100

　　　の　川口さん　　　　　　ある　だけ　大変　なる

　　　事業に失敗して希望を失い、川口さんの生活は荒れていく一方だった。

　（45）phoo　aay血？　maak　khdm　ph50　mti　tbε　ca　awcay　y合ak　khdn

　　　と　　歳　　多い　なる　　父　ある　だけ　FUT機嫌をとる　難しい　なる

　　　mUu－nii　m合y　mli　khray　yaak　khaw　klay

　　　最近　　　NEGある　誰　　［願］　入る　近い

　　　父は歳をとってから気難しくなるばかりで、この頃は誰も寄りつこうとしない。

　（46）150caak　ph合a－tat　sさt？aakaan　p心ay　kh500　ph60

　　　てから　手術　　　終わる　状態　　病　　の　　父

　　　k60　yaO　khoO　mii　tきε　　tha？nit　loO　pay　rdiay－mbay

　　　も　まだ　1推］　ある　ばかり　悪化する　なる　行く　徐々に

　　　手術が終わってからも、父の病気は悪くなるばかりでした。［文］

（8）〈mti　phiao…th禽w・n麺th五…dAy＞：

　「ならでは」という意味を表し、独自のもっ才能や施設・設備、品質などの優秀なこと

を表す。直訳では「～しかもたない」という意味になる。／phiap／の代わりに／cha？ph6／を使

うこともある。

　（47）ph合ap－nii　mli　khwaam　ray’diaO　stia・bSεp　thii　mti　phiaO　dさk－dek

　　　絵この　　ある　こと　　無邪気な　　　　　RELある　だけ　子供

　　　thaw－nan　ca　sadεε0？50k　maa　day

　　　だけ　　　FUT表す　　出る　来る　［可］

　　　この絵には子供ならでは表せない無邪気さがある。

　（48）choon　phl60tphloon　kap？aahaan　r6t・160t　thii　mii　cha？ph5　r6an　nii　thaw－nan

　　　ください　楽しむ　　　と　　料理　　味覚　　RELある　特に　　店　　このだけ

　　　当店ならではの素晴らしい料理をお楽しみください。［文］

（9）〈mSy　mii　X　thSw　Y…？亘k　1ξεw＞：

「YほどXはない、YくらいXはない」という絶対比較を表す定型表現で、一種の評価文

である。その時の状況を強調する場合に用いられる。タイ語では1khray／「誰」、1aray／「何」

といった不定詞を用いる点が重要である。

　（49）may　mi　khray　aw－tきεcay　tua　thaw　kh益w　？iik　1ξεw

　　　NEGある　誰　　　我儘な　　　自身　等しい　彼　あと　PERF

　　　彼くらいわがままなやっはいない。

　（50）weelaa　Iambaak　may　mi　aray　thamhay　diicay　th合w　kham－ph血ut
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　　時　　　　困る　　NEGある　何　　CAUS　　嬉しい　等しい　言葉

　　kh500　ph血an　thii　m亘n査mcay？iik　1ξεw

　　の　　　友達　　RELある　情け　　あと　PERF

　　困っているとき、思いやりのある友人の言葉ほど嬉しいものはない。

（51）m合ymii　aray　kh6m－kh由uln　thaw　kap　kaan　thii　16uk－16uk

　　NEGある　何　　辛い　　　　　　等しい　と　こと　REL子供

　　t60　maa　dUan　caak　pay　k50n

　　［推］来る　急に　から　行く　先に

　　子供に先立たれることほど辛いことはない。［文］

（52）may　mii　aray　hAy　th60t　t50　r合aOkaay　raay－rεεO

　　NEGある　何　与える　罰　対して　身体　　　酷い

　　thaw　b立？rii？iik　lξεw

　　等しい　煙草　　あと　PERF

　　タバコぐらい体に悪いものはない。［文］

鯛〈dooy　m五…pen　silUO’klaap＞：

　　〈XをYに〉形式の典型で、日本語では「を中心とした」「を中心として」「を中心とす

る」などの形が見られるが、タイ語では副詞句として文の後半に置かれるのが一般である。

1dooy／は副詞節を構成する前置詞。直訳では「～を中心として持つ」がという意味を表す。

／sUup－klaap／の代わりに1kεεn－klaaO／「中核」、／lakl「基礎」などを用いることもある。

　（53）kammakaan　chUt’may　cat－taO　l£εw

　　　委員会　　　　　CL一新しい　設置する　PERF

　　　dooy　mii　khun－lchii　pen　kεεn－klaaη

　　　で　　ある　石井さん　　COPU　中核

　　　石井さんを中心とする新しい委員会が出来た。［文］

　（54）thiim－nan　pen　thiim　chan　dli　thii　ri）am－tua　kan　niaw・nen

　　　チームーその　COPUチーム　PROいい　REL協力する　　互いに　密接に

　　　dooy　mii　kap七合n七hlim　pen　stiuO－klaaO

　　　で　　ある　主将　　チーム　COPU　中心

　　　そのチームはキャプテンを中心によくまとまったいいチームだ。［文］

⑪〈thga　m盒y　mii…〉：

「～がなければ」という意味だが、日本語では「なくして」という限定条件を表す。特に

特徴のある文型ではないが、日本語には他に「ことなくして」「なしには」などの形がある。

タイ語では／praatsacaak1「免れる」や／khaat／「欠く」を用いることもある。
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　（55）thaa　may　mi　khwaam－phayaayaam　khoO　pra？s△p　khwaam－samret　day　yaak

　　　もし　NEG　ある　努力　　　　　　　　　　　［推］　　出遭う　　成功　　　　　　　［可］難しい

　　　努力なくして成功は難しいだろう。

　（56）thaa　may　m五phδo－meε　khooy℃h血ay　k50　ch査y℃hiiwit

　　　もし　NEGある　両親　　　援助する　　　　も　生活する

　　　y立u　khon－diaw　m合y　d合y　n9ε

　　　いる　一人だけ　　　NEG［可］確かに

　　　親の援助なくしては、とても一人で生活出来ない。［文］

　（57）thaa　praa七sacaak　khwaam－rak　ca　m合y　mli　chiwit　y立u　ph由a　s畑一day　kan．

　　　もし　せずに　　　　愛　　　　　　　FUT　NEGある　生活　　いる　ため　どれ　　合う

　　　愛なくして何のための人生だろうか。

岡　〈mii　khun・khaa　phoo　th五ca　…〉：

　これもタイ語では一種の定型表現をなす。直訳では「～するのに価値がある」「～甲斐が

ある」という意味で、「～するに足る、十分だ」という一定の評価を表す。

　（58）nii　pen　panhtia　thii　mli　khun－khaa　phoo　t50－koon　ca　maa

　　　これ　COPU問題　　　RELある　価値　　　　　十分な　議論する　FUT来る

　　　th△kthiao　kan　ri　u？

　　　議論する　　互いに　Q

　　　これはわざわざ議論するに足る問題だろうか。

　（59）pliaiB　Oaan　ph由a　ca　day　Oaan　thii

　　　変える　仕事　為に　FUT得る　仕事　REL

　　　mii　khun－khaa　khuan　kSε　　kaan・tham

　　　ある　価値　　　　べき　　対して　ことする

　　　遣り甲斐のある仕事を求めて転職する。［文］

⑬〈mi　kh30－kamnbt　wfia…〉：

　直訳では「～という予定がある」という意味で、近い将来の事態の接近をあらわす。日

本語では「ことになっている」という既成事実を提示する言い方。lkh60－kamnδt1のほかに

！kOt／「ルール、規則」を用いることもある。

　（60）borisat－nii　mli　kh60－kamnδt　waa　phanakllaan　ca　t60　r白p

　　　会社一この　　ある　予定　　　　　COMP社員　　　　　FUT　［義］受ける

　　　kaan－tr立at　sUkkha？phaap　pii　la？n由0－khr勾

　　　診察　　　　　健康　　　　　　　年　に　一回

　　　この会社では社員は一年に一回健康診断を受けることになっている。
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　（61）mli　kOt　w合a　weelaa　ca　yi）tt　rian　　t61　c£εη　　hay　rooOrian　saap

　　　ある　規則　COMP時　　　㎜休む　勉強する　1義］報告する　CAUS　学校　　　知る

　　　休む時は学校に連絡しなければならないことになっています。［文］

⑭〈may　mi　thaao雌ca…（rd・k）〉：

「わけがない、わけはない、はずがない」という事態実現の不可能を断定する言い方。／r50k1

をともなうと「～っこない」というより確信に近い断定表現になる。

　（62）chaaO　thii　yOO　w6n－waay　bきεp－nii　m合y　mi　thaaO　pay　len　sa？k五day

　　　時期　REL忙しい　騒がしい　こんなに　NEGある　方途　行く　遊ぶ　スキー　｛可］

　　　こんな忙しい時期にスキーに行けるわけがない。［文］

　（63）thaa　kh60－s50p　m五kham－th5am　thii　yaO　m合y　d合y亘an

　　　　もし　試験　　　　ある　質問　　　　　REL　まだ　NEG　PST習う

　　　m合ym亘thaaO　thti　ca　tham　day

　　　NEG　ある手段　REL　FUTする　［可］

　　　まだ習っていない問題を試験に出されても、できるわけがない。

　（64）f5n　t6k　nak　yaaη一nfi　may　mi　thaaO　p五n　pay　th輌y60t　khaw　d合y

　　　雨　降る　酷い　こんなに　NEGある　方途　　登る　行く　まで　頂上　山　　［可］

　　　こんなひどい雨では頂上まで登れっこない。［文］

　（65）khaa℃h合w　phεeO　bきεp－nan　phfiak－raw　may　mli　thaall　caay　day　r50k

　　　家賃　　　　　高い　こんな　　　達・PRO　　　NEGある　方途　払う　｛可］全然

　　　そんな高い家賃、僕たちには払えっこない。

㈲　〈may　m五thaao？diuln　n50k・cえak…〉：

　これも／thaap／「手段」「方途」を用いた構文で、「～しかない」「～ほかない」といった主

張、断定を表す言い方で、前文には原因理由を表す文が来るのが常である。

　（66）m合y　stiamaat　t50－aay6？　wiisaa　day　culO　m合y　mi　thaaO？Ululn

　　　　NEGできる　延長する　ビザ　［可］CONJ　NEG方法　他の

　　　　n60k－caak　klbp　pra？七heet

　　　　以外　　　帰る　国

　　　　ビザの延長ができなかったのだから、帰国するしかない。［文］

　（67）may　mti　khray　pay　thεεn　k501eoy　m合y　mii　thaaO　l由ak　t50　pay　？e司

　　　　NEGある　誰　　　行く　代わりに　も　CONJ　NEGある　方途　選ぶ　［義］行く　自分で

　　　誰も代わりに行ってくれる人がいないので自分で行く他はない。　［文］

　（68）mii　kh50－camkat　thaηkamlaO・kaay　lξ？kamlaO－cay

　　　　ある　限界　　　　　も　体力　　　　　　と　気カ
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kaan　kh句一khan　khr勾一nii　cu可　may　mti　thaaO㎞n　n60k℃aak　tatcay

こと　試合する　　　CLこの　　CONJ　NEGある　方途　　他　　　意外に　　　諦める

体力も気力も限界だ。この勝負はあきらめる他はない。　［文］

閾〈mfiy　mi　weelaa／panyaa……ri・k＞：

　文字通りでは「まったく～時間がない、知恵がない」だが、「全然～どころではない」と

いった不可能表現になる。

　（69）七〇〇n－n｛ich5n　yOO　may　mli　weelaa　ca　pay　th60・thiaw　r50k

　　　今　　　　私　　忙しい　NEGある　時間　　FU’1］行く　旅行　　　　全然

　　　今忙しくて旅行どころではない。

　（70）sa？may－nan　may　mii　sa？七aaO　th輌ca　pen　wan－k5et　k50

　　　当時　　　　　NEGある　お金　　　でもFUT　COPU誕生日　　　も

　　　m合ymii　panyaa　ca　cha？1000　rさok

　　　NEGある　知恵　FUT祝う　全然

　　　当時はお金もなく、誕生日といっても祝うどころではなかった。

aの〈（mfiy）mi　thii・th盒a　w盒a（ca）……〉：

　「そうだ」「そうにない」という眼前の様態をあらわす。／mii／を用いたモダリティ表現で、

一種の意味拡張である。日本語では「模様だ」「気配がある」などの表現も見られる。タイ

語の様態表現にもさまざまなタイプがある。／thaa－thaaO／は「姿勢、態度、様子」、／thaa－thiU

は「恰好」、／th五一th合a／も「姿勢、態勢」という意味をあらわす。また／th合a－ca／で「らしい、

かもしれない」という意味をなす。なお、日本語では「そうだ」よりもむしろ「そうもな

い」の方が現れやすいように、タイ語でも否定表現が優位な傾向がある。

　（71）kaan　pra？th6aO　mii　th合a－thii　waa　ca　phr9ε・kha？y5ay　pay　thfia－pra？theet

　　　こと　運動する　　ある　気配　　　COMP　FUT拡がる　　　　行く　国中

　　　反対運動は全国に広がりそうな気配だ。［文］

　（72）150n　mii　thaa－thii　kh5en－aay　y血u　ta？150t－weelaa

　　　PROある　様子　恥ずかしがる　　　いる　終始

　　　彼女はいつもはずかしそうにしている。［文］

／thli・th合a／と／thaa・thii！はほぼ同じ意味だが、1thti－thaa／のほうが眼前の状況に対する直感を

表す傾向がある。

　（73）n殉s血ulem－nii　may　mii　thti－th合a　waa　ca　khtiay　d合y

　　　本　　　　CL一この　NEGある　姿勢　　　COMP　FUT売る　［可］

　　　この本は売れそうもない。［文］
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　（74）m合ymii　thii・thaa　waa　Oaan　ca　set　d合y　phaay－nay　wal1－phr血0－nfi

　　　NEGある　姿勢　　　COMP仕事　FUT終わる　［可］以内　　　　明日

　　　仕事は明日までには終わりそうもない。［文］

　（75）may　mil　thli－thaa　fbn　ca　y泣　t△k　mξε　ca　d血k　1ξεw

　　　NEGある　姿勢　　　雨　FUT止む　降る　たとえ　FUT深更　PERF

　　　雨は夜に入っても、止みそうになかった。［文］

／thii－thaa／のかわりに／wap／「望む、希望」を用いた／may　mii　wtip　w合a　ca／も同じような様態

の意味を表す。

　（76）phau－r血am　thamOaan　k50　m合y　phoo

　　　仲間　　　　働く　　　　も　NEG十分な

　　　may　mii　w五〇　waa　ca　pra？s△p　khwaam－samret　d合y

　　　NEGある　望む　COMP　FUT出遭う　　成功　　　　　　　　［可］

　　　スタッフも足りないので、成功は望めそうもない。

様態表現はタイ語では他に次のように／duu－thaa　waa／，1thaa－thaaO／などでも表されるが、

／miYを用いた表現には一般情報が広く共有される向きがある。

　（77）khon－nan　s戊a－kh60七k60　m合y　sdy　thaa－thaalj　naaw

　　　人一その　　　コート　　　　も　NEG着る　様子　　　　　寒い

　　　その人はコートも着ずに寒そうにしていた。［文］

　（78）1aO－caak－nii　2－3　sappadaa　thaa－thaan　ca　mli　baan　saaO　khfUn．

　　　これから　　2－3週間　　　様子　　　FUTある　家　建てる　なる

　　　あと2，3週間で家が建ちそうだ。

　（79）f5n　tham　thaa　ca　tOk　loO　maa　dlaw－nii　1£？．

　　　雨　する　様子　FUT降る　下りる　来る　今　終

　　　今にも雨が降りそうだ。

日本語にも「そうに（も）ない」「そうではない」「なさそうだ」などのヴァリエーション

があるように、タイ語の様態の否定ではおよそ二種類が見られる。（77）の／thaa－thaalj／は肯

定専用で、否定詞は補文節内に位置し、一般には上例でみてきたように所有動詞／mii1を打

ち消して用いる傾向がある。

　（80）thaa－thaaO　khaw　ca　may　maa　yen－nii

　　　様子　　　　　PRO　FUT　NEG来る　今夕

　　　あの人は今晩来そうにもない／来なさそうだ。（：来ない模様だ）

　（81）f5n　k60　may　mii　th五一thaa　waa　ca　t△k

　　　雨　も　NEGある　様子　　　COMP　FUT降る
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雨も降りそうではない。

　以上、タイ語の存在、所有表現の分布を見て来たが、実質的な意味から抽象化、文法化

がすすみ、あるものはモダリティ表現の一角を占めるなど、多様な用法も観察された。

6．日本語の「ある」構文に対応するタイ語表現

　本節では、反対に日本語の動詞「ある」を用いた構文に対応するタイ語表現を観察し、

タイ語の存在・所有表現の特徴を見てみることにしたい4）。

（1）〈～ものがある〉：

　文末にあって通常よりも目立つ特徴が見られるという意味で、価値の所在を表す。資質

野菜能などを「有している」ことを強調した書き言葉的な評価表現だが、「残念なものがあ

る」「淋しいものがある」などのように形容詞に後続する場合がほとんどで、タイ語では「珍

しさがある」「特別な能力がある」のように表されるだけであるが、「感じられる」という

印象や感想をそれとなく表すこともある。

（82）この作品には発想に斬新なものがある。［表］

　　Oaan　chin－nii　mii　khwaam　plきεk　may　r由aηnεεw－khft

　　仕事　CLこの　ある　こと　　珍しい　NEG話　　視点

（83）彼の潜在能力にはすばらしいものがある。俵］

　　khaw　mli　khwaam－s5amaat　phi？sさet　sδon　yUu

　　彼　　ある　能力　　　　　　　　特別な　　隠す　いる

（2）〈～ともあろうものが〉：

　主題をあらわす言い方で社会的な地位、役割や職業、資格をあらわす名詞について常識

的に考えて、そのような人物が行うべきではない行為を批判的に述べる。驚きや怒り、不

信感をともなう表現が続く。「～たるべきもの」にも似た、一種の詠嘆を表す。タイ語では

「規模」という形容語と副詞／yap／「まだ」を併用した一種の定型表現で表される。

　（84）警察官ともあろうものが、強盗をはたらくとは何ということだろう。［文］

　　　　kha？naat　tamr立at　yaO　pen　coon　sia　　？eeη　nfi　man　aray　kan　nii

　　　規模　　　警察　　まだ　COPU強盗　しまう　自ら　これ　奴　何　互いに　強調

③〈（Xとして／に）あるまじき（行為だ）〉：

「Xとして」「Xにとって」相応しくない意味をあらわす。「行為」のほか「発言」などの言

葉が述語としてあらわれる。また、接続詞には「など」のほか「なんて」「とは」も現れる。

タイ語では前文を主題化して、後文では「ふさわしくない」という様子が語られる。
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（85）酒を飲んで車を運転する皇ど、警察官としてあるまじき行為だ。［文］

　　d血um　law　lξεw　khap　r6t　pen　kaan　kra？tham　th五tamrOat

　　飲む　　酒　PRRF運転する　車　COPUこと　行う　　　　REL警察

　　may　s6m－khuan　tham

　　NEG相応しい　　　する

（4）〈～あるのみ（だ）〉：

　前進、努力、忍耐などの名詞をうけて「するべきことはそれだけだ」という決意の意味

を表す。タイ語では定型表現mii－tきεを用いるほか、義務をあらわす助動詞／t5p／を用いる。

／tSε1は多義語で「しかし」という接続語のほかに日本語の「だけだ」「ばかりだ」「一方だ」

のような限定副詞として用いられる。

（86）こうなったからには前進あるのみ（だ）。

　　nay　m命a　pen　l）SεP－nfi　k60　mii　tきε　doen　n合a　thaw’n6n・

　　で　時　COPU型この　も　しか　だけ　歩く　前　だけ

（5）〈～あってのN＞：

「XあってのY」の形で、「XがあるからYもなりたつ」という意味を表す。価値、評価を

確認する表現。あとには「だから～する必要がある」といった対応したり対応したりする

文が来るのが一般である。タイ語では／miilのほかに／y血u／を併用する言い方が特徴である。

たとえば（87）は直訳では「私が毎日いるのはあなたがいるからだ」のように表されているが、

前半の「いる」は存在の1yi）u1、後半の「いる」は所有の1miYで表されている。

（87）a．学生あっての大学だ。

　　　phr6？m五naks由ks5a　th両m五mah5awitthayaalay

　　　から　ある　学生　　　　まで　ある　大学

　　b．あなたあっての私なんだから。

　　　phr5？　thii　ch5n　yttu　d合y　thUk－wan　nii　kδo　phr5？　mil　khun

　　　　から　　REL私　いる　［可］毎日　　　これ　も　から　ある　あなた

　　c．お客あっての商売だ、

　　　thii　thU？rakit　yilu　day　k60　phr6？　mti　l6uk－khia．

　　　REL仕事する　いる　できる　も　から　ある　顧客

⑥〈～とあって（は）〉：

「という状態なので」という特別な事情をあらわす。あとには当然発生する、または対処

すべき行動が述べられる。タイ語では（88）のように一般に／phr6？／原因理由節によって表され

るが、（89）のように1thaa1条件節を用いて表すこともある。
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（88）名画が無料で見られるとあって、席ははやばやと埋まってしまった。

　　phr6？　sZlamaat　chom　phaapphayon　thii　mti℃htm－siaO　day　frii

　　から　　可能だ　鑑賞する　映画　　　　　REL有名な

　　thii－n合P　curP　tem　yaaO・niat－rew

　　座席　　　CONJ埋まる　はやく

（89）伊藤さんの頼みとあっては、断れない。

　　th合a　pen　kham－kh50・r600　caak　khun－Itoo

　　たら　COPU頼み　　　　　　　から　伊藤さん

　　1a？－k60　pathi？seet　may　day

　　CONJ　断る　　　　　NEG［可］

［可］無料

（7）〈～にあって（も／は）〉：

　特別な状況を表す名詞をうけて「そこで示された状況のもとで」という意味をあらわす。

接続の仕方は緩やかで、順接の場合も逆接の場合もある。一般に「も」がつくと逆接の意

味を表す。「は」がつくと、当然という順接の意味を強調する。日本語の「ある」はタイ語

では存在動詞のほか、「遭遇する」という意味の動詞を用いて表される。

　（90）異国の地にあって（は）、仕事を探すこともままならない。

　　　　pay　yi）u　taaO－deen　kaan　h5a　naan　m盒y℃h合y　r由aO　thii　tham　d合y

　　　行く　いる　異郷　　　　こと　探す　仕事　ではない　　話　　RELする　［可］

　　　　paay－P2ay　daI）℃ay

　　　簡単に　　　思いのまま

　（91）彼は苦境にあっても、めげずに頑張っている。

　　　　th前O　ca　pra？s6p　khwaamlambaak　khaw　k50　pha？yaayaam

　　　　でも　FUT出遭う　困難　　　　　　　　　PRO　も　努力する

　　　　dooy　may　y60・th60

　　　　で　　NEGめげる

　（92）夫が病床にあっては子供たちに十分な教育を受けさせることもできなかった。

　　　　dtiay　sa？phaap　thii　s5amli　noon　phay　y直u　bon　tiaO

　　　　で　　　状態　　　　REL夫　　　寝る　病む　　いる　上　床

　　　　cuug　may　s員amaat　hay　l6uk－16uk　mli　kaan－s由ksaa　d合y　dii七haw－thii　khuan

　　　　CONJ　NEG　可能だ　　CAUS子供　　　　ある　教育　　　　　　［可］いい　限り　　　べき

　（93）あなたにあっては敵わないな。

　　　　yaaO　khun　nii　may　mli　khray　sfiu　day　leey　n査

　　　　ような　あなた　強調　NEGある　誰　　　勝っ　1可］全然　終

⑧〈「～おそれがある」〉など：
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「きらいがある」「向きがある」「おぼえがある」「甲斐がある、…」など抽象的な概念を対

象にした一種の所有文で、タイ語では「あるかもしれない」という言い方の他に、これに

準じた定型的な表現がある。

　（94）この薬は副作用の恐れがあるので医者の指示に従って飲んでください。

　　　yaa　nii　aat　mii　ph6n－kh合ap－khiaO　daO－n6n　karunaa　thaan　yaa

　　　薬　この　［推］ある　副作用　　　　　　　　CONJ　　てください　飲む　薬

　　　taam　kham・saηm50

　　　従う　　指示　　　　医者

　（95）人は中年になると新しいものに興味を持たなくなるきらいがある。

　　　khon－raw　phoo　aay6？　kh合w　way－klaaη　khon　mii　nεεwn60m　thii　ca

　　　人’PROと年齢入る中年　　人ある傾向　REL㎜
　　　mδt　khwaam－s6ncay　t50　si可　mby－may

　　　尽きる　興味　　　　　　対する　こと　新しい

　（96）君の活躍を心よく思わない向きもあるようだから、…

　　　duu－m血an　waa　khon　thii　may　phoo℃ay　nay　bbtbaat　kh500　thoo　k50　mii

　　　　らしい　　　　COMP人　　REL　NEG満足する　で　　役割　　の　　　君　　も　ある

　（97）今回の計画については実現を危ぶむ向きもある。

　　　　kiaw・kap　khrooOkaan　khraO－nii　yaO　mii　baaη一khon　s60s5y　waa

　　　　関する　　　計画　　　　　今回　　　まだ　ある　幾人　　　　疑う　COMP

　　　ca　tham　samrさt　day　ciO　r血u

　　　FUTする　成功する　［可1本当　Q

⑨〈～とあれば／とあらば）〉：

　「一旦緩急あれば：ひとたび大事が起これば」のように、特別な事態を表す言い方で、

タイ語では／thaa／条件節を用いて表すのが一般である。

　（98）子供の教育費とあれば、多少の出費もしかたがない。

　　　　th合a　pen　kh合a℃h査y－caay　rf【aO　kaan－st血ks5a　kh50016uk

　　　　もし　COPU支払い　　　　　　件　　教育する　　　の　　子供

　　　ca　t50　cbay　b合all　k60　t60　yoom

　　　FUT［義］払う　幾らか　も　［義］認める

鯛．〈～からあるN＞：

　およその距離、重量、数値をあらわす。大きさ、長さなど、「～を下らぬ」という概算

的な判断を表す。タイ語では比較級表現（「～より低くない」）を用いて表す。

　（99）その遺跡からは20キロからある金塊が出土した。［文］（～を下回らない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－100一



第1章　タイ語の存在・所在、所有、出現の構文一lytu／と／miilの意味機能一

khtit　ph6p　thooO　kham－thEε0　nam－nak　m合y　tam　kwaa　20　kilookram

掘る　遭う　金　　塊　　　　　　重量　　NEG低い　より　20㎏

caak　saak－booraan－sathaan　h句一nan．

から　遺跡　　　　　　　　　　　CLその

ao〈（さすがに）～だけあって～／～は（さすがに）～だけのことはある〉：

　評価表現の典型で、「道理で」「当然ながら」という納得を表す。一種の誘導的な原因理

由文で、タイ語では定型表現／s6m　kap　thii！を用いて表す。

（100）10年もフランスに住んでいただけあって、彼女は洋服のセンスがいい。［文］

　　　s6m　　kap　thii　yuu　farapsさet　thtirp　sip・pti　thoo　cuXp　mii　r6t－nf？yom

　　　相応しい　と　RELいる　フランス　まで　10年　　PRO　CONJある　センス

　　　r己［alj　sdia・phaa　d亘

　　　件　　服　　　　　いい

（101）うまい魚だ。とれたてを送ってもらっただけのことはある。［文］

　　　plaa　aroy　s6m　　kap　thii　s60　maa　h合y　taO－t；εtoon　cap　day　may－may

　　　魚　　美味い　相応しい　と　REL送る来る　CAUSから　　時　捕える　［可］新しく

脚〈～もあれば～もある〉：

　対比・並列表現の一つで、「こと」「時」のほかに「場合」「人」「もの」などもあらわれ

るが、タイ語では1baao－thli　k601を繰り返して表される。例文はそれぞれ「ある場合は早く

起きてある場合は遅く起きる」「ある場合は便利である場合は不便だ」のように表される。

（102）起きる時間は決まっていない。早く起きることもあれば遅く起きることもある。［文］

　　　weelaa　t両皿may　nEε一noon　baa可一七hii　k60　ttm　chaw　baalj－thii　k60　tdnun　s5ay

　　　時　　　起きる　NEG確かな　　ある時　　　も　起きる　早い　ある時　　　も　　起きる　遅い

（103）車に乗っていると便利な時もあれば不便な時もある。［文］

　　　khap　r6t　baaO－thti　k60　sa？dUak　baaO・thli　k50　may　sa？dUak

　　　運転する車　　ある時　　も　便利　　　ある時　　も　NEG　便利

⑬〈～を措いて（は）（ほかに）～ない〉

　最大比較、排他的表現。／n60k－caak／は「～以外に、～を除いて」という複合前置詞。？iik

は「ほかに」という副詞。1eεwは日本語に対応しない成分である。／mii／の後には／khray／「誰

も」のように不定詞がくるのが通例である。

（104）この仕事をやれる人は、あなたをおいて他にいないと思います。［表］

　　　khit　waa　khon　th↑i　tham　Oaan－nii　day

　　　思う　と　人　REL　する　仕事この　［可］
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n60k－caak　khun　1ξεw　m合y　mii　khray　？tmn　？iik

以外に　　貴方　PERF　NEGある　誰　あと

7．テクストにおける1㎡∫の〈発生、出現〉の意味構造

　日本語の多義的な動詞「ある」には、存在、所有以外にもさまざまな意味が観察される

が、その主だったものから、タイ語の存在、所有、発生の連続体を捉えることが可能にな

るように思われる。たとえば、日本語の「ある」は、一定の文脈、環境の下で出現し、解

釈によっては「見られる」「観察される」「届く」などの意味になる。

（105）この前探った時は、途中に癩痕の隆起があったので、…（夏目漱石『明暗』）

このような「ある」は翻訳すれば単なる存在を意味しない。「新幹線の台車に数箇所亀裂が

あった」の「あった」は「見られた、発見された、見つかった、観察された」などの意味

を内包する。「質問があった」「申し出があった」「電話があった」などの「あった」は「届

いた、出された、来た」などの意味を表す。こうした日本語に見られる「ある」の内実の

研究はここ数年、顕著な成果が見られ、タイ語の存在表現を見る際にもきわめて重要な示

唆を得るにちがいない。事態発生、出現を表すfmii／の用法については、どのような条件の

もとで現れやすいのか、ほとんど検証されていないように思われる。考えられることはあ

る発生の端緒の設定が想起されることである。次例では「～を皮切りにして」という文型

との併用が特徴的である。

（106）r5em　caak　kaan・phOut　kh500　khiw　mii　khon　camnuan　maak

　　始める　から　発言　　　　　の　　　PRO　　ある　人　数　　　　　多い

　　ph6ut　sa？dεεO　khwaam－hen　t50－t50　kan　pay

　　話す　　表す　　意見　　　　　次々と　合う　行く

　　彼の発言を皮切りにして、大勢の人が次々に意見を言った。

（107）rsom　caak　ph6nOaan　chin・nfi　thoe　k50　mli　ph6npaan

　　始める　から　作品　　　　CL一この　PROも　ある　結果

　　nawa？niyaay　taam　？50k　maa　maak’maay

　　小説　　　　　　従う　　出る　来る　　沢山

　　　この作品を皮切りとして、彼女はその後、多くの小説を発表した。

　これまで、／mii／の基本的な用法を概観したが、一方で、実際のあらわれかた、使われ方

はいささか複雑である。まず、存在物、所有の対象は日本語でも同じように抽象物もあり、

さらに動作行為全体が動きを見せるような状況を提示する。以下、スワンニー・スコンタ

ーの作品「帰らぬあの日」から実例を見て行こう5）。

（108）？aanaakhさet　b合an　raw　kw合aO－khw5aO　mli　maak　phoo　ca　liaO　m査a

　　　敷地　　　　　家　　PRO　広大な　　　　　ある　多い　十分なFUT飼う　馬
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　　　day　s4k　sip　tua　d6ay－sam－pay

　　　［可］程　10　CL　おまけに

　　　［日本語訳］私たちの家の敷地はとても広かった。十頭ほどの馬を飼い育てるには十分

　　　の広大な土地であった。

この／mli　maak1は前述したような「多い」という意味よりも「広大な」という空間的な広さ

を表している。後続の／ph。。℃a1とともに、「～には十分だ」という定型的な表現である。具

体物の存在や抽象物の内在のほか、行為・現象の存在も表される。

（109）r60p－r60p　b合an　kh500　raw　mi　y合a　khiaw？心dom

　　　周囲　　　　家　　の　　　PROある　草　緑　　　豊かな

　　　［日本語訳］私たちの家の周囲には、青々と茂る草がふんだんにあった。

（110）（．．．＿）tきε　k60　yaO　mti　khwaam－chfimchdium　phoo　thfi　ca　mli

　　　　　CONJも　まだ　ある　湿気　　　　　　　　　　　十分な　REL　FUTある

　　　yaa　khiaw　kh芭m　r査？bat

　　　草　緑　　　なる　芽生える

　　　［日本語訳］（略）それでもなお緑の草が生えるには十分の湿り気があった。

（111）1ξ？troO－nii？eeηthii　m五ma？1εεn－poo　s五s亘ay・sifay　chUk－chum

　　　CONJここ　強調　RELある　蜻蛉　　　　　色　美しい　　　豊富な

　　　［日本語訳］ここ、まさにこの地である。きれいな色の蜻蛉が群がっていたのは。

「長生きする」は「延命を有する」のように表され、また情報の伝播、出所にも／mii／が不

特定多数の指示対象として用いられている。

（112）m白a　man　mii　？aay丘　yuuuun　mtUan－kan　yaall－n60y　k60

　　　馬　PROある　歳　　延びる　同じく　　　少なくとも　も

　　　aat－ca　th輌yii・sip－pti　mli　khon　khooy　waa　yaaO－ndn

　　　I推］　　達する　20歳　　ある　人　　隆］　言う　そのように

　　　［日本語訳］馬は一般に長生きする動物だと聞いていた。当時、キイオウの年齢は少な

　　　くとも二十歳には達しているだろうと言う人もいた。

事態の出現、発生は「開始」を意味する動詞を併用することがある。日本語では直訳すれ

ば「あり始める」という不自然な動詞結合を見せるが、タイ語では／miyが形式動詞、機能

動詞として働き、1r60m／はそれぞれ（113）1d。。n－pay／「進んでいく」、（114）1klap－maa／「帰っ

て来る」にかかると見なされる。

（113）nay－th”ri　sUt　kaan　doon’thaaO　k60　r60m　khf　ln

　　　遂に　　　　こと　行軍する　　も　始まる　なる

　　　r60m　mii　m6a　1ξ？tha？h5an　doon　pay　thaag－thit　ta？wan－t6k
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　　　始まる　ある　馬　と　兵隊　　　歩く　行く　方角　　　　西方

　　　［日本語訳］とうとう行軍が始まった。馬と軍は西の方へ進み始めた。

（114）m合ynaan　nak　k60　r60m　mii　tha？haan　klap　maa　caak　thit　tawan－t6k

　　　NEG長い　　終　も　始まる　ある　兵隊　　帰る　来る　から　方角　西

　　　map　sUU　　tawan－？50k

　　　目指す　向かって　東方

　　　［日本語訳］まもなく、軍が西方から引き返し、東方に方角をとった。

次も事象・事態の発生、進行をあらわす。「通り過ぎていく事態が何度も起こった」事実を

述懐している。「～する度に、ある度に」という文型をなす、一種の定型句である。

（115）th6k・khr句thii　mli　tha？haan　1ξ？　maa　doon　thaw　phaan　mtiu－baan　kh50η　raw　pay

　　　毎回　　　　REL　ある　兵隊　　　と　馬　　歩く　過ぎる　　　　村　　　　の　　PRO　行く

　　　［日本語訳］軍と馬が私たちの村を通り過ぎるたびに、…

次は「髭を生やす」という特徴的な所有の一例である。

（116）　（…）1ξ？　khon－n両nay　thii－n合n　mii　nUat　khraw　ruO－raO　liaw　maa　mooO

　　　　　　CONJ　ある人　　　中　　そこ　　ある　生やす　髭　　ぼうぼうの　曲がる　来る　見る

　　　旧本語訳］（略）そしてあごひげをぼうぼう生やした一人の兵隊が、振り返って私の

　　　方を見た。

「～をしている」のように特徴的な形状をあらわすときにも／mivが用いられる（前述）。

（117）phra？ph6ttha？rOup？⑳一nii　m亘　phr白？・phak　duu　？50n－yoon　maak

　　　仏像　　　　　　　　　　CL一この　ある　仏顔面　　　見える　優しい　　大変

　　　この仏像は優しそうな顔をしている。［文］

次の／miY以下は前節で述べたように〈様態〉、〈前兆〉を表す定型表現である。直訳では「終

わるという様子がなかった」という意味をあらわす。

（118）s6pkhraam　k60　yaO　m合y　mii　thii－thaa　waa　ca　sin　stit

　　　戦争　　　　　も　まだ　NEGある　様子　　COMP　FUT尽す　果て

　　　［日本語訳］戦争はいつ終止符をうつのか、その兆しすら見せてはいなかった。

8．1yilu1と1血Wを用いた諺

　目本語の「ある」「いる」には人間の行為、存在、尊厳を意味した諺にもあらわれる。「苦

あれば楽あり」、「壁に耳あり障子に目あり」、「鬼のいぬ間に洗濯」「神も仏もない」など、

いわば人間の価値観や存在の本質が如実にあらわれたものといえよう。同様にタイ語にも

短い言いまわしから長いもの、対句を用いたものまでさまざまな言語的特徴が観察される。
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以下、タイ語辞書、慣用句から！Wu／と／m亘／を用いた諺をいくつか紹介しておこう。

（119）kin　y血u　kap　paak　ybak　y直u　kap　th600

　　　食べる　いる　と　口　　　［願］　　いる　と　腹

　　　口で食べていて、お腹の中に居たがる。

　　　意味：よく知っているのに知らないふりをする。「シラを切る」

（120）khii　kh由n　pay　y白u　bon　sa？mooO

　　　糞　上がる　行くいる　上　頭

　　　糞がはねて頭の上に来る

　　　意味：非常に恐れる。

（121）khtip　thii　yUu　day　khap　cay　y血u　y合ak

　　　狭い　所　いる　［可］　　狭い　心　いる　難しい

　　　場所が狭いのは大丈夫だが、心が狭いのは居づらい。

　　　意味：文字通り。場所の狭さは気にならないが、心の狭い人とは一緒に居づらい。

（122）stUa　s500－tua　ytiu　tham　diaw－kan　may　day

　　　虎　　2－CL　　いる　穴　　同じ　　　NEG　［可］

　　　一つの洞窟に二匹の虎は棲めない。

　　　意味：両雄、並び立たず。

（123）mεεw　may　yUu　n加raa－rooO

　　　猫　　　NEG　いる　　鼠　騒ぐ

　　　猫がいないと鼠は浮き立っ

　　　意味：上司や目上の人がいないと部下は喜んで勝手に振る舞う。「鬼の居ぬ間に洗濯」。

（124）Oaw　hUa　may　mii

　　　影　頭　NEGある

　　　影には首がない。

　　　意味：死相が出ている。

（125）mii　phaasii　kwaa

　　　ある　税金　　より

　　　（周囲より）さらに税金を持っている。

　　　意味：より有利な立場にある。転じて美人は得をする。

（126）mii　f口aO　mli　sa？ldill

　　　ある　小銭　ある　サルン

　　　0．25バーツある。
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　　　意味：はした金しかない。実際は沢山持っているのに謙遜して、あるいは相手をは

　　　ぐらかす際に使うこともある。／fUao／は古代タイの貨幣単位。

（127）m五taa　t£ε　mti　wεεw　may

　　　ある　目　だが　ある　光沢　NEG

　　　目はあるが光沢はない。

　　　意味：物を見る眼がない。「節穴」。

（128）kamphεε0　mii　hUu　pra？tuu　mii　taa

　　　壁　　　　　ある　耳　戸　　　ある　目

　　　壁に耳あり、ドアに目あり。

　　　意味：文字通り。密談が漏れやすいことのたとえ。日本語では「障子」がタイ語で

　　　は「戸」になっている。1taaノのかわりに／ch500／「隙間」を使うこともある。

（129）m五ηon　n6p　waa　n600　m五thooO　nap　w合a　phii

　　　ある　銀　見なす　と　弟　ある　金　見なす　と　兄

　　　銀あれば人を呼んで弟となし、金あれば人を呼んで兄となす。

　　　意味：貧乏に兄弟なし。タイ社会では誰かが出世すると親戚と称する者が大勢現れ

　　　て群がる傾向があることから。

（130）mli　thooO　thaw　nUat　kiiO　noon　sa？ddn　con　nuan　wEy

　　　ある　金　　等しい　髭　海老　寝る　驚く　まで　家屋　揺れる

　　　海老の髭ほどの金しか持っていないのに、眠っていても家が揺れるほど吃驚する。

　　　意味：小金を手に入れて、夜も安心して寝ていられない。吝薔な。

（131）khon・dii　mii　n60y　khon－th50y　mii　maak

　　　いい人　　ある　少ない　悪人　　　　　ある　多い

　　　良き人は少なく、悪人は多い。

　　　意味：文字通り。悪貨は良貨を駆逐する。

すでにみたように1mii／の慣用的な用法を含めて1yロu／よりも多種多様な表現があらわれるの

は、大雑把にいえば人間の基本的な精神活動において、／yttU　1が〈気付き〉、！mii／が〈認識〉、

という特徴が見出せるのではないだろうか。そして、人間の価値観が後者により大きく依

存していることを物語っているように思われるが、慣用句、諺などの言語文化的な表現に

も示唆されるところがあるように思われる。

9．おわりに

　本章ではタイ語の／ytiu　1，／mii／を用いた存在・所有、発生表現をみてきたが、／mii／の表現が

多様にわたっていることが了解された。日本語でも「いる」よりも「ある」の用法がはる
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かに豊富である。野田（2017）が示しているように、日本語の「ある」には「いる」には見

られない多義性の特徴が見られる。

（132）具体物の存在、プロトタイプ的意味のある場所でのもの、建造物、地域の存在、人

　　の立場、にある、人の状況、事物の状況、傾向にある、人の存在、人の生存、世に

　　ある、生物・ものの数量、期間・時間、所有物の存在、状態・権利・役割の帰属、

　　人や動植物に備わる特徴、所有物としての事柄の存在、事柄の存在、実現する物事、

　　過去に経験した物事、不定期に実現する物事、伝聞により把握される情報・出来事、

　　帰結、実現に関与する事柄の存在、（野田2017）

ここには存在・所有表現における多義性から意味的な拡張が随所に見出されるが、これら

の意味・用法のネットワークを参照しつつ、タイ語の／miifおよび／yttU1のネットワークを構

築していくことも重要な課題であろう。とくに発生、出現の用法では様々な下位分類が可

能なように思われる。／n血／と併用される動詞にも分類が見られそうである。同時に中国語

との対照比較からの知見も吸収していく必要がある6）。

注

1）初級日本語教科書『みんなの日本語1』（スリーエーネットワーク、2010）による。

2）タイ・バンコクにある語学学校Union　Language　Schoo1，　AUA　Language　Centerのテキスト

など、外国人に対する第2外国語として開発されたタイ語のテキストに見られる傾向である。

3）yUuには動詞に後接して、動作行為の進行、習慣的常態を示す用法があるが、本動詞の用法

とは異なるので、一部の用例を除いて本考察の対象からはずすことにする。

4）なお、以下の用例、言語データとしては次の訳本を用いた。

　略称俵］

『どんな時どう使う日本語表現文型500中上級』友松悦子、宮本淳、和栗雅子　アルク1996
　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　シ
　∩知tl噸500剥由び酬m廿η苗曲軸n困1dLぽ碗ポ
　　　　9　tU　　　　　¶　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　⑱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旬

　肖し副舗sq鴬靱う葡曾粛nわ葡n轍正m罰囎痴函U6”N　2002

　略称［文］

『教師と学生のための日本語文型辞典』グループジャマシイ編　くろしお出版　1998

　wy＠ununrxm」dT：τwnmisnditlu
　　　　　　9　　　　　旬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　　9

　‘しtd興劉1　u汀閑嚇d曾1崩寸q輌舗N　ils：na　－ge“wredge，su翫砲論働命くろしお出版　2012

5）実例としては、次の作品を用いた。

　原本　　“疏緬踊知緬イ，翻而自輪1節飾緬禰副卵杣和曾輔涌w，fi．鹸鍵
　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　9
　日本語訳　「帰らぬあの日」

　　　　　　スワンニー・スコンター、吉岡峯子訳『サーラピーの咲く季節』（段々社1987）

6）張、範等編著《現代漢語存在句研究》（2010）は現代中国語の存在表現研究の最先端にある

と思われるが、第7章では〈漢一外〉対比研究（対照研究）の概略が紹介されている。だが、

対象言語は英語、仏語、ロシア語、韓国語のみで日本語は含まれていない。
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第2章　タイ語移動動詞の表現・機能体系一1pay1と1maa／の意味と用法一

第1部　タイ語動詞構文の諸問題〈第2章〉

タイ語移動動詞の表現・機能体系

1pay1と1maa1の意味と用法一一

【キーワード】移動動詞　本動詞　補助動詞　意味拡張　心理的待遇表現

1．はじめに

　人間は移動せずして生きることができない、といっていいほどく移動〉という概念、認

識のパターンは行為、行動の中枢を占めている。したがって移動動詞は基本動詞のなかで

もきわめて使用度、露出度の高い動詞である。発生動詞、変化動詞とも隣接する動詞の性

格は［主体］と［客体：移動物］、さらに［移動先］という三点1）によって決定され、主体のいずれ

かの〈視点〉に基づいて、ダイクシス的な振る舞いを見せる。場所は主体が移動するにあ

たって視点が自ずと設定され、また移動することから何らかの目的指向と意志が介在する。

よって、そこにはさまざまな言語行為を随伴することになり、その意味でも行為：事象を

含む移動動詞表現は言語文化の考察にとっても重要な対象となりうる。

　たとえば言語の表現行為に不可欠なく授受〉などにみられるような、これまでキー概念

としてのく移動〉を言語学的に考察した類型論的な研究2）としてまとまったものは管見の

限り確認し得ていないが、今後も「アル」、「スル」、「ナル」、「デキル」、「イウ」、「オモウ」

などとともにより深い言語文化的な考察が続けられることだろう。そのためには複数の言

語の移動表現、移動動詞を参照しなければ、その普遍性、個別性も明らかにされない。ま

た、移動を論じる際の重要な認識として変化（表現）、事態の出現（消滅）の様相をどうと

らえるか、という点も無視できない。本章ではタイ語の移動動詞を考察の対象とするが、

変化動詞についても一部、言及することになろう3）。

2．本動詞／pay／と／maa／の意味と用法

　空間移動の場合、移動する主体、移動の起点、経由する場所、到達点（目的地）、移動に

用いる手段、移動にかかわる様態（附帯状況）などの要素が関与すると述べたが、状況に

よりその必須要素が言語（情報）化され方は自在に変化を見せる。空間内部の物理的移動

と同時に、主体に重きをおけば話し手、聞き手からみた移動の方向性が関心事となる。

　たとえば、「レンタルする」「出張する」という行為があるとする。この行為を構成する

動作は必然的に移動動詞を伴う。「車を借りて来て／遊ぶ」「他の場所に仕事に行く」とい

う複数行為の移動連続現象によって示される。分析的な表現を好むタイ語の特徴がここに

も見られる。移動の方向性「来る」「行く」も話者の位置によって決定される。
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第2章　タイ語移動動詞の表現・機能体系一1payfとlmaa1の意味と用法一

（1）chaw　r6t　maa　l　len－kan

　借りる　車　来る　　　遊ぶ・互いに

　車をレンタルする。（車を借りて来て1遊ぶ） （「1」の左右は複数行為）

ここで〈Nlpay／maaN2＞を構成する要件を点検すれば、　N1は移動する主体で人間のほか

物体・事物（電車・メール・報せetc．）をあらわし、　N2は目的地・到達点（人物の場合は

「彼のところ」のように場所化される）と同時に手段もあらわす。ここから、移動の概念、

範疇として、シンメトリックに相対する事象を考える必然性がある。即ち主体から見た目

的地への離反と、ある任意・必然の場所から目的地としての主体存在場所に向かい接近の

現象である。本章ではまず／pay／と／maa1に分けて記述する4）。

2．1／pay／の用法

　主体の移動を考えるとき、人物であれ、乗物、事物であれ、〈行く・来る〉が用いられ

る。しかし、その出現には一定の分布もみられる。たとえば、「メールが来た」「台風が来

る」に対して「メールが行く」「台風がいく」はかなり限られているようである。「メールを送

る」「台風が去る／去っていった」のように言うのが一般的だろう。

　タイの最も規範的とされる学士院タイ国語辞典（梱wn謝赫鍋価輔舶酉薗η酬．A．b馳の5　　　　9　　　　　　　　　　　　）に

よれば1pay／の記述は以下のようである。

（2）／pay／の辞書的な意味記述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

L粛醐　　elan　＠nn　i71　　哨　　回N汗適りN前　　　Nn

kh1命aO　？50k　c嵐ak　thii　ch白y　troO・kan－khaam－kap　maa．

移動する　出る　から　　所　　使う　と反対に　　　　　　　来る

：場所から出る動き。maaに対して用いる。

以下、最も基本的なタイ語の移動表現をみてみよう。（5）の「遅刻する」のような例では話

者の位置によって移動動詞の選択がなされる。

　　（3）ph6m　pay　rooOrian

　　　PRO　行く学校

　　　私は学校へ行く。

　　（4）r6t－thua　thii　ca　pay　chialjraay　khurm　khal－nay　khrap？

　　　ツアーバス　REL　FUT　行く　地名　　　　　COPU　CL一どこ　　MPP

　　　チェンラーイ行きの長距離バスはどれですか。

　　（5）m命ach40nli　pay　s5ay　kh合

　　　今朝　　　　　行く　遅れる　FPP

　　　今朝、遅刻した。　［（遅刻した）主体は（帰宅していて／外出していて）会社にいない］

　　（6）pay　s道ansat，　pay　ybaOOay？

　　　行く　動物園　　　行く　どのように
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第2章　タイ語移動動詞の表現・機能体系一／pay／と／maaノの意味と用法r

　　　動物園に行く｛のに／には｝、どうやって行きますか。

　　（7）kh50　khaw　h6pnaam　k50n．

　　　請う　入る　トイレ　　先に

　　　先にお手洗いに行かせてください。（一般に「入らせてください」の椀曲表現）

　　（8）may　l60　thaao　r㎜kh6？

　　　NEG迷う　道　　　Q　　FPP

　　　迷いませんでしたか。

　　　－sa？nUk　d五　kh合．　th5am　thaa⑲khon　pay　ta？1らot．

　　　　　面白い　いい　FPP　訊ねる　道　　　人　　行く　ずっと

　　　　：面白かったですよ、ずっと人に道を訊いていました。（通行人）

ただし、（9），（10）のような場合は日本語とのズレが生じる。日本語では「来る」を使うべき

ところを「行く」が使われていることに注意しなければならない。

　　（9）kh5w　yaak　h合y　　ch6n　pay　b合an　khaw．

　　　PRO　　［願］CAUS　PRO　行く　家　　PRO

　　　彼女は私に彼女の家に丞t欲しいのです。cf＃行って欲しい

　　（10）khun　pay　k50n　k60　d合y　　kh合．

　　　PRO　行く　　先に　　も　　［可］　　FPP

　　　どうぞ先に行ってください。

　　　－diaw　khun　taam　pay　na　kha．

　　　　　すぐに　PRO　従う　行く［終］FPP

　　　　　じゃあ、後で来てくださいね。

「間に合う」もこちらから目的地に着く場合か、または向こうからこちらに着く場合かに

よって／pay　than1，／maa　than1力弍使い分けられる。次はこれから出かけていく場合の「間に合

わない」状況である。否定詞は「行く／来る」と「間に合う」の二語の間に置かれる。

　（11）wan－nii　pen　wan－yUt，　may　yaa可0｛垣　r6t　khoO　tit，　pay　m合y　than．

　　　　今日　　COPU休日　　　NEGそう　　　　車　［推］　込む　行く　NEG　間に合う

　　　今日は休日、さもなければ渋滞で間に合わないだろう。

2．21maa　1の用法

　ここでダイクシスという事態把握について触れておくと、話し手の視点から見て相手に

対して向かう行為、自分に向かう行為のいずれかはその場に話し手の存在を軸に考えると

いう発想である。これは言語によって一様ではなく、たとえば二人が公園を歩いていた時、

一人がもう一人に「これから私の家に行きませんか」と誘う場合、「来る」のほうが「行く」

よりも出現度が高いのは、自分の家を自分の領域として相手が向かうことを期待してのこ
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とである。タイ語では反対に「行く」を用いる傾向がある。次の例を見てみよう。

　（12）「死ぬ時にはどこにいても死にますわ。死なば諸共、良人の行く庭ならどこへでも

　　　妻はついてゆきます。すると、子供は母親について来ます。」と彼女は答えた。そ

　　　れを聞いていた筆者は、非常に心強く感じて、感謝の情すら胸裏に湧いて来た。

　　　　　　　　　　　　　（西村眞次『大東亜共栄圏』1942．7博文堂出版191頁）

母親はタイに行く。すると子供も母親について来る。母親は目的地のタイ、次に後から出

発する子供に向けられている。こうした視点の移動は日本語ではきわめて自然である。こ

れは後述する動作目的でも同様である。

　日本人がタイ語を習い始めて初めて覚えた、あるいは初めて聞いたタイ語として、主語

（主体）を省略した次のフレーズがしばしばあげられる。

　（13）maa　1ξεw

　　　来る　PERF

「（電車、注文していたものが）来た」という言い方で聞く（使う）頻度も多い。「電車が

行った」、「料理が行く」もないわけではないが、人間の営みの優先上、出現・使用頻度は

低い。／pay　r6tmee／「バスで行く」のように名詞は移動動詞に直接後置される6）。

　1maa／の意味記述は前述タイ語の学士院国語辞典では同様に、／pay／の記述を踏襲していて

実質的、内容的な説明とはいいがたい。

　（14）／maa／の辞書的な意味記述

　　　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

L洞論u　een＠afi蓑，脇咽而4η涌」　佃

khldiaO　？50k℃aak　thti，　chay　troO－kan－kh合am－kap　pay

動く　　　出る　　　所　　　使う　と反対に　　　　　　　行く

：場所から出る動き。／pay／に対して用いる。

（15）yaa　maa　s益ay　　？iik　na　khrap．

　　［禁］　来る　遅れる　　もっと　［終］　MPP

　　もう二度と遅刻して来ないでください。

（16）wan－nii　raw　maa　r6t　rooOrian　khan－diaw　kan．

　　今日　　　PRO　来る　車　学校　　　CL同じ　　一合う

　　今目私達は同じスクールバスで来た。

（17）diaw　ca　mli　khbεk　maa．　chQay　triam　kaafεε　way　d血ay　na　kha．

　　後で　FUTある　客　　来る　　手伝う　準備する　コーヒー　ておく　一緒に　［終］FPP

　　もう少ししたらお客さんが来ますので、コーヒーを用意しておいてください。
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（18）maa　mulaO－thay　d合y　haa　duran　1ξεw．

　　来る　タイ　　　　得る　5　月　　PERF

　　タイに塞三こもう5カ月になりました。

　（17）のように不特定の出現予定を報告する際に、前章で述べたように所有動詞mliを併用

することがある7）。また、次のように！maaノが原産地、出産地を表すことがある。

（19）s6m？oo　nii　maa　caak七hli－n5y？

　　ザボン　この来る　から　どこ

　　このソムオーはどこから塞⊆いますか？　（このソムオーの原産地はどこですか）

（20）ph60　maa七htUp　mwaO・thay　mdia－waan－nfi？eeO　khrap．

　　ばかり　来る　着く　タイ　　　　　昨日　　　　　　ただ　MPP

　　つい昨日、タイに着いたばかりです。

（20）の1th輌／は「まで」という前置詞でもあり、「着く」という意味の動詞でもあるが、移

動動詞とともに用いた場合、「着く」の方向性が賦与される。先方に到着場合は、／pay　thtUp

／で、接近側に到着する場合は、／maa　th呵／のように区別する。反対に離反側からの到着は

／pay　th胸／を用いる。1caak／は「から」という意味の前置詞で通常／maa／に後接する。

（21）移動動詞と起点、到達点

七h面0 caak

pay　行く pay七h呵　着く、まで行く ？pay　caak　　　からそ丁く

maa　来る maa　th前η着く、まで来る maa　caak　　から来る

3．動作目的一動詞連続の視点から

　「買物に行く」「会いに行く」のような、いわゆる「動作目的」と称される表現は前後を

入れ替えれば「（場所）へ行って～する」という動作連続の表現とも見なされる。

3．11pay1＋Vp＋（場所）：「（場所）へVに行く」

　タイ学士院国語辞典にはこの用法の記述は見られない。つまり上記の／pay／，1maa／の動詞

の用法に一括しているので、／maa1においても同様できわめて不十分な記述である。これに

対しHASS（1964）、冨田（1987）の記述は遥かに充実しているよいえよう。その中で／payVp／

が比較的まとまった動詞句として常用されるものは以下のようである。

（22）pay　htia　m50

　　pay頭am　ph血an

　　pay　sd蝋kh500

　　pay　caay　ta？laat

　　pay　tat　ph6m

　　pay　soem　suay

医者に診てもらいに行く

友達を訪ねる／友達に会いに行く

買物に行く

買い出しに行く

髪を切りに行く

美容室に行く
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　　pay　thiaw　　　　　遊びに行く

　　pay　kin　kh合aw　　食事をしに行く

　　pay　naan　bp？rom　　式に行く、研修に行く

　　pay　fao　theet　　　（寺に）説経を訊きに行く

（23）pay　pi皿　khaw　b5y

　　　行く　登る　山　よく

　　　よく山登りに行く。（？？山を登りに行く）

（24）yaak℃a　chuan　khun　pay　duu　ntip．

　　　［願］　　　誘う　　PRO　　行く　見る　映画

　　　あなたを誘って映画を見に行きたい。

（25）diaw　dichan　ca　？50k　pay　kin　　khaaw　kh盒Onδok．

　　　あとで　PRO　　FUT　出る　行く　食べる　ご飯　　外

　　　ちょっとしたら私は外へごはんを食べに行く。

（26）diaw，　dichan　ca？aw　wiidiaw　pay　kh㎜n　thii　r白an．

　　　すぐ　PRO　　Fu［［，取る　ビデオ　行く　返す　　　で　店

　　　ちょっとしたら、店にビデオを返しに行く。

（27）khun　ca　pay　rlaan・tき00aan　khun－Nitthaayaa　may？

　　　PRO　　FUT　行く　結婚式　　　　　ニタヤーさん　　　　Q

　　　あなたはニタヤーさんの結婚式に出席しますか。

（28）？iik　saam－sii　wan　ph6m　ca　pay　prachum　th五Phatthayaa．

　　　あと　3，4　　　　日　　PRO　FUT行く　会議　　　　で　パタヤ

　　　あと3，4日したら私はパタヤへ会議に行く。

　（29）baaη一khon　pay　stm　kh501j　baε町khon　pay　duu　kh500．

　　　ある人　　　行く　買う　物　　ある人　　　行く　見る　物

　　　ある人は買い物に、ある人は物を見に行く。

　（30）ca　pay　？aw　s血a　thii　raan－tat－sdia．

　　　FUT行く　取る　　服　　で　仕立屋

　　　仕立屋に洋服を取りに行きます。

　（31）ph6m　may　yaak　h合y　khon・thay　pay　thamOaan　thii　yiip立n．

　　　PRO　　NEG［願］　CAUSタイ人　　　行く　働く　　　　で　　日本

　　　私はタイ人に日本に出稼ぎに行って欲しくない。

　（32）ph6m　ca　pay　r6p　　ph血an　khon－thay　thii　san5ambin．

　　　PRO　FUT　行く　迎える　　友達　　タイ人　　　　で　空港

　　　私は空港ヘタイ人の友達を迎えに行く。

注意すべきは日本語の方向格の「へ」格はタイ語では動作行為の行われる場所を示す／thiil

を用いる点で、タイ人の日本語では「陸港エ迎えに行く」「★学校lg習いに来る」のような
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誤用が多く見られることになる8）。

3．21maa1＋V＋（場所）：「（場所）へVに来る」

　これに対して「Vに来る」は「Vに行く」に比べて使用・出現頻度は低いようである。こ

れは大雑把にいえば、人間の行為が「Vに行く」を基準にして「Vに来る」はその一部の結

果であるという認識に拠るのであろう。これはタイ語においても同様である。

　（33）maa　th6pthiaw

　　　来る　旅行する　　　：旅行で来た。

　（34）maa　OP？rom

　　　来る研修する　　：研修（し）に来た。

　（35）maa　tniat　sUkkhaph盒ap．

　　　来る調べる健康　：健康診断に来た。

　（36）kh査o　maa　rian　phaasaa－thay　thii　rooOrian　nii　th6k－khuann．

　　　彼　　来る　学ぶ　タイ語　　　　　で　学校　　　この　毎晩

　　　彼は毎晩この学校にタイ語を習いに来る。

　（37）chUay　b50k　h合y　maa　duu　thfi　h60　n60y　n6　kha．

　　　手伝う　言う　CAUS　来る　見る　で　部屋　ちょっと　［終］FPP

　　　部屋に見に来るように言ってくれませんか。

　（38）mii　khSεk　maa　haa　kha．

　　　ある　客　　来る　会う　FPP

　　　お客さんが｛訪ねて来て／会いに来て｝います。

次の例は動詞／maa1のあとに／khr6p／「揃う」をともなって、「来るのが揃う」「来て揃った」

という統括的な意味を構成している。1khr6p　1はむしろ副詞的成分として使われ、動作目的

というよりも動詞連続の現象である。日本語では「揃う」に方向性を含意するが、タイ語

では／pay／，／maa1をともなって分析的にあらわされる。

　（39）？aah5an　yaO　may　maa　khr6p　kh合．

　　　　料理　　　まだ　NEG来る　揃う　FPP

　　　料理がまだ全部来ていません。

次の例も動作目的ではなく、「タイに来て、滞在する」というように継起を表す動詞連続表

現である。／maa1を略していうことも多い。1yi）tU　／は結果継続を表す。

　（40）maa　yttu　muraO－thay　naan　may？

　　　来る　いる　タイ　　　　　長い　Q

　　　タイに丞t長くいますか／タイに来て長いですか。cf？？長く来ていますか
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動作目的を表す動詞連続句はさらに次節で述べる補助動詞などをともなうことも多い。

これは日本語の「行って来る」の構造にほぼ対応している。

（41）pay　tat　ph6m　maa　khrap．

　　行く　切る　髪　　　来る　MPP

　　髪を切りに行って来ました。

4．補助動詞としての1pay1，1maa1の用法

　これは動詞に後接するもので日本語の「ていく」、「てくる」に相当する。前章と異なる

のは、前章の用法が自立的な本動詞であるのに対し、ここでは副次的な用法と見なされる。

中国語に見られる趨向動詞や方向動詞とも非常に似た用法である。まず、空間的、物理的

には、行為のく離反、接近〉が共通している。行為の離反は、主体が何らかの行為を附随

させていくもので、具体的には「持って行く」／「持って来る」、「連れて行く」／「連れて来

る」などで、前項動詞がいわば「行く」と「来る」の様態的な、手段方法的な意味をとも

なう。「飛行機に乗って」「車を運転して」なども使用頻度の高いものである。「朝食を食べ

て行く／来る」などは事態の継起とも解釈され、「朝食を食べてから行く1来る」のような行

為の前後関係が明示される。主体が元の場所を視点として移動先へ離れて行く、または主

体が移動先を視点として元の場所から近づいて来る、という現象である。

　以下、特徴的なフレーズに分類して例証を試みる。

4．1携行動詞1？aw〃nam1、随伴・帯同動詞1phaa1との併用

　移動の際に携行したり随伴したりする場合、セットで用いるフレーズがある。「連れて行

く」「持って行く」「着ていく」などがそうである。基本的には、物の場合は／？aw／や／nam1

「持つ」、人物や動物の場合は／phaa／「連れる」で使い分ける。

　（42）chfiay　？aw　r6m　maa　n50y．

　　　手伝う　　取る傘　　来る　［終］

　　　傘を持って来て下さい。

　（43）karunaa？aw　bay－rapprakan　maa　d6ay　na　kh4．

　　　ください　　取る　保証書　　　　　　来る　一緒に　［終］FPP

　　　保証書も持って来て下さい。

　（44）karunaa　phaa　pay　rooOphayaabaan　d｛iay　khrap．

　　　ください　連れる　行く　病院　　　　　　　一緒に　MPP

　　　病院に連れて行ってください。

　（45）ph60　h合y　m£εphaa　lfiuk　pay　rooOphayaal）aan．

　　　父　　CAUS母　　連れる　子供　行く　病院

　　　父は母に子どもを病院に連れていかせた。

　（46）kh査w　ca　phaa　l6uk　maa　thiaw　kruOtheep　th麺s5am－khon．
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　　　PRO　FUT連れる　子供　来る　遊ぶ　バンコク　　　全部　三人

　　　彼は子供を三人ともバンコクに遊びに連れてきます。

　（47）lauk　m合y　sabaay，　dichan　k50　looy　t60　phaa　khaw　pay　hZa　m50．

　　　子ども　NEG快適　　　PRO　　も　CONJ　［義］連れる　PRO　行く　会う　医者

　　　子供が病気なので、私は子どもを医者に連れて行かないといけない。

次は／1amm1「忘れる」の補文中に見られる例だが、「忘れてきた」のような趣きがある。

　（48）wan・nii　luaum　say　　naalikaa－kh50mu皿u　maa　khr6p．

　　　今日　　　忘れる　はめる　腕時計　　　　　　　　　来る　MPP

　　　今日腕時計をしてくるのを忘れた。　cf？今日腕時計をするのを忘れてきた。

　（49）h皿m？aw　klδ0－thaay－rOup　maa　khrap．

　　　忘れる　取る　カメラ　　　　　　来るMPP

　　　カメラを持って来るのを忘れた。　cf？カメラを持つのを忘れてきた。

次のように二次的行為の目的とともに動詞連続表現を構成することも多い。

　（50）nam　naos血u　maa　kh㎜．

　　　持っ　本　　　　来る　返す

　　　本を返しに来た。（本を持って来て返した）

　（51）phδokh4a　m§εkhaa　？aw　sipkh白a　maa　kh5ay．

　　　男商人　　　女商人　　　取る　商品　　来る　売る

　　　男女の商人は品物を（もって来て）売りに出す。

4．2移動の手段を表す動詞連続

　主として交通機関など、移動手段をあらわす。

　（52）khun　ca　deon　pay　rt㎞　　　khdm　r6七一fay　pay？

　　　PRO　FUT　歩く　行く　または　　乗る　電車　　行く

　　　歩いて行きますか電車で行きますか。（電車に乗って）

　（53）n合O　th6ksii　pay　d亘　kwaa　khrap．

　　　乗る　タクシー　行く　いい　より　MPP

　　　タクシーに乗って行ったほうがいいです。

　（54）ph6m　wip　pay　ro叫rian　th丘k－wan．

　　　PRO　走る　行く　学校　　　　毎日

　　　毎日、私は学校へ走って行く。

4．3　「帰る（帰っていく、帰ってくる）」

　一般に、「帰る」も「行く」「来る」の方向性が含意される。視点が起点側にある場合は
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1pay／を着点側にある場合は1maa1を用いる。通常、日本語にはあらわれにくい。

　（55）kh4w　ca　klap　pay　yiipt皿kha．

　　　PRO　FUT帰る　行く　日本　FPP

　　　彼は日本に帰ります。cf？目本へ帰っていきます。

　（56）phoo　klap　maa　caak　talaat　kh6w　k50　tham　？aah5an．

　　　と　　帰る　来る　から　市場　　PRO　も　　作る　料理

　　　市場から帰るとすぐに料理をつくった。（帰って来る）

「行ってくる」「引っ越してくる」「訊いてくる」も同様の方向性をもつ。

　（57）khun－Ron　pay　chianmay　maa　rdnu　kh6？

　　　ロンさん　　行く　チェンマイ　来る　Q　　FPP

　　　ロンさんはチェンマイに行ってきたんですか。

　（58）ph60－mSε　yiay　　　maa　yi）u　thiinii，　m由a　ch互n　y明dek．

　　　両親　　　　引っ越す　来る　いる　ここ　　時　　PRO　まだ　子供

　　　両親は私がまだ子どもの時、ここに引っ越してきた。

　（59）ph6m　ca　th5am　raakhaa　maa　h合y　may　kha？

　　　PRO　FUT　訊く　　値段　　　来る　あげるQ　　FPP

　　　私が値段を訊いてきましょうか。

4．4　「雨が降る」

　日本語では「雨が降って来る」のように一般に言うが、タイ語では「来る」に相当する1maa1

をともなう必要はない。／t6klに下方に向かう方向性が含意されているからであろう。

　（60）f5rl　t△k　1ξεw，　klap　th6ksii　kan　dli　may　kha．

　　　雨　降る　PERF　帰る　タクシー　互いに　いい　Q　　FPP

　　　雨が降ってきたので、タクシーで帰りましょうか。（c£＃雨が降ったので）

4．5　「電話をする（電話をかける、電話がかかる）」

　　「電話をする」にも双方向の方向性が顕著で、タイ語では移動動詞を厳密に使い分ける。

すなわち話し手から相手にかけていく場合、主体が話し手にかけてくる場合である。

　　（61）dichan　thoo　　pay（th五）　rooOrian　lfiuk．

　　　PRO　　電話する　行く　（で）　学校　　　子供

　　　私は子どもの学校に電話した。（cf？？電話をかけていった）

　（62）khun－khruu　thoo　maa（thii）b合an．

　　　　先生　　　　　　電話する　来る　（で）家

　　　先生は家に電話をしてきた。
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場所ではなく、人にかける場合は1thoo　pay　haa／のように／haa／を用いる。また、場所と人を

同時に表す場合は、（65）のように／haa　1と1thii　1を用いる。（66）／thoo　klbp　maa／は「折り返し

電話する」という定型句である。

　（63）ph（勇m　ca　looO　thoo　pay　h5a　khaw　duu．

　　　PRO　FUT試す　電話する　行く　会う　PRO　　みる

　　　私は彼に電話をかけてみた。

　（64）khun－Yaamaada　thoo　maa　h5a　dichan．

　　　山田さん　　　　　電話する　来る　会う　PRO

　　　山田さんは私に電話をしてきた。

　（65）dich4n　ca　thoo　　pay　h5a　stiamli　thii　boorisat．

　　　PRO　　FUT電話する　行く　会う　夫　　　で　会社

　　　私は会社にいる夫に電話する。

　（66）ch6ay　b50k　h合y　kh4w　thoo　klap　maa　h互a　dichan　kh㎜一nii　d6ay．

　　　手伝う　行く　あげる　PRO　電話する　帰る　来る　会う　PRO　　今晩　　　　［終］

　　　今晩私に折り返し電話をしてくれるように言ってください。

　注意すべきはタイ語では電話をかけたほうが再度かけ直すさいに「また電話をかけて来

る」のように言う。電話をかける本人が相手の立場に立って「電話をかけてくる」と言と

ころから、タイ語は日本語のような自者本位ではなく他者本位を好む傾向がある。

　（67）diaw－ca　thoo　　maa　may．

　　　あとで　　電話する　来る　新しく

　　　あとで直にかけ直します。（かけ直してきます）

4．6　「買う（買っていく／買ってくる）」

　動詞「買う」にも「買っていく」「買ってくる」のように対象に向かう一定の方向性をと

もなう。（68）のように「お土産に」という動詞連続性も見られる。（68）（69）は帰国後の発話

に対し、（70）は帰国前の空港という発話の時間的な位置関係により移動動詞が決定する。

　（68）khao　s血u　maa　f遠ak　ph6m　s500　tua　kha．

　　　PRO　買う　来る　預ける　PRO　　2　　CL　FPP

　　　彼は私にお土産に二着買ってきてくれたんです。

　（69）ph血an　ch6n　pay　ytip心n　maa．　khaw　s血m　khan6m　ytip立n　maa量ak　ch白n．

　　　友達　　PRO　行く　日本　　来る　PRO　買う　お菓子　　日本　　来る　預ける　PRO

　　　私の友達は目本へ行ってきた。彼女は私に日本のお菓子をお土産に買ってきた。

　（70）ciroo　sdi［u　law　pay　fbak　Ron．

　　　次郎　買う　酒　行く　預ける　ロン
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次郎はロンのお土産にお酒を買った。（帰国前の買物）

4．7授与動詞「あげる」、「くれる」

　物や行為の授受行為においても一定の方向性が賦与される9）。授与動詞／hay1に1maa1をと

もない、他者か自者かいずれかに向かう行為を表す。

　（71）ciroo　hay　nnOsdnu　phaas5a－yiipUn　maa

　　　次郎　あげる　本　　　日本語　　　　　　来る

　　　次郎は日本語の本を（私に）くれた。

　（72）ron　h合y　sdia　Ciroo　pay　saam一七ua．

　　　ロン　あげる　服　次郎　行く　3・CI、

　　　ロンは次郎に服を三着あげた。

　（73）khun　s㎞thiin5y　kh嵐？

　　　PRO　買う　どこ　　　FPP

　　　どこで買ったんですか。

　　　－may　day　s血u　kha．　khun－ron　hay　maa

　　　　　NEG　PAST　買う　FPP　ロンさん　　あげる　来る

　　　　買ったのではありません。ロンさんにもらいました。（ロンさんがくれた）

　（74）n60kcaak　yaa－thaa　1ξεw，　m50　yaO　h合y　yaa－thaan　maa？Uk　d6ay

　　　ほかに　　塗り薬　　PERF　医者　まだ　あげる　飲み薬　　　来る　あと　一緒に

　　　塗り薬以外に、医者は飲み薬もくれた。

4．8　方向動詞との併用

　高頻度使用の方向動詞「アガル」（khdm）「オリル」（lop）「ハイノレ」（khaw）「デル」（50k）、

と位置詞「中」（khaap－nay）「外」（khaap－n60k）「上」（khdalj－bon）「下」（kh合alj－laal）との組

み合わせは図1の8通りである。khaapは「側」という意味で、実際は短く発音される。

①khdin　pay　khaap－bon　下から上へ上っていく

②kh6m　maa　kh合ao－bon下から上に上ってくる

③100　pay　khdap－1aag　　上から下へ降りていく

④lon　maa　khaalj－laap　上から下に降りてくる

⑤khaw　pay　khaal－nay　外から中へ入っていく

⑥khaw　maa　kh合aO・nay外から中に入ってくる

⑦？50k　pay　khaaη一nδ。k　　中から外へ出ていく

⑧？50k　maa　khdap・n50k　中から外に出てくる

⑧

＼

⑦

③
②

④
①

⑥⑤

図1　タイ語の移動動詞と方向動詞の組み合わせ10）
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奇数字矢印の起点に話し手からの視点、遇数字着点に聞き手からの視点が存在する。

①から⑧は中国語の複合趨向動詞「上去」「上来」「下去」「下来」「進去」「進来」「出去」「出

来」とほぼ対応する。①一⑧の形態を中国語と対照させてみると表1のようになる11）。

表1　タイ語の複合方向動詞と中国語の複合趨向動詞

タイ語 中国語

日本語 本動詞 ＋方向動詞 ＋方向動詞 本動詞 ＋趨向動詞 ＋趨向動詞

一pay

〈離反〉

一maa
〈接近〉

一
去

〈離反〉

一来

〈接近〉

あがる kh丘m kh迦一pay① kh亘m－maa② 上 上去 上来

さがる 100 1卿pay③ lOO－maa④ 下 下去 下来

入る／進む khaw khaw・pay⑤ kh良w－maa⑥ 進 進去 進来

出る ？50k ？5。k－pay⑦ ？5。kmaa⑧ 出 出去 出来

帰る　　　　klap　　klap’pay　　klap－maa　　　　回　　　回去　　　　回来

　ここで本動詞の4種が主動詞に後接する場合の意味拡張を概略説明しておく。1kh血1／は

本動詞「上がる」が主動詞に後接して主動詞の動作、行為が「上昇または増大する」こと

を表す。logは本動詞「降りる、下りる」が主動詞に後接して主動詞の動作、行為が「現在

地より下降、または現在値より減少する」ことを表す。／khaw！は本動詞「入る」が主動詞に

後接して主動詞の動作、事態が「増大した状態に入っていく」または「積極的に進行して

いく」などの意味を添える。／？50k1は本動詞「出る」が主動詞に後接して主動詞の動作行

為が「出て行く」「出て来る」ことをあらわす。さらにそれぞれに／pay／が後接すれば〈離反〉

をあらわし、／maa／が後接すれば〈接近〉を表す（冨田1987）ここでいう主動詞のなかに

は日本語では形容詞（「長い」「速い」「重い」「痩せている」）に当たるものも含む。

　以下、それぞれの用法を例（実例を含む）とともに見ておこう12）。

①　〈khin・pay＞：上がっていく

　／khdin／が本動詞として用いられると、動作の上方に向かう様子を表す。

　（75）khaw亙h㊥．」｝鯉　h5a　phtiuca七kaan．

　　　PRO　上がる　行く　会う　社長

　　　彼は上にあがって社長に会った。（社長に会いに上階に上がって行った。）

②　〈khdn－maa＞：上がってくる

　／khtUn／が方向動詞として行為動詞11血k／「立っ」にっいて、「立ち上がる」のように上方

　　に向かう様子をあらわす。／maa1は話者および周囲への心的接近を表す。

　（76）mii　dさk　nUm　th合athaaO　？aw－cip・？aw－caO？iik　kho古n由0垣kkh愈n坦aa　phaut
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　　　ある　子　若い　様子　真面目な　また　一人　立つ　上がる来る　話す

　　　生真面目そうな男が立ち上がって、喋り始めた。

また、次例のように恐怖などの感情が湧いてくる様子を表す。

　（77）thooOm丘an　ch雄Waat．．．kh㊤n：．rp．a－a．　khraam－khr益n

　　　トーンムアン　始める　標く　なる・来る　　　とても

　　　トーンムアンは恐怖に．う．ち震えた。（恐怖に震えが湧きおこって来た）

③〈lop－pay＞：降りていく

　loηが本動詞として具体的に（物理的あるいは地形的に）主体が下方へ下りて行く方向を

表す。

　（78）ph6m　ca　bO＿．－p－ay　roo　kh合aOlaaO　n査．

　　　PRO　FUT下りる　行く　待つ　　下　　　　［終］

　　　私は降りて行って下で待ちますよ。

次の「痩せていく」は期待していたよりも意外な程度に変化していくマイナスの意味での

様子を表す。

　（79）khun　ph亘mユq旦pay　maak　Iξεw　Ila

　　　PRO　痩せる　なる　行く　大変　PREF終

　　　あなた、またえらく痩堂ま．Y．tg．ねえ。

④〈loO－maa＞：降りてくる

　本動詞として具体的に車から降りて来る様子を表す。／maa1は話し手・語り手主体、周囲

への空間的な接近を表す。

　（80）m血ar6t　c50t　sa？nit　dii　lξεw　　phaakkhaw　kh5y　tha？yooy　kan］00コ嚥aa

　　　とき　車停まる　密接に　よく　PREF　彼ら　　　　間もなく　三々五々　合う降りて来る

　　車がしかるべき位置にぴたりと止まると、彼等は三々五々降り始めた。

⑤〈khaw－pay＞：入っていく

　内部へ入っていったり接近していったりする様子を表す。

　（81）sooy品a　liaw　khw5a茎h壷皿pay　khrap．

　　　ソイ　次　曲がる　右　　　入る　行く　FPP

　　　次のソイを右折して入って（行って）ください

　（82）ch6ay　khξし？通p－kh重WJ⊇ay　kh友可一nay　n50y　kha

　　　手伝う　詰める　　入る　行く　中　　　　ちょっと　FPP
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　　　ちょっと史三詰泣てください。cf？？詰堕て虹2二⊆ください。

⑥〈khaw－maa＞：入ってくる

　内部に入ってくる様子をあらわす。次は二ヵ所に進行の方向が示されている。

　（83）man　saat一鰹瞼W：m鎚doon　thoo　con　tδO　l血k　kra？theep　k垣W：p鯉．　nay－nay

　　　奴　吹く　入ってくる　PASS　PROまで［義］起つ　強いて　入っていく　奥

　　　雨が横殴りに吹き込んでき左ので、彼女は立ち上がり、やむをえず奥1三入2た。

⑦〈？50k－pay＞：出ていく

　行為動詞の移動範疇例であるが、タイ語では「出て行った」が日本語では「出て来た」

になっている点は重要である。日本語では主体よりもむしろ対象側に焦点を当てているふ

しが窺われる。「出て行く」という人物の〈背中〉よりも、むしろ「出て来た」という〈正

面〉、ないし結果を強調する。

　（84）ph食uyay　mii　d合y　2垣k二p．ay　h5a　khon　law－nan．

　　　村長　　　ミー　PST出る一行く　会う　人　複数・それ

　　　ミー村長が彼らを迎えに出．T9…来ig＿．

　次は「おかしく見えた」にあらわれるもので、感情が思わず外に拡散していくイメージ

である。1sdm／は文語的関係代名詞で、前文が後件事態を誘発する意味を添える。

　（85）baaO－khon　kδo？aw　phaa－kh5aw－maa　maa　khian　？eew　stUO

　　　ある人　　　も　取る　パーカオマー　　　来る　巻く　　腰　COMP

　　　k60　thamh合y　duu　p睦εk2垣kp鯉．？iik

　　　も　CAUS見る　可笑しい　出る行く　もっと

　　中には水浴び用の布を腰に巻き付けている者もいて、なおさらお一ヵ止≦一見えた。

次も主体から遠ざかっていく様子を表し、「遠い」距離感を強調する。

　（86）Oaan　khmm・nan　yArp　thamhay　duu－mdian　waa　phfiak－kh5w　ca

　　　祝宴　夜その　もっと　CAUSらしい　COMP彼ら　FUT

　　　ytiu　haap国一鯉呈OΩkpaヱ？iik

　　　いる　離れる　遠い　出る行く　更に

　　　その夜の集まりは彼らがさらに遠．K－．離れているように感じさせた。

／？50k／は「笑い出す」のように中から出る様子がイメージされ、次のような「笑えない」の

ような不可能表現も構成する。／khit　may　？50k「考え出せない」も同様である。

　（87）thooOm6an　yaak　hia？r5　tきεthoo　k60｝遵a2垣m鉦2±必
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　　　　トーンムアン　［願］笑う　　　CONJ　PROも　笑う　　NEG出る

　　　トーンムアンは吹き出したくなったが、何故か笑えず、……

⑧〈？50k－maa＞：出てくる

　新しい事態・事象が生まれる様子を表す。生理的な現象が多く見られる。次は②でみた

／khdin－maa／と対称的に使われている。

（88）th。。㎜丘an血us由k蛭2⊇一㎏迦二maa　chap－phlan　1ξ？　dualj－taa

　　　トーンムアン　感じる　寂しい　　なる　　　　急に　　　　CONJ目

　　　thoo　k50　r60m　khap　naam－say　sa？aat　2垣kmaa　man？50　1an　b合w－taa

　　　PROも　始める　取り除く　水一透明な　綺麗な　出て来る　　PRO　溢れる膨れる眼窩

　　　トーンムアンは急に．寂．し≦な．2．左。目頭に透明な涙が出て脹れあがり、…

4．9　「送出、放出」を表す1sbg＿pay1，1sδp＿maa／

　　「送出、放出」をあらわす動詞／s句！と併用してさまざまな行為を表す。

　（89）s60　khaaw　pay　kh5ay　taap－pratheet

　　　送る　米　　　行く　売る　外国

　　　米を外国に輸出する

　（90）s61　cbtmaay　pay　hay　ph血an

　　　送る　手紙　　　行く　あげる　友達

　　　友達に手紙を送る。

　（91）sδ0　00n　pay　chaay　rooOrian　khon－taa－bδot．

　　　送る　金　行く　手伝う　学校　　　盲人

　　　盲学校にお金を送ゑ（寄付する）。

　（92）s60　p60tsak6at　pay　yiipiin，　thawray　khr6p？

　　　送る　葉書　　　　行く　日本　　いくら　　MPP

　　　葉書を日本に送るのにいくらかかりますか。

　（93）bu？加t－praysanii　sOO　cδ七maay　maa　phit　b合an．

　　　郵便配達人　　　　　　送る　手紙　　　　来る　間違う　家

　　　配達人は間違えて手紙を（私のところへ）届けた。？届けて来た。

　（94）ph60－m§εsδ016uk－chaay　pay　yilu　kap　phr6？　thii　wat．

　　　両親　　　　送る　息子　　　　行く　いる　と　僧侶　で　寺

　　　両親は息子をお寺に僧侶と一緒に住まわせにやった。

　（95）ph丘tthasaasanikkachon　nay　mmaO－thay　s△O　Don　pay　ch血ay　sa閃　wat

　　　仏教徒　　　　　　　　　　　中　タイ　　　　　送る　金　行く　手伝う　建てる　寺

　　　thii　khee］正）onia．
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　　　　で　カリフォルニア

　　　　タイの仏教徒はカリフォルニアに寺を建てるための援助金を送った。

しばしば「人に何かをさせる」という意味をあらわす。

　（96）ph60－mεεth五yaak－con　sOO　l血uk　pay　thamOaan　thii　mulaOIUaO．

　　　　両親　　　REL　貧しい　　送る　子供　行く　働く　　　　で　都会

　　　貧しい両親は子供を都会に働きにやらせる。

4．10　変化、移行を表す1plian．．．pay1，1plian．．．maa1

　／pay／，／maa／が動詞／plian！と併用され、変化、移行を表す例が比較的顕著にあらわれる。

日本語では「変わって来た」のように結果に重点が置かれる。

　（97）KruOtheep　thii　khooy　pen　mulaO　l6kl6k　may　samkhan　lξ？may　mii　khray　r6ucak

　　　バンコク　　　REL　［経］　COPU町　　小さい　NEG重要な　　と　NEGある　誰　　知る

　　　day　plian　maa　pen　mu　lal　samkhan　mulap－ndig．

　　　PAS　変わる　来る　COPU町　　　重要な　　　町一或る

　　　クルンテープはそれまで小さい町で重要でもなく知る人もいなかったのが、重要な一

　　　大都市に変わってきた。

　（98）th呵mξεwaa　kruO七heep　day　plian　pay　maak七Sε　kh500　baaO・yaaO

　　　　ても　　　COMP　バンコク　　PAS　変わる　行く　大変　COMJ　物　ある種

　　　thii　khooy　mli　nay　samay　k50n　kδo　yap　mooOhen　day　th6a－pay

　　　REL［経］　　ある　中　昔　　　昔　　も　まだ　見える　　［可］各所

　　　バンコクは大変変わっていったとはいっても、あるものは以前のままで至る所に目に

　　　することができる。

　（99）nay　samay　reεk－reεk　pen　Iatthihaayaan　tきεsam5ynii　plian　maa　pen　latthiniyaan．

　　　　中　時代　当初　　　　COPU大乗仏教　　　　CONJ　現代　　変わる来る　COPU小乗仏教

　　　当初は大乗仏教であったが、今日では小乗仏教に変わった。（変わって来た）

（100）pratheet－thay　day　plian　chi㎜　caak　pratheet－sa？ytiam

　　　タイ国　　　　　PAS　変わる　名前　から　シャム国

　　　maa　pen　pratheet一七hay．

　　　来る　COPUタイ国

　　　タイ国は名前をシャム国からタイ国に変えた。

（101）pratheet－thay　day　plian　kaan　pδkkhroon　caak　sonbuunnaanaachaat

　　　　タイ国　　　　　　PAS　変わる　体制　統治する　　から　専制君主

　　　maa　pen　prachaathipathay．

　　　来る　COPU立憲君主

　　　タイ国は政治体制を専制君主制から立憲君主制に移行させた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－125一



第2章　タイ語移動動詞の表現・機能体系一fpay／と／maa1の意味と用法一

（100），（101）のように「AからBに変わる」という場合は、結果対象のまえにpenを用いて

あらわす。1maa1は過去から現在までの時間の流れ、経過をあらわすだけの標識で、一般に

日本語には訳出されない。

4．11変化、拡大の結果を表す11thalyiay．．．？δok　pay　pen．．．1

　／kha？y5ay1「拡張する、広げる」が5．8でみたような方向動詞に移動動詞／pay／が後接し、

／pen1以下で変化、拡大、拡張の結果を表す定型句である。

（102）kha？yaay　weelaa　？らok　pay　pen　6－dwan．

　　　広げる　　　期間　　　出る　行く　COPU　6一カ月

　　　義務教育を7年にのばした。

（103）kha？y5ay　baan　　？50k　pay　pen　　5－h60．

　　　広げる　　　家　　　出る　　行く　COPU　5一部屋

　　　家を拡張して5つの部屋にふやした。

（104）kha？y5ay　kaan－s由ks5a　phaak　baOkh6p？60k　pay　pen　7・pti．

　　　拡大する　　教育　　　　　段階　　義務　　　出る　行くCOPU　7年

　　　期間を6カ月にのばした。

／kha？ytiay／と同じように／phr£ε一15ay／も／50k　pay／と併用され、普及拡大の意味を表す6）。

（105）phr白sog　yaak－ca　hay　kaan－sdiks5a　phreε一15ay　？50k　pay．

　　　王　　敬語　［願］　　CAUS教育　　　　　　普及する　　出る　行く

　　　王様は教育を普及させたいとお考えになった。

4．12　行為の拡張、継続を表す

　行為、現象の伸長、拡張により、一定時間量の経過をあらわす。過去から現在までの継

続「てくる」、現在から未来への継続「ていく」もタイ語でも似たような言い方をする。

むしろ、日本語よりも厳密に表現されることがある。何れも動詞に後接し、前者を回想確

認、後者を意志確認と意義づけられる。

　　　　　視点

V－maa　　＜　　V－pay

（行為） O
＞

（行為）

　　　　　　　　～テクル　　　～テイク

　　　　　　　（これまで）視点（これから）

過去→現在までの継続）回想1現在→未来への継続）意志

図2　／maaノと／pay／の時空間把握の概念図
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（106）s句s5y　maa　naan　1ξεw　khr白p．

　　　疑う　　来る　長い　PERF　MPP

　　　長いこと、疑ってきた。

（107）ph6m　rian　phaas5a－thay　maa　s5町p五，七きε　may’khδy　day　ph6ut．

　　　PRO　習う　タイ語　　　　　来る　二年　　CONJ　NEG・あまり［可］話す

　　　タイ語を二年勉強してきたが、あまり話す機会がない。

（108）chan　len　thennit　maa　t合Otきεdek．

　　　PRO　する　テニス　来る　から　　子供

　　　私は子どもの時からテニスをしている。

（109）ciin　lξ？kheek　ndn　khaw　maa　y血u　nay　pratheet－thay　naan　1ξεw．

　　　中国人　と　印度人　それ　　入る　来る　いる　中　タイ国　　　　　長い　PERF

　　　中国人とインド人はタイに入ってきて長い。

（110）phrapath6mceedii　nii　saaO　maa　naan　pramaan　s5011phan　pli　1ξεw．

　　　プラバトムチェデイー　この　建っ　来る　長い　大体　　　　二千　　　年　PERF

　　　このプラバトムチェデイーは建てられてから約二千年になる。

（111）khogy　rian　th五yiip立n　maa　kδon．

　　　［経］　　学ぶ　で　日本　　来る　先に

　　　日本で以前に勉強したことがある。

（112）ph6m　ca　thamlaan　boorisat　nii　pay　con　kaslan．

　　　PRO　IrUT働く　　　　会社　　この　行く　まで　定年

　　　私は定年までこの会社で凱つもりです。（働いていく、働き続ける）

動詞に後接する／pay1が副詞／mbayTmhay／を併用することで、一定期間継続していくうちに獲

得される新事態をあらわすことがある。結果事態は／k60／であらわされることが多い。

（113）a．rian　pay　mbay－mhay　k60　ca　khaw－cay

　　　　習う　行く　ずっと　も　FUT分かる

　　　　習っているうちに分かるようになる。

　　　b．fUlk　pay　r6【ay－r命ay　k50　ca　kさ0．

　　　　練習する行くずっとも㎜上手

　　　　練習していくとそのうち上手になる。

5．意味的な拡張と特殊用法

　1pay1，／maa／には本来の実質的な意味が希薄になり、あるいは消滅して、いわば形式化し

た用法として用いられる場合がある。そのいくつかについて瞥見する。

5．1程度の過剰を表す1pay1

　程度を表す言い方であるが、形容詞に後接して「～すぎる」という程度の過剰を表す。
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lkeen－pay／を用いることもある。／k。。n／は文字通り「すぎる」の意味。ただし、動詞の行為

量をあらわすときは動詞の後に／maak・pay／を使うのが一般。また、／pay　sia　1ξεw1は予想外

の過失、消滅などの意味を表す。

（114）tham　Oaan　maak　koon－pay．

　　　働く　　　　沢山　すぎる

　　　働きすぎる。

（115）16k　pay　m5y　khrap？

　　　小さい　・・Q　MPP

　　　小さすぎませんか。

（116）m由akh㎜m－nii　noon　ddik　looy　td　uun　s5ay　pay　nδoy．

　　　昨夜　　　　　　　寝る　遅い　CONJ　起きる　遅い　行く　少し

　　　昨夜遅く寝たので少し寝坊してしまった。（起きるのが遅すぎた）

（117）siadaay　thii　ph6m　maa　chaa　pay．

　　　残念だ　　REL　PRO　来る　遅い　行く

　　　私は遅れてきたので残念です。

（118）khu凪rw合a　riusdik　waa　siaO　piano　dag　pay　n50y　kha．

　　　つまり　　　　感じる　COMP　音　　ピアノ大きい　一一寸　FPP

　　　あのう、ピアノの音が少しうるさいのですが。（大きすぎる）

日本語では「音が大きい」の「大きい」は「大きすぎる」という評価を含むが、タイ語で

は／pay／「すぎる」を明示しなければならない。これも分析的な表現を好む例である。

5．2慣用的な語句

　本来の意味をうしなった固定化した用法だが、一部に方向性を残存しているケースもあ

る。以下は使用頻度の高い副詞句である。

（119）thtia・pay至る所

　これは／pay1しか使用されず、／＊七haa－maa／は非用。一方、次のように対称的に、つまり

時間軸にそった対立的な用法では／pay／，1maa／それぞれの方向性を示唆している。

（120）h5a　s血u　day　taam　r白an　khaay　n50　s亘㎜th6a－pay．

　　　探す　買う　できる　沿う　店　売る　本　どこでも

　　どの本屋でも買い求めることができる。

／pay／のかわりに「国」「世界」「町」を用いることもある。

（121）thOa・pra？theet（全国），thtia－160k（全世界），thfia－muualj（全市／全市街）
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空間全体に対し、時間全体を表す場合は／ta160t／，／t50　／を用いるが、この場合は1pay／，1maa1

はそれぞれ時間の方向性（／pay／：現在→未来、1maa／：過去→現在）を表す。

（122）ta150t－pay（これからずっと），ta150t－maa（これまでずっと）

（123）t50－pay（これから引き続き），　t50・maa（それから引き続き）

次の／t5。－maa　1は「以後」という意味で用いられる。

（124）sam5y－kδon　kruOtheep　pen　m田aO　1さk16k　t50・maa　k60　khayaay　kh由n．

　　　昔　　　　　　バンコク　　COPU都市　　小さい　以後　　も　　拡大する　なる

　　　以前クルンテープは小さい町であったが、その後、大きくなった。

／pay1，／maa／が名詞「往路」「復路」のように名詞として用いられる。

（125）kh5a－maa　maa　th6ksii．

　　　足一来る　　　来る　タクシー

　　　来るときはタクシーで来た。

（126）kh5a－pay　ca　pay　khr血aObin．　kh5a・klap　ca　klap　r6七mee．

　　　足一行く　　FUT行く　飛行機　　　　帰り　　　　FUT帰る　バス

　　　行き（往路）は飛行機で行く。帰り（復路）はバスで帰る。

／that－pay／は「隣の」という意味を表す。／★that－maaノは非用。

（127）p£ε0－saalli　y直u　chon　tha七∧pay　kha．

　　　小麦粉　　　ある　場所　次の　一行くFPP

　　　小麦粉はとなりの列にあります。

5．3意味的な拡張と意志などの心的姿勢

　／pay／，／maaノが動詞に後接して事態を推し進める積極的な姿勢、決意の表明を表すことが

ある。／pay1の話し手から遠ざかる心的姿勢（放任）が強く認められる。同じように1maa／

が動詞に後接すると、話し手による聞き手への心理的な乖離、突き放し、放任的意味な意

味を表す。

（128）tham　pay　looy

　　　する　　一一　ずっと

　　　今からやってもいい。

（129）tham　maa　looy

　　　する　一一　　ずっと

　　　作ってきなさい。内容は任せますから自由に。

（130）phfiut　maa　ca　？aw　ya明ay
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　　　話す　　来る　　F「UT　強調　どう

　　　どうしたいのか、私に言いなさい。（話し手の聞き手に対する働きかけ）

話し手が事態を心理的に自分から遠ざかるものとしてとらえる場合、／pay／を用いる。一方、

話し手が事態を心理的に自分に近づくものとしてとらえる場合、／maa／を用いる。こうした

場合は移動動詞は〈虚動詞〉ともいうべき形式的な標識となり、ほとんど訳出されない7）。

（131）thammay　pay　pen　nak－khian？

　　　何故　　　　一一　COPU作家

　　　どうして作家になったんですか。　　働機を重捌

（132）thammay　maa　pen　n白k－khian？

　　　何故　　　　　一一　　COPU作家

　　　どうして作家になったんですか。　　［結果を重視］

／yaa　paylmaa　V1はある種の定型表現で一般的禁止よりも話し手と聞き手との距離感を配慮

したプライベートな禁止表現として用いる。禁止のやわらげ表現で心理的方向性をさす

1pay1，／maa／は通常訳出されない。

（133）yaa　pay　yiir．〕kap　khaw．

　　　［禁］・・　　煩う　と　PRO

　　　彼にちょっかい出さないで。　　［第三者が対象］

（134）yba　maa　yiiD　kap　ch6n

　　　［禁］・・煩う　と　PRO

　　　私にちょっかいださないで。　　［話し手が対象］

（135）yaa　pay　ch血a　kh査w　na．　khao　ch50p　ph6ut－len　sa？m50．

　　　［禁］行く　信用する　PRO　［終］　PRO　好きだ　冗談を言う　いつも

　　　いつも彼を信用しちゃだめ。

一方、（136）のように／maa　k50n／が「先に」という副詞的な成分となって、ゆるやかな制止

をあらわすこともある。

（136）yaa　kin　khaaw　maa　k50n　na．

　　　［禁］食べる　ご飯　来る　先に　［終工

　　　先に食べておかないでね。

　次の／pay／は動詞に後接して動作の完了をあらわす。心理的な離反を表し、同時に相手側

に向かう動作の方向性をもあらわす。

（137）s500・khon　ph6p－kan　150caak七hii　caak　kan　pay　pen　weelaa　3　pli．

　　　二人　　　　会う一互いに　後で　　REL別れる　互いに　行く　COPU時間　　3年
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　　　二人は別れてしまってから三年ぶりに会った。

5．4行為の過失、意外性をあらわす／pay／

　1pay1が動詞に後接して事態発生の意外性、想定外の過失などの感情を表すことがある。

日本語の「テシマウ」に近い意味を表す。／pay　1ξεw　1のように／1ξεw　1を伴うことも多い。

（138）phさt　pay　1ξεw

　　　辛い　一一PERF

　　　辛くなりすぎてしまった。

後悔、自慢・自負などの気分を表すことがある。

（139）t50p　pay　1ξεw．

　　　答える　・－PERF

　　言ってしまった。言ってやった。

（140）m合y　n合a　daa　pay　loey．

　　　NEG　［当］怒る　・一ずっと

　　　怒るんじゃなかった。

5．5集中、決心、注目表示の1maa1

　聞き手に誘いをかけるような場合に／maa1が動詞に前置されることがある。日本語の勧誘

文「～ましょう」に対応する。

（141）t50－pay・nii　raw　maa　rian　prawattisaat　kan　thら？．

　　　これから　　PRO　来る　学ぶ　歴史　　　　　合う　ましょう

　　　これから私たちは歴史の勉強に入っていきましょう。＜集中したとりかかり＞

5．6．附帯状況を表す〈Vp・payVp・pay＞

　動詞の／pay／）が後接して繰り返してあらわれると日本語の「～しながら～する」のよう

に、複数の動作を同様に行うことをあらわす。前項の動詞／pay1が後項の動詞／pay／の様態、

附帯状況をあらわす。

（142）a．ph6m　khap　r6t　pay　fall　witthay血　pay．

　　　　PRO　運転する車一一　聴くラジオ　　ー

　　　　私は運転しながらラジオを聴く。

　　　b．khtiw　thamnaall　pay　rian　nalsdnu　pay．

　　　　PRO　　働く　　　　一一　学ぶ　本　　　　一一

　　　　彼は働きながら学校へ通った。

　　　c．khon－yiip加may　ch60p　khon　doon　pay　kin　pay
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　　　　日本人　　　　NEG好き　人　　　歩く　一一　　食べる　一・

　　　　日本人は歩きながら食べる人が好きではない。

　　　d．kaan　khap　r6t　pay　mooO　khaO－thaaO　pay　n白n　？antharaay

　　　　こと　運転する　車　行く　見る　　方向　　　　行くそれ　危険

　　　　よそ見しながら運転するのは危険です。

　　　e．weelaa　waa［］khao　ch60p　？aan　n40sdnu　pay　faO　witthay丘pay

　　　　時　　　暇な　PRO　好き　読む　本　　　　一　聴くラジオ　　　ー

　　　　暇なときは彼はよくラジオを聴きながら本を読む。

附帯的な様態修飾では次のように〈phr6。m　kap…dfiay＞でも表されるが、／pay／の連用のほ

うが同時的かっ眼前描写的で会話に頻用される傾向がある。

（143）mεεkamlaO　triam　？aah5an－yen　phr50m　kap　han　　　　phleeO　pay　d6ay

　　　母　ている　　支度する　夕食　　　　　揃って　と　　鼻歌で歌う　歌　　　行く　一緒に

　　　母は鼻歌を歌いながら夕飯の支度をしている。

この他タイ語には／phlaal！を用いた様態節もあるが、これはやや硬く、日本語の「と同時に」

「かたわら」「っつ」などに相当する。／pay1は省略が可能。

（144）doon　phlaa㎎r60p　phle明phlaaO．

　　　歩く　一一一　　歌う　歌　　　一

　　　歩きながら歌を歌う、歌いっつ歩く。

（145）dzt　um　naamchaa　pay　phlaalj　khuy　kan　phlaaO　thさ？．

　　　飲む　　お茶　　　　行く　・・　　　話す　互いに　一　　　ましょう

　　　お茶を飲みながら話しましょう。

（146）khon－yiipthn　khana？－thii　chom　d50kmaay　pay　phlaaO－phlaaO　nan

　　　日本人　　　　　時　　　　　　愛でる　花　　　　　行く　一一　　　　　　　それ

　　　k60　d血mm　pay　d6ay　kin　pay　dtiay．

　　　　も　　飲む　　行く　一緒に　食べる　行く　一緒に

　　　日本人は花見をしながら、飲んだり食べたりする。

5．71pay1と1maa1の慣用的反復13）

　／pay　1と／maa／「来る」を併用して様々な慣用表現をつくる。（147）のpay－pay　maa－maa

では文字通り「行ったり来たり」のほか「結局」の意味もある。あとに／kδo／をともなうこ

とが多い。（147b）は文全体にかかる文副詞的な慣用句である。

　（147）a．kh50　pay－pay　maa－maa　rawaaη　mtuaO－Thay　kap　Yitlpiin．

　　　　　PRO　　行く　　来る　　　間　　　タイ　　　と　　日本

　　　　　彼は日本とタイの間を行ったり来たりしている。
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　　　　b．pay－pay　maa－maa　k50　t60　maa　kh50　Ooll　ph60　chay．

　　　　　結局　　　　　　　も　［義］来る　貰う　お金　使う

　　　　　結局は父のところへお金をねだりに行かねばならない。

　（148）a．troO　pay　troO　maa

　　　　　まっすぐ行くまっすぐ来る　　　：率直に（言って）、…

　　　b．pay　wat　pay　waa　d禽［慣］

　　　　　行く寺行く出来る　　　　　：人前に出してもそう恥ずかしくない器量の

　　　C・　pay“nay　maa－nay

　　　　　行く　どこ　来る　どこ　　　　　　：あちこち行く

　　　d．ca　pay　nay　kh50　pay　d血ay．

　　　　　FUT行くどこ貰う行く一緒に　：どこへ行くにも一緒に行かせて。

　　　e．maa　dfiay・kan　pay　d6ay－kan

　　　　　来る一緒に　行く一緒に　　　：一緒に来たからには一緒に行く。

　　　£kin　pay・pay　chak－ch60p．

　　　　　食べる行く　　好きな　　　　　：食べているうちに好きになる。

　　　9．pay　dii　maa　dii　［慣］

　　　　　行くいい来るいい　　　　　　：道中気をつけて。

　　　h．riip　pay　riip　maa　［慣］

　　　　　急ぐ行く急ぐ来る　　　　　　：さっさと行ってさっさと帰っておいで。

　　　i．　pay　laa　maa　w合ay　［慣1

　　　　行く去る来る拝む　　　　　：行き去る来るも拝め。いっも敬意を払う。

〈VpayVmaa＞で「あれこれVする」という言い方になる。既述の「～たり～たりする」

の言い方に近い。（30）は〈Vk60V＞形式で、語彙的かっ構文的な性格をもち、さまざま考

えたすえに意志決定する、一種の決断表現として用いられる。

（149）khit－pay　khit－maa

　　　考える一行く考える来る　　　　　　　：あれこれ考える

6．まとめ

　以上、本章では日本語の「行く」「「来る」に対応するタイ語の移動動詞／pay／，1maa／の意

味拡張を含めた用法についておおまかな考察を行った。以下、峰岸・タッサニー（2003）を修

正しっつ、要点をまとめてみる。

（1）日本語の「行く」「来る」に相当するタイ語の／pay，〃maa1は実際の空間的な移動とその

　方向性を明示する動詞であるが、話し手の視点の置き方によりタイ語と日本語とのズレ

　がしばしば生じる。

（2）／pay／，／maa／は「～しに行く」「～しに来る」という動作目的をあらわすと同時に、手段
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　などの付帯状況的な成分をともなって動詞連続句として用いられる。

　　傘を持って行く、バスに乗って行く（バスで行く）

　　ご飯を食べて行く、ご飯を食べに行く

（3）タイ語の／pay／，／maa／が補助動詞的な働きをし、移動の方向性という特徴から、空間的

　な移動と行為の心理的な移動への拡張が認められる。

（4）さらに時間軸にそって日本語とほぼ同じように「現在から未来へ、過去から現在へ」

　の事態、行為の継続という時間量の方向性をあらわす。

（5）語彙的、構文的な固定した用法があり、これらは移動動詞本来の意味が希薄になった

　もので、日本語には見られない用法である。一方、日本語の「Xときたら」「そこへいく

　と」などの談話に見られるような言い方はタイ語にはなく、他の言い方が代用される。

（6）基本用法の周辺的用法、特殊用法として、〈取り込み〉、〈突き放し〉の用法がある。

　出来事に対しての過失や後悔、聞き手に対して注目表示的なサインとして機能する。こ

　れらもタイ語の移動動詞の意味が抽象化されたもので、目本語にはない特徴である。

　移動事象表現は、「行く」「来る」に限らず、さらにさまざまな動詞にも見られる。日本

語のこれらの動詞表現が移動動詞、発生動詞、変化動詞とどのように連携しつつ、併用さ

れるかについては、引き続き調査検討を要する。

注

1）この三要目は、例えば登山における三点支持（確保）のようなもので、どの一点が欠けても

移動の実態を示すことは出来ない。

2）たとえば、〈移動〉をキー概念として類型論的な研究のアンソロジーとして、

　“THE　LINGUSTICS　OF（｝IVING”　Edited　by　JOHN　NEWMAN（1998）

がある。諸言語に見られる事象を対照比較させ、授受と人称関係など、移動の考察と隣接す

るところが大きい。

3）基本語を言語のキー概念とする捉え方は田中（2010）、田中（2013）などを参照。移動動詞

　「イク」「クル」については、森田良行（1968）の先駆的研究をはじめとして、今仁（1990）などの

研究、また、アスペクトの側面から須田（1993）などがある。本章末尾参考文献では近年の研

究論文をほぼ網羅した。なお、本章の記述では峰岸真琴、タッサニー・メーターピスィット

　（2003）などに多くを負っている。

4）対照研究では英語との対照では上仲〈1995＞、中国語との対照では黄〈2009＞などがあげら

れる。松本（2002，2016）には移動事象にまつわる研究文献をほぼ網羅している。

5）タイの官製国語辞典。ほぼ十年ごとに改訂がなされているが、基本語の説明についてはほと

んど異同がない。／pay／，1maa1の記述も半頁にも満たない。むしろ冨田（1987）、　Hass（1964）

の方が説明、用例が充実している。なお最新版は2013年度版であるが、本書は1982年度版に

よった。英文名はRoyal　Institute　of　the　Thai　Language
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6）タイ語では補語が動詞に後置されるため、タイ人日本語学習者には「タクシー亘行く」「箸宣

食べる」のようなタイ語の干渉による誤用が多く見られる。

7）〈虚動詞〉という概念はここでは形式的な動詞、という意味で用いている。なお、前節でも

述べたように、タイ語では事態説明、伝達では所有・存在動詞／miilが他の動詞を統括するよう

な言い方が顕著で、これも実質的な意味をもたない動詞と見なされる。

　例　mii　ph血an　maa　haa　khun．

　　　ある　　友達　来る　会う　PRO

　　　友達があなたを訪ねて来た。（あなたを訪ねて来た友達がいる）

8）タイ人の日本語に多く見られる誤用の一つ。一方日本人のタイ語では1？aw／や／phaa／の後に物

や人を置かずに「傘を持って行く」／＊？aw　pay　r6m／，「友達を連れて来た」／dephaa　maa　phdian／

のような誤用が多く見られる。中島・吉川（2004）。おなじく1★stm　maa　d50km4ay／のような

誤用も多い。これは日本語では「買ってくる」がひとまとまりの言葉になっているための誤用

で、語順を考えれば「花を買う、来る」の語順である。「買って来る」と「買いに来る」は意外

と混用されやすい。

9）本章では「行く」「来る」に限定したが、移動にかかわる動詞として「届く」「届ける」「向か

う」「向ける」「もたらす」「送る」「入る」「出る」「近づく」「接近する」「遠ざかる」「離れる」

　「くっつく」「はがれる」「つなぐ」「生れる」など、発生動詞もふくめて多く分布する。

10）田中寛（2002）『新編タイ語初級1』（私家版、p．138）を修正した。

11）劉月華主編（1998）ではこのほか〈開〉「開く」と〈開来／開去〉、〈過〉「過ぎる」と〈過

来／過去〉などをあげている。

12）作品は以下のものから採録した。

原本　　　　tnd歪｝UflSiっ、3　

ZgjtA≡ヨ　　・・石ゑ1寄、キwつzzつA？つwzaavつ創・・

　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　O　　　O／　　a　　　　’　　百　　　　　　　　　　　　　　　　　Oノ　　ベ　　　　『

日本語訳

原本

目本語訳

？刊創りn■囲胴∩自　　負咋u∩WN咽LNの刊■∩臼　　令防WNW　　帆．洞．b＆b◎

「いつもとは違った日」

ウィッタヤコン・チエンクーン『だから私は意味をもとめる』所収

岩城雄次郎訳編『現代タイ国短篇小説集上巻』、井村文化事業社　1982．10
　　　シ
・爵餉翻¶師o滅夙¶・餉．・扇自醐mわ商n緬縮剖ηu．飢∩例n．筋轍膏w．A．　kn＆＆＆
　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　9

「帰らぬあの日」

スワンニー・スコンター、吉岡峯子訳『サーラピーの咲く季節』（段々社1987）

13）タイ語の反復構文については本書第IV部第2章を参照。一部、用例の重複、再掲がある。
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第1章　タイ語の使役・授受動言覗lay1の多機能的な意味

第皿部　タイ語におけるヴォイスの諸問題〈第1章〉

タイ語の使役・授受動詞／hfiy／の多機能的な意味

　　　　一日タイ対照研究からの一考察一一

【キーワード】本動詞　使役　授受動詞　補助動詞　多機能性

　タイ語の基本語の一つである動詞！hay／には本動詞としては授益の意味「あげる」（「くれ

る」）を有するが、助動詞としての用法では日本語に訳すと「させる」と「してもらう」の

大きく二種類の意味を表す。この指向性は場面、状況によっては非言語的要素も含めて弁

別される。人間の親疎、上下関係、さらに情報の緊急性・優先度など、統語的な枠組みだ

けでは処理できない複雑な要素が介入する。1hay／の研究はタイ語という個別言語の特徴を

描き出すと同時に、普遍的な言語行為・事象を検証する際にも有用であろう。

　／hay／には上記の大きくは二種類の用法のほか、間接引用的な伝達表現、および自他の動

詞との関係、連語構成などさまざまな周辺的用法をそなえ持つ。本章ではこうした動詞の

カテゴリカル的な意味として／hay／を含むフレーズを概観し、語用論的用法まで射程におき

ながら考察する。特に多機能的な意味が、どのような場面、文脈においてどのような伝達

的な意味を担いうるのか、日本語との対照研究の立場から統合的な整理を試みる。

1．はじめに一問題のありか一

　使役とは誰かに何かを主体に変わって代行させることを意味するが、さまざまな状況に

よって使役の度合いが異なってくる。いわゆるヴォイスの範疇にあって、使役は受身と対

極にあるものの、その出現範囲は比較的制限されている。加えて、使役行為にいたる過程

もまた目的、結果にいかなる影響を及ぼすかに関心が注がれることになる。

　本章で考察する／h盒y／は元来「あげる」「与える」という意味の授与をあらわす動詞である

が、統語的には中国語の／給／と類似した側面ももつことから、授与と使役という二つの性格

から解明しなければならない。本研究ではもっぱら使役表現についてのみ考察し、授受表

現の用法には詳しくは立ち入らない。

　まず、次の例を参照されたい。レストランでの料理の注文をめぐる会話である1）。

（1）A：khun－kimura　ch60p　thaan　aray？

　　　木村さん　　　　好き　食べる　何

　B：aray　k60　d合y　khr白p．

　　　何　　も　　できる　MPP
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hay　khun－chanidaa　sa可　　　di　kw良a．

CAUSチャニダーさん　　　注文する　いい　より

AはB（木村さん）に対してどんなものが好きか、と訊ねているが、B（木村さん）はどう

やって注文したらいいか分からない。ひとまず「何でもいいです」と答えておいてから「チ

ャニダーさんに注文しエも一ら2たほうがいい」と申し出ている。この／haylは一種の応対の

方略でもあるが、このように授受の意味領域で解釈される一方、状況によっては「チャニ

ダーさんに注文させたほうがいい、注文させよう」のような強制的な使役の意味を帯びる

こともある。このようにタイ語の助動詞ノhay1は〈hay（相手）・動詞〉の語順で、「相手に～

させる」という使役を表すほか、文脈（場面）によって「相手に～してもらう」という授

受関係を表す。場面と双方の人物の上下、力関係、事態の緊急度等によって決定される。

（2）khun－ph60　h合y　ph6m　pay　s血m　bu？rii．

　　お父さん　　CAUS　PRO　行く買う　煙草

　父は私に煙草を買いに行かせた。

（3）khruu　h合y　n査krian　klap　l）合an　rew－rew．

　　教師　CAUS　生徒　　　帰る　家　　速く

　先生は生徒を早く家に帰らせた。

一
方、（2），（3）の例では、強制的な意味、つまり「父は私に煙草を買いに行か意左kn「先生

は生徒を早く家に帰ら意たじ）」という意図が明確である。行為者は命じられる側である。

ノhay／のあとの相手が年長者である場合、初対面などの関係においては、授受関係が生じて、

「煙草を買いに行っエ主ら三た」「早く家に帰っ二⊆も．ら2た」という解釈が選択される。こ

うして場面、人間関係によって、使役か授受関係かの解釈が選択されるのは、日本語のよ

うに明確な使い分けをもつ言語から見れば、どこに明確な選択の基準が存在するのか、容

易に見いだせない。以下では／hay／の用法を整理しながら、こうした／hay／のもつ語用論的な

側面にも言及する。

2．1h盆y1の基本的用法

ノhay1は譲渡をあらわす意味の本動詞として用いられ、次のようにモノ（直接目的語）、ヒ

ト（間接目的語）をとる二重目的語構文をなす。

（4）ph6m　hay　paakkaa（kきε）n600chaay．

　　PRO　あげる　ペン　　　（に）　弟

　私は弟にペンをあげた。

（5）phii－chaay　hay　ph6tchanaanukurom（kSε）ph6m．

　　兄　　　　　あげる　辞書　　　　　　　　　　（に）　　PRO

　兄は私に辞書を一K一れ一左。
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〈（A主体）hay（B動作主）動詞〉構文において、「AはBに（動詞）させる」という意

味を構成する。／hay／は主体の動作主に対する支配域を表す。この場合の動詞は意志をとも

なう随意動詞が基本である。

　　（6）dich5n　hay　　lfiUk　　rian　pianoo．

　　　　PRO　CAUS　子ども　　習う　ピアノ

　　　私は子供にピアノを習わせる。

　　（7）khun－khruu　hay　n益krian　tham　kaan－b合an．

　　　　先生　　　　　CAUS　生徒　　　する　　宿題

　　　先生は生徒に宿題をさせる。

相手は日本語では二格であらわされることが多い。（6），（7）のように二重ヲ格をとる場合はと

くに二格が必須となるが、（8）の「留学する」のような動詞の場合は、日本語では二格もヲ

格も許容される。

　（8）ph60－meε　hay　dich6n　pay　rian　taaO－pratheet．

　　　両親　　　CAUS　PRO　　行く習う　外国

　　　両親は私｛を1に｝留学に行かせた。

　（9）ph60　hay　m9ε　phaa　lOuk　pay　ro⑳phayabaan．

　　　父　CAUS母　　連れる　子ども　行く　病院

　　　父は母に子供を病院へ連れて行かせた。

（9）は二格しか使用できず、「父は母に｛子供を連れて病院に行か｝せた」のような埋め込み

文の構造を呈している。使役否定は1hay1の前に否定辞／may／を置く。

　（10）dichan　m合y－h5y　stiamli　stiup　bu？rii　nay　baan．

　　　PRO　　NEG－CAUS夫　　　吸う　煙草　　で　家

　　　私は夫に家で煙草を吸わせない。

「沸騰する」などの自動詞（不随意動詞）を他動詞化させる際にも1hay1が介在する。対象

が無生物主語の使役構文を構成する。11ξεw・kh6y1は「そのあと」という接続語。複数の行

為「お湯を沸騰させる」「エビを入れる」が連動して発生する様子が示される。

　（11）hay　naam　dUat　k50n　lξεw－kh6y　say　k6η．

　　　CAUS水　　沸騰する　先に　そして・次に　入れる　海老

　　　まず水（お湯）を遡騰さ堂てからエビを入れます。

3．／hay1の語彙的用法

　タイ語では語彙的に対照的な意味をもつ動詞が1h合y／をもってあらわされることがある。

これを本研究では1h合y1の“連語的用法”と呼ぶ。以下がその代表的なものである。
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（12）ch合w　賃貸で借りる　→　　h合y　chaw

　　y㎜αm　借りる　　　　　→　　h合yy皿m

　　duu　　見る　　　　　　→　　hay　duu

賃貸で貸す

無償で貸す

見せる

「貸す」という単語はタイ語では「借りさせる」のように1y㎜m／「借りる」に使役助動詞

／hay／を前置して複合動詞化しなければならない。／hay／と／yUlmm／の間には遊離関係が生じて、

日本語の与格名詞（下例では「私」「山田さん」）が介在することもある。それぞれ、基本

的な構文で具体的な用法を確認しておく。

（13）hay（ph6m）y㎜m　s五k　phan－baat　day　may　khrap？

　　cAus　（PRo）借りる　ばかり　千バーツ　　　できる　Q　　MPP

　　千バーツほど貸してくれませんか。（：借りさせてくれませんか）

（14）chtin　hay　khun・Yamada　yuutum　ph6七canaa？nukrom．

　　PRO　CAUS　山田さん　　　　借りる　辞書

　　私は山田さんに辞書を貸してあげた。

（13）では直訳すれば「（私に）借りさせることができますか」といった使役可能文としてあ

らわされている。一方、「借りる」は対人関係が考慮されない場合、つまり（15）のように機

関などから借りる場合は／Y［IIUJm／だけでよいが、相手を必要とする場合は／kh50／を前置した

複合動詞lkh50－y皿lm1を用いる。「貸す」も「借りる」も／y㎜m／を軸として使役助動詞を

ともなう点はタイ語の貸借関係をあらわす特徴でもある。

（15）n勾s迦u七hii　yululm　pay　ca　khu㎜1？aathl七一naa．

　　本　　　　REL　借りる　　行く　FUT　返す　　　来週

　　借りた本は来週返します。

（16）chan　khうo－y㎜m　kl60－thaay－riup　caak　khun－Susuki．

　　PRO　乞う一貸す　　カメラ　　　　　　から　鈴木さん

　　私は鈴木さんからカメラを借りました。

（17）kh50（yu皿m）thoorasap　nらoy　　day　m5y　kha？

　　乞う（借りる）　電話　　　　ちょっと　［可］　　Q　FPP

　　ちょっと電話をお借りできますか。

さらに「見せてください」という依頼文では／h2y／の代わりに／kh50／を文頭に用いて、「させ

てください」「させてもらう」のような言い方を用いる。

（18）kh50　duu　n珂s血uphim　n6n　nδoy

　　乞う　見る　新聞　　　　　その　ちょっと

　　ちょっとその新聞を見せてください。

（19）may　mii　tamraa　looy　kh50　khon－kh合0－kh合a可　duu．
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NEGある　教科書　それで　乞う　人・近く　　　　　　　見る

教科書がないので、隣の人に見せてもらった。

なお、1hay1と二極構造を有する（19）の！kh50／の用法については、後に詳しく観察する。

4．1hAy1を用いた結果構文一動詞連続用法一

　動詞連続とは一次的動作行為から1hay／を介した二次的、つまり達成行為との一種の動詞

連続構文の構造を呈している。日本語ではほぼ〈S1してS2する〉という継起表現に相当

する。タイ語では特にこの現象は広範囲に観察され、分析的な特徴が際立っている。

（20）a．1）50k　hay　fap

　　　言う　CAUS　聞く

　　　言って聞かせる

　　b．kin　　hay　m△t

　　　食べる　CAUS　尽きる

　　　全部食べる（／m△t／は本動詞）　c倉kin　m△t食べ尽くす（／m△t1は補助動詞）

　　c．yio　hay　taay

　　　撃つ　CAUS　死ぬ

　　　撃って死なせる、射殺する

　　d．k60　　　　h合y　k50t

　　　引起こす　CAUS　起こる

　　　惹起する　　　cf，　tham　h合y　kらot発生させる

　　e．nξ？nam　hay　rUucak（kan）

　　　紹介する　CAUS　知る（互いに）

　　　（互いに知り合うように）紹介する

　例えば（20a）においては「言う」という働きかけ行為を前句として、二次的な行為達成を

／hay／以下の後句で述べるという連動的、連携的な意味をあらわす。日本語では動詞テ形を

前句に用いた「V1してV2する」という構造に相当する。（20b）は単に「食べる」行為であ

れば前項動詞だけで事足りるのだが、／hay1以下によって最後まできちんと食べるという完

成を表す。副詞的、補語的な要素ともいってよい。さらに（20c）では／taay／「死ぬ」だけでは

結果のみをあらわし、具体的な状況、プロセスが明示されないことになり、タイ語の文と

しては不完全である。すなわち「撃つ」という行為は「死なせる」という結果目的と結び

ついて過程的かつ分析的な意味をあらわしている。なお、（20c）は1h合y／を省略して／yiO－taay／

ということもある。それぞれ目本語の「撃って死なせる」と「撃ち殺す」に対応する。ま

た（20e）も「紹介する」は「（互いに）知る」状態にならなければ「紹介した」ことにはなら

ない。つまり／hay／をはさんで前後の動詞が発動・帰結の、いわば動詞連動の慣用的な構造

による結果構文の一種とみなされる。
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　（21）thaa　kamn△t－kaan　pen　thii　riapr60y　1ξεw　ca　c£εO　　h合y　s合ap　kha．

　　　　もし　予定する　　　　COPU　REL　丁寧な　PERF　FUT　報告する　CAUS　知る　　FPP

　　　日程が決まったらお知らせします。

（21）も／c§εnhay　saap／「報告して知らせる」という一次的行為と結果の二次的行為との連

続表現をなしている。／hay似下はいわば目的達成の補語的な成分ともいえよう。

もう一っの動詞連続構造は、基本的には（20）で見たような性格を有しながら、／hay／が以下

の形容詞（修飾語）といわば複合語化されて、結果副詞的な機能を呈するものである。（21d）

では／hay1なしでも用いられるが、その場合は他者（聞き手）への配慮を問わない。目的語

は（21a），（21b），（21c）のように動詞と1hay／の間に置かれる5）。

　（21）a．tat　ph6m　hay　san

　　　　　切る　髪　　　CAUS　短い

　　　　髪を切って短くする→髪を短く切る

　　　　1）．kep　　t6？　hay　　riapr50y

　　　　　片付ける　机　CAUS　丁寧な

　　　　丁寧にテーブルを片付ける

　　　c．w合at　r血up　hay　sUay

　　　　　描く　絵　　CAUS　綺麗な

　　　　絵をきれいに書く

　　　　e．ph6ut　h合y　chat／da円

　　　　　話す　CAUSはっきり／大きい

　　　　はっきり／大きな声で話す

　　　f．　？aan　h2y　m合ak

　　　　　読む　CAUS多い

　　　　多く読む

　　　g．keε　hay　IUam

　　　　　直すCAUS緩い

　　　　緩く直す　（洋服の仕立て直しで）

（21e）は単に／phaut　ch6t1のようにも言うが1hay／を使うと「意識的に」という努力の気持ちが

強くなる。上例でも明らかなように〈動詞＋hay＋修飾詞〉で、結果達成を目論む「になる

／するように～する／させる」という意味をあらわす。（21g）では動詞／k£ε／「直す」を省略

して、「緩くする」のように言うことも多い。以下、具体的な文例で確認する。

　　（22）phriiη一nii　mil　Oaan，　t鈎一tua　hay　150　　　　n50y　　na．

　　　　明日　　　ある　式　　身支度する　CAUS　ハンサムな　ちょっと　［終］

　　　　明日パーティーがあるので、少しは格好よくしてくださいね。
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（23）khuan　ch6ay　ph6ut　hay　ch白a　　？iik　n50y　　d合y　m5y？

　　［当］　　手伝う　話す　CAUS　ゆっくり　あと　ちょっと　［可］Q

　　もう少しゆっくり話してくれませんか。

（24）fap　s遣｝　七hii　aacaan　phtiut　1ξ？s句　　kaan－b合an　th面k－khr勾hay　riapr60y，

　　聞くこと　REL　先生　　　話す　と　出す　宿題　　　　毎回　　　　CAUS　ちゃんと

　　phaas互a－y五pUn　k60　khoO　ca　k句　　　khdn．

　　　日本語　　　　　　も　　［推］FUT　上手　　なる

　　先生の言うことを聞いて宿題をちゃんと出したら、日本語はきっと上手になるで

　　しよう。

（25）mdia　ph6ut　thU？ra　sさt　1ξεw　k60　t60　waaO　hUu　loO　hay　sa？nit．

　　　時　　話す　仕事　　終わる　PERF　も　［義］置く　受話器　下ろす　CAUS　緊密な

　　用件を話し終えたら、ちゃんと受話器を置かないといけません。

（26）ch6ay　pit　　pratuu　hay　　sa？nit　d血ayと

　　手伝う　閉める　扉　　　CAUS　緊密な　一緒に

　　ドアをきちんと閉めてください。

（27）raw　th丘k－khon　cu町　tδη　chtiay　raks邑a　h合y　　sa？aat．

　　PRO　　各人　　　　CONJ　［義］　手伝う　　維持する　CAUS　清潔な

　　私達はそれで癒麗．に．なる．よ．う．に保たないといけません。

（28）rii　hay　baw　lop　dii　kw査a．

　　絞る　CAUS　軽い　なる　　いい　より

　　少し（音量を絞って）小さくしよう。　　　　　　　　　　　’

（29）sak　　s61a－phaa　h合y　sa？aat　Iξεw．

　　洗う　シャツ　　　CAUS　清潔な　PERF

　　シャツを綺麗に洗った。

（30）athi？baay　hay　　chat－cεεn．

　　　説明する　　　CAUS　はっきり

　　はっきり説明する。

（31）phr5？　man　mli　Ouan　yaaw　ca　y6p　　　r血1　cap　aray　thii　khon

　　　から　PRO　ある　鼻　　長い　FUT取り上げる　か　掴む　何　　で　人

　　sOO　hay　day　sabaay　m盒ak

　　送る　CAUS得る　快適な　大変

　　長い鼻を持っているので、何でも簡単にっかんで人のところへ運んでくれる。

（32）ph6ut　hay　n9ε　chat　IoO　pay　may　d合y　r50k，　tSε．．．

　　　話す　　CAUS確か　明確な　なる　行く　NEGできる　全然　CONJ

　　一概には言えないが、…
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5．1hSy1の授益的な意味

　本章冒頭で状況、場面、文脈によって／haylが依頼的な意味を帯びることがあると述べた

が、これはタイ語の重要な語用論的特徴の側面で、具体的には当該人間の親疎関係、上下

関係、機関（組織）・個人関係などである。次の例を見てみよう。

　（33）A：hay　khray　tat？

　　　　　CAUS　誰　　　切る

　　　　　（だれに眺えてもらったの？）

　　　B：hay　raan　khun－Manli　tbt　hay．

　　　　　CAUS　店　　さん一マニー　　切る　あげる

　　　　　（マニーさんの店で謎えた）直訳1マニーさんの店で眺えてもらった。

ここでは服が自分では作れないことが前提である。Aはお金を払って「仕立ててもらう」と

いう依頼的な意味で用いている。Bはそれに対して、同じく／hay／を使ってマニーさんの店

で仕立ててもらった、と答えている。「あつらえさせた」「仕立てさせた」では非常に不自

然な言い方になるだろう。なお、／tat　hay／のように動詞に後置する／hay／は恩恵の授益の方向

範疇（「～てくれる」）を示すもので、あとに「私」（dichtin／ph6m）が省略されている。

　　（34）khun－Y（）oko　h合y　khun－Eemi　khooy　n合a　rooηrεεm．

　　　　さん一陽子　　　CAUS　さん一愛美　　待つ　　前　ホテル

　　　　陽子さんは愛美さんにホテルの前で待ってもらう。（；〉待たせる）

　　（35）Nisaa　hay　khtiw　tham　laan－baan　hay．

　　　　ニサー　CAUS　PRO　する　家事　　　　あげる

　　　　ニサーは（自分のために）彼女に家事をしてもらった。（；≒家事をさせた）

　　（36）ch5n　hay　　khtiw　sうon　phaasaa－YiipUn　hay．

　　　　PRO　CAUS　PRO　教える　日本語　　　　　　あげる

　　　　私は（自分のために）彼女に日本語を教えてもらった。（；〉？？教えさせた）

要するに、一つ目の／hay／は使役、二つ目の1hay／は「～のために」と訳される。主語が自分

のために人に何かをさせる場合は、二つ目の／hay／の後の人物名詞は省略される。

　ただし、（37），（38）のように恩恵が及ぶ方向を明示する場合は「一郎」「友達」という与格

人物名詞は省略ができない。

　　（37）Ron　hay　Nisaa　s50n　phaas5a－thay　hay　Iciroo．

　　　　ロン　CAUS　ニサー教える　タイ語　　　　　あげる　一郎

　　　　ロンは一郎のためにニサーにタイ語を教えさせた。

　　（38）kh5w　hay　ph6m　pay　s㎞yaa　hay　ph血an．

　　　　PRO　CAUS　PRO　行く　買う　薬　あげる　友達

　　　　彼は友だちのために私に薬を買いに行か些。
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　（39）pay　h合y　m50　trtiat　dii　kwaa．

　　　　行く　CAUS医者　調べる　いい　より

　　　　医者に診てもらったほうがいいです。

（39）では日本語で「医者に行く」「髪を切りに行く」のような場合、厳密には「医者に診て

もらいに行く」「髪を切ってもらいに行く」のような背景的意味を含意する。

6．／hay／と願望・希望表現：「てほしい」「てもらいたい」の表現

　誰かに何かをしてほしいと希望する場合、〈yaak　h盒y＋人＋動詞〉であらわされる。日

本語の「来させたい」「降ら．童左ぶ」「治ら意左」乙こ」「辞め．さ童一Zζ≦．z≧ぶ」は非用、もしくは

少なくとも文脈から逸脱した言い方である。

　（40）kh5w　yaak　h合y　ch巨n　pay　l）aan　khbw．

　　　　彼女　たい　CAUS　私　行く　家　　彼

　　　彼女は私に彼女の家に来一K．ほLm。（；〉＃来．さ堂一たy⊃

　　（41）chtin　yaak　hay　f6n　tδk．

　　　　PRO　｛願］CAUS雨　降る

　　　私は雨が降っ一エほL虹。（；〉＃降らせたい）

　（42）ph6m　yaak　h合y　kh5w　htiay　rew・rew．

　　　　PRO　［願］CAUS　PRO　　直る　速く

　　　私は彼女が早く治っ一てほ］∠m。（；〉＃治らせたい）

　（43）raw　may　yaak　h合y　khtiw　laa・？50k．

　　　　PRO　NEG　［願］CAUS　PRO　辞める

　　　私たちは彼女に辞め．K．．ほL一く．なぶ。（；〉＃辞めさせたくない）

　（44）phniη一nii　yaak　ca　hay　ph6m　yttt　n50y　n6　khr4p．

　　　　明日　　　　［願］IrUT　CAUS　PRO　　休む　少し　［終］　MPP

　　　明日、休ませてほしいんですが。

　（45）yaak　hay（khun　an丘？yaat）h合y　ch5n　ph6ut　aray　sak　kham．

　　　［願］　　CAUS　（PRO　許す）　　　CAUS　PRO　話す　　何　　ばかり　語

　　　私にも一言言わせ．て欲しぶんですが。

　（46）stimrap　ph60－m£ε　1ξεw　k50　yaak－ca　hay　1食uk　day　pay　rian

　　　として　　両親　　　PERF　も　［願1　　CAUS　子供　得る　行く　習う

　　　mahtiawitthayaalay，七bε．．．

　　　　大学　　　　　　　　　しかし

　　　親としては大学まで行か意エ，や．り．たいんですけど、

　（47）yaak　hay　ph血ucatkaan　khaw－rOam　thiaw　pracam－pii　kh5011　boorisat．

　　　　［願］CAUS部長　　　　　参加する　　　遊ぶ　恒例の　　　の　　　会社
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　　　部長にはぜひ社員旅行には参加し．て一廷Lぶ。

　（48）yaak　h合y　？aacaan　pay　thiaw　Ay血tthayaa．

　　　［願］　CAUS　先生　　　　行く　遊ぶ　　アユタヤ

　　　先生にアユタヤに行っ．1．．Y．）．tg．だき一左い。

　（49）khun　yaak　hay　　l6uk　pen　　aray？

　　　PRO　［願］CAUS　子ども　COPU　何

　　　あなたは子どもを何にしたい？

　　　－yaak　hay　pen　m50　rtim　pen　khruu．

　　　　　［願］CAUS　COPU医者　か　COPU先生

　　　　　医者か先生にしたい。

7．伝達依頼用法ib50k　h盆y1「～ように言う」の表現

使役の「させる」は表面上（形態上）あらわれないが、内容としては明らかに強制的、

あるいは依頼的な意味を含意している。

　（50）thUuk　bうok　h合y　tham　raayOaan　toon－nii　k60　loey　kamlaO　khian　ytiu　na　kh合．

　　　　PASS　言う　CAUSする　レポート　　今　　　　も　それでている　書く　いる　［終］FPP

　　　　今日は報告書を作る．4－．5．．に言ねれエ．、今書いているところなんです。

　（51）chiay　b50k　h合y（khaw）maa　duu　thti　h60　n50y　n4　kha．

　　　　ください　言う　CAUS　（彼）来る　見る　で　部屋　少し　［終］FPP

　　　　部屋に見に来るように（彼に）言ってくれませんか。

　（52）ph6m　b50k　hay　phanrayaa　phaa　lfiuk　pay　h5a　m50．

　　　　PRO　言う　CAUS　妻　　　　　連れる　子ども　行く　会う　医者

　　　　私は妻に子供を医者に連れて行くように言った。

　（53）khun－m50　ya！）may－hay　klap，　b50k　h合y　y立u　t50　？iik　s500－s5am　wan　kha．

　　　　医者　　　　まだ　NEG　CAUS　帰る　言う　CAUS　いる　続く　あと　2、3　　　日　FPP

　　　　医者はまだ帰らせてくれなくて、あと2，3日いるように言っています。

それぞれ「言って見に来させてください」「言って連れて行かせた」「言って居させる」の

ような、前述したような動詞連続構文を呈している。

　　（54）khun　bankh6p　hay　khaw　160k　s立up　burii　r血u？

　　　　PRO　強制する　CAUS　PRO　辞める　吸う　　煙草　　Q

　　　　あなたは彼が煙草を止めるように強制したのですか。

　　（55）trog－naa　mli　thoorath6t　b50k　h合y　rUu　waa　rula－bin　aray　maa　caak　n5y

　　　　正面　　　ある　テレビ　　言う　CAUS　知る　COMP　飛行機　　何幽来る　から　どこ

　　　　weelaa－day．

　　　　時間・どの
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　　　　正面にはテレビがあってどの飛行機が何時にどこから来るのかを教えてくれる。

8．目的構文／phdia・hAylと日本語の「ように」「ために」節

　／hay／は目的節のうち、努力目標の目的節において併用され、日本語の「（ない）ように」

節に相当し、〈phdia（may）hay　V．〉の構文をなす2）。

　　（56）karunaa　c50t－1）anth丘k　way　phtUa　m合y　h合y　lurulm

　　　　ください　メモする　　　ておく　ために　NEG　CAUS　忘れる

　　　　忘れないようにメモをしてください。

　（57）chtin　kさp－？oom　Ogn　ph由a　h合y　lauk　day　rian　mahtiawitthayaalay．

　　　　PRO貯金する　　金　ために　CAUS　子供　［可］習う　大学

　　　　子供が大学まで行けるように私は貯金をしました。

　　（58）tham　baay　n合a　r査an　h合y　yby－yay，　phdia　hay　khon　khaw　raan　maak－maak．

　　　　作る　看板　前　店　　CAUS大きい　　　ために　CAUS　人　　入る　店　　沢山

　　　　人が沢山入るように店の看板を大きくした。

　　（59）say　wentaa　phdia　hay　　hen　　chat－chat．

　　　　かける　眼鏡　　　ために　CAUS　見える　はっきり

　　　　よく見えるように、眼鏡をかけました。

可能目的の場合、文末に／day／をともなう義務がある。

　　（60）phayayaam　tham　kaan－baan　khanci　yaaO　sa？m5m－sa？m50　phUla　hay　？aan

　　　　努力する　　　する　　宿題　　　　漢字　　ように　いつも　　　　　　ために　CAUS読む

　　　　khanci　day．

　　　　漢字　　［可］

　　　　漢字が読めるように、漢字の宿題をちゃんとしています。

　　（61）ch5n　niap－ruam　Oon－th血n　ph由a　h合y　ph血an　k50－t合0　boorisat　day．

　　　　PRO　集める　　　　資金　　　　ために　CAUS　友達　　起こす　会社　　［可］

　　　　友達が会社を作れるようにG作るように）資金を集めた。

　　（62）nay　baaO－khr勾　ph血a　m合y　hay　ph6u－tmn　siacay　k60　t60　phfiut　koolik　baaO．

　　　　中　あるとき　　　ために　NEG　CAUS　他人　　　哀しむ　も　義務　話す　嘘　幾らか

　　　　時には人を悲しませないために嘘をつく。

　　（63）m50　1）aaO　khon　yaO　kh6n－khwaa　kiaw－kap　r60k－phay　khay℃ep　thaaη一wi？thii

　　　　医者　ある　人　　まだ　研究する　　　に関する　疾病　　　　　　　　　方法

　　　　p60－kan　lξ？raks5a　phdia　hay　th6k・khon　pen－sOk．

　　　　予防する　と　維持する　為に　CAUS　各人　　幸せになる

　　　　医者のなかには予防法や治療法にっいて皆が幸せになるように疾病の研究に携わ

　　　　っている人もいる。
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一方、意志的な行為をもとに目的が指向される場合は／ph血a　th五℃a＿day／であらわされる。

　　（64）kamlalj　kさp　Uon　ph由a　thii　ca　stm　b2an．

　　　ている　貯める　お金　ために　REL　FUT買う　家

　　　家を買うために、お金を貯めている。

　（65）phu竈a　thii　ca　kh合w　mah5awitthayaalay　looy七鈎cay　rian　yaaO－temthii．

　　　　ために　REL　FUT　入る　大学　　　　　　それで　つもりだ　習う　一生懸命に

　　　大学に入るために、一生懸命勉強している。

　（66）yaaO　thri　ph60－m§ε　copcay　m合y　h合y　khaw　rooO亘an　ph命a　thii　ca　hay

　　　　場合　REL　両親　　　わざと　NEG－CAUS　PRO　入る　学校　ために　REL　FUT　CAUS

　　　　thamOaan　k50　mi　m前an　kan　na．

　　　　　働く　　　　も　ある　同じく　互いに　［終］

　　　仕事をさせるために、父親や母親がわざと行かせない場合がある。

日本語の目的節「ために」には一般に／ph面a　thii　caノ，「ように」には上記のように／ph血a　hay

（…d2y）／が対応する傾向がある。これは教学上、指摘しておくべきことであろう。なお、

「忘れないために」「上手になるために」など、日本語では意志をともなう場合も「忘れな

いように」「上手になるように」のように「ように」節でもあらわれるが、タイ語では／h合y／

の機能がこれにあずかっている。

　なお、次のように／nξ？nam　hay／以下が「ように」目的に準ずるようなケースもある。次

は直訳すれば「電車に乗っていくように勧めたい」の意味である。

　（67）thaa　ca　pay　Sa？yaamsakhwεε1a－k60　nξ？nam　hay　pay　khdin　r6tfayi5a　pay．

　　　もし　FUT行く　地名　　　　　　　　なら　　紹介する　CAUS　行く　乗る　電車　　　行く

　　　サイアムまで行くのなら、電車で行くのを勧めたい。（電車で行くように）

さらに、目的の意味をあらわすのに、時間関係「までに」が／hay1を用いて表わされること

がある。この1hay／は前置詞の／con1「まで」にほぼ置き換えが可能である。すなわち、「山田

さんが帰って来るまで待って」というニュアンスを表している。

　（68）roo　hay　khun・Yamada　k　lap　maa　k50n　k60　day．

　　　待つ　CAUS　山田さん　　　　帰る　来る　先に　も　［可］

　　　山田さんが帰って来るのを待って一緒に食べてもいい。

　次のような例（いずれも諺）も目的を表す！hay／の用法といえるだろう。

　（69）rak　wua　hay　phtiuk，　rak　IGuk　hay　tii

　　　愛する　牛　CAUS　繋ぐ　　愛する　子　CAUS　叩く

　　　牛を愛するなら繋ぎなさい。子を愛するなら叩きなさい。

　（70）naam　kh500　hay　riip　tak．
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水　　上昇する　CAUS　急ぐ　汲む

チャンスが来たら急いでっかめ。

「繋いでおくように「急いで汲むように」という、目的を見込んだ言い方になっている。

次例も／ph血a／が介在しないが、「幸せになるよ乏．に祝う」という目的を含意している。

　（71）pen　phi？thli　？uayphoon　hay　khuI田　b査ao－s5ao　mli－khwaamsUk　kha．

　　　COPU儀式　　祝う　　　　CAUSカップル　新郎新婦　　幸せな　　　　　　FPP

　　　花嫁と花婿の幸せを祝う儀式です。

9．想定使役と不随意（感情）使役一1thamhAy／の用法一

　タイ語の使役動詞には／h合y1のほかに／thamhay／がある3）。語彙的な構造からみれば、まず

／thamhay／は「服が乾く」に対して「服を乾かす」の関係を表すように自動詞の他動詞化に

あらわれる。元来、自他の対立をもたないタイ語の動詞では次のような現象が起きる。「そ

のようにせしめる」という意図的性格から、「想定使役」と称することにしたい。

　（72）？tin　　温まる　（自動詞）　　⇒　thamhay　？tin　　温める（他動詞）

　　　　t6k　　落ちる　（自動詞）　　⇒　thamhay　tδk　落とす（他動詞）

　　　　hEεp　　乾く　　　（自動詞）　　→　thamh合y　h9ε0　乾かす（他動詞）

　　　　haay　無くなる（自動詞）　　→　thamhay　h5ay　無くす（他動詞）

　　　　t△kcay驚く　　（自動詞）　　⇒　thamhay　tOkcay驚かす（他動詞）　……

1thamhay1は〈XthamhayY動詞〉の形式であらわされる。この場合は表面上、働きかけ

は強制的であり、意図的であるが、非意図的な行為のケースもある。

（73）ph50　thamhay　16uk　yOt　roo頭an．

　　父親　CAUS　　　子供　休む　学校

　　父親は子供に学校を休ませた。

（74）karunaa　yaa　thamhay　？aacaan　kr△ot

　　ください　禁止　CAUS　　先生　　怒る

　　先生を怒らせないでください。

／hay／は「XがYに～させる」という使役の意味を表し、　Xは人間が原則。物や動物は主語

にならないが、一方、／thamhay／は「XがYを～になるようにする」という働きかけ、影響

を及ぼす意味になる。したがって、次のように主語（主体）は人間に限らない。

（75）khr血aO－pr岨nii　thamhay　？aahaan　ar5y．

　　調味料　　　　　この　CAUS　　料理　　　美味しい

　　この調味料は料理を美味しくする。？？美味しくさせる。

（76）r命aO－nii七hamhay　kh五w　r600hay
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　　　話一この　　CAUS　　PRO　泣く

　　　この話は彼を泣かせた。

（76）のような例は日本語では翻訳調だが、タイ語では自然な表現として許容され、Xの発

動する行為は多くがYが感情をあらわす場合に限られる傾向がある。感情動詞としては

／t△kcay1（驚く），Aambdak1（困る），／siacay／（悲しむ），／r5。Ohay／（泣く），／dii－cay1（喜

ぶ），1phit℃ay／（失望する）などや／sUay／「綺麗」などの形容詞である。（77）のように／day／

をともない、「大いに興奮させることが出来た」のように発生、達成の強調を表すこともあ

る。また場面によっては与格名詞「私たちを」がタイ語では省略されることも多い。

　（77）khun－Nakayama　thamhay　Yukiko　r600hay．

　　　中山さん　　　　　　CAUS　　雪子　　泣く

　　　中山さんは雪子さんを泣かせた。

　（78）phfiak・y五ptm　k60　thamhay　t血lm－ten　d合y　maak，

　　　しかし　日本人達　も　CAUS　　興奮する　　［可］大変

　　　日本兵は私たちを大いに興奮さ童た。（スワンニー・スコンター「帰らぬあの日」）

　（79）naan・naan－khraO　k50　yiak　ca　thamhay　ph50－m§ε　diicay　baaO．

　　　　たまには　　　　　　も　願］　FUT　CAUS　　　両親　　　嬉しい　幾らか

　　　たまには親を喜ばせたい。

　（80）samay－nli　m亘kaan　klきεO　kan　b合aO　thamhay　l）aat－cさp　baaO　yttu　b5y－b5y．

　　　現代　　　ある　こと　虐める　互いに　たり　CAUS　　怪我する　たり　いる　しばしば

　　　今ではいじめたり怪我をさせたりすることもある。

　（81）ph五一s前a　1ξ？d50kmaay　thamhay　l60k　s哲ay－Oaam．

　　　　蝶　　　　と　花　　　　　CAUS　　世界　美しい

　　　蝶や花は世界を鐘麗にするρ

　（82）dek－dek　ch50p　yξε　　h合y　man　kr△ot．

　　　子供たち　好き　からかう　CAUS　PRO　怒る

　　　子どもたちはからかって怒らせるのが好きだ。

　（83）ph6m　ca　thamh6y　kh5w　mli－khwaam・sUk．

　　　PRO　FUT　CAUS　PRO　ある　幸せな

　　　私は彼女を幸せにします。（W私は彼女を幸せにさせる）

　（84）prathaan　boorisat　khon　patcuban　day　thamhay　caroon　khdm．

　　　社長　　　　会社　　　人　　現在　　　　PAST　CAUS　　発展する　なる

　　　今の社長が（会社を）発展させた。

　（85）1）aaη・khon　aw　r6up　16uk－mia　maa　hay　duu　1ξ？1）aaO－khon　b50k　waa

　　　ある人　　　持つ　写真　妻子　　　来る　CAUS見る　と　ある人　　　言う　COMP

　　　ch511　thamhay　kh5w　khit－th面016uk　maak．
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　　　PRO　CAUS　　　PRO　懐かしがる　子　　大変

　　　妻子の写真を持って来て見せてくれる人もいれば、また、私を見ると自分の子ども

　　　を思い出すという人もいた。（スワンニー・スコンター「帰らぬあの日」）

（85）では日本語では複文で表しているが、直訳は「私が子どもを大変思虹出査せ．る」という

意味になっている。使役禁止文は＜yaa　thamhay人Vp＞の形式をとるのがふつうである。

　（86karunaa　yaa　thamhay　？aacaan　kr△ot．

　　　慈悲　　　　禁止　CAUS　　　先生　　　怒る

　　　先生を怒らせないでください。

　（87）karunaa　yaa　thamhay　th皿一khon　tδkcay

　　　　慈悲　　　　禁止　CAUS　　各人　　　　　驚く

　　　皆をびっくりさせないでください。

主体が文そのものの事態が代行し、結果を招来するような場合が少なくない。一種の因果

関係であり、日本語では〈S1してS2させる〉のような意味を表す。

　（88）phfichaay　s50ptδk　thamhay　ph50－m9ε　siacay

　　　　兄　　　　試験に落ちる　CAUS　　　両親　　　悲しむ

　　　兄が試験に落ちたことが両親を悲しませた。（兄が試験に落ちて両親が悲しんだ）

　（89）kh5w　mak℃a　ph6u七r由aO　tal6k－ta1△k　thamhay　ph由an－ph由an　h口ar6？．

　　　PRO　しがちだ　話す　　　話　おかしい　　　CAUS　友達　　　　　　　笑う

　　　彼はいつもおかしいことを言って友達を笑わせる。

　（90）maa　chaa　rian　s巨ay　pen・pracam　thamh合y　aacaan　phit－w50．

　　　　来る　遅い　習う　遅い　いつも　　　　CAUS　　先生　　　失望する

　　　よく授業に遅刻して、先生をがっかりさせている。

抽象名詞の場合は、たとえば（91）「転職をすれば」のような主格は条件をも表わす。

　（91）kaan　plian　Oaan　thamhay　kさot　phaapph6t　nay　thaaO　lη6p　rεεO　maak．

　　　　こと　変える　仕事　CAUS　　起こす　印象　　　　中　　消す　強い　大変

　　　転職にはマイナスのイメージが強い。（；マイナスのイメージを強くさせる）

　（92）kh50　kh50p－khun　phUu　mli　Uppakaarakhun　th6k－than　thii　ch6ay　kan　thamhay

　　　　乞う　感謝する　　　　人　　ある　善意　　　　　　　　各位　　　関係　手伝う　互いに　CAUS

　　　160k　n合a－y血u　khdin．（タイ、セブンイレブンの広告）

　　　世界　住みよい　なる

　　　世界を住みよくするのに協力して下さっている皆様の善意に感謝いたします。

　（93）than6n　k60　raksaa　yaak　khttm　phr6？m五khon　ch60p　th句kh50010可

　　　道路　　　も　維持する　難しい　なる　から　ある　人　好きな　捨てる　物　落ちる
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　　　thamhay　than6n　s6kkapr△k　m合y　naa－duu．

　　　CAUS　　　道路　　　汚ない　　　NEG綺麗な

　　　道路も維持しにくくなっている。物を捨てたがる人がいて道路を汚くし、醜くして

　　　　いるからだ。

しばしば条件文を受けて、／thamhay／が用いられることがある。

　（94）thaa　taak　f6n　k60　ca　thamh合y　pen　wat　day

　　　　もし　乾く　雨　　も　FUT　CAUS　なる　風邪　得る

　　　雨が降らずに乾燥すると、風邪を引くことになる。

　（95）th合a　th6k－khon　may　thin　kh500　loη　bon　than6n，　ca　thamhay　baan・muraO　sa？aat．

　　　　もし　各人　　　　NEG　捨てる　物　落ちる　上　道路　FUT　CAUS　　都市　　　　清潔な

　　　もし道路に物を捨てなければ、都市はきれいになる。

　（96）yaa　th句kradaat　1ξ？bay－tooO　rdn］u　th食p－phlbatsatik　loO　bon　phd㎞n

　　　　禁止　捨てる　紙　　と　髪袋　　　　か　ビニール袋　　　　落ちる　上　床

　　　ca　thamhay　rooη一n勾s6kkapr6k．

　　　FUT　CAUS　　映画館　　汚ない

　　　映画館を？．e”〈．．す亙．．（汚す〕．．．ような紙や紙袋、ビニールを床に捨ててはいけない。

　（97）fbn　t6k　thamhay　r6t七it　sa？m50．

　　　　雨　降る　CAUS　　車　混む　いっも

　　　雨が降るといつも車が混む。

　／hay／に対して／thamhay／は「YになるようにXする」という、ある種の目的設定があって、

それに適合、適応させるような、いわば「軌道」に沿った使役行為、現象を表す。従って、

「上司は私をタイに行かせた」のような場合はth2y1を用いるのが自然で、1thamhay／は非文

に近いものとなる。

　（98）？？h通a－n合aph6m　thamh合y　ph6m　pay　thii　mulaO－thay．

　　　　上司　　　PRO　CAUS　　　PRO　行く　で　タイ

　　　　→　hUa－naa　ph6m　h合y　ph6m　pay　thti　m田aO－thay．

　　　　　　上司　　　PRO　CAUS　PRO　　行く　で　　タイ

　　　上司は私をタイに行かせた。（？？行かせるようにした）

　（99）ph6m　thamhay　kh益w　mli－ch㊥u－slaO．

　　　　PRO　　CAUS　　　PRO　有名な

　　　　私は彼を有名にした。＃有名にさせた。？？有名になるようにした

（100）prathaan　boorisat　khon　patcu？pan　day　thamhay　caroon　khdm．

　　　　代表　　　　会社　　　人　　現在　　　　　得る　CAUS　　発展する　なる

　　　　今の社長が大きくした。（大きくなるようにした）
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なお1tham1と1hay／が遊離現象を起こすことがあるが、これは広義には／tham1動詞句と1hay／

動詞句との連続的な表現と見なされる。後半は二次的な結果事態である。

（101）kh5w　n合O　tham　kha？n6m　hay　been．

　　　PRO　坐る　する　　お菓子　　CAUS　つぶれる

　　　彼はお菓子の上に座ってつぶした。

（102）tham　h6g　hay　sa？aat．

　　　する　部屋　CAUS　清潔な

　　　この部屋をきれいにする。

／thamhay1には接続成分として、原因理由を前件であらわし、後件に結果事態を導く用法が

ある。この現象については次章で詳しく考察する。

（103）khwaam－pra？m合at　thamhay　kらot　ubatti？hee七khr勾yay

　　　不注意　　　　　　　　CAUS　生じる　事故　　　　回　大きい

　　　不注意が大事故を引き起こすこともある。

　　　（→不注意足よ．2二⊆大事故が起こることもある）

（104）hima？七δk　nえk　thamh合y　r6七fごy　maa　chaa．

　　　雪　降る　ひどい　させる　汽車　遅い

　　　大雪が汽車を遅れさせた。（→大雪のために汽車が遅れた）

10．使役受身と／hfiy／，1thamhSylの用法

　使役と使役受身の関係はおよそ（105），（106）のような例文で示される。

（105）m§ε　hay　ch5n　tham　khwaam－sa？aat　h6η．

　　　母　　CAUS　PRO　する　　清潔な　　　　　　部屋

　　　母は私に部屋を掃除させました。

（106）ch益n七hduk　m£ε　h2y　tham　khwaam－sa？aat　h611．

　　　PRO　PASS　　母　CAUSする　　　清潔な　　　　　　部屋

　　　私は母に部屋を掃除させられました。

（107）　mia　hay　ph6m　s血u　w£εn　phεε0－phεεO　h合y

　　　　家内　CAUS　　PRO　買う　指輪　高い　　　　　あげる

（108）　ph6m　thUuk　phanrayaa　kh50　hay　szim　w§εn　phεε0－phεε0　hay．

　　　　PRO　PASS　妻　　　　　乞う　CAUS買う　指輪　高価な　　　あげる

（105）が使役で、（106）がその使役受身となる。すなわち、タイ語では語順から受身使役とい

う構造による〈七hduk相手h盆y動詞〉「（相手に）Vさせられる」であらわされる。

　たとえば、「私は家内に高い指輪を買わされました」という日本語は、（107）、（108）のタ

イ語訳が可能である。（108）は使役のみ、（109）は受身の助動詞1七hUuk／と使役の複合助動詞
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／kh50－h合y／を組み合わせた言い方になっている。複数のインフォーマントによれば（107）のほ

うがやや一方的に、（108）のほうが「乞う」という行為を内包して互いに了解のもとで、と

いうニュアンスが出ているという。日本語では同じ「買わされる」でも、プロセスに違い

が出るということがタイ語では統語的な異同であらわされる。

　／hay1の代わりに！thamh合y1を用いる場合もあるが、この場合は強制使役である。

（109）chtin　mik・ca　thUuk　phdian　thamhay　roo．

　　　PRO　がちだ　PASS　友達　　　CAUS　　待つ

　　　私はいつも友人に待たされます。

さらに、1h合y／の代わりにノkh50－h合y1を用いる場合もあるが、この場合は懇願的行為をともな

う使役（〈S1してS2させられる〉）である。

（110）ch5n　thUuk　phtUan　kh50－hay　liaO　aah5an．

　　　PRO　PASS　友達　　　乞う一CAUS奢る　食事

　　　私は友達に食事を奢らされました。

使役受身は次のように、「仕方なく」「やむを得ず」という不可避的な事態が大部分である。

（111）khun　th立uk　hay　thamOaan　16aO　weelaa　th丘k・wan　khoO　y9ε　1a　　si　　khr査p．

　　　PRO　PASS　CAUS　働く　　　　超える　時間　毎日　　　　だろう　大変　強調　終　　MPP

　　　毎日残業させられて大変でしょう。

（112）th勾thaO・七hii　r600　phleep　may　kh6y　keη，　tきε　k60　thUuk　hay　r600　phleeO

　　　　にも拘らず　　　歌う　歌　　　NEGあまり上手　が　　も　PASS　CAUS　歌う　歌

　　　　tうo　　naa　khon－？d㎞n．

　　　　対して　前　　他人

　　　歌が下手なのに、皆の前で麩ねされてしまいました。

感情動詞の場合は／thUuk　hay／の代わりに／thUuk七hamhay／を用いる。

（113）aan　nawaniyaay　lem－nii　lξεw　chan　th血uk　thamhay　khit　aray－aray　laay－yaaO．

　　　読む　小説　　　　　冊この　PERF　PRO　PASS　CAUS　　考える　何々　　　色々

　　　この小説を読んでいろいろ考えさせられました。

11．一般例から見た使役と授受の関係性

　ここではノhay／が「使役」という束縛を越えて、恩恵の授受をあらわす表現を確認する4）。

対人関係の上位、すなわち身分、職位などによる差異が明らかに見られ、かつ何らかのほ

どこしを目論む場合は、授受の意味が前面に押し出される。例えば、「私」と「部下」の関

係において、職務上、遂行が義務付けられる場合は、「作らせる」でよいが、ある種の困難

をともない、遂行がなされる場合は、「作ってもらう」ことになる。ただし、後者を強調し
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たい場合は／hay／の位置も文末に後置され、統語上も大きな違いを呈することになる。

（114）hay　lfiukn600　tham　？さekkastian．

　　　CAUS　部下　　　　作る　　書類

　　　：部下に書類を作らせます。

（115）1tiukn600　tham　？eekkastian　hay．

　　　部下　　　　作る　　書類　　　　　あげる

　　　：部下が書類を作ってくれます。⇔部下に書類を作ってもらいます。

以下の例でも、経済的、依願的な行為など何らかの代償を支払って、行為が達成される様

子が示唆されている。構文的特徴としては、「～場合がある」などの例示表現である。

（116）yaO　mii　khruu　pay　s50n　hay　thtUp　baan　k60　mli　d6ay　n白．

　　　まだ　ある　先生　　行く　教える　CAUS　まで　家　　も　ある　一緒に　［終］

　　　おまけに家庭教師まで付け．K．も．ら2．たりしている子どももいる。

（117）k60　1ξεw　tSε一la　khon　tきε　khit　waa　thii　hay　khon　r5p　ch6y　rdnu

　　　も　次第だ　につき　人　　だけ　考える　と　関係　CAUS人　　　受ける　使う　か

　　　yaat　chtiay　duulεε　　hay　k50　mli　m含ak　na．

　　　親戚　手伝う　面倒を見る　CAUSも　ある　沢山　［終］

　　　人に拠るけど、お手伝いさんや親類の人に面倒を見てもらっている場合が多い。

（118）mii　n60y　raay　thii　ca　hay　khun・yaa　khun・yaay　duu1εε　h良y．

　　　　ある　少し　場合REL　FUT　CAUSおばあさん　　　　　　　面倒を見る　あげる

　　　おばあさんに面倒を見○）．ら2．たりすることも少ない。

（119）raw　kδo　ca　wξ？　h合y　chaaO　thii　n合ηy直u　khaaO　than6n　s60m　hay　　d合y

　　　PROも　FUT　寄る　CAUS職人　REL　坐る　いるそば　道路　　修理する　あげる　出来る

　　　nay　raakhaa　th加k　1ξ？rew　thancay

　　　中　　価格　　　安い　　と　速い　間に合う

　　　私たちは道端に坐っている職人に立ち寄って安い料金で、しかも早く修理してもら

　　　．える。

　次は日本語では「くれる」に相当する言い方になっている。

（120）Aakira　len　pianoo　hay　　chtin　faη．

　　　　アキラ　弾く　ピアノ　あげる　私　　聞く

　　　アキラは私に（私のために）ピアノを弾いてくれた。

「ピアノを弾いて私に聞かせた」のような構造になっている。

（121）thaa　ph6n　kaan－rian　yeε　kh5w　k60　may　hay　c6p　　　may　chay　r輌？

　　　もし　成績　勉強　　　　大変　彼　　も　NEG　cAus卒業する　NEG　そう　Q
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　　　成績が悪かったら、卒業させてくれないじゃないの？

次は、法令、あるいは規則によって事態が遂行される状況を示す。

（122）th6k－khon　taaO　　mli　sUan　chtiay－1山a　rooOphayaabaan　th60・nan　thamhay　m50

　　　各人　　　　それぞれ　ある　部分　協力する　　病院　　　　　　　だけ　　　　CAUS　　医者

　　　phayaabaan　mli　weelaa　trUat　raks貢a　c嵐ay　yaa　1ξ？　hay　kham－nξ？nam　khon－khay　1£？

　　　看護婦　　　　ある　時間　　調べる　維持する　渡す　薬　　あげる　助言　　　　　患者　　　　と

　　　chiit－yaa　p60－kan　rδok－ra？baat．

　　　注射する　予防する　伝染病

　　　各人がそれぞれ病院を手伝って、医者や看護婦が診察の時間をもつようにして、治

　　　療したり投薬したり、患者にアドバイスをしたり伝染病の予防注射をし．r－－K．．れ．6一よ

　　　うにする。

（123）ph6u－dooys5an七hUk－khon　thti　maa　cbak　taaO－pratheet　ca　七60　phaan　h6p

　　　乗客　　　　　　　　各人　　　　　REL　来る　から　外国　　　　　　　FUT　［義］通る　　部屋

　　　daaO　suヨlakaakon　hay　cawnfiathTi　trttat　n51jsdnu－doonthaaO．

　　　側　　税関　　　　　　CAUS　係員　　　　　調べる　旅券

　　旅行者はそれぞれ外国から帰ってくると、税関を通り、係員に旅券を調べてもらう必

　　　要がある。

12．個別例から見た使役と授受の関係性

　本節ではある統語的特徴によって使役と授受関係の相互交渉を観察、使用頻度の高いも

のを（1）から⑨まで複数例取り上げ、用例とともに記述する。

（1）結果事態の自然的、強制的招来

　結果構文の類型として日本語の「XをYにする／くする」に対応する言い方でタイ語で

は〈Vp＋hay／pen＋N／Adj＞の形式をとる。（128）は動詞連続の構造を成し、直訳では「柵

を作って空地にした」という意味を表す5）。

（124）khian　tua－n50s㎞hay　yay

　　　　書く　文字　　　　　CAUS　大きい

　　　字を大きく書く（字を書いて大きくする）

（125）tham　h61j　hay　Op？心n．

　　　する　部屋　CAUS　暖かい

　　　部屋を暖かくする。

（126）ph6m　yaak　h合y　16uk　pen　m50　r血u　pen　khruu．

　　　PRO　［願］CAUS子供　なる　医者　か　COPU　教師

　　　私は子どもを医者か教師にしたい。

（127）maa　r白ks5a　baan－mulaO　hay　sa？aat　kan　七h5？．
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　　　来る　保護する　街　　　　　CAUS清潔な　互いに　よう

　　　街をきれいにしましょう。（標語）

（128）phdia　kan　phak－t6pchawaa　ph50　cuuO　tham　may－kan　hay　pen　thii－wAaO．

　　　為に　防ぐ　ほてい葵　　　　　　父　　それで　作る　柵　　　　　　　CAUSなる　空地

　　　父は、ほていあおいの繁茂を防ぐ柵を作り、空地を確保した。（空地にした）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スワンニー・スコンター「帰らぬあの目」）

②謙譲使役／khso／「させてもらう」

　文頭にkh50を置き、動詞を続けると、「させていただく」という謙譲的な使役を表す。

（129）khま）sadεεO　khwaam－khit－hen　kiaw・kap　r血aO－nli　na　khr6p．

　　　　乞う　述べる　意見　　　　　　　　　に関する　　話この　　　［終］MPP

　　　これについて、意見を述べ．さ意て込た一だき．ま．す。

（130）kh50　chay　thoorasap　thii－nii　nboy　may　khrap？

　　　乞う　使う　電話　　　　ここ　　少々　　Q　MPP

　　　この電話を使わ量て」△た．だけますでしょうか。

（131）wannii　pUat－siisa？　kh50　klap　rew　day　may　khrap？

　　　今日　　頭痛する　　　乞う　帰る　早く　できる　［終］MPP

　　　今日、頭が痛いので、早く帰ら一Sて．Y．こ左だ．けま．す．か。

／karunaa－hay／，／chaay－hay／は「させてください」という申し出表現である。話者主体の強

い意志をあらわす。副詞／h合y－d合y1（「是非」）をともなうことが多い。

（132）Oaan・nii　karunaa　hay　ph6m　tham（hay・day）thさ？　na　khrap．

　　　　仕事この　慈悲　　　CAUS私　　する　ぜひ　しよう　［終］MPP

　　　この仕事をぜひ私にやらせてください。

（133）kaan－doonthaaη　pay－thiaw　nay　khrap・nii　karunaa　hay　dich5n　pay　d6ay　na　kha．

　　　旅行　　　　　　　　　　　　　　　の　近回　　　　慈悲　　　CAUS　PRO　一緒に　［終］［周］REL

　　　今回の旅行には、私にも行かせエ．≦．．ださぶ。

（134）baan　phtUan　yttu　Phatthayaa　raw　kh50　pay　phak　thii　b合an　khaw　kan．

　　　　家　　友達　　ある　パタヤ　　　PRO　乞う　行く　泊る　で　家　　互いに

　　　友達の家がパタヤにあるので、そこに泊めてもらうことになっている。

（135）phriig－nii　kh501aa　yi）tt　n6　kha．

　　　　明日　　　乞う　休む　［終］丁寧辞

　　　明日、休ませて下さい。

（136）kh50　chay　thoorasap　n50y　day　m5y　khrap？

　　　　乞う　使う　電話少し　できる　かMPP

　　　電話をかけさせて（使わせて）くれませんか。
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③懇願使役ノkh50－hay1「してもらう」「させてもらう」

　／kh50－hayノも文頭に置いて、「させてください」という懇願をあらわす。

（137）wan－nii　kh50－hay　ph6m　pen　khon　caay　thら？　khrap．

　　　　今日　　　乞う一CAUS　PRO　COPU人　払う　しよう　丁寧辞

　　　今日のところは僕に払わせてください。

（138）kh50－hay　khun　Aar五laa　y血t　Oaan　n6　khr知．

　　　　乞う・CAUSアーリーさん　休む　仕事　［終］MPP

　　　アーリーさんを休ませて（やって）ください。

「休ませてください」は話者自身に対する受益を期待しての申し出だが、「休ませてやって

ください」は第三者への受益を期待しての申し出である。

（139）mii　kaan　s611　naam　phra？phuttharaup　phtUa　kh50－h合y　yOu　yen　pen－st［k　d血ay

　　　ある　事　　かける　水　仏像　　　　　　　　　為に　乞一CAUS　いる　平穏　幸福な　ともに

　　　幸運を願って、仏像にも水をかける。

（140）1fiuk　kh50・hay　ph50－m§ε　phaa　pay　thiaw　b5y－b50y．

　　　子供　乞うCAUS両親　連れる　行く　遊ぶ　しばしば

　　　子どもは両親に遊びに連れて行ってくれるようにいつもせがむ。

　（141）kh5w　kh50－hay　dichan　r600　phleeO　thay　hay　faO．

　　　　彼　　乞う一CAUS私　　歌う　歌　　タイ　CAUS　聞く

　　　彼は私にタイの歌を歌って聞かせるようにせがむ。

　（142）ch≡血（kh50）h合y　ph命an　chfiay　thaay　niup　hay．

　　　　私　（乞う）CAUS友達　手伝う　写す　写真　あげる

　　　私は友達に写真を撮ってもらった。

次の例は、定型的な／kh5。　phiao－t己hay1というフレーズをなし、「～さえ～ればいい」とい

う懇願的な希求を表す。

　（143）khon　thii　hen　w合a　ph6n　kaan－rian　ca　pen　yappay　k60

　　　　人　COMP　見える　結果　勉強　FUT　COPUいかに　も

　　　chaa可　kh50　phiaO－tきε　h合y　k60　mii　maak　nii－naa．

　　　　何と　　乞う　だけ　　あげる　も　ある　沢山　終助詞

　　　どんな成績でも卒業さえ、できれ．ばぶ㌦という人も多い。

（4）使役禁止／yaa　h合y／

　禁止・制止表現「させないでください」は／yaa　h合y1を文頭に用いる。

　（144）yaa　hay　ph6m　tδO　ph6ut　r6這町nan　caak　paak　kh500　ph6m　looy

　　　　～な　CAUS　私　［義務］話す　話一その　から　口　の　私　語気詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一162一



第1章　タイ語の使役・授受動詞／hay1の多機能的な意味

　　　：僕の口から言わせないでください。

（145）yaa　hay　khtiw　say　phrik　maak　na．

　　　～な　CAUS入れる　唐辛子　沢山　終助詞

　　　：彼にたくさん唐辛子を入れないように。Cf入れさせないように

（5）許可使役tanfi？yAat　hAy／，容認使役lyoom　hAy／，強制使役／banldhip・hAy／

　許可の意味を表したいときは、ノhay1の前に動詞／anU？y合a七／「許す」を置いて表わされる。

また、容認の意味を表したいときは、同じように1h合y／の前に動詞1yoom／「認める」を置い

て表わされる。

（146）ph60－m§ε（an6？y合at）h合y　ch互n　pay　taaO－pratheet　khon－diaw

　　　　両親　　　（許す）　　　CAUS　PRO　行く　外国　　　　　　　一人で

　　　両親は私に一人で外国へ行かせてくれました。

（147）ph60・meε　may－yoom／may－anU？yaat　－hay　chin　liap　sU？nat．

　　　両親　　　　NEG・認める1NEG－一許す　　　　CAUS　PRO　飼う　犬

　　　両親は犬を飼わせてくれませんでした。

（148）ph60－mεε1aml）aak（s60－sia）hay　chtin　day　pay　rian　con・七hdip

　　　両親　　　　困る　　　（犠牲にする）CAUS　PRO　得る　行く　習う　まで

　　　chan　mahaawitthayaalay

　　　　階　　大学

　　　両親は苦労して私を大学まで行かせてくれました。

（149）ch5n（anU？y合at）h合y　lfiuk　len　keem　th五　ch50p．

　　　PRO　（許す）　　CAUS　子ども　遊ぶ　ゲーム　REL　好き

　　　私は子供に好きなだけゲームをさせた。

1yoom－hay／は「～させるのを認める」という使役許可をあらわす。1y。。ln／は「認める」「承

諾する」という意味の動詞である。

（150）ph60　yoom－hay　ph6m　pay　rian　tうo　thii　muraO－n60k．

　　　父　　認め一CAUS　PRO　行く　習う　続ける　で　外国

　　　父は私に留学査童一エ≦．れまL左。（留学させることを許可した）

（151）phδo・m§ε　may　yoom－hay　ch5n　kh6p　kap　khtiw．

　　　　両親　　　NEG認める一CAUS　PRO　付き合う　と　PRO

　　　両親は私に彼と交際をさせてくれない。

強制使役の場合も同じように／hay／の前に動詞／bankh4p1「使いる」、1sa？k△t／「押し留める」

などを置いて表わされる。行為者に抵抗の余地がなく、「ように強いる」、「ようにし向ける」

といった意味を表す。
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（152）khun　bankhap－hay　khtiw　150k　s心up　l）urii　r　u？

　　　PRO　強制する一CAuS　　PRO　辞める　吸う　煙草　Q

　　　あなたは彼が煙草を止めるように強制したのですか。

（153）khwaam－kh呵kh勾kooO－thap　sa？kδt－hay　ch互n　yululn　ta？1ulO　y立u　kan　thii．

　　　厳しさ　　　　　　　　軍隊　　　強いる一CAUS　PRO　立つ　呆然と　いる　互いに　所

　　　軍の厳しさを知る私のもう一つの心は、その場に一指動かず直立しているよう強い

　　　るのだった。（スワンニー・スコンター「帰らぬあの日」）

状況が共有理解の環境であれば、1bankhap1を省略してもよい。

（154）ch5n（bankhap・）hay　16uk　aan　n5psdnu　wan－1a？2ch6amooO　th血k－wan．

　　　PRO　（強制する一）CAUS子供　読む　本　　　　日あたり　2　時間　　　毎日

　　　私は子供を毎日2時間勉強させた。

（6）放任使役／plooy－h2y／「させておく」

　放任の「させておく」はノhay／の前に動詞／p1。。y／「放つ」を置いて表す。

（155）plooy－hay　kh5w　tham　yaaO　thii　kh5w　yaak　tham　tho？、

　　　　放す・CAUS　PRO　する　ように　REL　PRO　［願1　する　しよう

　　　この子には好きなことをさせておきましょう。

（156）paan－nii　plooy・h合y　khun－Taanaaka　cat　kaan　k60　d合y．

　　　仕事一この　放す一CAUS　田中さん　　　　　する　仕事　も　［可］

　　　この仕事は田中さんにまかせておいてよい。

（157）ph60－m§εkδo　day　t£εhay　Oon　yaaO－diaw　1ξεw　plooy・hay　khon－？由mn

　　　　両親　　　も　得るだけあげる　お金　しか　　　PREF　放す一CAUS他人

　　　△p？rom　duulee　l6uk　h毎

　　　躾　　　　世話する　子ども　あげる

　　　子供の躾を人に任せて、お金だけを与えて放任する。

（158）raw　yaa　ph60　p1Uk　plooy－h盒y　　kh亘w　phak　？iik　sak　n50y　th5？．

　　　　PRO　～な　ばかり　起こす　放任する一CAUS　PRO　休む　あと　ばかり　少し　しよう

　　　起こさずにもう少し休ませてあげましょう。

（7）努力や恩義を表す1？titstia　V　erb　hfiylの用法

　副詞1？Utsaal「せっかく」「わざわざ」を用いて、感謝の意味を表す。／h合y1のあとには恩

恵を受ける人物がくる。

（159）s血asaweettoo　tua－nii　？tits5a　thak　hay　ph6m蛸ul？

　　　セーター　　　　CL・この　わざわざ　編む　CAUS　PRO　Q

　　　このセーターはわざわざ私に編んでくれたんですか。
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（160）kh50p－cay　thfi？Utsia　maa　s60　hay　ph6m．

　　　有難う　　　REL　わざわざ　来る　送る　CAUS　PRO

　　　わざわざ私を見送りに来てくれて有難う。

（161）c合wn6athli　sath5anii　r6tfay　tit－t50　cawnaa七hfi　tamrUat　hay　thanthii．

　　　係員　　　　　駅　　　　　　　　　連絡する　係員　　　　警察　　　CAUS　すぐに

　　　駅員はすぐに警察に連絡してくれました。

（8）恩恵の授受を表す＜karunaa　hay　V＞の用法

　日本語の「てくださる」に対応する。次の例では「先生が～てくださった」「京子さんが

～てくださった」のように主体が逆転していることに注意しなけらばならない。対格の人

（／chtin　1「私に」）はしばしば省略されることが多い。

（162）khruu　karunaa　hay（chan）faO　mhan－raaw

　　　先生　　慈悲　　　CAUS（PRO）　聞く話

　　　先生に話を聞かせていただいた。

（163）khun－kiawk6？　karunaa　h合Y（chHn）　kin　yaa．

　　　京子さん　　　　　慈悲　　　CAUS（PRO）　食べる　薬

　　　京子さんに薬を飲ませていただいた。

⑨　その他の／h合ylの用法

　前文を受けて、「と言われても」のような意味、さらに「お持ちします」といった謙譲的

な意味用法がある。1hay／の語用論的用法として位置付けられる。

（164）thaa　ca　hay　y6k　tua－yaaO　la？－k60　y6k　may－m△七　r50k　na

　　　もし　FUT　CAUS挙げる　例　　　　なら　　挙げる　NEG尽くす　全然　［終］

　　　例をあげたらきりがないわね。（例をあげてと言われても…）

（165）hay　chtin　y6k－th血u　kh500　khun　hay　may　khrap？

　　　cAus　PRo　持っ　　　　物　　PRo　　あげる　Q　　MPP

　　　お荷物をお持ちしましょうか。

（166）ca　hay　pay　kii－moolj　dii　kha？

　　　FUT　CAUS　行く何時　　　いい　FPP

　　　何時に伺ったらいいでしょうか。

おわりに

　本研究ではタイ語の使役動詞1hay／を、多機能性、あるいは多義性に注目しながら用例を

中心にそれらの意味用法を検討した。その過程で、使役行為がさまざまな目的意図をはら

みつつ、ある目的、想定された事象を遂行するための手段、途上的な現象によって構成さ

れていることもより明らかにされた。
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　使役構文はある種の意志を媒介とするために、受身表現の使用頻度と比較すれば、言語

の習得においても比較的遅いことが言われている。つまり「させる」という特殊な状況に

置かれることは日常、それほど多いわけではない。その一方で、授受行為という対人関係

を配慮した表現が選択されるが、その使用分布については、さらに人間関係や場面を重視

した、言語データを駆使して分析に努める必要がある。

注

1）『らくらくタイ語文法から会話』（田中寛、国際語学社2005）45頁。

2）タイ語の目的節については、田中（2004）を参照。

3）lthamhay1の使役機能が因果関係のほか、条件、目的節にあらわれやすいことは次節で比較的詳しく論

　じている。

4）thaylの授受的な意味形態についてはシリワン（2008）の研究、／hay1の意味拡張については高橋（2009）な

　どの考察があるが、授受と使役の意味的ネットワークについてはさらなる検討が必要である。

5）様態修飾に意志が介在しない場合は／h合y／をともなう必要はない。

　　khaw　ph加t　rεεo　　pay

　　彼　　話す　きつい　過ぎる

　　彼の言い方はきつすぎる。★khaw　phaut　hay　rεep　pay
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第2章　接続辞のように用いられるタイ語の／thamh合y／について

第皿部　タイ語におけるヴォイスの諸問題〈第2章〉

接続辞のように用いられるタイ語の1thamhay／について

一
「使役」と「因果関係」、「程度・到達」の連続性一

【キーワード】使役　因果関係　条件・帰結　程度・到達　接続辞

1．はじめに

　本章ではタイ語における使役文がしばしば「主格」側からの働きかけという機能によっ

て前件事態を構成し、かつ後件事態の出現、発生を招来、惹起せしめる「起因」的現象を

とりあげ、結果的に見て程度（多くが拘束）の過多を背景にして使役構造が因果関係の意

味構造にシフトされる構文的特徴について観察する。

　議論の前に使役を規定する「態」の本質的な部分について触れておきたい。われわれは

ともすると所与のカテゴリーや概念であるかのように「受身」や「使役」といった「態」

を何ら抵抗もなく受け入れ、最初に「態」ありきのような発想、思考回路で文法現象を切

り取ってしまいがちである。しかしよくよく考えてみるならば、「使役」とは事象や行為の

発生後に便宜的に名付けられたもので、本質のすべてを表しているわけではない。つまり

われわれが「使役」と規定してしまう対象の深奥には、「使役」でも「能動」「受動」でも

ない、「態」本来の姿が存在するという事実である。同様に他動詞、自動詞という範疇も、

「目をつぶる」が意志を介在したものかどうか判断しがたいように、また併用現象も少な

くないことから、きわめて便宜的な命名であることにも注意する必要がある。「使役」の研

究は、まさにこうした意識のギャップを埋め合わせ、看過されてきた「態」の別の姿に新

しい光をあたえていく作業にほかならない。ひとたび「態」と名づけられたが最後、うし

なわれた「態」もまた併存する。したがって、本章でも既成概念を援用するものの、「態」

の認識にはゆるやかな未確定のものも意識して議論することにしたい。「出来」という本質

的な概念をさらに精査するためにも、「使役」の研究は重要である1）。

　そもそも「サセル」とはどのような立場、現象を規定するのだろうか。日本語の使役研

究で顕著な成果をおさめた早津（2016）は使役を「つかいだて」（他者利用）と「みちびき」

（他者誘導）の二つの意味タイプを提起しているが、その背景には前後に因果関係なり条

件、目的なりの恣意的要素が配置されていることを示唆している。その一つとして主体A

が主体Bに「何かをサセル」というとき、主体Aも主体Bも積極的な意志をもたない場合

も当然あるだろうし、結果として「サセラレル」はめになる、つまり「使役受身」といっ

た発生事態は日常でもしばしば観察、実感されるところでもある。気がつけばそういう状

態に置かれている、という移行、移動の招来こそが「態」の本質であるように思われる。
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本節ではこうした事態生起をしばしば「惹起」という概念で考えてみることにする。以下、

タイ語の例をべ一スに再考してみたい。

　タイ語の／thamh合y／は前章であっかった／h合y／が使役と授受を兼務するのに対して、一方

的な使役をあらわす助動詞として用いられる。タイ国学士院国語辞典によれば／tham－？aw1

と併記され、以下のような説明がある。

（1）pen　hさet－h合y

　COPU原pa－CAUS

　　（何か）させる原因となる

　例：　thamhhy　khao　d合y　pay　muralj－nδok

　　　　CAUS　　PRO［可］行く外国　（彼を外国に行かせる）

　　　　七ham－？aw　khao　yam－yεεpay

　　　　する　取るPRO無理に　行く　（彼を無理に行かせる）

短い説明のなかに、1hさet／（「原因」）という説明が見えるのは重要である。

　／thamhay／はもともと使役の助動詞ノh合y／をもとに／kh50－hayl，／yaa－hay／などとともに派生

した形の一っである。したがって、一般にタイ語の「使役」概念についてはタイ人の行動

様式の観察と同時に、言語学的にはこの1hay／の記述検討が最大の関心事となるのだが、こ

こでは使役構文全体のなかでの位置づけとして、むしろ使役という概念が一方で原因理由

をあらわす協働の磁場的環境をになうことに注目し、その結果、新たな事態を招来（惹起）

するという表現形式について考察をすすめる。したがって本章ではもっぱら／thamh合y／の用

法について考察をおこない、一方の／hay1についいては前章にゆずり、補足的に記述するに

とどめる。

2．／thamhAy／の生起する磁場

従来、使役をあらわす助動詞の！thamhay1をめぐっては動詞の階分類をはじめ、もっぱら

ヴォイスの範疇で論じられることが一般であった。その一方で、実際の用法を観察してい

くうちに、また語用論的な用法を含め、前件が／thamhay／に導かれて時間関係や、原因理由

をあらわし、後件にもたらされる結果事態を提示することが少なくない。例えば、次のよ

うな例である。（3）では1thamhay／の前に接続詞Aooy／が共起成分となっている。

（2）ph合ak－？is5an　hEε01ξεO　maak　七hamhay　k50t　panh5a　r由aO

　東北タイ　　　　　乾燥する　　大変　　CAUS　　　起こす　問題　　　話

　kaaI1・tham－maa－haa－kin．

　こど生計をたてる

　イサーンの日照り続きは食糧問題を引き一起三旦ζ。

（3）day　？aan　b6tkhwaam　rdiaO－nli　looy　thamhay　khit　pay　t査aO－taaO－naa・naa．

　得る　読む　記事　　　　　話一この　　CONJ　CAUS　　考える　行く　様々な
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（私は）この記事を読んだことが（私を）様々なことを考えさせた。

それぞれ前件の内容（「イサーンの日照り続き」、「この記事を読んだ」）が、まとまった要

因となって、その内容事態が後件にあらわれる事態を誘発、誘導するといった構造が指摘

されるだろう。っまり前件と後件のあいだには、これまでの情報体験から必然的な意味関

係が予測内包されており、「引き起こす」「っながる」という意義づけがこのような文関係

を形成しているといえる。ただ、前件の構造が（2）の場合は名詞句で、（3）の場合は文の形態

を呈していることに注意する必要がある。したがって、（2）は

（2）’イサーンの日照りが続いた｛ことによって／ことで／ために｝食糧問題が起こった。

のようなパラフレーズが可能になる。つまり日本語では複文構造として認識されるものが、

タイ語では擬似的な複支構造を呈している、ということになる。さらに（3）は

（3）’この記事を読んで、（私は）さまざまなことを考えさせられた。

のように後件事態が使役受身の構造を呈して、結果事態をあらわすと同時に因果関係をも

内包していることがわかる。いずれも、あたかも前件の事態内容が〈主格化〉して、後件

の事態内容を惹起せしめる構造を呈している。こうした現象を、一巣の使役用法から派生

した、接続詞的用法と意味づけるならば、それは従来の使役構文とどのような関係、連続

性をもち、その使用、成立条件は何か、という問題が浮上して来る。またこうした現象は

タイ語のほかにもどのような言語環境において観察されるのか、といった意味的な領域で

の類型論的関心も持たれるところである。以下ではまず使役表現を主務とする／thamhay／の

用法を見たのち、接続機能辞としての用法の特徴、成立要件を考えてみたい。

3．1thamhaylの使役用法について

3．1／thamhaylの語彙的な用法

　まず、／thamhay／の基本的な機能のうち、語彙的な用法を検討する。対応する他動詞が存

在しない自動詞の場合、語彙的な処理として／thamh合y／を用いた一種の複合的な動詞が生成

される。これはタイ語の語構成が一般的にく分析的〉な傾向、特徴をあらわしている。

（4） 〈自動詞〉

？6P

mb？S6m

h£ε9

dii　khfUn

ph6p－kan

温まる

適応する

乾かす

よくなる

会う

（5）a．thamhay　ph60－m§εsiacay

　　CAUS　　　両親　　　　　悲しむ

　＜他動詞＞

thamhay　？6P

thamhay　mO？s6m

thamhay　h§εO

thamhay　dii　kh命n

thamhay　ph6p－kan
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b．thamhay　th丘k－khon皿ii　khwaams亡k

　CAUS　　　各人　　　　ある　幸せ

c．thamhay　kh白w　t6kcay

　CAUS　　　彼　　驚く

：皆を幸せにする

：彼を驚かせる

一般に1hay／の後にくる動詞が「行く、来る、食べる、見る」などの動詞のように当該動作

の実行が主体の意志で決められる随意動詞に限られるが、（5）のように動詞が一般に「怒る」

「悲しむ」「幸せになる」など感情をともなう場合は／thamh合y／を用いる。そのほかの動詞

については、どのような動詞が1thamhay／と共起しやすいかは大量のコーパスによる調査が

必要であるが、ここでは（4）のような不随意動詞の数例（ただし「会う」のような例もある）

を示すにとどめた。

3．2　／thamh2y／の使役構文

　次に統語的な側面から／thamhay／の用法を検討する。一般に日本語の使役表現は前章でも

述べたように、タイ語では／hay／を用いてあらわす。

　（6）ch5n　h合y　n600stiaw　tham　？aahtian．

　　　PRO　CAUS妹　　　　　作る　　料理

　　　私は妹にご飯を作らせる。

「料理を作らせる」「仕事を手伝わせる」など、相手に何等かの行動をし向けさせることを

狙いとする。したがって、何らかの目的遂行の意識が内在している。仕向ける側とし向け

られる側には一定の力関係があり、前章でも述べたように「テモラウ」との互換がしばし

ば行われる。これに対して／thamhay1は品詞そのものに変化を与えて、ある別の状態に変え

るという働きがあり、「悲しませる」「大きくする」といった変化を強制的に及ぼすことか

ら、当然のこととして授受後文「テモラウ」との互換性は見られない。例えば／thamhay／の

あとに目的結果となる事態をあらわす形容詞が後接すると、日本語では「クスル」のよう

な変化を表す動詞表現になる。ちなみに形容詞／mimt1（「暗い」）を「暗くする」のように

他動詞に転成する場合は、／mdnnt／の前に1thamhay／を置いて表すことになる。主語は有生、

無生無生の主語を問わない。例えば（7）の主語は「人」でも「落雷」でもかまわない。

（7）thamhay　hδo　mth田t

　CAUS　　部屋　暗い

　部屋を暗くする

日的語がある場合は［thamhay／目的語／形容詞］の語順となる。

　なお、／七hamh合y／の否定形式は1m合y　thamhay／は殆ど用いられず、通常は／yaa　thamhay／

のような禁止・制止・命令の表現になる。
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　（8）pr60t　thamhay　phさt．

　　　［命］　　CAUS　　　辛い

　　　辛くしてください

　（9）prδot　yba　thamhay　md戚

　　　Please［禁］CAUS　　暗い

　　　暗くしないでください。

品詞の性格、環境を変えるということでは自動詞「発展する」を他動詞「発展させる」に

変える場合も／thamhay／が用いられる。［thamh合y目的語自動詞］の語順となる。

　（10）prathaan－boorisat　khon　patcuban　day　thamhay　boorisat　caroon　kh命n．

　　　社長　　　　　　　　CL　現在の　　　PST　CAUS　　会社　　発展する　なる

　　　今の社長が会社を大きくした。（発展させた）

／thamhay／は中國語で言うところの離合詞の形態を示し、ノtham－／は一般同士で個別的な意味

は内包されない。1tham／の代りに具体的な動作行為を表す場合は、［V1－hay－V2］の構造を呈

する。さらに用例を見てみよう。

　（11）khray　thamhay　h60　sa？aat？

　　　誰　　　CAUS　　部屋　清潔な

　　　誰が部屋をきれいにしたか？

　（12）fεεOthamh合y　ch5n　d血atr60n．

　　　恋人　CAUS　　PRO　困る

　　　恋人は私を困らせた。

　（13）thamhay　sUk－sUk　n50y．

　　　CAUS　　　熟す　　少し

　　　もう少し焼いてください。（火が通るようにしてください）

1tham／は自発動詞・形容詞と結合して、他動詞的な意味を構成することが少なくない。い

わゆる動詞連続文を構成する。この場合、／tham1と1hay／は目的語をはさんで遊離し、1hay／

以下は前項の一次的動作行為によって引き起こされた二次的な結果事態である。

　（14）phom　tham　pratuu　h合y　phaO

　　　PRO　する　　ドア　　CAUS　壊れる

　　　：わたしはドアを（蹴る、などの具体的行為で／意図的に）壊した。

［thamAhayV］の語順で、動作行為が意図して行われた結果、「壊れる」という事態が発生

したという、いわば動詞連続的な構文である。直訳すれば「AがVになるよう一にVした」

という意味を表す。主語には無生物主語が多くあらわれることにも注意したい。
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3．3無生物主語構文と因果関係

　無生物名詞が主語に立ち、人為的に人をある方向、目的に向かわせる言い方がある。一

種の結果達成文として提示されるもので、「人」は第三者、不特定者、話し手を問わない。

　（15）n益ηs血ulem－nii　thamhay　khaw　t合Ocay　ca　pen　m50

　　　本　　　　CL・この　CAUS　　PRO　決心する　FUT　COPU医者

　　　この本旦彼に医者になるように決心させた。

　　　　→この本を読んで、彼は医者になることを決心した。

　（16）khaaw　wan－nii　thamhay　th6k－khon　t6kcay．

　　　ニュース今日　　　CAUS　　各人　　　　驚く

　　　今日のニュース旦皆を驚か些。

　　　　→このニュースを聞いて、皆は驚いた。

　（17）saatsa？n5a　thamh盒y　raw　khit－th血O　khwaam－m5ay　kh500　chiiwit．

　　　　宗教　　　　CAUS　　PRO　思い至る　　意味　　　　　　　の　　人生

　　　宗教旦私たちに生きる意味を考えさせる。

　　　　＝宗教に依って、私たちは生きる意味を考えるようになる。

　（18）kitcakam－nii　thamh2y　khr60pkhrua　khaw　rUay．

　　　　事業一この　　　CAUS　　家族　　　　　　PRO　裕福な

　　　この事業至彼の家族を裕福にした。

　　　　→この事業で彼の家族は裕福になった。

　（19）？aarayatham　thamhay　khon　khon・raw　mii　khwaam－sUk　day　cig　rtim？

　　　　文明　　　　　　CAUs　　　人　　　人一PRO　　持つ幸福　　　　　　［可］　本当　Q

　　　文明旦人を幸せ！91！きるのだろうか。

　　　　⇒文明に依って人は幸せになれるのだろうか。

これらは主体を原因格として新事態をもたらすという意味関係を表す。主体は人の他に一

般名詞、無生物主語や抽象名詞が来る。lkaan－／を冠した動名詞もしばしば主格に立つ。

　（20）kaan－doonthaaO　thamhay　yawachon　r丘ucak　tua－？eeO　m盆ak　kh61n．

　　　こと一旅行する　　　CAUS　　若者　　　　気づく　自分自身　大変　なる

　　　旅をすること旦若者に多くのことを気づか立。

　　　→旅をすることによって若者は多くのことに気づくようになる。

次の例では文の主部は比較的長いことから、／thamhay／はその指示標識ともなっている。

　（21）khon　pen　phr5？thatsanakhati　1ξ？1aksan6？－nis5y　thti　O合ay－Oaay　sabaay－sabaay

　　　［推］　COPUから　　態度　　　　　　と　性格　　　　　　　REL易しい　　一快適な

　　　kh500　khon－thay　tえaO－haak　thii　pen　patcay　stimkhan　thlisUt

　　　　の　　タイ人　　　異なる　　REI．　COPU財産　　重要な　　　最も
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nay　kaan　thamhay　kaan・plian　pen　ch由a－chaat　diaw－kan　pra？s△p　ph6n－samrさt．

中　こと　CAUS　　こと・変わる　　COPU民族　　　　　同じ　　　出会う　　成果

穏やかなタイ人の性格や態度が同化を成功させている一番の原因であろう。

（21）では1thamhay1の前に主語である「タイ人の性格や態度」が顕在していないが、「同化」

を「成果」にもたらすことにおいて（1nay　kaal1／）重要因子たる事実を述べている。

　Wilaiwan（1982）は外国語、とくに英語の影響によって次のような言い方が現代タイ語に

多く見られることを指摘している。主体を〈外敵〉と見なし、人間を必然的にその従属下

において捉えるのである。言い方を変えれば、主体がく外敵〉の被害を蒙る、あるいは勢

力下におかれることを意味する。使役のあらわすく外敵〉と受身のあらわすく内在的〉な

事態発生とは、実は表裏の関係にあることを示唆している。

（22）khwaam－klua　khwaam－md　ut　thamhay　kh5w　m合y　klaa　？50k’caak　baan．

　　こと一怖い　　　　こと一暗闇　　　　　CAUs　　PRO　　NEG敢えて　出る一から　家

　　暗闇の恐怖が彼を家から出させないようにさせた。

　　⇒暗闇を怖がって、彼は外へ出ていくのを恐れた。

（23）khwaam－w勾thti　ca　d盒y　pen　ratthamontri　thamh合y　khaw

　　こと踏　　REL㎜得るCOPU首相　　CAUS　PRO
　　phayayaam　maak　kh由n．

　　努力する　　　大変　　なる

　　首相になるという希望が彼をして大変努力するようにさせた。

　　→首相になりたくて彼は大変努力するようになった。

「彼」の立場としては、いずれも「余儀なくさせた」という意味で消極的な行為発動の解

釈をもたらす。一方、対象となる人物が不在の場合もある。出現・発生文の一種である。

（24）ph6n　kh500　kaan－sOu－r6p　kamlall　thamhay　kさot　khwaam－sia－h互ay

　　結果　の　　こと一闘う　　　　力　　　　CAUS　　起こる消失

　　yaaη一yay－IUaη

　　大規模に

　　戦闘の結果が大規模な損失を招いた。

　　⇒戦闘の結果、大規模な損失が生じた。

〈X事態がもたらされる〉という、受動的な、不可避の結果として認識される。タイ語の

／ph6n1（「結果」）は実質名詞であるが、日本語の「結果」のように、あたかも接続成分のよ

うな振る舞いを呈している。

　外国語の影響は本来、被害の受身の拡張にも及ぼすことになる。次例もWilaiwan（1983）

のあげた例である。／thUukfは一般に被害が明確な場合にしか積極的に用いられない受身の

マーカーである。
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　（25）kh5w　thUuk　sa？nさe　pen　phfiu－thεε0　kh500　klum．

　　　PRO　PASS　推薦する　COPU代表　　　　　の　　　グループ

　　　彼は会の代表に推薦された。（推薦されるはめになった）

　（26）kh5w　th立uk　kh50－r600　h合y　pen　　pra七haan　tδo－pay？iik　waar白？－n由O

　　　PRO　PASS　懇願する　CAUS　COPU　会長　　　　続く　　　もう　一期

　　　彼はもう一期会長を続けるように懇願された。

　（27）moradOk　th立uk　bεε0？50k　pen　sii　sUan．

　　　遺跡　　　　PASS　分ける　出る　COPU　4　部分

　　　遺跡は四つの部分に分けられる。

こうした用法は個々の主体のコントロール外のところでも起こる、意外な現象をイベント

として取り上げる意味をあらわしている。1thamh2y／もまた客観的な事態の発生・結果を一

体化して述べるところに特徴がある。

4．接続詞的機能の成立要件

4．1／thamhAy1の前が名詞句の場合

　前件が大きなまとまりをもった名詞句となって、後件の結果事態を引き起こすといった

因果関係をあらわすことがある。S1のあらわす事態がS2のあらわす事態を引き起こすと

いう構造である。ここでは／thamhay／の基本的な使役の意味が薄められ、結果的には接続詞

的な成分として機能している。まず、主格（主語）が無生物主語で多くが抽象名詞の場合

である。多くが〈X（主語）がY（後件）の原因だ〉という意味をあらわす。

　（28）？aakaat－r60n　thamhay　n由ay　Oaay

　　　気候　　　暑い　CAUS　　　疲れる　容易な

　　　暑さが疲れやすくする：暑さが疲れやすいことの原因だ。

　（29）sさetthakit　tbk－tam　thamh合y　khon　t6k－Oaan　maak．

　　　経済　　　　低下する　　CAUS　　人　　失業する　　多い

　　　不景気が多くの人を失業させた：不景気が失業者の多いことの原因だ。

以上は主語が名詞句であったが、節のようなより大きな単位も1kaan－／によって名詞句化さ

れて／thamh合y／に導かれ、後件事態発生をもたらすことも少なくない。（28）では「仕事を変

わることが」が「仕事を変わると」のような条件節との交渉が見られる。

　（30）kaan－plian－Oaan　thamhay　kさ〇七　ph合apph6t　nay　thaaO　16p－roon　mAak

　　　こと一変わる・仕事　　CAUS　　起こる　イメージ　　中　方面　　マイナス　大変

　　　転職はマイナスイメージを強くする。

　　　→転職するとイメージが悪くなる。

文自体は単文であるが、意味的には複文的な情報（P・Q）を説明する構造を呈している。こ
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れは英語の動名詞主格後文が条件節のように用いられる現象と類似している。

　（31）Talking　to　her　father　abou七　it　might　be　opening　a　can　of　worms．

　　　それについて彼女の父に話をすると面倒なことになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匡NHKラジオ英会話』2017．11．23）

4．2／thamhfiy／の前が文の場合

　4．1のさらに拡張された形式をみてみよう。同じように翻訳の影響も大きいと思われるが、

まず日本語をべ一スに考えてみたい。たとえば、

　（32）a．永く同じ姿勢を続けていた

　　　b．腰が悪くなった

この二つの文を繋げた場合、後件は使役を〈媒介〉にして立ち現れる。

　（33）［長く同じ姿勢を続けていた］ことが腰を悪く］させた。

したがって、使役を文成立のく媒介〉としない次の文は不自然である。

　（34）［長く同じ姿勢を続けていた］ことが［？腰を悪くした／胡要が悪くなった］。

前件事態は後件事態を誘発する条件（因果条件）となっているが、結果からみれば原因理

由文とみなされる。「ので」「ことで」「ことから」を用いた接続が可能である。

　（35）長く同じ姿勢を続けていた｛ので／ために／ことで／ことから｝、腰が悪くなった。

再帰動詞を用いても前件と後件の関係は同様である。

　（36）長く同じ姿勢を続けていた｛ので／ために／ことで／ことから｝、腰を悪くした。

注意すべき点は、日本語では後件が「ナル」的な事態である点である。当該文には主語（主

体）は明示されていないが、仮に「わたし」であるとすれば、その内部で生じた変化にほ

かならない。したがって、次の文は不自然である。

　（37）？長く同じ姿勢を続けていたので、腰を悪くさせた。

以上は、日本語による内省であるが、タイ語の場合、／thamhay／を取り去っても文として成

立するという特徴がある。

　（38）phaas5a一もhay　yaak　thamhay　khon　rian　blha．

　　　タイ語　　　　　難しい　CAUS　人　　学ぶ　飽きる

　　　タイ語は難しいので、習う人が飽きる。

　（39）noon　d由k　thamhay　t七i皿1n　stiay．
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　　　寝る　遅い　CAUS　　起きる遅い

　　　遅く寝るので朝寝坊する。

　（40）r白an－nfi　kh互ay　phεεO　thamh合y　khon　m盆y　yaak　s血u

　　　店一この　売る　　高い　　CAUS　　人　　NEG　［願］　買う

　　　この店は高く売るので、客は買いたくなくなる。

　（41）ph6m　thaan　kaafEε　m合ak　thamh合y　noon　m合y　lap．

　　　PRO　飲む　　珈9F　　沢山　CAUS　　　寝る　NEG　熟睡する

　　　私はコーヒーを沢山飲んだので眠れなかった。

／thamhayノ構文はこのように原因理由文を構成することが多いが、条件文の代行として用い

られることも少なくない。次例は煙草のパッケージにある表示で結果誘発の警告文となっ

ている。

　（42）sUup　burii　thamh合y　kbε　1ξεw．

　　　吸う　煙草　CAUS　老ける　PERF

　　　煙草を吸うことは早く歳をとらせる（「TIGEReye」）

　　　→煙草を吸うと早く歳をとる（ことになる）。

1thamhay／が人為的な後件事態を誘発するのに対して、！hay／は自然とある状態へと移行せし

める点が特徴である。

　（43）khwan　burii　khaa　khun　hay　　taay　d合y

　　　煙　　　煙草　殺す　PRO　CAUS　死ぬ　［可］

　　　煙草の煙はあなたを死に至らしめる。（「Marlboro」）

次は前件、すなわち前提事項が相応に長い文の場合で、「Xことから」という、水論的二後

件事態を誘発する意味関係になっている。ただし、接続関係を意図するために／thamhay／の

前にやや短いポーズが置かれるのが普通である。

　（44）phonlamuan　thay　s立an－yay　pramaan　r50y　la？　80　yall　tham・maa－h5a－kin

　　　人ロ　　　　　　タイ　大部分　　凡そ　　　　百　　当たり　80まだ　生計を立てる

　　　thaaO　kaseetttakam　yOu　thamhay　pratheet－thay　day　chdm　waa　pen

　　　方面　農業　　　　　　　いる　CAUS　　国　　　　　　　得る　名前　COMP　COPU

　　　pratheet　kasさettakam．

　　　国家　　　農業

　　　タイの人口の大部分が、約80％がいまだに農業で生計を立てていることから、タイ

　　　は農業国と言われている。

　　　（→～ことがタイに農業国という名前をっけさせた）

（44）の例では日本語では「ことから」という接続語であらわすと座りがよくなる。さらに
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次の例をみてみよう。さらに前件が長い情報を内包する場合である。

　（45）nay　sam5y－nfi　mii　roogpaan　？ihtsaahakam　baaO　hき〇七合O　y立u

　　　中　現代　　　　ある　工場　　　　産業　　　　　　　幾つか　CL　建つ　いる

　　　rim　m£ε’naam　1ξεw　plooy　kh5011　sia　loO　　mEε一naam

　　　縁　河　　　　　PERF　放つ　物　　腐った　落ちる　川

　　　thamhay　kbot　panh5a　rdiaO　naaam　sia　Iξ？　mii　kiln　mξn

　　　CAUS　　生じる　問題　件　水　汚染する　そして　ある　匂い　臭い

　　　r6pkuan　khon　thii　y直u　k1合y　m9ε一naam　d6ay．

　　　困らせる　人　　RELいる　近い　川　　　　　もまた

　　　近年、川縁に工場がいくつかでき、川のなかに汚物を投棄するようになってきた。

　　　その結果、水質汚染の問題が発生し、悪臭を放ち、川の近くに住む人たちを困らせ

　　　ている。

こうした長い文が前件にたつ場合は、一旦、前件の文で切った方が分かりやすい。「生じさ

せ」「困らせた」という使役の意味を維持しっっ結果に重点をおいた表現になっていること

では前例と共通している。日本語では「その結果」という接続語であらわされていること

に注意したい。

　このように無生物主語のほか、原因理由をあらわす要因、情報の提示がおこなわれ、そ

の結果を後続に導くのに／thamhay1が用いられる。／thamhay／に後接する動詞／kbet／はなかで

も代表的な発生動詞である。主格「ことが」は「によって」という対格を共起さセせ、結

果的に「もたらす」「生じさせる」などの動詞述語には「発生する」という自動詞述語が用

いられる。

　（46）khon　tδkOaan　kan　maak七hamhay　kさ〇七　panhtia　mbaO　kha？mooy・ch丘kchum．

　　　人　　失業する　互いに　沢山　CAUS　　生じる　問題　　　件　　窃盗する

　　　失業者が増大したことが多くの窃盗問題を生じさせた。

　　　→失業者が増大したために多くの窃盗問題が発生した。

　以下も同様に使役が因果関係と一体的な関係をあらわしている。（37）にも見られる動詞

／kbot1は「出来」（「惹起」）の最も具体的な現象を表す。（38）のように日本語では「せいで」

「ために」のように外的圧力をあらわす現象に対応するケースもある。

　（47）stiay－fay　k60　kaw　maak　？aat－ca　thamhay　kらot　faymay　day　na　khr6p

　　　電線　　　　も　古い　大変　　　［推］　　CAUS　　　起こる　火事　　　［可］｛終｝MPP

　　　電線も大変古い口で、火事の原因になるかもしれません。

　（48）sさetthakit　m合y　d亘　thamhay　kaan・s△0－？60k　16t　lop

　　　経済　　　　NEGいい　CAUS　　こと一輸出あうる　負ける　なる

　　　不景気の童虹で、輸出が減ってしまった。
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　（49）khmbaOcak　sia　15ay－tua　thamhay　phalit　sinkhaa　m合y　than．

　　　機械　　　　　壊れる　幾・CL　　　CAUS　　生産する　製品　　　NEG　間に合う

　　　機械が何台も壊れた．ので、製品の生産が間に合わなくなった。

　（50）khaaw・thay　raakhaa　sUuO　　koon－pay　thamhay　kらot　panhtia　mbaO

　　　タイ米　　　　価格　　　高騰する　　過ぎる　　　CAUS　生じる　問題　　　件

　　　kaan　s61　khaaw？50k－pay　kh5ay　taaO’pratheet．

　　　こと　送る　米　　　　出る一行く　売る　外国

　　　タイ米価格の高騰で輸出米の問題が生じた。

　　　　（→タイ米の価格高騰が輸出米の問題を生じさせた）

次の（51）は1t△k／には自動詞しかないために、1thamh合y／を用いて他動詞として機能している

ものの、結果は「勝ちになる」のような結果将来の意味を表している。

　（51）th合a　pak－paw　s5amaat　thamhay　culaa　t△k　day

　　　もし　パクパオ　加納だ　　CAUS　　チュラー　落ちる　［可］

　　　k60　n白p－w合a　pak－paw　cha？na，七haa　culaa　s5amaat　thamh合y　pakpaw　t△k

　　　も　と見なす　パクパオ　　勝つ　　もしチュラー加納だ　　CAUS　　パクパオ　落ちる

　　　day　k60　nap－w合a　culaa　cha？nθ．

　　　［可］も　と見なす　チュラー　勝っ

　　　パクパオ凧がチュラー凧を落とすとパクパオ凧の勝ちで、チュラー凧がチュラー凧を

　　　落とすとチュラー凧の勝ち（ニナル）と見なされる。

次の（52）は／thamhay／を介して、前件内容が恩恵「テクレル」をもたらす意味関係をあらわ

していることにも注意したい。

　（52）kaan－s口lks5a　thamhay　khon　may　Ooo，　kh50－hay　kbot　panyaa

　　　教育　　　　　　CAUS　　人　　NEG馬鹿な　懇願する　生じる　教養

　　　niucak　wi？thti　thfi　ca　七ham－maa－htia－kin　Iξ？　raks5a　raaOkaay　h合y

　　　知る　　方法　　　REL　FUT生計を立てる　　　　　CONJ　守る　　体　　　　CAUS

　　　kh差OrεεO　praatsacaak　r60k－phay－khay℃ep．

　　　丈夫な　　なしに　　　　　病気

　　　教育は人を無知にさせておかず、お金をどうやって得るか、また教養を身に付ける

　　　方法、病気にならずに丈夫な体を維持する方法を教え．エ．≦．れる迫

　（53）cbak　kaan－s互mrさt　thamh合y　s合ap　saahさet　kh500　phonphit

　　　から　こと・調査する　CAUS　　知る　原因　　の　　　公害

　　　調査｛で／から｝公害の原因が明らかになった。

　　　　→調査が郊外の原因を知らしめた。

次の（54）では、後件事態の発生要因が前置詞／caak　1であらわされている。さらにいくつかの
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事象変化をあらわす用例を見てみよう。

　（54）kin　？aysakariim　maak－maay　yえaη一n6n　ca　thamh合y　th600　sia　r50k．

　　　食べる　アイスクリーム　沢山　　　　　そんなに　FUT　CAUS　　お腹　壊す　［終］

　　　そんなにアイスクリームを沢山食べるとお腹を壊しますよ。

　（55）yaa　sum　kh2w　pay　nay　baat－phlξε　thamhay　pUat　seep．

　　　薬　沁みる　入る　　行く　中　傷　　　　　CAUS　　痛い　ヒリヒリする

　　　薬が傷口に沁みて痛い。

　（56）thaa－haak　khun　khooy－chin　kap　kaan　khえp　r6t　lξ？

　　　もし　　　PRO　慣れる　　　　と　こと　運転する　車　CONJ

　　　ram6t’rawaO　n50y　lon　ca　七hamhay　kbot　？ubattiheet　d合y　p盒ay．

　　　注意する　　　　少ない　減る　FUT　CAUS　　起こる　事故　　　　　［可］容易な

　　　もしあなたが運転に慣れて注意力が少なくなると事故を起こしやすくなる。

（56）の「あなた」は不特定対象を示す。前節（従属節）は日本語では結果を導く「て」（55）、

また条件節「と」（54），（56）などと対応するケースが観察される。前件がこのように動詞句の

まま従属節を代行するといったケースが観察される一方、（52）でも見たように動詞や形容詞

を名詞化する接辞1kaan－1や1khwaam－1などによって、文を無生物主語化して後件事態の発

動要件とするケースも少なくない。行為や状態をいわば既成の事実として、それらが引き

起こす結果との因果関係をコンパクトに説明している点もタイ語の使役の特徴である。

4．3／thamhay／の語用論的機能

　／thamhay1が文頭に来て、話し手の文意を受けながらあたかも呼応するように自己の主張

を述べる言い方が会話にしばしば観察される。一種の語用論的機能といえよう。

　（57）kreeOcay　caO　thamh合y　kh皿t611　lambaak　yUu　r命ay　looy

　　　遠慮する　非常に　CAUS　　PRO　［義］困る　　　いる　ずっと　［終］

　　　いいんですか、いっも悪いですね。

（57）は一種の倒置文で、直訳では「いつも迷惑をかけていることに遠慮する」といった意

味だが、1thamhay／の前には言外の状況が含意されている。日本語では「それで」という接

続詞が用いられる。

　（58）A：dooO　160　thiiray　ph6m　kliat　chdnu　ph6m　thUk－thii

　　　　PASS椰楡う　いつも　PRO　嫌う　名前　PRO　　いつも

　　　　椰楡われると何時も自分の名前がいやになりました。

　　　B：thamhay　khun　may　yaak　ph6ut　phaas5a－ciin　chay－m5y？

　　　　CAuS　　PRo　NEG［願］　　話す　中国語　　　　　Q

　　　　三ζれが∠至れエ中国語を話したくなかった（原因だった）のでしょう。
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（57）の／thamhay／は英語の文頭にあらわれる”that”のような振る舞いに酷似している。つま

り前件そのものを原因理由と見なす用法である。

　（59）A：Do　you　think　I　should　talk　to　Dad　about　this？

　　　　パパにこの話をすべきだと思う？

　　　B：－t．hat．　might　be　opening　a　can　of　worms．

　　　　そうすると面倒なことになるかもしれないよ。（『NHKラジオ英会話』2017．82）

このように、聞き手の／thamhay／は話し手の述べた文全体を受けて、話し手の言いたい心情

を積極的に代弁しているような会話構成になっている。1thamhay1の機能的な性格をよくあ

らわしているといえよう。

5．実例による検証

　これまで／thamh2y1の用法について諸例をあげながら本質的な特徴を議論してきたが、な

お不十分な点を補うために若干の実例を観察してみることにしたい。本節ではタイ語文（小

説）と日本語訳を用いて対照を試みる2）。

　（60）th輌tho3　ca　pen　dさk　theo　k60　r6u　dii　waa　c合w－naay　phiaO　s5町s5am　khon

　　　でも　PRO　FUT　COPU子供　PRO　も　知るよく　COMP役人　　　だけ　　2－3　　　CL

　　　k60？aat　ca　thamhay　m立u－baan　koolaah6n　day　1ξεw

　　　も　［推］FUT　CAUS　　　村　　　　　大騒ぎする　｛可｝PERF

　　　たった二、三人の偉い役人が来ただけでも村中がひっくり返るほどになるというこ

　　　とを子供ながらにも知っていたのだが、…（邦訳「いつもとは違った日」）

（60）は「偉い役人が来ただけで村中を大騒ぎにさせる」状況を、日本語ではむしろ結果招

来に重点をおいた表現になっている。（61）では英語の関係代名詞の継続用法に準ずる／s血η／

を／thamhay／に前置することで、前件事態「彼らを見るコト」が後件事態（「面白く思う」

心理状態）を引き起こす一連の情景的プロセスを述べている。

　（61）thooOm丘an　day　hen　khaw　Ien　kan　phireen－phireen　sdip　thamh合y

　　　人名　　　　PST　見る　PRO遊ぶ合う　風変わりな　　　　COMP　CAUS

　　　thoo　r丘us由k　th命O

　　　PRO感じる　面白い

　　　トーンムアンは、こんな風変わりな遊びにうち興じている彼らを見て、面白いと思

　　　った。（同上）

　（62）thoollmUan　mik　ch60p　pay　duu　toon　thii　khaw　ramwoO

　　　人名　　　　がちだ　好む　行く　見る　時　　REL　PRO　ラムウォン踊りをする

　　　phr5？　man　thamhay　thoo　phoo－cay　kbp　khwaam－r血us由k　thamnooO　thii　waa

　　　何故なら　それ　CAUS　　PRO満足する　　に　こと一感じる　　　　　曲調　　　　REL　COMP
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　　　ph直ak－khEw　m合y　d合y　y心u　haalj　klay　thoo　con　koon－pay　nak

　　　達一PRO　　　NEG　PSTいる　離れる　遠い　PROまで　過ぎる　　　［終］

　　　トーンムアンは、彼らがそれをやっていると喜んで見に行った。というのは、それ

　　　を見ていると、彼らが彼女とそんなにかけ離れていないような気がして満足するか

　　　らだった。（同上）

（62）では「見ていると」という前件の行為が「満足すると感じる」心理状態を引き起こす

プロセスを述べているが、／thamhay1の前に前件内容を受ける指示代名詞1man1「それ」が

置かれていることに注意したい。（63）も同様の例である。

　（63）thooOmUan　mak　ch50p　pay　n合可　1en　thii　saalaa－pra？chaachon

　　　人名　　　　　がちだ　好む　行く　座る　遊ぶ　で　　公民館一人民

　　　man　thamhay　thoo　rUusdlk？6p－i　1　khdin　weelaa　ntUk・thdip　phfiak－law　nan．．．

　　　それ　CAUS　　PRO　感じる　　暖かい　なる　　時　　　思い出す　　連中　あの

　　　…トーンムアンはいつもこの「公民館」に腰を下ろしに来た。ここに座ってあの連

　　　中のことを思い出すと懐かしさが込み上げ、…（「いつもとは違った日」）

　（64）thooOm丘an？£εp　　pay　duu　ph6ak－khtiw　n50y－mhη19εw－k60　klap　baan

　　　トーンムアン　こっそり　行く　見る　達一PRP　　　少し　　　CONJ　　帰る　家

　　　ll　aan　khumn－nan　yiO　thamhay　duu－mtUan　w合a　ph6ak－khaw　ca　yOu

　　　式　　夜一その　　　　もっと　CAUS　　らしい　　　　COMP　達一PRO　　　　FUTいる

　　　hban？50k・pay？iik．

　　　離れる　出る行く　あと

　　　トーンムアンはこっそり彼らを少しばかり覗きに行ったあと帰宅した。その夜のこ

　　　とで彼らがもっと遠く離れている気がした。（同上）

（65）では1thamhay／の作用を「さそい」「誘発」という視点でとらえることが可能だろう。ま

た、結果は議論して来たような程度をともなっている点にも注意したい。

　（65）kaan　f遠w－khooy　man　d6ay　weelaa　nap　chfiamoop－ch血amoon

　　こと　見守る　それ　で　　時間　数える　何時間も

　　　thamhay　ch5n　khit　f旨n　pay　d2y　klay　may　mii　thii　sin－sUt

　　CAUS　　PRP考える　夢見る　行く　［可］遠い　NEG場所　彼方

　　　馬の様子をじっと見守っていると、時間のことなどすっかり忘れてしまうほどだっ

　　　た。はるかかなたの夢の世界へ誘われてしまうのだ。（邦訳「帰らぬ日」）

（66）は（62）でも見たように「私一が（家族を）思い出させる」を「私を見ると（家族を）思

い出させる」のように具体的な行為が背景にあることにも注意しなければならない。また

（67）でも文の前段にさまざまな（日本兵の）行為が示唆されている。
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　（66）baaO－khon？aw　rOup　luuk　mia　maa　h合y　raw　duu

　　　ある人　　　　持つ　写真　子供　妻　来る　CAUS　PRO　見る

　　　1ξ？baaO－khon　b50k　waa　ch5n　thamhay　khtiw　khit－th品016uk　maak

　　　と　ある人　　　言う　COMP　PRO　CAUS　　PRO　思い出す　　子供　大変

　　　妻子の写真をもってきて見せてくれる人もいれば、また、私を見ると自分の子供を

　　　思い出すという人もいた。（邦訳「帰らぬ日」）

　（67）tSε　ph6ak　yiip心n　k60　thamh合y七dlumten　d合y　maak

　　　CONJ達　　　日本　　も　CAUS　　　興奮する　［可］大変

　　　raw　khuy　kan　　d6ay　phaas5a－bay　pen－sUan－yay

　　　PRO喋る　互いに　で　　言語・鴛　　　　たいてい

　　　しかし、日本兵は私たちを大いに興奮させた。たいていの場合、私達との会話は、

　　　身振り手振りに頼るものだった。（邦訳「帰らぬ日」）

　次に日本語からタイ語に訳された例をみてみよう。ちなみに『五体不満足』のタイ語訳

全文を精査した結果、合計150余例の／thamhay／の用例を抽出した。時間の制約からそれぞ

れの分類は未着手であるが、文接続の形態として比較的大きな比重を占めていることが了

解される。その中の数例をあげてみよう。

　（68）……が、ミルクを飲む量はいっこうに変わらない。ここまで来ると諦めの境地か、

　　　両親も考え方を改めた。（『五体不満足』p．13）

　　　．．．．t9ε　ph6m　k60　yaO　kh⑳㎞　　nom　n50y　m山an－doom　thamh合y

　　　CONJ　PRO　も　まだ　［推］　食べる　ミルク　少し　相変わらず　　CAUS

　　　ph60　kap　m§εtδO　plian　khwaam－khit　may　dooy　kh｛t　waa＿

　　　父　　と　母　［義］変える　考え方　　　　　新しい　で　　考える　COMP

　（69）人よりも短い手足と車椅子のおかげで、友達の数では誰にも負けなかった。（p．16）

　　　d血ay　heet　thfi　ph6m　mli　khξεn－kh5a　san　kwaa　dさk　khon－dlum　lξ？mi　k合wyii・160

　　　で　　理由　REL　PRO　ある手脚　　　　　短いより　子　他人　　　　　と　ある　車椅子

　　　thamh合y　mli　cam皿an　phdian　f近un　may　n60y－naa　khray　looy

　　　CAUS　　ある　数　　　友達　　親しい　NEG　ひけをとる　誰　　全く

（68）では「ここまでくると」が1thamh合y／で表されている。（69）では「おかげで」という原

因理由表現と共起している点もこれまで見て来た諸例を裏づけている。

　／thamh合y1の現れ方の特徴のひとつとして、〈端緒、きっかけ、契機〉に導かれるという

事態があげられる。以下の例では／thamhay／は結果の招来を意味する。

　（70）caak　b△tkhwaam　mhO　nay　n巨Os血uphim　thamhay　ntUk－thdrp

　　　から　記事　　　　　ある　中　新聞　　　　　　　CAUS想起する
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　　　hさetkaan　m両m血a　yii－sip－pii　kδon

　　　出来事　　　ある　とき　20年　　　前

　　　ある新聞記事をきっかけにして、20年前のある出来事を思い出した。

　（71）r60m　caak　kaan　th五day　pen　phdian　kap　khon－yfiptin　khon・n血0

　　　始める　から　こと　REL得る　COPU友達　と　　日本人　　　　一人

　　　七hamhay　khit　rdia可rian　t50　thii　yiipUn

　　　CAUS思う　話　勉強する　続ける　で　日本

　　　ある日本人と友達になったことがきっかけで、日本留学を考えるようになった。

　（72）caak　kaan－p立ay　lξ？khaw　rooO－phayaabaan　nay　khraO－nii

　　　から　疲労　と　入る　病院　中　今回

　　　thamh合y　t合pcay　w合a　caak－nii－pay　ca　pay　trtia七　sUkkha？ph合ap

　　　CAUS　　決心する　COMP今後以降　　　FUT行く　調べる　健康

　　　pracam－pli　yaaO－sa？m5m－sa？m50

　　　例年　　　定期的に

　　　今度の病気、入院を契機として、今後は定期検診をきちんと受けようと思った。

なお、1thamhay／はしばしば表示にも用いられる。次は某コピー機に書かれた注意書きであ

る。参考までにタイ語のほか、英語、中国語も示す（韓国語もあるが省略）。タイ語では目

を傷つけることになる、のように結果招来を表している。中国語では〈以免〉を用いて「～

ないように」という回避の目的表現となっていることにも注意したい。

　（73）Do　not　stare　at　light．　It　may　cause　discomf（）rt　or　irritation　to　eyes

　　　警告　ランプの光をみつめないでください。

　　　目の疲れや痛みの原因となる恐れがあります。

　　　請勿直視曝光灯光源，以免造成眼晴疲労及傷害眼晴．

　　　kh50　khuan　ra？w　　　haam　c60p－moop　sεεOfay

　　　項　　べきだ　注意する　　禁ずる　見つめる　　光線

　　　phr6？aat　thamhay　pUat　rdnu　ra？khaay　du　Ia円duap　taa．

　　　から　［推］CAUS　　痛い　か　　傷つける　　　　瞳　　目

　　直訳：光線を見つめないでください。（光線を見っめると）目を傷めたり傷つけたり

　　するかもしれないから。

　以上、紙面の関係から数例を観察するにとどまったが、／tharnh合y／には比較的長い前件事

態を指示するような機能が見られ、結果を招来するプロセスを描写、ないし説明している

ことがわかった。その際しばしば関係代名詞の／s血01や、指示代名詞／man1などを／七hamhay／

に前置して比較的緊密な関係を構成している特徴も観察された。なお、さらに多くの事例

を観察しつつ、こうした／thamhayの／出現環境を明らかにしていく必要がある。
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6．接続語Aeoyl，1con1との「互換性」について

　以上、助動詞／thamh合y／が何らかの因果関係をあらわす事態を述べてきたが。一般的な因

果関係の構文とどのような性格的な相違が見られるのだろうか。また、双方に互換性は見

られるのだろうか。たとえば次例をサンプルに考えてみよう。

　（74）khaaw－thay　mii　kiln　thamhay　khon－yiipt　n　may　ch60p

　　　タイ米　　　　ある　匂い　CAUS　　　日本人　　　　NEG　好む

　　　タイ米は匂いがあるので日本人は好きではない。

この文を／thamhay／を用いることなく、文接続成分である、／（k60－）looy，（k60・）CUIO！に置き換

えた場合、文に意味的な変化はあらわれるのだろうか。

　（75）kh合aw－thay　mii　klln　khon－ylipUn（k60・）looy　m盒y　ch60p

　　　タイ米　　　　ある　匂い　　日本人　　　　　（CONJ）NEG　好む

　　　タイ米は匂いがある。それで日本人は好きではない。

（75）では二文構成になり、前件と後件のあいだに一定のポーズが置かれるのが普通である。

（74）の内包する強制的、かっ必然的な生起とくらべて（75）はゆるやかな、むしろ偶然的、一

般的な帰結をもたらすと考えられる。つまり1k60－100y／を用いた文では結果に重点が置かれ、

自然な、かつ一般的な帰結という意味をなすのに対して、／thamh合y／を用いた文では拘束力、

影響力が強く、必然的な誘発の意味が強化される傾向が見られる。同時に、対象となる「日

本人」は一部のグループというように限定化される向きがある。

　さらに次の例をみてみよう。

　（76）m命a－khulum－nii　noon　dlhk　looy　t由um－saay　pay　n50y．

　　　昨夜　　　　寝る　遅い　CONJ　寝坊する　てしまう　少し

　　　昨晩遅く寝て、少し寝坊してしまった。

／1。。y／を／thamhay／に変えても文の意味は変わらないが、（77）では「昨晩遅く寝たこと」に重

点がおかれる。後件はやむなく引き起こされた事態との主張が強く打ち出される。

　（77）mf　la・khu”un－nii　noon　ddIk　thamhay　ttmn－saay　pay　　nsoy．

　　　昨晩　　　　　　　寝る　遅い　CAUS　　寝坊する　　　てしまう　少し

　　　昨晩遅く寝たものだから、少し寝坊してしまった。

つまり、結果から見れば、（77）のほうが「遅く寝たせいで」「遅く寝たもので」のような責

任回避、つまり主体の自己責任というよりは外的要因に起因するという抗弁的心情があら

わされる。これは結果認識をめぐる問題としても興味深い事実である。

　／thamhay／のもつ使役性が因果関係と関係がある一方で、接続詞のように用いられる前置

詞1con／の程度、到達が因果関係をあらわすケースがある。そもそも／con／は程度をあらわし、
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「ほど」「くらい」の意味を、到達の場合は「まで」に相当する。

（78）klua　sia　　　con　khaw　san．

　　怖がる　てしまう　まで膝　震える

　　恐ろしくて膝がふるえた。（＝膝がふるえるほど恐ろしかった）

（79）lom　phat　con　kin・maay　cuan－ca　hak　yOu　Iξεw

　　風　吹くまで　木枝　　　そうだ　　折れる　いる　PERF

　　風が吹いて木の枝が折れそうだ。（＝木の枝が折れそうなくらい風が吹いた）

（80）khun－ueda　thamOaan　nak　koon－pay　con　raaOkaay　s立t－soom　loO

　　上田さん　　働く　　　重い　過ぎる　　まで　身体　　　衰える　　なる

　　上田さんは働きすぎて身体をこわしてしまった。

　　（⇒身体をこわすまで上田さんは働きすぎた）

（81）weelaa　fon　t△k　bon　phuu－kh5w　s口uOs亘uO　nえmf5n　ca　15y　　s査？　　　hin－din

　　時　　　雨　降る　上　山　　　　　　高い　　　　雨水　　FUT流れる　侵蝕する　岩土

　　bon　phuu－kh互w　con　kらot　pen　ruan　naam　16k・16k．

　　上　山　　　　　まで　起こる　COPU溝　　水　　小さな

　　高い山に雨が降ると雨水は流れて山の岩土を侵蝕し、小さな水路ができる。

　　（→山の岩土を侵蝕し小さな水路ができるまで雨水が流れる）

（80），（81）の例では日本語では「くらい」よりもむしろ「まで」に訳した方が自然である。

上記の諸例の「程度、到達を表す文は同時に因果関係をあらわしているが、見方を変えれば

使役の意味関係をも表している。つまり、日本語では以下のように言いかえても情報伝達

の内容には変化は見られない。使役と因果関係の交渉は明らかであろう。

　（78）’恐怖が膝をふるえさせた。

　　　　恐怖E率がふるえた。

　（79）’風が吹いたことが木の枝が折れそうな状態にした。

　　　　風が吹い団木の枝が折れそうな状態になった。

　（80）’上田さんが働きすぎたことが（彼女の）身体を壊してしまった。

　　　　上田さんは働きすぎ団身体を壊してしまった。

　（81）’高い山に雨がふると雨水は流れて山の岩土を侵蝕し小さな水路をつくる。

　　　　高い山に雨が降ると雨水が流れ団山の岩土が浸食され小さな水路がつくられる。

つまり、ここからタイ語はスル的な言語、日本語はナル的な言語という対称性が観察され

る。以上、タイ語との対照によって、日本語の因果関係、受動表現、「テシマウ」表現とい

った結果指向の特徴があらためて浮き彫りにされた。
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7．まとめにかえて

　対照研究の試みは母語の内省がきっかけになることが少なくない。本研究も日本語の次

のような自動詞的表現と他動詞的表現の対立関係についての関心がきっかけとなっている。

受動的表現、能動的表現の対立といってもよい。

（82）a．少年の顔写真が公開されたことが物議をかもしている。

　　b．少年の顔写真が公開されたことで物議をかもされている。

（82a）は能動的な起因本位の文、（82b）は受動的な結果本位の文と言えよう。っまり前件が

後件を誘発、誘導する方向性には二種類があって、前件、後件のいずれかに重点を置くこ

とで話し手の意図が差別されるといえよう4）。

前件 例 後件 文構造

主格節 「ことが」 使役、他動詞的表現 単文構造

副詞節 「ことで」 自動詞的表現 複文構造

　本章では従来、使役助動詞／thamhay1の基本的な用法を確認するとともに、その派生的機

能としての接続機能について記述を試みた。同時に、単文と複文の境界を再考するきっか

けともなった。使役というカテゴリーが前件の主意的な働きかけを有し、結果事態を発揮

させるところから、新しい事態の動機づけ、接続的な成分として転成する現象が説明可能

となるように思われる。

　使役という行為概念には受身、授受といった行為現象とも隣接し、構文的意味構造はヴ

ォイスの体系のなかで有機的に位置づける必要がある。それにはネットワークという視点

が常にもとめられる。日本語学の研究からタイ語の使役文研究の深化を期待したい。

　1thamh合y1は一種の処置文、変化後文としても機能し、無生物主語、文主部を前件主体と

しながら、結果事態を強制的にとりあげる働きがある。また、会話でも報道文でも広く用

いられることを観察した。使役と因果関係、さらに程度と到達という現象に注目したが、

これからも1thamh合y／の多様な現象については今後も検証を続けていきたい。

注

1）こうした議論、認識の発端は國分（2017）から得たところが大きい。國分は受身表現にみられ

る〈シ手〉と〈サレ手〉の二分法による説明の限界について〈中動態〉という概念を抽出し重

要な示唆をおこなっている。使役態の議論においても意志と責任の所在をめぐって「可視化」

する必要があろう。

2）日本語の「ことで」と「ことから」については田中（2004a）で比較的詳しく論じている。

タイ語の／thamh合y／の日本語訳にはしばしば「ことで」「ことから」といった原因理由の“抽出”

的意味が投影される点にも注目したい。
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3）取り上げた小説は次の作品。
原本　　　　tzaStfluasin“ZgJtAfi　　・，飯2§、swつzanA？つxwawつs”

目本語訳

原本

日本語訳

原本

タイ語訳

⇔　　　　昌　　　　　o　vへ　ず＝　　　　　　留へ　ず91η臼咋n曾L8i的n自　　21情↓fw13朗L34θm■笠1　　令例7間W

「いっもとは違った日」

w．例．b＆㎞◎

ウィッタヤコン・チエンクーン『だから私は意味をもとめる』所収

岩城雄次郎訳編『現代タイ国短篇小説集上巻』、井村文化事業社　1982．10

・ふ編例蜘輸鞠り嚇鮪u”命輸轍縮副憎曾飢咋m摘例轍㎡酬．kn＆＆＆
　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　9

「帰らぬあの日」

スワンニー・スコンター、吉岡峯子訳『サーラピーの咲く季節』（段々社1987）

乙武洋匡『五体不満足』講談社文庫　2001
“1崩釦柘”LL蝸：哨飢d〆伽輔∩向輸伽W自．細．‘即う醐2001

4）ここで他動詞的表現、自動詞的表現というのは、事態発生のありかたを規定し、前者を外発

的起因、後者を内発的起因、のように意義づけることができる。

　　　　　　〈外発的起因〉　　　　　　　　　　　　　〈内発的起因〉

　　・山登りに行ったことをきっかけに　⇔　山登りに行ったことがきっかけで、

　　・金がないのを理由に　　　　　　⇔金がない（ことが）理由で、
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　のthamhayをめぐって一」、大東文化大学外国語学部日本語学科2008年度卒業論文
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『タイ国学士院国語辞典』（1988）、タイ・バンコク

ADictionaly　of　Basic　Japanese　Grammar　The　Japan　Times　1986

Se亘chi　Makino　Michio　Tsui

　　　　　　　　　　ロ　　　　　　シ湘u／um典臼qn杣m蹴翻UL6包諭祠副杣曾cm㈱¶6欄翰飽論輸ξ∩A
　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　角　　　　　　　　　　　匂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　竃

　パ緬糊1」聴囲し武um揃而喬1r輸w．角．bを飽
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第1章　タイ語の条件表現をめぐって一条件節、時間節とその周辺一

第IV部　タイ語の複文と談話構造の諸問題〈第1章〉

タイ語の条件表現をめぐって

一
条件節、時間節とその周辺一

【キーワード】条件表現　確定条件　仮定条件　表現意図　意合法

1．はじめに

　タイ語は孤立語に属し、膠着語である日本語とは形態的、統語的にも大きく異なる特徴

を兼ね備えている。すなわち名詞の性、数といった区別もなく、格による変化も動詞のテ

ンス、人称による語形変化というものも存在しない。文成立にあたっては語順が重要な役

割を果たしている。文法的には中国語からの影響も多々見られる。

　タイ語の文法的特徴は主だったものは次の通りである1）。

（1）基本語順は〈SVOC＞主語・動詞・目的語・補語成分。（私／食べる／肉／いつも）、〈被

　修飾語／修飾語〉（家／大きい）を原則とし、疑問文でも語順は変わらない。

②否定詞は原則として否定される語（動詞、助動詞、形容詞）の前に置かれる。

（3）名詞の格変化はなく動詞には文法範疇としてのテンスがなく文脈や場面、時間副詞な

　　どによって時制も決定され、現在、過去、恒常の時制も表す。したがってタイ語母語

　　話者の日本語では「私は昨日、映画を見に行く」のような誤用がしばしば起こる。

（4＞助動詞相当表現が発達している。基本的には「だろう／行く」のように助動詞が動詞

　　に先行する。

㈲　形容詞と副詞は同形で修飾詞と総称される。動詞が同形で名詞として用いられること

　　がある。すなわち、品詞は文中の位置によって決定される。

㈲　日本語と同じように状況、場面に応じて主語が省略されたり、本来目的語であったも

　　のが情報の優先度によって前方移動し、主題化、焦点化されることが少なくない。

このほか、指示詞の3項対立、また女性男性文末丁寧辞、また類別詞の言語文化的発達な

ど、すでに多くの研究でも指摘されている1）。

　タイ語の条件表現については、目本語と同じように複文のなかでも比較的大きく取り上

げられ、たとえば伝統文法（日本語の学校文法に相当）にもとつく、Phrayaa（1971：262－269）

をはじめ、Banchop（1977：218－219）や、日本では三上（2002：238－240）などに見られるように、

文の分類という観点からの概括的な記述が主流であったが、英語をはじめ外国語の研究が

進む中、近年ではPhacharin（1994）、　Tatvalai（2001）などの語用論的研究もみられるように

なった。とくにTatvalaiはオースティンやサールの談話行動、言語行為論などに依拠して、
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妥協や修正、防御といった17形式、23種類もの分類を行っている。

　一方、日本語との対照研究では田中（2004）、中川サワリー（2005など）による日本語の主

要形式との対応関係をさぐる考察、またタイ人日本語学習者による条件表現の習得に関し

てはスニーラット（1999）などの成果が見られるものの、タイ語の条件表現の機能的本質を解

明するまでにはいたっていない。

　本章では日本語との対照研究の立場からに、タイ語の条件表現の態様を概観するととも

に、こうした研究が日本語をはじめ他言語の条件表現の研究にどのような有効な視点をも

たらすのか、にも関心を置きつつ進めることとしたい。すなわち、

（1）条件節と時間節による表現の相違を検討しながら、日本語の主要な条件表現との対

　　応関係を考察する。

②　条件節と目的節、原因理由節、名詞節との相関、意味関係を比較検証する。

（3）関連語、連結句などの複文マーカーを持たない条件表現の諸相について考察する。

などの作業を通じて、日本語とタイ語の条件表現に見られる共通性、個別性について明ら

かにしたい。タイ人日本語学習者にとって、日本語の条件表現の形式が多種多岐にわたる

ことから、それらの使い分けが日本語の習得上、しばしば困難なものにしている。反対に

日本人タイ語学習者にとっても対応の位置づけが困難なことが予想される。こうした問題

点を背景におきながら、上記の検討課題に取り組むことにしたい。

2．Ith盒a1条件節の用法

　タイ語の条件表現の主要形式は／七haa／が従属節の文頭にたち、仮定・未然条件をあらわす

ケースである。／thaa／条件節は多くが「前置」型であるが、しばしば「後置」型もみられる。

「後置」型は後述の時間節、原因理由節にも見られる現象であるが、一般に主節の文が短

い場合や、情報の優先性などによって生じる傾向がある。／th合a1のあらわれる位置、付加的

な成分によって、いくつかのタイプに分類される。以下、それらの形式を瞥見する。

2．1　／thfia…1

　前文に／thaa1が単独であらわれると、一般的な確定条件をあらわす。1th合a／は英語のif、

中国語の“如果”、“要是”などに該当する2）。

（1）thaa　mooO　maa　caak　bon－t由k　khon　duu　raw・kap　m6t．

　　一一　見る　来る　から　上一ビル　　人　　見える　ような．と　蟻

　ビルの上から見ると人がまるで蟻のようだ。

（2）thaa　ch5n　maa　m合y　than　taam　n査t，　thoo　klap　k50n　k50－d毎

　　一・　　PRO　来る　NEG間に合う従う　約束　PRO　帰る　先に　も一［可］

　私が約束通りに間に合わなかったら、先に帰ってもいい。

後文主文にはしばしば1t6p／「にちがいない」、／naa－ca1「はずだ」、／khoη／「だろう」とい
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った認識や推量のモダリティをあらわす助動詞があらわれやすい。

　　（3）th合a　khbat　s50p　t60　tham　raayOaan　sδ0．

　　　　一一　　欠席する　試験　儀］作る　レポート　　送る

　　　試験を欠席す越レポートを出さなければならない。

　　（4）thaa　r6t－tit　khoO　tδηch6y　weelaa　ybaOn60y　1－chtiamooO．

　　　　一一　　車一混む［推］　［義］使う　時間　　　少なくとも　　1一時間

　　　車が渋滞し並一時間はかかるにちがいないだろう。

　／thaa／節は文脈的な意味や場面、話し手の確信度によって意味用法が特徴づけられるが、

前件にあらわれる動詞の認め方には緩やかな幅が見られる。

　　（5）thaa　khun　pay　yiip立n　karunaa　s血皿　kl60thaayrtiup　maa　d6ay．

　　　　－　　PRO　行く　目本　　ください　　買う　カメラ　　　　　　来る　一緒に

　　　日本へ｛行っ丞上／行く鎚｝カメラを買ってきてください。

（5）では「日本へ行ったら」は「日本へ行った時には」のように事態の実現がほぼ確定した

言い方であるのに対し、「日本へ行くなら」は「日本へ行く時には」「日本へ行く予定であ

れば」のように未然の事態を選択的条件として確認する意味で用いられる。すなわち「日

本へ行く」が新規の話題の情報静が賦与されており、かつ未来意志の設定をあらわす場合

には日本語のタラ形式、話し手・聞き手ともに旧情報に属する確認的な意味が専攻する場

合は、日本語のナラ形式に相当する3）。（6）も同様に、眼前の状態を観察したのち、これを

前提とした事態に見立てて述べる場合は日本語のナラ形式に移行する。

　（6）thaa　phlia　m合y－sabaay　thammay　m合y　yOtphak　sia　　baaO　1合w？

　　　一一　疲れる　NEG・元気　　　　なぜ　　　　NEG休む　　　てしまう　多少　強調

　　　疲れて｛弱っているのなら／弱っていil．2z｝なぜ休みを取らないのですか。

　このように／七haa／節は一般に日本語のタラ形式にもナラの形式にも相当すると規定づけ

られる。日本語の内省的な分析にもとつくタラとナラの使い分けが、タイ語では場面や状

況によって柔軟に判断されることを意味している。

2．2　1thaa…，　ca…1

　主文の時制辞／ca／は未来における事態実現の可能性、および主体の意志をあらわす。英語

のwilに相当する。（7）は語用論的には助言をあらわす。いずれも話し手の事態認識、聞き

手に対する伝達意志は高い傾向がある。

　（7）thaa　s血m　tua－pracam　ca　kh戊n　r6tfay　d合y　nay　raakhaa　th亡uk．

　　　一　　買う　券・常用の　　　　FUT乗る　　電車　［可］中　価格　　　安い

　　　定期券を買う上電車に安く乗ることが出来る。
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　（8）thaa七htiUk　160tteorfi　ca　？aw　Oon　pay　tham　aray？

　　　一・　　当たる　宝くじ　　FUT取る　お金　行く　する　　何

　　　宝くじに当たったら、何に使いますか。

2．1が確定条件に相当するのに対し、22は主文に未来（可能性を含む）にかかわる行為事

態が述べられる点で未確定条件をあらわすが、ト形式にもタラ形式にも相当する。

2．3／thAa…，　k5・（ca）…1

　／thaa1を用いた条件文のもっとも一般的な用法で、二つの文の意味関係はより密接、かつ

必然的である。1k50／は元来、添加・累加をあらわす日本語の「も」、中国語の「也」に相当

するとともに時間や条件を表す全文を受けて主文を導く。中国語では／ca／が“就”、／k60／が

“ 才”にほぼ相当する4）。

　（9）th合a　khaw　may　pay　dichan　k60　ca　m合y　pay．

　　　・・　　PRO　NEG　行く　PRO　　も　FUT　NEG行く

　　　彼が行かなければ私も行かない。

　（10）thaa　k50t　s60p　kh2w　pay，　k50　t50　tOk　sam－ch6n　n§ε一n§ε．

　　　一・　　起こる　試験　入る　行く　も　［推］　落ちる　留年する　必ず

　　　もし入学出来たら、留年するにちがいない。

（10）では二つの文の意味関係にしたがえば、「たとえ入学しても」のような譲歩文（逆条件

文）の意味を含意する。一方、／thaa／節末に完了辞／1ξεw1があらわれると、前文で述べられ

た事態の完了を認めたうえでの結果事態、結果行為が主文に導かれる。

　（11）th合a　may　mi　thUr4？　aray　1ξεw　klap　pay　kδo－day　ni　khrap．

　　　・・　　NEG　ある　用事　　何　　PERF帰る行く　も一可能　［終］MPP

　　　ほかに何も用事がなければ、先に帰ってもいいですよ。

　（12）thSa　niu－waa　？im　lξεw　ca　m合y　七ham　kha？naat－nii　r5k．

　　　・一　　知る一COMP　満腹の　PERF　FUT　NEG　作る　こんなに　　　　　［終］

　　　お腹がいっぱい（であるの）鎚、こんなに（料理を）作らなかった璽1三。

（12）は眼前の事態成立を確認する／niu1「知る、分かる」を補助的に用いて「お腹がいっぱい

になるのが分かっていたら」という意味をあらわす。（12）は一般に仮定法過去とよばれ、

後悔などの話者の気持ちを表す。

2．4／thAa1とナラ節

　用例（5）で1thaa／が文脈や場面によってタラ節にもナラ節にもなりうるケースをみたが、一

般に1thaa1節内に／ca1があらわれると、「ということになれば」のように近似未来の行為・事
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態を先取りして想定し、それに見合った行為・事態が述べられる。

　（13）th合a　ca　thaan　？aah5an・thay　phathakhaan－nii　d亘thiis立t．

　　　・・　FUT食べる　タイ料理　　　　レストラン・この　　いい　一番

　　　タイ料理を食べる鎚、このレストランが一番いい。

前文に関する情報をさらに焦点化、唯一選択して述べるもので、日本語の「ナラ」節に相

当することが多い。（14）などの11a？－k50／はほぼナラ節に対応する成分で前件を受ける一種の

強調詞の役割をはたし、文の調子を整えるほか聞き手に対して催促、警告などを表す。

　（14）thaa　ca　s血u　rooOthaw　l合？－k60　kh500　itaalii　dli　n6．

　　　・・　FUT　買う　靴　　　　　強調　　物　　　イタリア　いい　［終］

　　　靴を買う｛んだったら／（の）なら｝、イタリア製がいいよ。

　（15）th合a　ca　h合y　khon　yaa可一n6n　ch6ay　la？－k60　hay　ch6n　tham

　　　・・　　FUT　CAUS　人　　そんな　　　　手伝う　強調　　　CAUS　PRO　する

　　　con　taay　pay－sia　yaηca　dii’kwaa．

　　　まで死ぬ　てしまう　まだFUTいい一もっと

　　　あんな人に手伝ってもらうくらいなら野垂れ死にしたほうがましだ。

　（16）thaa　ca　pay　say5amsakhwεε　la？－k60　nξ？nam　hay　khdm　r6tfay　pay．

　　　・一一　FUT行く　サイアムスクエア　　　強調　　勧める　　CAUS乗る　電車　　行く

　　　サイアムスクエアへ行くなら、電車で行くのを勧めます。

（14）は（13）と同じく提案や指示を、（15）は行為選択をあらわす。（16）はむしろ目的節「サイ

アムスクエアへ行く］型三」に相当する。また、（17）のように前文に／khit／「思う」を添えた

場合も、「ようと思ったら」のような意志の確定、前提をあらわし、日本語のナラに近いニ

ュアンスを表す。なお、1t50／はここでは義務、推量でもなく命令指示を表す。

　（17）th合a　khit－ca　laa－？50k　la？－k60　t50　b50k　kap　cawnaay

　　　一　　　思う一FUT　　辞める　　　強調　　　［命］言う　と　上司

　　　hay　chat　　　waa　ca　laa－？50k

　　　CAUS　はっきり　COMP　FUT　辞める

　　　会社を辞める（の）なら、ちゃんと上司に申し出なさい。

日本語のタラとナラは次のように対照される。タイ語の前文の語順に着目すれば、タラは

完了を、ナラは未完了をあらわす。（18a）は公共標識に見られる四語標語である。

（18）a．（thaa）d両um　1ξεw　h合am　khap（r6t）

　　　　（一）　　飲む　PERF禁じる運転する（車）

　　　　飲んだら乗るな。＝飲んだ後は乗るな。
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b．th2a　ca　d舳m　1合？・k60　haam　khap（r6t）

　－　FUT飲む　　強調　　禁じる　運転する（車）

　飲むなら乗るな。＝（これから）飲むときは乗るな。

2．5！hぬak（wAa）…1th合a－hbak（wAa）…1など：／thAa1の限定用法および慣用的用法

　／thaa／の派生形式として、1haak（waa）／，／thaa－haak（waa）／を用いた条件文は日本語のレバ

形式のようにやや硬い、フォーマルなニュアンスで用いられる。「（かりに／万一）～とし

て」のような仮定条件に相当する。

　（19）haak　khaa・namman　khdin　raakhaa　yaap－t60－ndiaO

　　　　・・　　代一ガソリン　　　上がる　価格　　　次々と

　　　prachaachon　ca　yeε．

　　　　人民　　　　　　FUT　大変だ

　　　｛もし／仮に｝石油が高騰するようなことになれば庶民は大変だ。

　（20）th2a－haak　prathaan　khat－khwtiall　ca　tham　ya明ay　dii？

　　　一・　　　　　主任　　　　邪魔する　　　FUT　する　どう　　いい

　　　｛もし／仮に｝主任が邪魔をするようなことがあれば、どうすればいいか。

1s6mmUt－waa／は「もし～と仮定すれば」のような仮定の気分を強く押し出す。

　（21）s6mm丘t－waa　chan　mli　piik　chan　ca　bin　pay　sfiu　thfi　khun．

　　　一一　　　　　　　PRO　ある　翼　　PRO　FUT飛ぶ　行く　へ　所　PRO

　　　もし私に翼があったら、あなたのところへ飛んでいきます。

このほか、／thaa／は時間不定詞／mfUaray／「いつ」と呼応した慣用的な用法がある。日本語の

「次第」に相当する。口語では〈23＞のようにしばしば／th合a1が省略される場合がある。

　（22）thaa　mii　kh合w－maa？iik　m血aray　raw　ca　rian　hay　s合ap．

　　　　・一　　ある　入る・来る　　あと　いつ　　　我々　FUT　申す　CAUS　知る

　　　入荷次第、ご連絡を差し上げます。

　（23）yaa　　day　mdiaray　ph6m　k60・ca　tSppaan　kbp　khun　day．

　　　離婚する［可］いつ　　　PRO　も一FUT　結婚する　と　PRO　［可］

　　　　　離婚が成立でき次第、ぼくはあなたと結婚できる。

1thaa－ph由a－waa／は日本語では「という話であれば」「となると」のような事態の想定が強

く差し出された言い方になる。

　（24）thaa・ph由a－waa　khaw　maa　l）bok　h合y　roo　ph6m．

　　　…　　　　　　　　　PRO　来る　言う　CAUS待つ　PRO
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　　　　　もしかしてあの人が来並待ってもらうように言ってください。

　（25）thaa－ph由a　r6t　sia　　　rawaaO－thaaO　khun　may　y£ε　chiaw－r血u？

　　　・・一　　　　　車　故障する　途中　　　　　　　PRO　　NEG　大変　強調一Q

　　　－S．L途中で車が㎡呼称するとなると、大変じゃないですか。

／七haa・waa／はしばしば注釈的説明を添える形で主文の後に位置し、「（それでも）というんだ

ったら」、／tm－thaa1は「（それでも）なら」という意味で、それぞれ前文を受ける接続詞的

用法である。

　（26）than　t60　rawaO　tua　h合y　maak　thaa－waa　than　khii　maa－phay6七．

　　　貴方　｛義］注意する　身　　CAUS　大変　　一一　　　　　貴方　乗る　　暴れ馬

　　　（それでも）暴れ馬に乗るというのなら、よく気を付けなさい。

　（27）khun　t60　pay　hay－day　r血u－thaa　pay　may－d合y　k60

　　　PRO　［義］　行く　絶対　　または一もし　行く　NEG－PAS　も

　　　khuan・ca　sδO　khray　pay　thεεn．

　　　べきだ　　　送る　誰　　行く　代わりに

　　　あなたは絶対に行かなければならないが、（それでも）行けないとなると誰か代わり

　　　によこすべきだ。

3．条件をあらわす時間節（1）：1phoo／の用法

　タイ語の時間節は条件節と密接な関係をもつ。従属節の文頭に／ph。。／が置かれると、後文

主文の行為・事態は前文のそれを受けて間をおかずに生起するという時間的に接近した緊

密な関係をあらわす。つまり前文と後文の事態の関係は継起的、連続的である。／ph。。／はも

ともとは「十分な」という意味の修飾語で、「どうにか（なる、できる）」といった、ある

種の行為や事態の変化の飽和点を意味する。以下、／ph。。／のいくつかの用法を瞥見する。

3．1　／phoo…，k50…1

　多くが日本語のト形式の条件文に相当し、〈28＞のように「なり」「とすぐに」「やいなや」

「とたん」といった直後の事態生起のほか、〈29＞の発見・遭遇、〈30＞の同時発生などが

あらわされる。／k60／は実質的な意味を持たず、前文を引き継ぎ、意味関係の密接なること

を表す。／k601の前に僅かなポーズが置かれることもある。中国語では一般に“－P，就Q”

の緊縮形式に相当する。

　（28）phoo　khruu　khaw　h60　n6krian　th丘k－khon　k600iap・krip．

　　　一・　　教師　　入る　部屋　生徒　　　全員　　　　　も　黙る

　　　教師が教室に入ってくる型、生徒は静まり返った。

　（29）phoo　pδot　n殉s血duu　dooy　may－d合y　khit　aray

　　　・一　開ける　本　　　　見る　で　　NEG－PAS　思う　何

　　　k60　ph6p　thanabat　1　mamn－yen．
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　　　も　出遭う　紙幣　　　1万円

　　　何気なく本を開いたら、1万円札が出て来た。

　（30）phoo　f6n　t△k　n6am　k60　th6am

　　　’・　　雨　降る　水　　も　溢れる

　　　雨が降ると（すぐ）水が溢れる。

主文末に／than・七hiy「すぐに」という副詞を添えることも多い。〈31＞のように1ph。。／が主文

に働きかけの文（ここでは行為指示文）を導く場合、日本語ではタラ形式が用いられるが、

タイ人日本語学習者はト形式を用いる傾向が見られる。

　（31）phoo　naam　d由at　kδo　hay　say　　kfiO　loO・pay　kh合．

　　　・’　　水　　沸く　も　CAUS入れる　海老　下がる一行くFPP

　　　お湯が｛湧い巳／★湧くと｝、海老を入れてください。

1phs。1は「予定」「仕組み」「習性、慣例」の意味を表し、日本語の「ト」条件節との対応が

観察される。次例のような恒常的な事象、現象においては／k60／の共起は義務的ではない。

　（32）phoo　prachum　sさt　ph6m　ca　pay　ph6p　1血uk・kh査a

　　　・・　　会議　　　終わる　PRO　FUT行く　会う　顧客

　　　会議が終わったらお客さんに会いに行く

　（33）phoo　k△t　pum　nii　khmhag　ca　thampaan

　　　－・　　押す　ボタン　この　機械　　FUT働く

　　　このボタンを押すと機械が動きます。

　（34）phoo　fron　t6k　naam　ca　th6am　than－thli

　　　一　　雨　降る　水　　FUT溢れる　すぐに

　　　雨が降るとすぐ洪水になる。

3．2　1phoo…，k50　mえk℃a…11phoo…，　ca…1

　前件を受けて自然な移行による事態継起をあらわし、そこから転じて主体の習性や傾向

なり恒常的な事態などを述べる。後文主文には出現にかかわる方向動詞1kh血n／「なる」や

補助動詞／maa1「くる」などが補助的成分として「用いられる。

　（35）khon　raw　phoo　k；ε一tua　k50　m嵐k℃a　cay－s4？　khdn．

　　　人　　PRO　－一　老いる一身　　も　がちだ　涙もろい　なる

　　　歳をとると、人はとかく涙もろくなる。

／phoo／節内に近似未来を表す1kamlap－ca／「ようとする（ところだ）」を用いると、その時点

での後件事態の出現を意味する。（36）（37）は日本語では行為実行直前を表す「ようとして

いるところへ」などの言い方に相当する。
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　（36）phoo　kamlall－ca　klap　khaw　k60　maa　haa．

　　　一一　　ようとする　　帰る　PRO　も　来る　会う

　　　ちょうど帰ろうとしている｛と／とき（に）／ところへ｝、彼が訪ねてきた。

　（37）phoo　kamlap－ca　？50k　caak　baan　fron　kδo　tδk．

　　　一一　ようとする　出る　から　家　雨　も　降る

　　　家を出ようと｛すると／したら／したとき（に）｝、雨が降ってきた。

3．3　1phoo…1ξew，（19）（k50）（ca）…1　／phoo…，…1ξεw／

　完了辞11ξεw／が1ph。。／節内にあらわれると、一定の状況が発生する。3．2と同様に傾向、習

慣といった恒常的な頻度が提示される。

　（38）may　niu　thammay　phoo　khuy　kap　kh白w　1ξεw　rUustUk　sa？nUk．

　　　NEG知る　何故　　　　・一　　話す　と　PRO　PERF感じる　　面白い

　　　彼と｛話すと／話したら／話すたびに｝なぜか楽しくなってくる。

主文文末に／1ξεw／をともなう場合、「会社に着いてみた時には電気が点いたままの状態にあっ

た」という既成事態への遭遇、発見をあらわす。

　（39）m由a℃h査aw　phoo　maa　th由ηboorisat，　fay　k50　pbot　yttu　1ξεw．

　　　今朝　　　　　一・　　来る　着く　会社　　　電気　も　点く　いる　PERF

　　　今朝会社に着いて｛みると／みたら｝電気が点けたままだった。

（40），（41）では、飽和点（達成点、開始点）を強調した言い方となっている。

　（40）phoo？im　lξεw　k60　r五p　klap．

　　　一一　　満腹の　PERF　も　　急ぐ　帰る

　　　お腹がいっぱいに｛なったら／なると｝急いで帰る。（達成点）

　（41）phoo　khaw　r60m　d廿㎜m　r60m　kin　1ξεw　1合？－k60　ca　may　yilt．

　　　一一　　PRO　始める　飲む　　始める　食べる　PERF　強調　　FUT　NEG　止む

　　　彼は飲食を始めたが最後、止まらない。（開始点）

　／ph。。／節が結果を導く特徴的な性格として主文にAooy／「そして、それで」，1tきε／「しかし」

などの接続詞とともに、原因理由、および逆接をあらわす機能が見られる。以下ではそれ

ぞれ「ので」「が」に言い替えが可能である。

　（42）wan－k50n　phoo　tman　rOn－116叩　rdn－n600100y　may　bon　　　lξεw．

　　　この間　　　一一　　注意する　後輩　　　　後輩　　　それで　NEG　文句を言う　PERF

　　　この間、後輩に｛注意をしたら／注意したので｝、文句を言わなくなった。

　（43）　…　phoo　pさot　pratuu？50k　duu　tきε　klap　may　mli　khray　looy．

　　　　一一　　開ける　戸　　　出る　見る　CONJ却って　NEG　ある　誰　　全く
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ドアを｛開けてみたら／開けてみたが｝、誰もいなかった。

4．条件をあらわす時間節（2ト1mdia1の用法一

　条件節と時間節の交渉（重なり）はこれまでにもしばしば観察され、議論されてきた。

日本語では次のようなタラ節で、既定条件を前提として時間の前後関係をあらわす。

　（44）京都に着いたら電話してください。

　　　⇔　京都に着いた｛時に／後で｝電話して下さい。

この多くは指示的な目論見を有する。即ち、前件行為に基づく何らかの予定された行為、

現象の生起で、一種の恒常的な事態継起（英語訳では鳴り終わってから）を表している。

　（45）発車サイン音が｛鳴り終わると／鳴り終わりまし並｝ドアが閉まります。

　　　Doors　clOse　soon　after　the　melOdy　endS．　　　　　　　（東京メトロ駅構内標示）

　タイ語の時間節のなかで条件節と密接な関係にあるのが／mdra1である。／mfha1は本来は過

去のある時点での行為・事態を述べる指標となるもので、これからの特定の時点で成立す

る事柄が確定的である、または恒常的なものと見なされた場合、条件節としても機能する

という特徴を持っ。／m血a／には二つの類型が観察される。

4．1特定条件の用法

　特定の状況を提示して（46）のような「時には」、あるいは（47）のような比例的推移・漸進

性「につれて」などの意味をあらわす5）。

　（46）mdia　pay－thtUη　Naari七aa　khun・Yuki　ca　maa　rap　chan．

　　　一一　行く一着く　成田　　　　由紀さん　　FUT　来る　迎える　PRO

　　　成田に｛着いたら／着いたときには｝、由紀さんが私を迎えに来てくれる。

　（47）m血ar血duu－n5aw　klay　kh合w－maa　klaaO－wan　ca　s合n　l叫．

　　　一一　　季節寒い　　　　近い　入る一来る　　　日中　　　　FUT　短い　なる

　　　冬が｛近づくにつれ／近づくと／近づいた時には｝日が短くなる。

　後文主文に／k60／を用いると、前文の事態を前提として、後文の事態が必然的に発生する

という状況を表す6）。前件と後件は習慣的かつ連続的で／mdia／のあらわす時間の幅は比較的

短く、日本語では「からには」、「たが最後」のような言い方に相当する。

　（48）th↑i　mulaO一七hay　m命a　dayy句　phleeOchaat　k60　ca　t61　yuum・kh6m　thanth亘．

　　　で　タイ国　　　　　一一　　聞こえる　国歌　　　　　　も　FUT［義］起つ一上がる　直ぐ

　　　タイでは国歌が｛聞こえたら／聞こえた時は｝すぐ起立しなければならない。

　（49）ca　pay七hamηaan　thii　mulaO－thay　m命a　rian　c△p．

　　　FUT行く　働く　　　　で　タイ国　　　　一・　　勉強する　終わる

　　　卒業したら、タイへ仕事に行くつもりだ。
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　（50）m由a　ph6m　pen　khon　rap　khaw　thamOaan　nii　eeO．

　　　一・　　　PRO　COPU　人　　もらう　入る　仕事　　　　この　強調

　　　khun　k50　sabaay　d合y

　　　PRO　も　平穏　　　［可］

　　　私がこの仕事を引き受けたからには、大船に乗ったつもりでいろ。

（50）は「私が仕事を引き受ける人になった時は」のように未来に想定される確かな条件をあ

らわすが、むしろ「引き受けたカラニハ」といった限定的な原因理由をあらわす。

4．2絶対（唯一）条件の用法

　範囲をあらわす／nay1をともなうことにより、より限定的な条件、およびその影響かにお

ける事態発生をあらわす。日本語の「かぎり」「以上」に相当する。〈45＞は条件表現を借

りた、一種の修辞疑問文である。

　（51）nay－m由a　khun　may　r6u－w盒a　khray　pen　aatchayaakoon　1ξεw

　　　中　　一・　　PRO　NEG知る一COMP誰　　COPU　犯人　　　　　　PERF

　　　khray　rUu　　la？？

　　　だれ　　知る　［終1

　　　あなたが犯人を知らないとしたら、誰が知っているのだろう。

／k60－t60－mdiaノは文中に見られる慣用形式で、限定的な機会、状況を想定しテ述べる。「の際

には」「さえすれば」「限りは」などの日本語の言い方に相当する。

　（52）七hoo　ca　　hay　khaw　y6k－y60p　k60－t50－m由a　thoo　d合y

　　　PRO　FUT　CAUS　PRO　ほめる　　　一・　　　　　　　PRO　［可］

　　　s合aO　ph6ngaan　khfln－maa

　　　築く　結果　　　　なる来る

　　　君が結果を出しさえすれば、彼は君を評価するだろう。

4．3その他の時間節の内包する条件性

　／m命a1のほかにもタイ語には複数の時間節が存在する。それらの内包する条件性には次の

ような例が見られる。なお、緩やかな時間帯を表す／t。。n／節には手元のデータによれば条件

性は含まれにくいようである。まず、節も「時」を表す時間節だが、しばしばlkamlap1を併

用しつつ「ちょうどその時」といった偶有的な事態実現の意味をあらわす。

　（53）kh6？na－thii－kamlaO　khuy　yOu　kap　khun一七aanaaka　khun－yaamaada　k60　maa

　　　－・　　　　　ちょうど話す　いる　と　田中さん　　　　　山田さん　　　　　も　来る

　　　（丁度）田中さんと話して｛いたら／いた時｝、山田さんが来た。
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にも「時間」と「条件」をあらわす用法があり、タイ人日本語学習者にとって日本語条件

表現の使い分けが困難な背景となっている。まず、時間節の用法と条件節としての用法を

比較すれば、後者には「この家は」「この道路〆力のような規定的意識が強く現れ、総じて

／phoo／のもつ主観性に対して、客観的な恒常的事態生起を表す傾向がある。

　（54）weelaa　prachum　chtiay　pit　mtmhti　u　dtiay

　　　・一　　　会議をする　ください　消す　携帯　　　　終

　　　会議の時は、携帯の電源を切ってください。

　（55）weelaa　fron　tδk　naam　ca　r6a　caak　1町khaa　pen－pra？cam

　　　・一　　　雨　　降る　水　FUT洩れる　から　屋根　　　いつも

　　　雨が降ると屋根からいっも雨漏りがする。

　（56）七han6n　saay－nii　weelaa　mii？立batheet　r6t　ca　ti七　than－thli

　　　道路　　CL一この　　一一　　　ある　事故　　　車　FUT混む　すぐに

　　　この道路は事故があるとすぐ渋滞になる。

4．4　条件節と時間節の連続性、干渉

　条件表現を構成する二つの文には自ずと時間的な前後関係が意識されていることからも、

時間節との交渉、連続性が議論されることは日本語でも観察される。

　（57）a．バスが止まるまで席を立たないでください。

　　　b．バスが止まってから席を立ってください。

　　　c．バスが止まったら席を立ってください。

時間節は現実の場面としての時間の前後関係を述べているのに対し、条件節の場合は後文

主文の「席を立つ」行為の前提として前文が設定されているところに表現意図、発想の違

いが見られる。以下に、条件節と時間節のスケールを示すとともに、目本語の条件節、時

間節とのおよその対応関係を確認しておくことにする。

　（58）1th合a－ca1，／七haa／，1thaa－haak／・………・・…1phoo／……・…・…・…／toon1，／m由a／

　　　　ナラ、タラ、レバ　　　　　　　　ト　　　　　　　コロ、トキ

　　　1s6m6t－waa／，1thaa－ph由a－waa／　　　　　　　　　　　　／weelaa／，1kha？n6－thiY

　　　　トスレバ、トナレバ　　　　　　　　　　　　　　トキ、サイ、場合

　　　　条件的未確定　　大　←……・…………・…・………→　時間的限定性　大

以上、第2節から第4節の考察から、！thaa／は日本語のタラ、レバ、ト、ナラの四つの形式

に対応し、／ph。。／，／m由a／の時間節もタラ、レバ、ト形式に対応することを観察した。このな

かで／ph。。／は時間的な継起に重点が置かれ、その使用域は／thaa／の条件節と／m命a1の時間節の

中間的な性格をもつと考えられる。
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5．条件表現とその他の副詞節との関係

　条件節には時間節のほか、条件節とさまざまな意味関係をもつ節が観察される。以下で

は目的節、原因理由節、名詞節についてそれぞれ見ていきたい。

5．1　目的節との意味的な交渉

　日本語で「競技場に行くにはどう行けばいいですか」「競技場へ行く左だ2左ら．真っすぐ

行けばいいです」のような言い替えがしばしば観察されるように、条件節と目的節はしば

しば相補的、交錯する関係にある。1ph命a1，／ph血a（－waa）／はそれぞれ「ために」「時のために」

のような目的節をつくり、しばしば「ためなら」のように条件節との重なりが見られる7）。

　（59）kh6w？aat・ca　ph6ut　aray　O合ay－Oaay　pay　day　thUk－r由aO

　　　PRO　［推］　　　話す　　何　　　軽く　　　　　行く　［可］各一件

　　　ph血a　thamhay　tua－eeO　duu　di．

　　　ために　CAUS　自身　　見る　いい

　　　彼は自分をよく見せるためなら出任せに何でも言うだろう。（kために）

　（60）triam　　way　？iik　ch6t　mhO　ca　dli　kwaa　ph血a－waa　ch丘t　n｛i　ca　sia

　　　用意する　ておく　あと　CL　　l　　FUTいい　より　　ために　　　CL　この　FUT　悪

　　　この服がだめになった時のためにもう一着用意した方がいい。（＊ために）

　（61）？aw　kha？n6m　pay　d血ay　na．

　　　取る　菓子　　　行く　一緒に　［終］

　　　ph由a　yen－nii　ca　m合y　Inii　khaaw－kin．

　　　ために　夕方一この　FUT　NEG　ある　食べ物

　　　今晩の夕食がない時のために、お菓子を持って行きなさい。（★ために）

しばしば、／ph由a／は「とよくないから」という不安、心配の回避あらわす。このほか、目

的と到達をあらわす／（con）kwaa1「まで」が条件を含意することがある。

　（62）ph6m　ca　maa？iik　con－kwaa　khun　ca　yoom　y6k－th60t　hay．

　　　PRO　　FUT　来る　また　まで　　　　PRO　　FUT　認める　許す罪　　　あげる

　　　あなたが許してくれるまで何度でも参ります。

　　　（＝あなたが｛許してくれil！．2z／許してくれなかっ並｝何度も参ります）

　（63）kwaa　ca　pay　thdip　k50　mOt　　kamlaη．

　　　まで　FUT行く　着く　も　無くなる　力

　　　（cf行き着く頃には力が無くなる（＝行きついた頃になると力が無くなる）

5．2　原因理由節との意味的な交渉

　前件を受けてそれが後件事態にとっての原因理由をあらわす場合、しばしば一定の条件

を含意する。それぞれ、接続詞／1goy／，／CUWをともなう点で共通している。これは形式語的

な特徴があり、前件を受けて後件の結果をみちびく成分である8）。
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　（64）mli　tSε　yoom　　r6p－phit－ch50p　dli・dii（thaw－n6n），

　　　ある　だけ　容認する　責任を取る　　　よく（のみ）

　　　khaw　ctup　ca　　y6k－th60t　hay．

　　　PRO　CONJ　FUT　許す一罪　　あげる

　　　十分に責任をとりさえすれば、彼は許してくれるだろう。

　　（十分に責任をとるだけで、彼は許してくれるだろう）

　（65）duu　thaa　ca　pay　s5ay　tきε　　kh面［n　th6ksfi　pay

　　　見る　様子　FUT行く　遅い　しかし乗る　　タクシー　行く

　　　100y　pay　th血O　than　　weelaa　yaaO・krachanchit．

　　　CONJ行く　着く　間に合う　時間　　ギリギリで

　　遅刻しそうだったがタクシーに｛乗っ並／乗ったQ＝〈｝滑込みセーフだった。

　それぞれの位置は後文主文の主語（ゼロの場合あり）に後置される。一般にlooyが口語

的、1cuWが書き言葉的とされる。11。。y／は文末詞として「まったく」「ずっと」といった話

し手の心情を表す点が形式的な1cuWとくらべて特徴的である。

5．3名詞節との交渉

　日本語でも「ここに駐車することは無断駐車で法律違反になる」の主部が「ここに駐車

すれば」のように条件節との重なりがみられるように、タイ語でも文頭の動詞性名詞句が

条件節の代替的な機能をになうことが少なくない。接頭辞1kaal1－／を動詞に前置して成立す

る1kaan／名詞句が述部と等位関係（［Pこと］が［Qであること］につながる）によって、しば

しば「PであればQになる」のような意味関係をあらわすことがある9）。

　（66）kaan・wicaan　tatsin　khon・血1m　yaaO－0合ay　Iξ？　　］愉at－rew

　　　こと一批評する　　決める　他人　　　　容易に　　　そして　急いで

　　　baaO－khraηk60　phit－phlaat　day．

　　　しばしば　　　も　　誤る　　　　［可］

　　　人を安易に品定めすると、失敗することがある。

（67）の場合、使役助動詞／thamhay／を用いた原因理由節とも重なりを見せる。

　67）kaan－rian　phaasaa－thay　thamhay　ph6m　khawcay　khon一七hay

　　　こと一勉強する　タイ語　　　　　CAUS　　PRO　分かる　　タイ人

　　　day　maak　kh愈n．

　　　［可1大変　なる

　　　タイ語を勉強したおかげでタイ人のことが分かるようになった。

　　（タイ語を勉強し左ら．、タイ人のことが分かるようになった）

一方、（68）では文脈、場面によって目的節として機能している。「事業に成功する」が目的
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節では新情報、条件節では旧情報という違いも観察される。

　（68）kaan－thii　ca　pra？sOp　khwaam－simret　nay　th6rakit

　　　こと一REL　　FUT出遭う　　成功　　　　　　　で　事業

　　　campen－tδηr丘k－n合a　kh6u－tOo－s6u．

　　　必要だ　　　　見越す　　　競争相手

　　　事業に成功する19Ul、競争相手に先んじることが必要だ。

　　（事業に成功したかったら競争相手に先んじることが必要だ）

すなわち、（68）の場合、名詞節を条件表現として用いるには、日本語では「したかったら」

のような希望願望表現が内包されることが多い。また、使役助動詞／thamhay1がここでも接

続詞のように用いられることがある10）。

　（69）kaan土haan　l合w　yaaO－phoo－m6？　thamhay　khlaay　khwaamkhriat　day　b合ann

　　　こと一飲む　　　酒　適当に　　　　　　CAUS　　解消する　ストレス　　　　　［可］多少

　　　アルコールを適量飲む上多少ストレスを解消することができる。

　　　（アルコールを適量飲むことで多少ストレスを解消することができる）

　　　　　（アルコールを適量飲むことが多少ストレスを解消させることができる）

名詞化を担う関係代名詞／thii／にも、条件表現との重なりが見られる。

　（70）pen　kaan－siakiat　thii　ca　thamηaan　pra？pheet－n6n

　　　COUPこと一名誉を失う　　REL　FUT働く　　　　種類・その

　　　そんな仕事に就いては沽券にかかわる。

　　　（そんな仕事に｛就いk＿e）／就くなんて｝沽券にかかわる）

　（71）thii　fbn　t△k　wan－aa？thi七chdn　ca　r6us由k　h6t－hiu　saw－mooO．

　　　REL雨　降る　日曜日　　　　PRO　FUT感じる　　滅入る　　萎れる

　　　日曜目に雨が降ると、気が滅入ってしまう。

（70）の／thlilは接続詞的に感情の原因を導く用法、（71）の1thrilは「雨が降ること」のように名

詞化（ここでは主題化）を担う用法である。

　以上、条件表現がいくつかの副詞節、名詞節と重なるケースを観察した。

6．特定の関連語・連結句をもたない条件表現

　一般に口頭語の場合、特定の関連語、連結句を用いることなく前文と後文の意味的な関

係をあらわすことができる。これは中国語にも頻繁に見られる現象で、いわゆる「意合法」

と呼ばれる用法である11）。David（2002：119）では次のような文の簡略化をあげている。（72a）．

は最大限の情報の共有下では（72b）のような伝達をほぼ可能にする。主語（主体）のほか、

関連語は情報、文脈の共有下では省略が可能である。
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　（72）a．haak－waa　f5n　t6k　chan　k50（ca）may　pay．

　　　　もし一COMP　　雨　降る　PRO　も（FUT）NEG行く

　　　　もし雨が降ったとしたら、私は行かない

　　　b．命nt△k（k50）may　pay．

　　　　雨　降る（も）NEG行く

　　　　雨が降ったら行かない。

こうした簡潔的な条件文にっいてはなお多くの用例の検証を必要とするが、今後の課題と

したい。以下では、ある種の特定のマーカーがそれらの代行をなす場合を瞥見する。

①　呼応詞1k50／によって、前文を後文の条件、前提として意味づける用法で、二つの文の

意味的な関係は密接、必然的である。しばしば諺のような表現にも用いられる。

　（73）khaw　f丘uO　h60　kδo　pen　h60．

　　　入る　群れ　白鳥　も　COPU白鳥

　　　白鳥の群れに入れば白鳥になる。（朱に交われば朱くなる）〈諺〉

　（74）r60n　thaa－Oan　kδo　naa－ca　th60t　s血a一もua－n50k？50k．

　　　暑い　それなら　も　べきだ　脱ぐ　上着　　　　　　出る

　　　暑いんだったら、上着を脱いだらいい。

1th合a一加n／は「だったら」という接続詞的用法である。次のように同語（動詞・名詞）

を反復させた慣用的な言い方もある。

　（75）oo？khee　pay　k50　pay　khun　liaO　n6．

　　　オーケー　　行く　も　行くPRO　　奢る　［終］

　　　オーケー、行くなら行きましょう。あなたの奢りですよ。

　（76）khruu　k50　khruu　16uksit　k501｛iuksit　（phoo－phoo－kan　lb）

　　　教師　　　も　教師　　弟子　　　も　弟子　　　　（大体　互いにSFP）

　　　先生も先生なら生徒も生徒だ。（；どっちもどっちだ）

②前文の後にやや休止を置いてあらわれる／ca－day／は事態の帰結を意味づける。可能の助

動詞／day／は前件事態が後件事態の実現可能をもたらすことを意味する。

　（77）w匂rew－rew　ca－day　than　　r6tmee．

　　　走る　速く　　　　FU’TL［可］　間に合う　バス

　　　急いで走ったら、バスに間に合う。

　（78）sa？　ph6m　th6k－wan　hia　ca－day　m合y　laan．

　　　洗う　髪　　毎日　　　　頭　　FUT［可］　NEG禿げる

　　　毎日髪を洗えば、頭は禿げることはない。

③完了の助動詞！lξεw／が前件末尾にあらわれると、前文と後文の意味的な境界を示すマー
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カーとして機能する。

　（79）khay－wat－yay　pen　lξεw　haay　y合ak．

　　　インフルエンザ　罹る　PERF　治る　難しい

　　　インフルエンザに罹ると治りにくい。

　（80）khaaw－phat　biip　nammanaaw　1ξεw　　ca　ar5y　　khdm　y6？．

　　　チャーハン　　絞る　ライム汁　　　PERF　FUT美味しい　なる　　沢山

　　　チャーハンはライム汁を絞る．ともっと美味しくなる。

　（81）th前O　rooOrεεm　1きεw　tit－tbo　maa　than－thii　n6

　　　着く　ホテル　　　PREF連絡する　来る　すぐに　　　終

　　　ホテルに着いたらすぐに連絡してください。

④使役助動詞1thamhay1が接続詞のように用いられる場合がある。前件が後件事態を「も

たらす」、あるいは「つながる」という意味関係を表す。

　（82）s5amii　pen－yえy－pen－too　thamhay　phanrayaa　day－n盒a－day・taa．

　　　　夫　　　偉い　　　　　　　　CAUS　　妻　　　　　有名になる

　　　夫が偉いと、妻は鼻が高くなる。

　（83）kin　ay？sakarlim　maak－maay　yaaD－nan，　ca　thamh合y　th500　sla　maak．

　　　食べる　アイスクリーム　沢山　　　　　そんなに　FUT　CAUS　　お腹　壊す　大変

　　　そんなにアイスクリームを食べるとお腹を壊しますよ。

（82），（83）では／thamhay1によって前文が主題化され、前文が後文を引き起こす（結果につな

がる）根拠を差し出す。（85）のように日本語では「テハ」節に対応することが多い。文の前

後関係、場面によっては書面誤、口頭語を問わず、原因理由（84）や条件（85），（86）を表すケー

スも少なくない12）。

　（84）fon　t6k　thamhay　d山atr60n．

　　　　雨　降る　CAUS　　　困る

　　　｛雨に降られ：”／雨が降っエー｝困りました。

　（85）toon－klaaOkhululn　duu－n勾s血u　dooy－m合y　noon　yaaO．nan

　　　　夜間　　　　　　　　勉強する　　　　で・NEG　　寝る　そんなに

　　　ca　thamhay　s心tkhaphaap　sia　na．

　　　　FUT　CAUS　　健康　　　　　壊す　［終］

　　　夜も寝ないでそんなに勉強しエ．は、体を壊しますよ。

　（86）kaan－fawkhooy　man　dfiay　weelaa　nap　chfia・moop’ch6a－mooO

　　　　こと一見守る　　　それ　で　　時間　　数える　何時間

　　　　thamhay　ch5n　khit　f5n　　pay　day　klay　may　mli　thfi　sinsUt．

　　　　CAUS　　PRO　思う　夢みる　行く　｛可］　　遠く　NEGある　所　果て
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　　馬の様子をじっと見守っていると、時間のことなどすっかり忘れてしまうほどだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スワンニー・スコンター「帰らぬあの日」）

⑤　特定の動詞／taam1「従う、沿う」が前置詞のように用いられ、条件を含意する場合があ

る。（87）は比例関係、事象の漸進性をあらわしているが、前後文の入れ替えが可能である。

　（87）a．hUu　ca　tmO　kh6m　taam　aay6？．

　　　　耳　FUT遠い　なる　　従う　年齢

　　　　歳をとるにしたがって、耳が遠くなる。

　　　b．aay血？m合ak　kh命n　htiu　kδo　tuup　khdin．

　　　　年齢　　多い　なる　　耳　も　遠い　なる

　　　　歳をとると、耳も遠くなる。

⑥補助的な複文マーカーを用いることもなく、もっぱら前文と後文の意味的な関係に立

って条件表現を構成する。とくに口頭語において多く観察される。

　（88）maw　may　khap　ca　lap　七6η　c50t．

　　　酔う　NEG運転する　FUT眠る　［義］停める

　　　酔っ左旦運転しない。眠るなら停める。（交通標語）

（88）の前半部分では／maw1「酔う」が／may　khap／「運転しない」という行為、後半部分では

／ca　lap1「眠る」と／t6p　c50t1「停めなさい」という行為とが、社会通念、あるいは公共ルー

ルという前提で結びついたものである。ここでは否定語／may／、および義務をあらわす助動

詞ft61j！が意味的な接続を明示する成分として機能している。

⑦副詞／pUp－pap／「すぐに」を類音反復して用いることにより、前後の喫緊の意味関係を

あらわす。語彙的な条件というべきケースである。

　（89）kin　p6P？im　P6P．

　　　食う　すぐ一杯　すぐ

　　　食べるとすぐお腹が一杯になる。

⑧対比的な関係を維持するために助動詞などを反復させることがあり、これらは慣用的

な言い方、諺として定着しやすい。（90），（91）は前後四語構成になっている。また（90）では／hay／

が、（91）では／day1がそれぞれ韻を踏んだ簡潔な対句的構成を呈している。

　（90）r4k　　wua　hay　phUuk，　rak　　l6uk　hay　tii．

　　　愛する　牛　CAUS繋ぐ　　　愛する　子供　CAUS叩く

　　　牛が可愛いなら繋いでおけ、子どもが可愛いなら叩け。（諺）

　（91）tham　dii　day　dii　tham　ch6a　d合y　ch6a．

　　　する　いい　得る　いい　する　悪い　得る　悪い
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　　　善行あ麺ば善果あり、悪行あ五ば悪果あり。（諺）

　（92）doon　taam　l50　ph6u－yay　maa　may　kat．

　　　　歩く　従う　後　大人　　　　犬　NEG噛む

　　　大人について行けば犬は咬まない。（諺）

⑨助動詞の連動が一定の条件帰結という意味的な関係を結ぶことから、文連結の擬似的

なマーカーとなることがある。（93）は願望を表す助動詞／yaak／が、義務を表す／t60／と連動し、

複文を構成するのに与っている。

　（93）y良ak　waay－naam　pen　t60　1⑳naam．

　　　　［願］　　泳ぐ　　　　　［可］［義］入る　水

　　　泳げるようになりたけ一処ば、水に入らなければならない。

⑩（94）では／pay1「行く」のように特定の動詞を繰り返すことによって、文の前後関係が構

成されることがある。前述の目的節との交渉も同時に観察される。

　（94）pay　s亘an－sat　n合D　r6tmee　s5ay　aray　pay　dii？

　　　　　行く動物園　　乗る　バス　線　　何　　行く　いい

　　　　　動物園に行く左だ一2左．－5．N番のバスに乗って行ったらいいですか。

　　　　　　（動物園に行く｛のに∠足一は｝何番のバスに乗って行ったらいいですか）

同語反復は条件文の成立にかかる重要な要件で、（95）は「西洋薬を飲む」という行為が焦点

化され、文の意味関係を必然的な事象としてあらわしている。

　（95）khun　n合a－ca　kin　yaa－faraO，　kin　yaa－far句h5ay　rew．

　　　PRO　［当］　　　飲む　西洋薬　　　飲む　西洋薬　　　治る　早い

　　　あなたは西洋薬を飲んだほうがいい。飲めば早く治る。

⑪二つの文の意味的な関係を明示するために名詞節とも条件節ともとれるケースがある。

（96）は前後の意味関係をあらわすために、／thtmu！の前に若干の休止が置かれる。同時に前

件が名詞句のような構成にもなっている。

　（96）phfiut　murp　kuu　七h㎜一waa　m合y　s直？ph合ap．

　　　話す　　PRO　PRO　　見な一COMP　NEG　丁寧な

　　　「俺、お前」のような言い方をすれば失礼と見なされる。

　　　（「俺、お前」のような言い方をするのは失礼と見なされる）

さらに（97）では前後の意味的な関係が選択指示や助言をあらわしている。

　（97）faak七hii－nii　p150t－phay．

　　　預けるここ　　安全な
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　　　ここに｛預けたら／預けるのが／預けたほうが｝安全だ。

次のような名詞が文頭に立つ場合、「千バーツ以上の買物をすれば」のように条件節と隣接

する点も日本語と類似的な現象である。

　（98）s血msinkh6a　n血0－phan　baat　khdn－pay　ca　day　sUan－16t　haa　peosen

　　　買う　商品　千　　　バーツ　以上　FUT［可］割引する　5　パーセント

　　　［千バーツ以上の買物は］5％の割引になる。

　　　＝千バーツ以上の買物する．と、………

⑫特定の動詞が形式化して、前文を受ける接続語のような機能を呈することがある。（99）

は自然にそのような状態になるという帰結をみちびいている。なお前文にも助動詞／t5p／が複

文の擬似マーカーとなっていることにも注意したい。日本語では接続語が必要である。

　（99）y立ud6ay－kan　tδO　kreel〕cay　kan．

　　　いる　一緒に　　　［義］遠慮する　互いに

　　　chiiw輌aan　th面O　ca　raap”rruum．

　　　生活　　　結婚する　達する　FUT円満な

　　　一緒に｛住むには／住みたかったら｝互いに遠慮が必要だ。

　　　そうすれば、結婚生活は円満になる。

（100）では後文の文頭にあらわれる特定の副詞／diaw／「すぐに」が、前文を受ける接続標識

のように用いられる。ここでも日本語では接続語があったほうが自然であろう。

（100）A：mbap　khoomphiutheo　nii　dich5n　m合y　khδy　niu－mbaO　looy

　　　　　件　　コンピューター　　強調　PRO　　NEGあまり分かる　　強調

　　　　　コンピューターのことは私はあまり知らないんです。

　　　B：may　t50加u　k50－d毎

　　　　　NEG［義1知る　　も一［可］

　　　　知らなくてもかまいません。

　　　　　苗aw　mula－tきε1en　m合y　mli　weelaa　tham　rl血aO’由um．

　　　　　すぐ　ばかりだ　遊ぶ　　NEGある　時間　　する　　件他の

　　　　　（でなければ）遊んでばかりいて他の事をする時間がありません。

⑬　ある種の任意の選択的環境、比例的な事象が条件表現を含意することがある。（101）で

は「行くか行かないかということが」という前件が主題を表す。〈Xkh血1　Wu　kap　Y＞形

式は「XはY次第だ」「XはY（如何）による」といった選択条件を表す。

（101）pay　r㎞m合y　pay　khdm－yUu　kap　aa？kaat．

　　　　行く　か・NEG　　行く　　に拠る　　　と　天気
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　　　行く史行かない旦ミは天気迭第だ。（天気が良け処ば行くび、悪ければ行かない）

（102）phaas5a－thay　s5mrap　ph6m　yTO　rian　（k50）y句OoO．

　　　タイ語　　　　　にとって　PRO　－一勉強する（も）一一混乱する

　　　タイ語は私にとって勉強すればする昼ど混乱する。

また、（102）にみるWの連用は中国語の“越～越～”形式に類似した慣用形式で、「～れば

～ほど」のような比例関係をあらわす。

⑭翻訳にかかわる問題でもあるが、タイ語ではとくに条件表現を意図したものでなくて

も、日本語ではしばしば条件表現としてあらわされることがある。（103）は対比列挙の「～

し～」と「～も～れば～も」の並列形式の言い替えが成立する。

（103）baaη・khraj　kδo　dii　m合ak　baaO－khrall　k50　y§ε．

　　　ある時　　　　も　いい　大変　　ある時　　　　も　酷い

　　　ある時はいいし、ある時はひどい。（大変いい時もあれば酷い時もある）

（104）phaas5a一鈎krit　keO　m合ak　yaaO　thoo，　thamOaan　？aachiip　ntiy　k50・dii

　　　英語　　　　　　上手　大変　ような　PRO　働く　　　　職業　　　どの　も一い

　　　彼女のように英語が上手かっig．．6．どんな仕事もできる。

　　　（彼女ほどの英語力があれば、どんな仕事もつぶしがきく）

（105）ph6tsad立chin－nti　kh白w　b50k－waa　tδ0　pay　rap　　th五praysan五

　　　荷物　　　CL一この　PRO　言う一COMP　［義］行く受け取る　で　郵便局

　　　この荷物は郵便局に受け取りに行かなければ受け取れないそうだ。

　　　（この荷物は郵便局に受け取りに行かなければならないそうだ）

（106）n巨Os血uphim　loO　khaaw　waa　h6n　kamlaD　t△k．

　　　新聞　　　　　報じる　消息　　COMP株　ている　下がる

　　　新聞は株価が下がっていると報じている。

　　　（新聞によれば株価が下がっているそうだ）

（106）は「～によれば～そうだ、聞いたところでは～らしい」といった伝聞を含意する。こ

うした現象も複文表現の周縁として扱う必要があろう。

⑮／七aam／は「従う」「沿う」という意味の動詞であるが、慣用的に文頭に位置しうえ「に

よると」「によれば」のような情報の出所、伝聞を表す。主文には／b50k1が発話主体を表す

ほか、日本語の「そう」に相当する助動詞成分は存在しない。タイ人の日本語では（107b）

のような場合、「？天気予報によれば明日は暑いです」のような断定表現になることが多い。

（107）a．　taam　thii　khun－khiawko　b50k　hokkaydoo　ntiaw．

　　　　従う　RELさん・恭子　　　　　言う　北海道　　　　寒い

　　　　恭子さんによると、北海道は寒いと言っている。
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　　　b．　taam　phayakoon・aakaat　phrdn－nii　ca　r60n．

　　　　従う　天気予報　　　　　　　明日　　　FUT　暑い

　　　　天気予報によれば、明日は暑いそうだ。

⑯　／phiar｝！を用いて限定条件をあらわす。／kh50－phiap（kh9ε）／は日本語では「さえすれば」

「だけで」という形式に相当する。

（108）a．1血uk　chえn　kh50－phiaO　khaa　mh　weelaa　waaO　ca　len　thliwli　keem．

　　　　子　　PRO　…　　　　　　　　　ある　時間　　暇な　　FUT遊ぶ　TV　　ゲーム

　　　　うちの子は暇さえあればテレビゲームで遊んでいる。

　　　b．kh50－phiaO　h合y　l6uk－1食uk　mli　sUkkhaphaap　khEO－reep　kh§ε一nii

　一一一一　　　　CUAS　子供　　　　ある　健康　　　　　丈夫な　　　だけ一この

　ph50－m£εk50　phoocay　lξεw

　両親　　　も　満足する　PERF

　子供達が丈夫でありさえすれば親はそれだけで満足だ。

c．kh50－phiaO　mii　khun　y血u　khaO－khaaO　thaw・nan，

　一一一　　　　ある　PRO　いる　近く　　　　だけ

　yaall－tmn　k60　mey　t50kaan　aray　？iik．

　外のもの　　も　NEG　必要な　何　　あと

あなたがそばにいてくれるだけで、他には何もいらない。

以上、複文の構成にかかる有標をもたない二文構成について観察したが、引き続き、多く

の用例の分析が必要である。日本語の複文表現のなかで条件表現は原因理由文、逆接文な

どと同様に多種多様な形式をもつ。これらのタイ語との対応例は必ずしも特定されるもの

ではないが、ここにあげた表現のいくつかはタイ語の複文の特徴の一端を表している。

7．おわりに

　世界には〈非現実・現実〉を横軸とし、必然・偶有、あるいは〈期待・反期待〉を縦軸

として個あるいは集団の行為、現象の時空間を構成する。私たちはそうした中で情報を交

換し、伝達し合い、とりわけ条件の認識世界では唯一条件、必然条件、十分条件、確定条

件、仮定条件などといったスケールを想定して事態、行為の現実化をはかっている。した

がって、そこには必然的に時間的要素、命題、目的、原因理由などの要素が絡んでくるこ

とになる13）。条件表現の使用、出現の背景として、事態の取捨関係一つまりPQの採用、

棄却一やり甲斐損得の競合が、多かれ少なかれ関与せざるを得ないのは、それぞれの可能

性の選択肢をめぐる主体の事態に対する評価、判断、およびそれらのさまざまな伝達のあ

り方と密接な関係があるからにほかならない。

　本章ではタイ語の条件表現を大きく二種類に分けて議論した。その一つは特定のマーカ

ーを有する条件節（／thaa1，1haak－waa1など）と時間節（／ph。。／，／mdia／など）によってあらわ
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されるもの、もう一つは特定のマーカーを有することなく、文の前後の意味関係、場面的

な環境、紙背に拠って生ずる条件表現であった。後者においては、名詞節、原因理由節、

目的節が意味上、条件表現と重なる特徴を多くの用例をあげながらみてきた。形式の中核

と周辺は、条件表現における認識世界を補強し合っていることがわかった。

　タイ語では仮設・仮定と条件を明確に分別し、後者を現場の場面での行為選択の条件と

して扱う傾向があるが、日本語ではこれらの線引きが重層的でかつ形式も滝の意わたって

いる。条件表現の形式も日本語では多岐にわたっている。本章では主として前者に重きを

おいて考察したが、なお考察すべき点は数多い。本研究では統語的な立場からタイ語の条

件表現を概観したが、たとえば、否定条件節、疑問文の成立などについては詳しく考察す

ることはできなかった。今後の研究においては節にあらわれるモダリティ成分、／1ξεw1、1k60／，

1ca1などといった成分の生起の有無、位置について、また日本語の習得、誤用の背景とどの

ような関係にあるのか、課題としなければならない14）。いわゆる意合法についても類型的

な特徴を持つ中国語との中タイ対照研究からの示唆も期待されるところである。

　さらに談話分析においても多くの検討課題を残している。ひとつは条件文の生成にかか

わる議論で二文構成、または一文構成で、後続文を省略するケースも会話では少なくない。

（109）a．riip　t迦un　rew　ca　　saay　1ξεw　na．

　　　　急ぐ　起きる　速い　FUT　遅れる　PERF［終］

　　　早く起きなさい。（さも一なmと）遅れるよ。

　　b．thaa　m合y　rtip　t迦un　ca　may　than．

　　　　もし　NEG急ぐ　起きる　FUT　NEG間に合う

　　　早く起きないと遅れるよ。

　　c．th合a　m合y　rfip　t由u皿（1ξεw）？la－k50……

　　　　もし　NEG急ぐ　起きる（PERF）強調

　　　　　早く起きないと。……

のような場面では日本語との対応がみられるものの、日本語では依頼文に条件文が埋め込

まれている。「次第」も限定選択条件を明示する。（110）のような間接疑問文にみられる条件

表現との相関なども検討課題であろう。

（110）ca　h合y　tUlum　kii－mooO　dii　khrap？

　　FUT　CAUS　起きる　何時　　　いい　MPP

　　［L）2目を覚ましたらいいか教えてね。

このほか、主題ともかかわる「となると」「ときたら」「とあれば／とあらば「といえば」「と

思えば」などのような、いわゆる条件形の慣用形式との対応、さらに順接と対極にある日

本語の「のに」「ても」に対応するタイ語の逆接、譲歩文（逆条件文）についても今後の課

題としたい。一定の言語習慣のもとでの談話行動、発話行為に見られる条件表現の対応の
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考察は、さらにその高次の段階になる。

追記

本稿は言語対照シンポジウム「条件表現をめぐって」（神戸研究学園都市大学共同利用施設、2005．7．24）

で発表された内容を修訂・加筆したものである。発表に際して多くの方々から貴重なご意見を賜った。ま

た、草稿の段階からチュラロンコーン大学のR．カノックワン博士から種々のご助言を、またカセサート大

学B．ブッサパー博士からは貴重な文献資料のご提供をいただいた。記して感謝申し上げる。

注

1）このほか、統語的特徴としては日本語の格助詞に相当する前置詞が比較的発達していること、名詞修飾

では被修飾語名詞と修飾語（動詞、形容詞）の間に関係代名詞の／thr1をおくこともある。日本語の助数詞

に相当する類別詞もよく発達している。動詞構造では動詞連続構造が顕著で、複数の動詞句が組み合わさ

った動作行為の一連の経緯をあらわす。日本語のテ形接続との対照など、構造分析にはなお課題が多い。

2）以下の用例は現代タイ語（バンコク標準方言）で、各種タイ語学習書、辞書類からの引用による。なお

　作例についてはインフォーマントのチェックを受けた。

3）「目的地に着いたら電話します」のような時間の前後関係を焦点にして述べる際には、一般に時間節の

／mt五a／が用いられる傾向がある。／mdia／は他の時間節とは際立った特徴として、事態想起の意味が強く表

される傾向がある。／mdia1については後述を参照。

4）／k5。／は現代漢語の“都”、“也”、“才”などに類似する一種の呼応詞。／k5。／についてはSaranya（2000）や

ウィチャイ（2002）などの研究があるが、複文における生起条件については更なる研究がもとめられる。

5）（46）において、習慣的な行為（「私が成田に着くと」など）を表す場合、／m血a／の代りに1weelaa1を用い

る傾向がある。なお、次のような日本語のナラ節はltoon／でも表すことができる。

　　来る｛ならときは｝、もう少し早く来てほしかった。

　　toon　ca　maa　naa－ca　maa　rew　kwaa・n｛i　？i止　n50y

　　時　FUT　来る　　［当］　　来る　早い　より・この　　あと　少し

6）一般に時間節では、主文に！k5。／があらわれる場合は条件帰結や事由帰結を表す傾向がある。

7）日本語の目的節「ためには」と条件節「ためなら」の交渉については田中（2004b：404－410）を参照。な

　お、英語でも次のように目的節が条件節を含意している場合がある（東武鉄道車輔内表示）。

　　例：非常の場合は中のハンドルを手前に引け旦すべてのドアは手で開けられます。

　　　（…すべてのドアを手で開けるには中のハンドルを手前に引いてください）

　　　　Pull　the　handle　inside　to　unlock　all　doors　of　the　car　in　case　of　emergency．

8）日本語でも条件節と原因理由節との意味的な連続性がしばしば観察される。田中（2004b：264）では「の

　だから」「なら」「のに」の相関を述べている。

　　例：女の子｛なんだから／なら／なのに｝、そんな悪戯をしてはいけません。

9）名詞節の主題化では英語の動名詞構文にも顕著に観察されるが、動詞成分には何らかの他動的な意味

　　（例ではcause）が不可欠である。
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　　例：［Making　i七public】would照煕e　needless　con血sion．

　　　［公にすると］無用な混乱が生じることになるだろう

　　　　⇔　［公にすることが］［無用な混乱】を引き起こすだろう　　（作例）

　／kaan・1名詞節の比較的詳細な記述については田中（2004a）を参照。

10）こうした1tha皿hay／の機能に対応する日本語の「ことが」「ことで」との相関については本書第1部第

2章の／thamhay1の考察も参照。

11）こうしたタイ語文の成立には下地（2006）で指摘されているような個々の動詞の意味的な限界性、状態

性などの制約、関与が考えられる。

12）（84），（85）の用例は田中（2004b：152）からの再掲。

13）益岡（2006）で言及された静的事態、動的事態という概念も仮定性、事実性に大きくかかわるファクタ

ー と思われる。

14）／k60／のほかにも、中タイ対照研究ではたとえばllξεwlと“了”、1ca1と“就”との比較対照なども今後の

考察の課題である。
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第IV部　タイ語の複文と談話構造の諸問題〈第2章〉

タイ語の重ね言葉と反復形式の一考察

一
実質的反復と形式的反復の諸相

【キーワード】重ね言葉　反復　繰返し　並列表現　語用論的用法

1．はじめに

　日本語にも「山々」「国々」「人々」といった畳語、「早く早く」「歩いても歩いても」な

どの反復表現があるように、タイ語にも顕著にみられる。タイ語の語彙的特徴の一つと言

っても過言ではない。一方、文法書を見てもこれらの特徴、使用定義については明確な説

明があるわけではなく、「強調、複数、やわらげ、気持ちを込める」といった大まかな意味

付けがなされている程度である。本章では頻出度の高い用例を手掛かりにタイ語にみられ

る重ね言葉を観察し、そこに含意される意味を考察してみたい。タイ語の語用論的特徴を

さぐるうえで、重ね言葉、反復形式にあらわされる意味の考察は、日本語表現との異同を

検証することにもつながる重要な作業と位置づけられる。

　なお、本章では反復形式を厳密な意味では直接一語の反復、ないし類義語・類音節を連

ねたものを指す畳語（AA型／AA’型）とともに、機能成分（非実質成分）が一定の間隔

をもって反復されるもの（……A……A型など）も指すこともある。前者を畳語、重ね言葉、

繰返し語、後者を反復形式、反復表現と呼ぶことにしたい。後者の反復形式・表現は一定

の構文的特徴として現れるもので、日本語では「寝ても醒めても」「寝たり起きたり」のよ

うに慣用的に反復行為を表すものもあれば、「雨は降るわタクシーは来ないわ」のように必

ずしも事態事象や行為の反復ではなく、単に並列形式と見なされるものもある1）。

　こうした現象、事象の記述は勢い個別的な事例の列挙にならざるをえず、体系化、類別

化には多くの課題があることは論を侯たないが、今後の研究の出発点として、収集したデ

ー タを瞥見することから始めたい。

2．語彙的な反復、重ね言葉

2．1思考様式、感情表現の〈キー概念〉として

　どの言語にも伝達の効率をはかるべく、反復、繰り返しの特徴は普遍的な事象の一つで

あろう。重ね言葉は声調言語であるタイ語にあって二語を重ねることでリズミカルな音調

を生産し、細やかな感情心理を伝える重要な要素ともなる。なかでもタイ人の発想様式、

感情表現のキーワードともいえる以下の3語は重ね言葉の中でも頻出度の高いものである。

タイ語では反復される語、即ち二番目にあらわれる語は反復記号（1）ZNswn　may’yam6kで
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あらわされるが、以下の国際音標文字表記ではハイフン（一）を用いながらそのまま繰り返す

ことにし、用例中の重ね言葉の部分を濃字、相当する目本語を下線でしめした。

　　（1）chdnuy℃htUury！cht血y－chdmry

　　　「平然としている、動じない」といった意味がある。動詞句に後置される。

　　　a．n毎〕ch1血y・cht　lury

　　　　座る…　　　　　　　　　　：じっと座っている（だけだ）

　　　b．rthuszirk　chtUy’chdiury

　　　　感じる　…　　　　　　　　　　：ただ思っているだけ、別に何とも思わない

　　（2）m命ay－m命ay

　　　「まあまあ、相変わらず、ずっとそのまま」といった意味で動詞句に後置される。

　　　a．mii　kamray諭ay・rdiay

　　　　ある　儲け・・一　　　　　　　　　　：ぼちぼち儲かっている

　　　b．　eon　t△k　rfUay－rdiay

　　　　雨降る…　　　　　　　　　　：雨が間断なく降る

　　　c．trOO　　pay　rdiay－r由ay

　　　　真直ぐ行く一一一　　　　　　　　　：そのまままっすぐ行く

　　（3）kh6y－kh5y

　　　「そっと、ゆっくり」などの意味をあらわす多義語である。動詞句の前後の位置に

　　　よって意味が異なる。

　　　a．ph6ut　kh5y・kh5y

　話す　そっと

b．lth5y・kh5y　phaut

　ゆっくり　話す

c．doon　khsy－kh5y

　歩く　そっと

d．kh5y・kh5y　doon

　ゆっくり　歩く

e．kh3y　tham　kh3y　pay

　…　　する　一一　　行く

f，khsy　pen　kh5y　pay

　－　　［可］一　　行く

g．kh5y・］th合y　khit　kh5y・kh3y　tham

　－一　　　　　考える一一　　　　　する

：小声で話す。

：ゆっくり話す。

：そおっと歩く。

：そろそろ歩く

：ぼちぼちやっていく

：少しずつ習い憶えながらやっていく

：ゆっくり考えてそろそろやっていく

一般に副詞句は動詞に後置されるが、（3b），（3d）のように動詞句に前置され〈kh6yVlkh5yV2＞

形で「ぼちぼちVしていく」という意味になる。lkh5y／を重ねて配置することもある。
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　一般に「上声」の重ね型では、中国語と同じように第一番目の語は「高声」として発声

されやすく、また二番目の語にくらべてやや短めに発声されるのが特徴である。従って、

最初の語よりは後の語に強勢が置かれる傾向がある。重ね言葉にはこうした音声学的な特

徴があり、興味が持たれるが、本章では詳しく立ち入らない2）。

2．2名詞の重ね言葉、繰返し語

　同一名詞を重ねると、「友達⇒仲間≡」、「子供⇒ほんの子供」のように、その名詞のあ

らわす数量、集団が複数であることを表したり、属性を強調したりする働きがある。以下

では名詞に準ずる成分の重ね言葉も含む。

　　（4）toon　dek－dek　yaak－ca　pen　n幻k－kiilaa．

　　　頃　　子供　　　［願］　　　COPUスポーツ選手

　　　（小さい）子どもの頃はスポーツ選手になりたかったです。

　　（5）a．khrrfraljkhian　tbaD－tえao

　　　文房具　　　　　種々の

　　b．chOam　ra？w嵐aO　mulaO．　tえaO－tbaO

　　　結ぶ　　間　　　町　　　種々の

（6）a．pltiuk　d50kmaay　khfiO－］止aaO　pratuu－nda

　　　植える　花　　　　近く　　　　　　門　　　前

　　b．khaO・khaaD　mli　khon　naO　1ξεw　kha

　　　　そば　　　　　ある　人　　座る　PREP　FPP

　　　隣にもう座っている人がいる。

以下は対象の複数を強調した語例である。

（7）a．thUk－thUk　khon　各人

　　b．dさk－dek，16uk－lauk　子ども達

　　c．ph由an－ph血an

　　d．ntim－n立m　s5aw－s5aw

　　　若い（男性）若い（女性）　　：

：さまざまな文房具

：町（と町）の問を結ぶ。

：玄関の前のそばに花を植える。

友人達（複数と同時に「親友」の意味もある）

若い連中（1nUm／は若い男性、／saaw／は若い女性）

2．3形容詞の重ね言葉、繰返し語

　形容詞を重ねると、絶対普遍的な性質、属性を表す。つまり、単に「面白い話」ではな

く、「（誰が聞いても）面白い話」のような価値が加わり、一般にその属性の程度が高いこ

とをあらわす。たとえば、次の例では単に「高いビル」ではなく「高層ビル」という固定

した意味になる。「赤い」「地味な」はそれぞれ「赤っぽい」「地味っぽい」といった話し手

の主観や感情をともなった意味になる。
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（8）m血a－k50n　r6t　k60　may　kh6y　mii，　t血k　s迦『8tiuO　k60　may　kh6y　mii．

　　以前　　　　車　も　NEG余り　ある　ビルー高い

（9）dich5n　chδop　sii］丘ap・面ap．

　　PRO　　好きだ　色　地味な

　　私は地味な色が好きです。

（10）khaw　m6k－ca　khuy　rdiaO　talbk・talbk

　　PRO　がちだ　　喋る　話　　面白い

　　彼はよく面白い話をする。

（11）khaw　say　s血a　sii　dεε『dεεO

　　PRO　着る服　色　赤

も　NEG　余り　ある

以前は車もあまりなかったし、高層ビルもあまりなかった。

　　　彼は麺シャツを着ている。（目立つような赤色、原色の赤）

　（12）khon－thay　may　ch60p　r6t　c血嚇℃dmt，　ch60p　cえt℃註t

　　　タイ人　　　NEG　好む　味　淡白な　　　好む　　濃い

　　　タイ人は淡白な味を好まない。濃い味を好む。

2．4副詞の強調、形容詞の副詞化、

　動詞に後置して、その語彙の持つ意味を臨場的に高める働きがある。2．1〈思考表現のキ

ー ワード〉として挙げた3語以外に、使用頻度の高いものをみていく。

　（13）a．phtiut　baw－baw　　　　　　：静かに話す

　　　b．deon　baw・baw　　　　　　　：そっと／静かに歩く

1baw－baw／は「静かに」「そっと」という意味で動詞に後置される。形容詞の副詞化では畳

語形式が一般に使用される。

　（14）tεεljkwaa　h嵐n　baaO’baaO　na．

　　　キュゥリ切る薄い　　　ね　：キュウリは薄く切ってくださいね。

　（15）maa　stiay　bo’yl）δy

　　　来る遅れるしょっちゅう　　　：しょっちゅう遅刻する。

　一般にタイ語では形容詞と副詞の区別は文中の位置によって決定されるが、畳語構造に

よってより様態・状態修飾の職能を高めることになる。形容詞の副詞的用法は最も日常的

用法で、以下は頻出語の一部である。一般に動詞句の後に置かれる。

　（16）phtiut　dao’dalj　n50y．

　　　話す　　大きい　　少し

　　　少し大きい声で話してください。

　（17）t50　rawao　dii・di．
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　　　［義］注意する　　　よく

　　　よく注意しないとよくない。（よく〉よい）

　（18）a．ph6m　hay　khaw　klap　baan　rew・rew．

　　　　PRO　CAUS　PRO　帰る　家　　速く

　　　　私は彼を早く家に帰らせた。

　　　b．n50n　y5？・y5？　ca　day　h5ay　rew・rew．

　　　　寝る　沢山　　FUT　得る　治る　早く

　　　　沢山寝て。そうすれば早くよくなるから。（早く〉早い）

　（19）sla　weelaa　plbw－plbaw

　　　費やす時間　　無駄な　　　　　　　　　：無駄な時間を費やす

　（20）r6t　cbt’cえtlcUiiut－cuiUlt

　　　味濃い／薄い　　　　　　　　　　　：味が（ひときわ）濃い／薄い・淡白だ。

　（21）a．bia　yen・yen

　　　　ビール冷たい　　　　　　　　　　：ギンギンに冷えたビール

　　　b．cay　yen－yen！

　　　　　心冷たい　　　　　　　　　　　　：落ち着いて！（常套句）

　（22）yUu　klaiy・klaylklay－klay

　　　いる近い／遠い　　　　　　　　　　　　：近く（近隣）／遠く（遠方）にいる。

　（23）phOu七troO－troO

　　　話す　真っすぐ　　　　　　　　　　　　：直接言う。

　（24）mii　Oaan　m五k・m合ak

　　　ある仕事沢山　　　　　　　　　　　：仕事が沢山ある。

　（25）thaan　toon　r5m－r50n　arδy　kwaa

　　　食べる頃熱い　美味しいもっと　　　　：熱いうちに食べたほうが美味しい。

　（26）mii　khon・yiipUn　raw・raaw　10　khon．

　　　ある　日本人　　　大体　　　10・CL　　　　：日本人がだいたい10人いる。

　（27）c益P　mam　ngn・n§n

　　　握る手　しっかり　　　　　　　　　：きっく手を握る

　（28）ph6m　ytit　Oaan　naan－naan　m合y　pen　khrap．

　　　PRO　　休む　仕事　長く　　　　　NEG　［可］　　MPP

　　　　（そんなに）長くは仕事を休めません。

形容詞／naan／「長い」が動詞句／yitlt　oaan／「仕事を休む」に後置され、副詞化するとともに

「そんなに長く」という強調をあらわす。このほか頻出度の高い重ね言葉を挙げる。

　（29）a．naa・duu　cip’cill　本当に可愛い　（本当に〉本当の）

　　　b．tdnun　chAw・chiaw　朝早く起きる　（朝早く〉朝早い）
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　　c．noon　ddik’ddhk　夜遅く寝る　　（夜遅く〉夜遅い）

　　d．phtiut　rew・rewlch2a℃hfia　速く／ゆっくり話す　（ゆっくり〉ゆっくりした）

　　e．say　phakchii　y5？－y5？　パクチーをたくさん入れる　（沢山〉多い）

　　f．　chtiay　nfiat　rεε0・rεεO　n5。y　少し強≦．揉んでください。　　（強く〉強い）

　　g．b50k　n£ε・n9ε．　確かに言う。（確かに〉確かな）

　　h．2　chtiamooη　sbet・sさet　　2時間全　　（余分な〉余りの）

次は「辛い」が「辛いもの」、「暇な」が「暇な時」のように名詞化した用法である。

（30）a．may　ch50p　phbt・phbt

　　　NEG好き　辛い　　　　　　：辛いものは嫌いだ。

　　b．waap－waaO　ch50p　tham　aray？

　　　暇な　　　好き　する　何　　　：暇なとき何をしている？

2．5不定語の反復

「だれ」「いつ」「どのように」といった不定語を反復させ、さらにこれらを／k60／で受ける

と「だれでも」「いつでも」「どうしても」といった、不特定かつ無条件の対象を表す。

　（31）a．khray・khray　k50　h立a可・yoo　lfiuk　tuaeeO．

　　　　誰　　　　　も心配する　　子　自分の　　：誰でも我が子が心配だ。

　　　b．aray・aray　k50　ch60p

　　　　何　　　　も好きだ　　　　　　　　：何でも好きだ。

　　　c．thUrian　h50m　khray・klrray　k50　yaak　thaan，

　　　　ドリアン　香がいい　誰でも　　　　も　願］食べる

　　　　ドリアンはいい香りtt’からだれでも食べたくなる。

　　　d．ntipsdnu　lem－nii　th五・n5y　tlni・n5y　kso　mii　kh5ay．

　　　　本　　　CL一この　どこ　　　　　　　も　ある　売る

　　　　この本はどこでも売っている。

　　　e．r6an－nii　aray・aray　k50　arδy

　　　　店一この　何　　　　も美味しい　　　　：この店は何でも美味しい。

　　　f．　mdiaray・mdiaray　ksO　m合y　WaaO．

　　　　いっ　　　　　　もNEG暇な　　　　：いつでも暇なためしがない。

　　　9．yaODayyaOOay　k50　t60　pay

　　　　どうしても　　も　儀］行く　　　　　：どうしても行かねばなりません。

　　　h．n5y・115y　k30　maa　th両yiiptm　1ξεw＿

　　　　どれ　　も来る迄　日本　PERF　　：とにかく日本に来たんだから、…
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3．構文的な反復形式の諸例

特定の語が反復されるほかに、句文そのものが繰り返される場合がある。二語構成によ

る短文がほとんどであるが、たとえば次のような気づかせ、指示の用法である。

（32）tii　looy　　tii　leoy

　　殴る全く　殴る全く　：なぐってしまえ！

　繰り返すことでもとの二語文よりも主張が強くなり、語気も強まる。これは日本語でも

「殴れ殴れ！」のようにけしかける言い方に共通したものである。ここで注意しておきた

いのは、反復してあらわれる現象でも、たとえば、次の1hay1のように、それぞれの語の構

文的機能が異なっていれば反復とはみなされない点である。いずれも「（人）に～してもら

う／させる」という授受・使役表現にあらわれる。

（33）nisaa　hay（1）kh5w　thamOaan　baan　hAy（2）．

　　ニサー　－　　PRO　働く　　　　家　　一

　　ニサーは（自分のために）彼女に家事をしてもらった。

（34）kh益w　h2y｛1）ph（im　pay　s血u　yaa　hay（2）ph血an．

　　PRO　　－－　　PRO　行く　買う　薬　　・・　　　友達

　　彼は友達のために私に薬を買いに行かせた。

最初のノhay1（1）は使役の意味で、後の1hay／｛2）は与格「のために」「に対して」の機能を有す

る。以下では使用頻度の高い反復形式を用例とともにあげる。

3．1　　〈…bfiae，…b合ao＞　と　〈baap…，　baao…〉

　複数の動作行為を列挙させ、常態をあらわす。日本語の「～たり～たり」に相応する並

列表現である。ib合alj／はそれぞれの節に後置される。

（35）a．duu　thoorathfit　1）fiaO

　　　見る　テレビ　　　ー一　　　話す　　語る　と　　友達

　　　テレビを見たり友達と話したりします。

　　b．wan－nii　yilO　　thApwan　thaay　eekkastian　baaO

　　　今日　　忙しい　一日中　　写す　　書類

phtiut　khuy　kap　phdian・phfUan　baaO．

phim　oaan　bfiap

打つ　仕事　　一’

コピーをとったりワープロを打ったり今日は一日中忙しかった。

／baa可／の前接は対立語であったり類似語であったり否定語がおかれたりする。なおib合alj1の

あとに名詞をともなわずに1kδo／を用いて複数の不定代名詞となる場合がある。

（36）a．khon・raw　baaO　k30　dii　bfiaO　k50　chtia

　　　人・PRO　　　　－一　　　いい　・一　　　　悪い

　　　我々人間にはいい者もいれば悪い者もいる。
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　　　b．nakrian　thaO15ay　baaO　k50　kin　baaO　k501en．

　　　　　生徒　　すべて　　一一一　　　食べる　一一　遊ぶ

　　　　生徒たちは食べているものもあれば、遊んでいるものもある。

　　　　　（生徒たちは食べたり遊んだりしている）

一方、声調が異なり、名詞に前接する／baap／は節の反復で、英語の／some／の意味をあらわし

ながら名詞の動態を対比させる。対比の対象は人、時間、物事など多様である。三人称分

割代名詞、先に集合体の主語を出し、それをいくつかのグループに分割していう。「～もれ

ば～も」のように訳されるが、「～たり～たり」に言い替えが可能である。

　（37）a．baa『wan　kh5ay　dii　baaO－wan　khtiay　may　dli

　　　　ある一日　　　売る　いい　ある一日　　　売る　NEGいい

　　　　よく売れる日もあれば、売れない日もある。

　　　b．baal－pli　hima　t△k　n註k　baaO・pli　may　tδk　looy．

　　　　ある・年　　雪　　降る　多い　ある一年　NEG　降る　全然

　　　　雪がたくさん降る年があるかと思えばまったく降らない年もある。

　　　c．khon・七hay　baaO－khon　ch60p　thaan　phさ七　baal－khon　m合y　ch50p．

　　　　タイ人　　　ある・人　　　好き　　食べる　辛い　　ある・人　　NEG　好き

　　　　タイ人のなかには辛いのが好きな人がいれば嫌いな人もいる。

　　　d．khon・Thay　l）aaO’khon　ruay　baaO・khon　con．

　　　　タイ人　　　　ある一人　　　裕福　ある一人　　　貧乏な

　　　　タイ人には金持ちもいれば貧乏人もいる。

　　　e．khol1－yiiptin　baan’khon　niuc査k　muaOthay　baaO・khon　m合y　r丘ucak．

　　　　　日本人　　　ある・人　　　知る　　タイ国　　　　ある一人　　NEG　知る

　　　　日本人のなか盤タイをよく知っている人もいれば知らない人上いる。

「タイ人」、「日本人」をまず文頭におき、その内部分類を行うこともある。直訳すれば「あ

る日は～、ある日は～」であるが、日本語では「～し～し」、「～ば～も」、「～かと思えば

～ も」などのように訳される。肯定・否定の列挙も多く見られる。

3．2　〈diVaw…diVaw…〉

「すぐに」という単語を反対語の前にそれぞれ置かれ、「～たり～たり」の意味を表す。

前述の〈…baaη…baalj＞とくらべて話し手の感情がより強調される。動詞のほか・名詞、形

容詞なども制約がない。肯定・否定の列挙も多く見られる。

　（38）a．khon－nii　plbεk　caO　coo　chan　diaw　th6k　dlaw　may　thak．

　　　人・この　不思議　凄く会う　私　・一挨拶する　一NEG　挨拶する

　　　　：この人は変な人だ、私に会っても挨拶する時もあればしない時もある。
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　　　b．aakaat　may　kh6y　dii　diaw　naaw　dlaw　r60n．

　　　　気候　NEG　余り　いい　一　寒い　一・　　暑い

　　　　：気候があまりよくない、寒かっ＠暑かったりします。

　　　c．fayduan　nii　dr”aw　tit　diaw　dap．

　　　　電球　　この　一　点く　一　消える

　　　　：この電球は点い亙2消えたりしている。

　　　d．borisat　nii　di’aw　khon－n血khaw　diaw　khon・niiδok　th勾・pi．

　　　　会社　この　一一人一その　　入る　・・　　人一この　出る　一年中

　　　　：この会社は一年中人が入っ＠辞めたりする。（人の出入りが激しい）

「その人」、「この人」のように指示詞を対比的に用いているところが面白い。

　　　e．　kh5w　may　sabaay　thaO－pli　diiaw　pen・wat　divaw　ptiat　th600．

　　　　彼　NEG元気だ　一年中　　　一　風邪を引く　一一　　痛い　お腹

　　　　：彼は年中病気です。風邪を引い型腹をこわしたりします。

　　　f．　diaw　r5011h2y　diVaw　hUa？r6

　　　・一泣く　一一　笑う　　　：泣いたかと思えばまた笑う。

　　　g．diaw　thii－nii　diaw　thii・nan

　　　－一　ここ一一あそこ／そこ　：ここかと思えばまたあちら

　なお、単純に二つの動詞をそれぞれ重ねて用いると「～たり～たり」の言い方になるが、

口語的な用法で、日常動作をあらわすものに限られるようである。

　（39）kin－kin　n60n－n60n

　　食べる寝る　　　　：食べ＠寝たり、食っちゃあ寝食っちゃあ寝

3．3　　〈…dfiay…dfiay＞

　動詞にも形容詞にも後接し、「～でもあり～でもある」「～くもあり～くもある」「～て～

する」のように並列、列挙による常態をあらわす。

　（40）a．sUuηd血ay　ph50m　d血ay

　　　　背が高い一緒に痩せる一緒に　：背が高くもあり痩せてもいる。

　　　b．kin　d6ay　khuy　d血ay

　　　　食べる一緒に喋る一緒に　　　：食べて話す。

3．4．　〈VpayVpay＞

　／pay／は移動動詞として、また方向動詞としてタイ語の動詞のなかでも形式的機能的な特

徴をもつ。この／pay／を繰り返して「～しながら～する」というように、複数の動作を同様

に行うことをあらわす。日本語ではナガラ節に相当する。語順では前句が附帯状況をあら
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わす。動詞本来の移動をあらわす「行く」が抽象化したものである種の漸進性を表す。

　（41）a．ph6m　khap　r6t　pay　faO　witthay6　pay．

　　　　私　運転する車一一聴くラジオ　ー

　　　　：私は運転しながらラジオを聴く。

　　　b．khao　tham鴫naa　pay　rian　n互Osim　pay．

　　　　彼　　働く　　・・　学ぶ　本　・・

　　　　：彼は働きながら学校へ通った。

　　　c．khon－Ytip諏may　chδop　khon　doon　pay㎞pay．

　　　　日本人　　　NEG好き　人　歩く　・’食べる　・・

　　　　：目本人は歩きながら食べる人が好きではない。

　　　d．kaan　khap　r6七pay　mooO　kh合O　thaaO　pay　n6n　antharaay

　　　　こと　運転する　車　行く　見る　方向　行く　それ　危険

　　　　：よそ見しながら運転するのは危険です。

　　　e．weelaa　waaO　khao　ch60p　aan　najsdnu　pay　fa可　witthay6　pay

　　　　　時　　暇な　彼　　好き　読む　本　　一　聴く　ラジオ　・・

　　　　：暇なときは彼はよくラジオを聴きながら本を読む。

日本語の「ナガラ」に相当する附帯様態修飾では次のように〈phr60m　kap…dtiay＞でも表

されるが、／pay／の連用のほうが同時的かつ眼前描写的で会話に頻用される傾向がある。

　（42）meε　kamlaO　triam　aahtian・yen　phrsom　kbp　han　phleeO　pay　dfiay

　　　母　ている　支度する　夕食　　　揃って　と　鼻歌で歌う　歌　行く　一緒に

　　　：母は鼻歌を歌いながら夕飯の支度をしている。

3．5　〈k30＞の反復用法

ノk60／はタイ語の機能語のなかで最も頻出度の高いもので、日本語の「モ」のような累加

をあらわしたり、単に前接前句をうけて後節後句も成立する状態を明示したりする相関的

な意味を表す。以下、代表的な反復形式について意味機能を述べる。

〈…k50　di…kso　d血〉は「～であれ～であれ」「～てもいいし～てもいい」というように無

条件の資格、立場をあらわし、前提句として結果が一律であることを要請する。

　（43）a．ph6u・chaay　k30　d五ph6u－yin　k50　dii，＿

　　　　　男性　　　…　　女性　　一一一　　：男性であれ女性であれ、…

　　　b．maa　k50《hi　may　maa　k50　（lii

　　　　　来る・一一NEG．来る・…　　　　：来てもいいし来なくてもいい。

　　　c．bidaa　k50　d五maaradaa　k30　dii　yδom　rak　bUt．

　　　　父親　・・一一　　母親　　　一一一　　　敢えて　愛する　息子
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　　　　：父親であろうと母親であろうと息子が当然可愛い。

〈…k50　d2y…k50　day＞「～もできるし～もできる、～もいいし、～もいい」といった複数

の事態の可能、許容の態度をあらわす。動詞句、名詞句に後置される。

　（44）a．ca　doon　pay　kso　day　ca　nap　r6t　t由k－t丘【k　pay　k50　dfiy

　　　　FUT歩く　行く　も　できる　乗る　三輪車行く　も　出来る

　　　　歩いて行ってもいいしトゥクトゥクで行ってもよい。

　　　b．wan－nii　k30　d合y　ph］亘均一nli　k50　dAy

　　　　今日　も　出来る　明日　も　出来る

　　　　今日でもいいし明日でもいいです。

〈…k30　chaao…kso　ch翁ap＞は「～ても～てもどちらでもかまわない」という意味である。

後句には同様に否定句が多くあらわれる。タイ語では語呂をあわせたり語数をあわせたり

する習慣が見られるが、この形式もよくその特徴をあらわしている。

　（45）a．th山ηk33　ch合aO　m合y　th輌k30　chaa口

　　　　着く　一…　　　NEG着く　…

　　　　着こうが着くまいがどっちでもかまわない。

　　　b．khao　ca　tham　k30　chAap，　may七ham　k50　chAaO　khao．

　　　　PRO　FUTする　一＿一＿・　　　NEGする　一一　　　彼

　　　　彼がしようがしまいが放っておけ。

3．61pay1と1maa1の慣用的反復

　移動動詞／pay1「行く」は／maa1「来る」と併用して様々な慣用表現をつくる。（46）の1pay－pay

maa－lnaa／では文字通り「行ったり来たり」のほか「結局」の意味もある。あとにノk50／をと

もなうことが多い。（46b）は文副詞として、文全体にかかる慣用句。

　（46）a．khtio　paypay　maa－maa　rawaaO　mu　IaO・Thay　kap　Yitipi）n．

　　　　彼　行く　　来る　　　間　　　タイ　　　と　　日本

　　　　彼は日本とタイの間を行ったり来たりしている。

　　　b．pay・pay　maa・maa　k50　t60　maa　kh50　pop　ph50　chay．

　　　　　結局　　　　　　も　［義］来る　貰う　お金　使う

　　　　結局は父のところへお金をねだりに行かねばならない。

　（47）a．troO　pay　troO　maa

　　　　　まっすぐ行くまっすぐ来る　：率直に（言って）、…

　　　b．pay　wat　pay　waa　d命［慣］

　　　　行く寺行く出来る　　　　：人前に出してもそう恥ずかしくない器量の

　　　　c・pay’nay　maa－nay
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　行く　どこ　来る　どこ

d．ca　pay　n5y　kh50　pay　dQay．

　FUT行く　貰う　行く　一緒に

e．maa　dtiay－kan　pay　dUay－kan

　来る　一緒に　　行く　一緒に

£kin　pay・pay　chak℃h60p．

食べる　行く　　好きな

g．pay　dii　maa　dii　［’［貫］

　行く　いい　来る　いい

h．riip　Pay　r五p　maa　［慣］

　急ぐ　行く　急ぐ　来る

i．pay　laa　maa　w合ay　［慣］

　行く　去る　来る　拝む

：あちこち行く

どこへ行くにも一緒に行かせて。

：一緒に来たからには一緒に行く。

：食べているうちに好きになる。

：道中気をつけて。

　さっさと行ってさっさと帰っておいで。

：行き去る来るも拝め。いつも敬意を払う。

〈VpayVmaa＞で「あれこれVする」という言い方になる。既述の「～たり～たりするj

の言い方に近い。（49）は〈Vk50V＞形式で、語彙的かっ構文的な性格をもち、さまざま考

えたすえに意志決定する、一種の決断表現として用いられる。

　（48）khit－pay　khit・maa

　　　考える行く考える来る　　　　：あれこれ考える

　　（49）pay　kδo　pay

　　　　行く一行く　　　　　　　　：行こう。（交渉の末、まあ、行くとしよう）

3．7頻度をあらわす言い方

　習慣的に「あること」が必然的に別の「あること」を引き起こす場合、／thli－ray／と1th6k－thii／

を前後に配置してあらわす。音韻的な対比とともに反復される頻度を表す。日本語では「～

たびに」「～都度」「～ときまって」「～するときはいつも」などの言い方になる。

　（50）a．thii　Kruljtheep　fron　tδk　thii－ray　n4m－th血am　thfik・thi．

　　　　　で　バンコク　雨　降る　いつも　洪水になる　いつも

　　　　　バンコクでは雨が降るたびに洪水になる。（雨が降ったらいつも～）

　　　　b．aa？kaat　ntiao　thti’ray　chtin　pen－wat　th血k－th五．

　　　　　気候　寒い　いっも　　私　　風邪を引く　いつも

　　　　寒くなると私はいつも風邪を引きます。

　　　c．chan　thaan　t6myam・kOO　th五一ray　pUa七th60n　th血k－thti．

　　　　　私　食べる　トムヤムクン　いつも　　痛い　腹　　毎回

　　　　私はトムヤムクンを食べるときまってお腹をこわします。

　　　d．khun－Maana　pen　khon　khay5n　ch5n　coo　kh60　th”ri－ray
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　　　　　マーナさん　COUP人　勤勉な　　私　会う　彼　一・－

　　　　　khaw　aan　n句s前UI　th6k－thii

　　　　　彼　読む　本　　　毎回

　　　　マーナさんは勤勉な人で彼を見かけるときはいつも本を読んでいる。

　　　　e．faO　phleelj　nan　thfi’－ray　khit－thdiO　kh6w　th6k－th血

　　　　　聴く　歌　その　一　　懐かしむ　　彼　毎回

　　　　その歌を聞くといつも彼女のことを想う。

　　　£ph6m　thoo－pay－h5a　kh5w　th五一ray　khun－ph60　khtiw　rap　thfik・thii．

　　　　　私　電話をかける　彼女　いつも　　　父親　　　　彼女　とる　毎回

　　　　僕が彼女に電話をかけるといつも彼女の父親が出て来る。

　注意しておきたいのは頻度とともに傾向という事象である。日本語の「～がちだ」「よく

～する」という意味をあらわす／mak－ca／は行為、動作、状態の習慣や傾向をあらわす。反復

とは性質が異なる。

3．8　〈yio…yip…〉比例をあらわす言い方

　中国語の「越来越～」（～であればあるほど、～すればするほど）に類似した言い方で、

片方の程度に応じてもう一方の程度も変化するという意味をあらわす。動詞や形容詞、ま

たは文に前置する。反復をもって程度の変化、比例の状況を表す。後項の／yip／の前に！kδo／

をともなうと程度の強調をあらわす。

　（51）a．yio七ham　yin　bUia

　　　一　する一一　飽きる　　　　　　　：すればするほど飽きる

　　　b．phaas5a－Yiip心n　yiO　rian　yiO　naa－b由a．

　　　　日本語　　　　　一・学ぶ　一　飽きる

　　　　：日本語は勉強す遮する旦どっまらない。

　　　c．yio　s丘ay　k50　yio　dii

　　　一　美しいも一　いい　　　　　：美しけ遮美しい」旦どいい。

　　　d．n50　rdia町・nii　yiO　duu　y匂sanUk．

　　　　映画CL一この一・見る一面白い　　：この映画は見れば見るほど面白い。

　　　e．phleel　nii　ch5n　yiO　fap　y匂ch60p．

　　　　歌　　この　私　一・聴く　一　好き

　　　　この歌は聴けば聴くほどもっと好きになる。

　　　£kh500　yaaO－nii　yfn　kao　yiO　mli　khaa．

　　　　もの　こんな　一　古い　一　ある　価値

　　　　このようなものは古ければ古いほど価値が出る。

　　　g．yip　kh由n　raakhaa　yiO　kh5ay　dh
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　　　一一上げる　値段　一　売る　よく

　　　　値上げをすればするほどよく売れる。

3．9四語構成による慣用句的用法

　繰返し語には二番目の言葉（多くが身体語）を類似的なもので並べたりすることも多く、

慣用句として用いられることも少なくない。中国語の四字成句にも似た語構成、意味的な

仕組みである。

　（52）a．kh6m　n合a　kh6m　taa

　　　　屈む顔屈む目　　：わき目もふらずに

　　　b．d盒y　n合a　day　taa

　　　　得る顔得る　目　　　：顔が立っ、自慢になる

　　　c．th白uk？△k　th心uk　cay

　　　　当たる胸　当たる心　：気に入る

3．10その他の重ね言葉

　比較に類した表現では慣用的に重ね言葉がこのまれる。

　（53）a．phoo－phoo　kanだいたい同じ

　　　b．khMay－khl5ay　kanよく似ている

　　　c．　thaw・thAw　kan　だいたい等しい

　呼びかけ語、罵語などには気づかせのため、繰り返されるケースが多い。

　（54）a．diaw・diawちょっと待って！

　　　b．n50p－n500呼びかけ語「お姉さん！」「店員さん！」

　　　c．bSa・bAa　boo－boo馬鹿げている、狂っている、アホな

　／thap／は〈thap　X　1ξY＞で「AもBも」という列挙を表すが、類義の動詞に前置して「～

にも～にも」という意味を表す。

　（55）th勾kin　th50　thiao　sia　Oon　maak

　　　一　食べる　一一遊ぶ　使う　金　沢山

　　　：食事をするにも遊ぶにもお金がかかります。

4．実例による観察（1）

　以下、スワンニー・スコンターの短篇「帰らぬあの日」（タイ語題、may　mii　wan－nan）

にあらわれた重ね言葉、反復表現をみてみよう3）。

　1？㎞m－？血mn1は使用頻度の高い語のひとつで、複数の他者存在をあらわす。
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　　（56）1ξ？khon・？diuun・？面【田n　nay　khrδop－khrua　k60　khoηca　khit　chen・diao－kan．

　　　と　他者　　　　　　の　　家族　　　　　も　　だろう　FUT考える　同じ

　　　家族の他の者もきっと同じように考えていたに違いない。

　（57）t差ε　raw　k50　mii　phiaO　m6a　n由O　tua　lε？sat－1iall　？dlurn・？dium．

　　　が　我々　も　ある　だけ　馬　1　CL　と　家畜　他の

　　　だが実際に家で飼っていたのは、わずかに一頭の馬と1些2家畜、それだけだった。

　（58）raw　mak　kh泣boriween　nan　h合y　1血k　kwaa　toon？血ul11・？dimn．

　　　　我々　がち　掘る　一帯　その　CAUS　深い　より　頃　他

　　　たいていの場合、その周辺を他の地点より深く掘っておく。

　以下、小説の実例にそって重ね言葉をみていく。

　（59）r50p・r50p　b合an　kh5011　raw　mli　yaa　khiaw　Udom．

　　　　周囲　　　家　　の　　我々　ある　草　緑　豊かな

　　　私たちの家の周囲には青々と繁る草がふんだんにあった。

／r5。p－r50p1は「周囲、一帯」の意味だが、広いイメージをあらわす。また、次の例では

名詞／chaamooO／（時間）を重ねて、「何時間も」という副詞修飾句になる。

　（60）kaan　faw－khooy　man　d血ay　weelaa　nap　eh血amoolj℃h血amo叫

　　　こと　見守る　　　奴　で　　時間　　数える　何時間も

　　　七hamhay　ch5n　khit　“an　pay　klay　may　mli　thii－sin－sU七．

　　　CAUS　　私　考える　夢　行く　遠い　NEGある　果て

　　　馬の様子をじっと見守っていると、時間のことなどすっかり忘れてしまうほどだっ

　　　た。はるか彼方の夢の世界に誘われてしまうのだ。

次は形容詞の重ね言葉の諸例である。

　（61）d50k　cha？nlt　nii　phiaO－t£ε10m　ph6t　rεε0・rεεO　k50碗at　cham　d面y

　　　花　　種類　この　だけ　風　　吹く　強い　　も　だろう　だめになる　出来る

　　　この種の花は強い風にあたるだけで、すっかりだめになってしまうこともある。

　（62）tham　khan－banday　hin　yaap－yaap．

　　　作る　階段　　　　　石　　粗い

　　　粗い石を使って階段を作っていた。（粗っぽい）

　（63）1ξ？troO－nii　eeg七hii　mli　malεep－poo　silay・silay　chfik－chum

　　　と　ここ　　正に　COMP　ある　蜻蛉　美しい　　彩しい

　　　ここ、まさにこの地である。きれいな色の蜻蛉が群がっていたのは。

　（64）ch5n　yaak－d合y　maa　tua　mia　phr6　yaak－d合y　maa　16k－16k．

　　　私　欲しい　　馬　CL雌の　から　欲しい　馬　小さい
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　　　私だって、どんなに雌馬が欲しかったことか。しかし、私の場合、それは可愛い仔

　　　馬に限られていた。

　（65）ch5n　yaak－d合y　aray・aray？iik　r60y－pξεt．

　　　私　　欲しい　　何でも　　まだ　たくさん

　　　のどから手が出るほど欲しいものは、他にもたんとあった。

　（66）tξε　may　khooy　day　aray　looy　n60kcaak　khwaam伍n　lom－lom　1ξε『1ξε〇七hii

　　　が　NEG［経］得る　何　全く　以外　　　夢　　　　　ふんわりとした　　COMP

　　　ca　khit　ao　sak　thaoray　k60　day．

　　　FUT考える　取る　ばかり　いくら　も　出来る

　　　だが、ひとつとして現実に手にすることはできなかったただ、何度心に描こうと、

　　　その都度自分のものにできる、ふんわり浮かぶ夢をのぞいては。

Aom－lom　1εεp－1εεp／は「幻の、空言の」という意味の慣用句である。

　（67）tEε　ph60　b50k　waa　maa　man　ch60p　win　maak　kwba　ca　ytiu　ch5y・ch50y．

　　　が　父　言う　COMP　馬　奴　好き　走る　沢山　より　FUTいる　じっとして

　　　しかし、父はキイオウはじっと静かにしているより、戸外で走り回る方がはるかに

　　　　好きだ、と言うのだった。

　（68）man　ch60p　thaw・th盒w　kap　y合a　gon　tξεkδo　t60　s血m．

　　　奴　好き　同様に　と　草　柔らかい　が　も　［義］買う

　　　やわらかい草と同様、これまた大好物だった。しかし、こちらのほうは、お金を出

　　　して買って来なければならなかった。

　（69）c句yUu七h両mξε一waa　ca　khooy　w｛缶p－w自εp　kh合o　maa　baaO　nay　baaη・khr句．

　　　最も　いる　迄　たとえ　FUT　［経］微かに　入る　来る　幾らか　に　時折

　　　もっともそのことが時折ちらっと私の脳裏を掠めたことがなかった訳ではない。

　（70）man　yaO　tit　ytiu　nay　stian　ltUk・1dik　nay　samoo可　yinu　con　krathaO　bat・nii．

　　　それらまだ　残る　いる　に　部分　深い　中　脳裏　いる　まで　現在

　　　これらの言葉は今もなお、私の記憶の奥底に残っている。

　（71）ta150t　con－krathaO　mUpthfi　chay　kaaO－noon　th6k－yaaO

　　　ずっと　まで　蚊帳　関　使う　寝るどれでも

　　　pen　sii－kh五maa　t口Um・t血uln．

　　　COPU色　糞　馬　濁る

　　　どれをとってみても、あらゆるものが馬の糞のような濁った色だった。

（72）thah5an　phtiak・nli㎞測kan蜘0合ay－Oaay　mi　rabiap　winay　s剛

　　　軍人　　　団この　食う　いる　一緒に　ように　簡単な　ある　規律　高い

　　　軍人たちは、たいへん簡素で規律ある生活を送っていた。

　（73）mli　maa　phon－doen－thaw　1ξr6tyon－banthUk　khan－yby・yby
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　　ある　馬　歩兵　　　　と　車　　運ぶ　　　台　大きい

　　馬もいた。歩兵たちもいた。大きな輸送トラックもあった。

（74）thah5an　1合w－nan　baat－cさp　lξ？ph60m－soo　pen　faraO　htia　dεεg・dεε0

　　兵士　　奴らその　怪我する　と　痩せる　頭　赤い

　　sUan－maak　m合y・chay　Y五pむn．

　　大部分　　　ではない　日本

　　負傷兵や身体がげっそりやせ衰えた兵隊たちだった。もっとも紅毛の西洋人で大部

　　分は日本人ではなかった。

（75）may－waa　ca　thah5an　chaat　day　k60　duu　kapa10k　kaplia

　　であれ　FUT兵士　　国　　どの　も　らしい　　弱る

　　1ξ？50n　rεεp　phoo－phoo　kan

　　と　弱る　力　十分に　互いに

　　どの国の兵であろうと、みなすっかり衰弱していることに変わりはなかった。

「弱る」は韻を踏んだ形容詞類語の重ね言葉になっている。重ね言葉の一種である。

　動詞の反復をいくつかの事例でみてみよう。

　（76）r601n　mii　maa　1ξ？　thahaan　doon　pay　thaaO　thit－tawan－tbk　deen　IE？　deen

　　　始まる　ある　馬　と　軍人　歩く　行く　方向　西　　　歩く　と　歩く

　　　馬と軍は西の方へ進み始めた。徒歩、徒歩、とにかく歩きに歩いていた。

　（77）may　mii　khray　leey　thii　ca　doen　y60n　klap　maa　mti　tbε　pay．．．1£？　pay

　　　NEGある　誰　　全く　REL　FUT歩く　引き返す　帰る　来る　ある　だけ　行く　と　行く

　　　こちらに歩みを戻して来る者などひとりもいなかった。みなただ前進、前進のみだ

　　　　った。

1d。on／「歩く」，／pay／「行く」をAξ？f「そして」を介して繰り返すことで、日本語の反復形式

である＜V二V＞（歩きに歩く、ただ前進のみ）という継続をあらわす。

　不定語の反復をいくつか瞥見する。

　（78）may　mii　y五p亡n　nay　s亘an　lξth茸・n5y　th五一niy？iik　t50　pay．

　　　　NEGある　日本　に　庭　と　どこ　どこ　あと　続ける　行く

　　　庭にも、そしてどの場所にも、もはや日本軍はいなかった。

　（79）tきε一la－wan　may　khooy　mli　ay・khiaw．．．rzi　u　maa　tua　n5y－niy

　　　いずれの　日　NEG　［経］ある　キイオウ　または　CL　どの

　　　何れの日も、キイオウの、いや馬という馬の姿は一頭も目にすることはなかった。

　（80）chtin　fgw　khit　chen・nan　s奇m－ISεo　sfim－lfiw．

　　　　私　見守る　思う　このように　何度も何度も

　　　私は心の中で、何度も何度も問いかけてみた。
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（80）は反復、頻度を強調する慣用句である。

5．実例による観察②

　以下、ウィタヤコン・チエンクンの短篇「いつもとは違った日」（タイ語原題「mtUan　yap

may　khooy」直訳：「いまだかつてなく」）にあらわれた反復表現を観察してみよう4）。

　まず、形容詞の反復をみてみる。

　（81）maa　phr50m　kap　siaO－phleell　sUul’sUuO　tbm・tam　s剛krath£εkkrath白n

　　　来る　揃って　と　歌　　　　　高い　　　　低い　　COMP　がなりたてる

　　　raaw　kap　k50七caak　kaan　kradoon

　　　恰も　と　生じるから　こと　でこぼこの

　　まるででこぼこ道のせいでもあるかのような調子っぱずれの歌をがなりたてながら

　　　やってきたのだった。

／sUup－stiup　tam・tam／の形容詞「高い」「低い」をAABBのように繰り返すことで「調子はず

れ」の様子をあらわしている。

　（82）kh首w　r60n　prayOok　nan　s査m－kan　pay　s5m－kan　maa　d6ay．．．

　　　彼ら　歌う　文　　その　繰返し　　　　　　　　で

　　　彼らは何度も何度もこう叫び立てていた。

／sam－kan　pay　s6m・kan　maa1は／pay1と／maa／を配置した慣用的な熟語で、「繰返し」「何度も」

の意味である。「似る」を「似通った」のように、意外さを強調した表現になっている。

　（83）teεO　tua　kaankeeO　k止fifiay－kh15ay　kan

　　　穿く　身　ズボン　似る　互いに

　　　非常に似通ったズボンを穿き、…

　（84）weelaa　mooO　klay－klay．＿

　　　とき　　見る　遠く

　　　遠くから見たところでは、…

／klay－klay／は本来形容詞であったものを繰り返すことによって「遠く」のように名詞句とし

て用いられている。

　（85）kamlaO　loO　maa　doon　y麺t　kh｛麺y㎞比kh5a　phlaaO

　　　ようとする　降りる　来る　歩く　伸ばす　手　伸ばす　足　も

　　　k60　htin　pay　moop　r50p・r50p　yえaD　san50k’s6ncay

　　　も　見廻す　行く　見る　周囲ように　面白い

　　　車から降りてしまうと手足を伸ばしながらいかにも興味深そうに周囲を見回す…

・ 234一
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「手足を伸ばす」では日本語では「手足」と纏めて言うが、タイ語では「手を伸ばし足を

伸ばし」と分類して述べる。「周囲」も広い範囲をあらわすために繰り返され、「興味深そ

うに」という副詞句も韻をふんだ複合副詞句となっている。

　（86）may　hen　m五aray　n60k－caak　th60－naa　an　hξε0－1倒m立u・b盒an　kao－kbo

　　　NEG見える　ある　何　他は　　田圃　　CL　乾き切る　村　　　　古い

　　　kh5011　phtiak　b合an　thoo　w6t　lek－lek＿

　　　の　たち　家　　彼女　寺　小さい

　　　今やすっかり乾ききった田圃以外は何も見当たらないのだから。彼女の住む村は上

　　　う古いものだし、寺は小さく、…

「古い」を重ねることによって「いかにも古びた」様子を、「小さい」を繰り返すことで「ち

っぽけな」という過小評価をあらわしている。次例では不定詞1day／を重ねることで、「どん

な質問でも」のように不特定の複数をあらわす。

　（87）ph60　n4n　m合y　kheoy　waall　phoo　s江mrap　kham－th5am　day・day　th50－sin．

　　　父　その　NEGことがある　暇な　十分に　ための　質問　どんな　すべて

　　　父には、それがどんな質問であれ、答えてもらえるような暇がなく、…

　（88）kεεk50　yaO　khoO　O6k・06k　O6∂n・0§on　1ξ　phaut　may　kh6y　patlt－patδo　kan．

　　　彼　も　まだ　だろう　おどおどする　と　話す　NEG　余り　辻棲が合う

　　　いまだにおどおどしていて、話の辻棲はあまり合っていないようだった。

「おどおどする」という動詞が韻を踏んで臨場感をあらわしている。「辻棲があう」も複数

の行為を指して韻を踏んだ複合語となっている。次例では主人公をとりまく「大雑把な」

情景の様子がとらえられている。

　（89）thooηm丘an　faO　d合y　khwaam　phiaO　lao・1ao　wAa＿

　　　トーンムアン　聴く　得る　こと　変わる　だけ　大雑把な　と

　　　トーンムアンはそれでもごく大雑把ではあるが…ことだけは分かった。

不定詞／day／を重ねて「いかなる報酬をも」のように無条件を強調している。

　（90）ph6ak－khao　pen　phau　thii　yoom　sia　sal6　maa　thamOaan

　　　彼ら　　COPU人　COMP　容認する　犠牲にする　来る　働く

　　　dooy　may　d合yrap　s均七50pthεεn　day－day　than－nfi

　　　で　　NEG得る　こと　報酬　　いかなる　全て一この

　　　彼らが何の報酬も求めず、ただ自らを犠牲にして勤労奉仕にやってきたのだと…

次例は／n£“e－n謝「確かに」は助動詞／t691とともに用いて確信をあらわす。

　（91）khao　tδO　chalaat　kwaa　th丘k－khon　nay　m立ubaan　n☆’n☆
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　　　PRO　［義］賢い　　より　　各人　　　　の　　村　　　　確かに

　　　　（あの人たちは）確かにこの村の誰よりも聡明な連中に違いないのだから。

　（92）h6n　phtiak－khaw　waaO　muuuu　caak　naan　deon　k　1えp　thii・phak　kan　pen　k1心m・kldm

　　　見る　達一PRO　　　　置く　手　　から　仕事　歩く　帰る　宿舎　　　一緒に　で　集団

　　　彼らは作業を中断してそれぞれのグループ単位で宿舎に戻った。

複数の「グループ」を指して重ね言葉が用いられている。訳文では「それぞれの単位で」

のように規律性もあらわしている。

　（93）ThooOm6an　ymum？｛発p　yむu　troO　mum　m血tut－m命mt　hξ0－nulg．

　　　トーンムアン　立つ　　密かに　いる　処　隅　　真っ暗な　　　　CL一ある

　　　トーンムアンは、隅の暗がりを選んで起ち、こっそりと彼らを眺めていた。

／m命mt／「暗い」を重ねることで「真っ暗な」「暗がりの」という臨場感を表している。

　（94）phGak－khaw　cap　k1Um　kan　r500　phleeO　1ξ？　mii　kaan　lalen　tえaO－tbap＿

　　　達PRO　　　　作る　団　　一緒に　歌う　歌　　と　ある　こと　　遊ぶ　それぞれ

　　　彼等はグループになって歌を合唱し、…ゲームばかりをあれこれやってゆき、…

　（95）150caak　thi　khao　day　h益a　withii　kaan　len　p19ak－pl；εk

　　　後で　　　REL　PRO　得る　探す　方法　こと　遊ぶ　珍しい

　　　con　may　mli　aray　ca　len　kan　七50　pay？iik　1ξεw

　　　までNEGある何　　FUT遊ぶ　一緒に繋ぐ　行く　また　PERF

　　　それから彼等は思いっく限りの奇妙なゲームを次々とやりついに種切れになった。

／p1εεk－plεεk1を単に「珍しい」とせず「思いつく限りの奇妙な」と訳されている。次の例で

は1phireenノを繰り返すことで「こんなにも風変わりな」という心理状態を表している。

　（96）thooOmtian　day　hen　khaw　len　kan　phireen・ph仕een　s匂thamhay　thoo　n］uslhk　tht丘0．

　　　トーンムアン　得る見るPRO　遊ぶ一緒に奇妙な　　　　　COMP　CAUS　PRO　知る

　　　彼女ははこんな風変わりな遊びに打ち興じている彼らを見て面白いと思った。

　（97）duu　kh5w　ch盒aO　pen　khon　ch60p　ph6ut　sia　ciO・ciO．．．

　　　見える　PRO　何と　　COPU人　　好き　　話す　終う　本当に

　　　しかしまあ、なんと話し好きな男なのだろう。

最も頻出度の高い／c句／を重ねて、／chaap／「何と」という間投詞とともに用いている。

　（98）khaw　k60　p50t　oo？kaat　hay　khon・？由u皿・？diurn　khim　ph血ut　b合aO．

　　　PRO　も　開ける　機会　　　与える　人一他の　　　　　　　　なる　　話す　いくらか

　　　彼は次の者に話をする機会を与えた。

ノkhon－？血um・？両un／は「次から次へと」のように複数の集団を表している。
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　（99）khaw　kδo　khit’khit　way　mdian　kan　tiε　　hen　w合a　pen　wan・r☆k－r｛窪k．

　　　PRO　も　考える　　　ておく　同じ　一緒に　CONJ　見る　COMP　COPU初日

　　　彼自身もそう思っていたわけだが、今日はまあ初目だから…

動詞反復の典型で／khit－khit／で「登思う」というように〈恒常性〉を表す。／r☆k1を重ね

ることで、「初日でもあるし」のような話者の主観的気分を表している。（99）では！phaak　1で

複数をあらわしているが、「ほんの子供」という意味で重ね言葉を用いた。

（100）phfiak　dek・dek　mak　ca　pay　khooy　duu　d6ay　wap　waa　ca　mii　aray　sanilk・sanUk

　　　達　　　子供　　がち　FUT行く　待つ　見る　で　望む　COMP　FUTある　何　面白い

　　　子どもたちはいずれそのうちに何か面白いこと、…と期待していたのだが、

（101）pen　aa？khaan　pr600・pr60p　mii　tdε　150khaa　m合y　mli　f遠a

　　　COPU建物　　　　空洞の　　　　あるだけ　屋根　　　NEG　ある　壁

　　　ph血um　laat　puun　siimeerl　ta1δ〇七．

　　　床　　　敷く　粉　　セメント　ー面に

　　　建物の内部はがらんどうで壁はなく、セメントを敷いた床の他に、…

（102）r血u－may－k合o？aw　ph6ak－s由a－ph合a　1ξ？n勾s面ul　lem　16k－16k　maa　cξεk

　　　さもなくば　　　持つ　衣類　　　　　　　と　本　　CL小さい　来る　配る

　　　：さもなくば衣類やポケットブックなどを配りに来てくれるだろう

（103）khao　aw　k15町thaayT血up　maa　thaay　kan　yay　1ξ？khray　tδo　khray

　　　彼等　持つ　カメラ　　　来る　写す　一緒に　大きい　と　誰　　繋ぐ　誰

　　　yby－yby　too－too　k60　maa　chom・chooy　kan．．．

　　　大きい　　　　　　　も　来る　褒める　　　一緒に

　　　彼等はカメラを持って来てパチパチとシャッターを切り、偉そうな人が次々と現れ

　　　ては出来栄えを褒めたたえた。……

　／khray－tδ。－khray1で「人が次から次と」、／yay・yay－too－too／で「偉そうな（人）」という意

味をあらわす。

（104）phfiak－dbk・dek　mak－ca　pay　khooy　duu　dfiay　wtip　waa　ca

　　　子供達　　　　　　がちだ　行く　待つ　見る　一緒に　望む　COMP　FUT

　　　mii　aray　sanUk・san立k　chen，．．．

　　　ある　何　　面白い　　　　例えば

　　　子どもたちはいずれそのうち何か面白いことを期待して待っていた、例えば、…

（105）khaw　16m　m廿u　kan　pen・tua・tua　ISεw　kδo　yaO　chdiak　kay　？iik　m合ak－maay．

　　　PRO　殺す　豚　一緒に　何匹も　　　PERFも　まだ　絞める　鶏　なお　多い

　　　何匹もの豚が殺され、数多くの鶏が宴会の犠牲になった。

類別詞／tua／を重ねることで、「何匹もの」という複数をあらわしている。
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（106）man　saat　khaw　maa　dooO　thoo　con廟1丘k　krathらop　khaw　pay　nay－11ay，＿

　　奴（雨）吹き込む　来る　当たる　彼女　まで　起きる　ずらす　入る　行く　中

　　雨が横殴りに吹き込んで来たので、彼女は起ち上がり、やむをえず堅入った。

位置詞／nay／「中」を重ねることで、「奥へ奥へ」という動作の進行を表している。

6．おわりに

　中国語でも「介紹介紹」、「商量商量」、「考慮考慮」というように、動詞「介紹」、「商量」、

「考慮」を繰り返すことで「ちょっと～てみる」という軽い、試行的な気持ちを表す。タ

イ語にもそうした中国語の影響が見られるが、聞き手への親近感、あるいは行為の反復性

をあらわすかは、文脈に依存しているところも小さくなく、検討の課題としなければなら

ない。ともあれ熟語となった使用頻度の高い特徴を抽出し記述することが重要である。

　重ね言葉の習得と運用はタイ人との言語コミュニケーションに欠かせない。タイ語教育

にも取り入れる工夫が必要だろう。タイ語の多様な反復語を分類し、記述するにあたって

は語彙的な側面からと構文的な側面とから検討しなければならないが、合わせて話し手（書

き手）の心理的側面、さらに社会文化的な言語習慣も見逃せない。ネイティブの言語感覚

も世代、社会環境によって異同が見られるかもしれない。おおがかりなコーパス資料に基

づけば使用傾向が明らかにされるだろうが、これには専門的な調査研究を侯ちたい。

注

1）反復、繰り返しの現象は言語の普遍的な特徴の一つであるが、ここでは形状反復に限定して

　いる。意味的な反復形式である日本語の「ては」「たびに」「ごとに」「につけて」「そばから」

　などに対応するタイ語表現については割愛し、別途考察の対象としたい。

2）反復語、反復表現の態様については田中（2017）では野呂（2016）なども参照しつつ日本語を

　べ一スに考察した。擬態語、擬声語にも韻をふんだ重ね言葉が多くみられるが、本考察では対

　象外とする。

3）スワンニー・スコンター『帰らぬあの日』日本語訳は吉岡みね子訳『サーラピーの咲く季節』

　（段々社1981）による。

4）目本語訳は岩城雄次郎訳『現代タイ国短篇小説集』上巻（井村文化事業社1982）による。
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附章（1）タイ語の身体語彙一／taa／「目」に関する慣用句、成句、諺一

附章　言語文化とその周辺の諸問題〈附章（1）〉

タイ語の身体語彙

一
／taa／「目」に関する慣用句、成句、諺一一

【キーワード】慣用句　成語　身体語彙　比喩　意味拡張

1．はじめに

　身体語彙は慣用句のなかでも大きな領域を占めている。物理的な名称としての語彙とい

う側面と、比喩的に用いられる側面とがあり、とくに後者は文化的な意味でも興味深い。

「則は身体語彙の中でもさまざまな表現のなかで用いられている。日本語でも「目は心

の窓」「目は口ほどにものを言う」などの成語・ことわざ、また「目を細める」「目が重い」

「目が眩む」「目が利く」「目が覚める」「目が肥える」「目がない」などの慣用句表現もき

わめて身近に使われている1）。また、実質的な意味から「目覚ましい」「目聡い」「目まぐる

しい」、「目下」「目前」などさまざまな語彙的な拡充が見られる。

　こうした特徴は日本語に限らず、他言語でも興味深い観察が見られることが考えられる。

本章ではタイ語の／七aa／“目”にちなんだ慣用句、成語を見ながら、タイ語の言語文化の理

解の一端としたい。なお、タイ語の身体語彙については、まだ体系的な研究はなされてお

らず、日本では佐藤（1997）が早期の研究としてあげられるが、身体語彙の分類を試みたまで

で、それぞれの部位の詳細な意味記述については不十分な印象をまぬがれない。また、宮

本マラシー〈1991－1993＞は対訳語彙集のような体裁ではあるが、代表的な身体用語の慣用

句を挙げている。なお、意味用法の記述的研究、意味拡張の研究については、昨今では、

認知言語学、認知意味論の立場から研究が進められている2）。意味記述のほかに慣用句、成

語の構造についてみれば、中国語などの影響が散見されるなど、非常に興味深い。本章で

は辞書的な記述を補う意味から、慣用句や成語の語法的、修辞的特徴にもできるだけふれ

ていくことにしたい。将来、構想するタイ語日本語慣用句辞典の作成の準備作業ともなる

ものである3）。

2．動詞との組み合わせ

　タイ語で“目”は／taa／というが、前後に動詞、形容詞を用いてさまざまな表現を作る。

そのなかには単に現象的な意味をあらわすものだけのものと、比喩的に含意するものとが

ある。後者に注目して、動詞の位置による分類を試みてみよう。

2．1　〈動詞十taa＞

　動詞と1taa／による二語構成の熟語、連語であるが、単純に動詞と目的語の関係で結びつ
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いたものと、実質的な意味よりも慣用的な意味で用いられるものとがある。

（1）khwan　taa　目の保養、愛する女性に対して用いる二人称。愛人。1khwan／は「魂、吉

　兆」などの意味。

（2）khat　taa　目ざわりである。　lkhat／は「ボタンをとめる」などの意味で1khat℃ay1「自分

　の気に入るようにさせない」など多くの熟語をつくる。

（3）kh山o　taa怒ってまたは禁止の気持ちでにらみつける

（4）cap　taa見つめる、目を引く。

（5）c迦ttaa目立たない、見飽きた。／CttUt／は「淡白な」という意味の形容詞でもある。

（6）chaay　taa　横目で見る。

（7）taak　taa原義は「目を干す」。転じて、見たくもない下手糞の芝居などを長い時間、

　辛抱して見ているさま。転じて面の皮を厚くして恥を忍ぶこと。

（8）tha？1ting　taa怒ってまたは禁止の気持ちでにらみつける

（9）thaao　taa眠いときくっっきそうな瞼を無理に開く。

（10）baat　taa　見て不愉快な、目ざわりな。

（11）m合y　waap　taa視線をそらさずに、じっと。

（12）stiu－yip　taa　死に物狂いで戦う。

（13）lap　taa見えなくなる、消えうせる。目を閉じる。

（14）1uan　taa　目をごまかす。

（15）len　taa　「目を遊ぶ」が転じて、色目を使う。

（16）sa？dtit　taa　目を引く。

（17）mtiay　taa　目をつけておく。

（18）pら。t　taa，　bらok　taa　目を見張る、目を開く。

（19）phit　taa　「目を違える」が転じて、違って見える。異様な。

【四語熟語】については次のものがある。同一の動詞を反復させ、「目」／taa／と／naa1「顔」

／h加1「耳」、／cay／「心」などの身体語彙を対照させて用いる。

（20）kh血n　naa　kh6m　taa名声を高める、名誉を高める。

（21）mii　n合a　mli　taa　面目をほどこす、世間体がよい。

（22）tit　taa　tit　cay　目と心に強い印象を受ける。

（23）tit　hロu　tit　taa　耳目に強い印象を受ける、今も耳目に残っている。

（24）phit　hロu　phit　taa　前とずいぶん変わって見える、見違えるような、異様な。

（25）lululm　h口u　1㎜m　taa　目を開けている。

（26）haay　naa　haay　taa視界から遠ざかっている。

2．2　〈taa＋動詞や他の品詞〉

　動詞や形容詞、またときに名詞などを修飾語として／taa1の後に併用する、固定化した熟
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語・慣用句をみてみよう。

【taa＋名詞】の構成によるもの：

（27）taa　kδp　うまく炊けていない、硬い芯のあるご飯。

　　taa　k△p　taa　khiatともいう。1kδp／は「蛙」、／khiat！は「雨蛙、青蛙」の意味。

（28）taa　c。orakhee比喩。ワニの目のように切れ目の長い目の形容。

（29）taa　cawchUu　比喩。すけべ目。日本語の「色目」。

（30）taa　kl60p　（俗）カメラマン、映写技師。

（31）taa　plaa魚の目。脱脹。

（32）七aak句　海老の目から転じて、濃い紫色、灰色がかった紫色。

（33）taa　k旬yio　ものもらい。麦粒腫。

（34）taa　th立a角膜が濁っている。比喩。緑豆の目の意味が転じて、小さな目、物がよく見

えない。何かを探しても見つけられない。

（35）taa　thfp何でも見通せる超能力眼。1thip／は「神仙」。

【taa＋形容詞】の構成によるもの：

これにはそのように形容された「目」自体についての説明と、目の具体的な動き、様子を

表すものとがある。前者は名詞として、後者は動詞として用いられる。

（36）taa　klom　つぶらな目。嘆じて子どもや美しい女性の目。

（37）taa　too目を大きくする、関心を示す。食欲な、欲を起こす。欲に目がくらむ。

（38）taa　khiaw，　taa　khtin－khiaw　「緑色の目」から怒ってにらむさま。激怒した目の形容。

（39）taa　khee斜視。やぶにらみの。

（40）taa？さek　同上。斜視。やぶにらみ。

（41）taa　kh50　目がかたい、眠くない、不眠症の、まばたきしない、目が冴えている。

（42）七aa　kh5aw　白目、怖がりの、臆病な、恐怖を表すさま。気が小さい。

（43）taa　dam　白目に対する黒目、ひとみ。子どもに対してあどけない様子。

（44）taa　dεεp充血する、結膜炎。

（45）taa　dεε0－dεεO泣いて、または泣こうとして目が赤くなる。

（46）taa　dii　目が良い。目が鋭い。　目が高い。

（47）taa　1£εm　目が速い。目ききの。

（48）taa　tam　上下、貴賎、優劣などを見分ける能力の無い。

（49）七aa　khom　目つきの鋭い、大きくてきれいな目。眼光堂々とした。

（50）taa　plaaw　肉眼。

【taa＋動詞】の構成によるもの：

　ここでも目のありようを形容した言い方、形容された目そのものを表すものが見られる。

驚いた様子、ぼんやりと見える様子、目が鋭い様子などには複数の表現が見られる。

（51）taa　faat見誤る、幻覚が現れる。
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（52）taa　faalj目がかすむ。ぼんやりとしか見えない。

（53）七aa　mua　ぼんやり見える。

（54）taa　pit　目が開けられない。目をっぶった。

（55）taa　phraa　はっきり見えない。かすんで見える。

（56）taa　phooO　目を見開く。驚く。

（57）taa　phlOOII驚いて目を見張る、

（58）taa　klap　白目を剥いた、年をとって逆に視力が良くなった。

（59）taa　kap　chin　人を欺く性格を表している目つき。

（60）taa　kooO　だまし目。

（61）taa　khw5ap　きちがいじみた様子を見せ始めた、不満な、怒った。

（62）taa　kh心n　老人のような輝きのない眼、激怒した目の形容。

（63）taa　khee　斜視、少しやぶにらみの。

（64）taa　khwam　l府くほどに横目でにらむ。

（65）taa　khaao　白目を剥いたままの、死んでも目を開けたままの。

（66）taa　raay他人を見つめると見つめられた人は病気になったり死んだりするという超能

　力を持っていると信じられている人。

（67）taa　cξw　澄み切った目、生き生きとした目。

（68）taa　looy　うつろな目。

（69）taa　laay　目がくらむ。

（70）taa　16k　目を丸くする。驚く。恐れおののく。

（71）七aa七勾　ひきつけを起こして白目を剥く。

（72）taa　mua　目がかすんだ。

（73）taa　way　目が鋭い、視覚が鋭敏な。

（74）taa　sla　目がつぶれる。失明する。

（75）taa　yii光や塵をよけるために目を細める。

3．四語熟語

　ここでは、四つの単語からなる熟語をみてみよう。なお、熟語は背景にその誕生したい

われを定かにもたないが、成語にはまつわる逸話や故事をもつのが普通である。成語につ

いては、ことわざのところで触れたい。四語熟語の中には韻を踏んだり、同語反復をした

りするものなどが見られる。

3．1　「盲人」にちなんだ熟語もいくつか見られる。

（76）七aa　bらot　khlam　chaap物事の一面しか知らない、または一方的な見方しかできない人

　が物事をそうと思い込んでしまうこと。群盲象を撫でる。

（77）七aa　b50t　day　wgn盲人が眼鏡を拾う。自分にとって何の役にも立たないものをもらっ

　た人。
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（78）taa　b50t　s50t　taa　hen　盲人が見えないのに見えているふりをする、知らないくせに知

　ったふりをする。

（79）taa　b60t　taa　say　常人と変わらないような目でも実は盲人。半盲の。

3．2　「目は＿＿である」のように、コピュラの／pen／を用いた熟語が特徴的。

（80）taa　pen　man欲しくて目がギラギラする。

（81）taa　pen　fay燃えるような目

（82）七aa　pen　s麺par6tパイナップルのように目がたくさんある、大勢の手下や仲間がいて

　絶えず至る所で見張っている人がいる。張り巡らされた情報を持っている。

（83）taa　pen　n6k　khwbεk何がどこにあるか、キョロキョロする。兎の目鷹の目。

3．31taa／を二回反復させて用いた熟語（1）。韻をふむ言い方：

（84）taa　sii　taa　s5aまたはtaa　stia七aa頭農民、田舎者。

（85）taa　khUn　taa　khiaw　激怒する。目をむく。

（86）taa　pen　n6k　khwさek何がどこにあるか目をキョロキョロさせる。鵜の目鷹の目。

（87）taa　lii　taa　ldiak　あわてふためいて。

3．4／taa／を二回反復させて用いた熟語（2）。とくに韻を踏んだものではない：

（88）taa　f血ap　taa　saltUp若い女性に流し目を送ること。

（89）taa　IUk　taa　chan金品などを見て目を大きく見開いてギラギラさせること。

（90）taa　I6k　taa　n6。y女性に対する流し目。秋波を送る。

（91）taa　chaap　taa　maa　「象の眼、馬の眼」時と場所を考える。タイミングをとる。事の

　前後をわきまえる。

（92）（duu）taa　m6a七aa　rula馬の目、船の目（を見る）。周囲の状況を見定める。「転ばぬ先

　の杖」。

（93）taa　pii　taa　chaat終身、いつもいつも、永遠に。

（94）taa　lmak　taa　plin非情に驚き慌てる、肝を冷やす。

（95）taa　r6。n　taa　fay　嫉妬に燃えた目でみつめる。

（96）taa　may　mli　w9εw　死人の目のように光沢のない虚ろな目。愚鈍な。

3．5／taa！のほかに他の身体語彙を併用する熟語。動詞は同語反復のケースが多い：

（97）klay　h丘u　klay　taa目の届かないところで、膝元から離れて。

（98）klay　taa　klay　cay　目からは遠いは心からも遠い。去るもの日々に疎し。

（99）hUu　paa　taa　thtUan　状況がどうなっているのか分からない。愚かな、無知蒙昧な。

3．6四語熟語のほかに、次のような言い方もみられた：

（100）taa　dti　k60　day，　taa　raay　k60　sia．運が良ければ得、悪ければ失う。運を天に任せる。

（101）taa　tit　kra？paw財布を切る目。男心をとろけさせるような目。そのような女性の視

　線に出会うと男は喜んで財布の紐を弛めて彼女に取り入ろうとする。
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4．成語、諺の中にあらわれた／taa／「目」

　前節では百ほどの諸例をみたが、実際にはこの倍近くの慣用句がある。他の身体部位と

くらべても非常に多彩な用法が観察される。以下では一部重複するが、主として、一般に

市販されている多くの“stimnuan　thay”「慣用句（拾遺）」に収録されている成語、諺のう

ち、上記以外の諺に／taa／が含まれたものを見ておこう。用例の番号を最初に戻す。

（1）klay　taa　klay　cay

　　目が離れれば心も離れる。「去るもの日々に疎し」。

（2）faa　mti　hUu　pra？tuu　mli　taa．　kamphεεO　m五h亘u，　pra？tuu　mi　ch600．

　　壁に耳あり、扉に目あり（隙間あり）。「壁に耳あり障子に目あり」。

（3）y並umulaO　taa　liu　t601iu　taa　taanL　khaw　mulaO　taa　liu，　t5011u　taa　taam．

　　片目の国に入ったら、片目で過ごせ。「郷に入れば郷にしたがえ」。

（4）dua円一taa　pen　naataaO　kh50p　dua円cay．

　　目は心の窓。直訳そのもので、文字通り万国共通の表現。

（5）mooO　khon　yaa　mooO　dfiay　haa！｝－taa．

　　目尻で人を見るな。

（6）sip　paak　w合a　m合y　thaw　taa　hen．

　　百聞は一見にしかず。（十聞）

　以下の耳と目にちなんだ成語、ことわざも比較的多い。

（7）hOu　yUu　naa　taa　yttu　ray　または（？aw）hUu　pay　naa（？aw）taa　pay　r合y．

　　耳は田圃へ目は畑に向ける。これは自分の家や身近なところにあって、本来は自分が

　　責任をもって見守らなければならないものに目を向けず、我関せずの態度をとるとい

　　う意味。知らぬ存ぜぬ、どこ吹く風。

（8）hUu　pba　taa　thuan．またはh口u　paa　taa　muut．

　　未開人の耳、未開人の目。周囲の状況にまったく気がつかない。「ツンボ桟敷の」。

（9）hUu　phrayaa　taa　r50n．

　　「ハゲワシの主のように目と耳が早い」が転じて、目も早ければ耳も早い。

（10）hiiu　s合n　taa　san．

　　「目も耳も短い」が転じて、見識が狭い。

（11）kaa　taa　wεεw　hen　thanuu．

　　カラスは賢いのでちらっと見ただけで逃げ出す。悪賢い。

　　「涙」にちなんだ表現もいくつか見られた。

（12）kin　namtaa．

　　「涙を飲む」から、「泣き悲しむ」の意味。

（13）biip　namtaa．

　　「涙を絞り出す」から、「目をパチパチさせてわざと泣いて見せる」という意味。本当

　　に悲しくて泣いているのに、嘘泣きをしていると皮肉っていうことが多い。
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（14）sia　namtaa．

　　「涙をなくす」から、「無念の涙を流す」の意味。Sia　は「無くす」の意味。

（15）n6mtaa　ch6t　htiakhaw

　　「涙で膝頭をふく」から、「悲しくてまたは失望してさめざめと泣くさま」。

（16）n6mtaa　pen　taw

　　焼かれたカメのように涙をボロボロとこぼす。

（17）n6mtaa　tδk　nay

　　心の中で泣き、悲しみを外に表さない。

（18）khUt　d血ay　paak，　thaak　d｛iay　taa．

　　「口で掘り、目でそぐ」から、「言葉と視線の両方で相手を侮辱する」という意味。

（19）khaw　taa　con．　kh合w　taa　r嵐ay

　　この／taa／は「碁盤の目」。どこへも動かせないところに駒が入る。切羽づまる。辛い立

　　場に陥ること。

（20）kh合w　paa　taa　liu．

　　ジャングルに入って目を細める。用心深くなる。

（21）kh6p　khon　taa？さek，　ch嵐y　khwaay　kh5w　keek．

　　片目の人と交わり、妙に曲がった角を使う。異相でよくないから避けるべきである。

　　前者のフレーズのみ使うこともある。

（22）caw－naa　c合w－taa．田の主、目の主。でしゃばり。

（23）t△ptaa．目を叩く。目先をごまかす。　t△△p　は「平手で強く叩く」。

（24）thi　l60t　taa　chaa円，　haaO　l50t　taa　len．

　　この1taa1は「目、網の目」ではなく、1tua1「からだ」を意味する。どんなに間隔を密

　　にしても象でもくぐりぬけられるものだし、どんなに粗にしてもシラミはくぐりぬけ

　　る。下の句はかざりで意味は少ない。／1e11／のかわりに／khwaay1「水牛」、／mla1「船」を

　　使うこともある。転じて、非常に周到にやっているようだが、実は抜けたところがあ

　　る。節約すべきところに節約せずに、ケチるべきでないところにケチる。

（25）？ltchaa　taa　r60n．

　　嫉妬に燃える。taa　r6。n　「熱い目」は危害を加えようとする目。

（26）paak　waa　taa　cha？yip．

　　口で言って目で合図する。口ではするなと言いながら、するように目配せをする。口

　　と心が別々の。本音と建前が異なる。

（27）pen　taa　y心u．

　　ユー爺さんになる。昔、ナー爺さんとイン爺さんが魚を捕りに行って、一尾の魚を得

　　たが、分け方で言い争った。通りかかったユー爺さんが仲裁に入って解決したが、ナ

　　ー爺さんは頭のほうを取り、イン爺さんは尻尾のほうを取り、ユー爺さんは真中の一

　　番良いところをせしめたという故事にもとつく。「漁夫の利をしめる」。
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（28）pen　taa

　　老人語。／n合a／は「．．．してよさそうな」という意味。／pen　naa－kin　「おいしそうな」。

（29）pen　taa　diaw

　　一っの目のように一斉に見る。

（30）pen　naa　pen　taa．

　　仕事はしかるべくきちんとする。

（31）pen　h廿u　pen七aa．

　　「＿に代わってその耳目となる」。／taao　h亘u　taao　taa／とも言う。

（32）pbot　hUu　pら〇七taa．

　　より多く見聞するために耳目を開く。外遊することなどについて言う。

（33）ph句kh合w　taa　tua？eeO．

　　自分の目に入ったゴミ（は取り出しにくい）。今まで他人の窮地を何度も救ったことが

　　ある賢い人でもいざ自分に問題が起きてみると解決し難いものだ。

（34）mooO　tua　？eeO　d6ay　taa　naa，　mooO　ph6u－？zi㎜n　dfiay七aa　laO．

　　自分自身を見るときは顔にっいた目で見て、他人を見るときには背中についた目で見

　　る。自分のことはすべて良く、他人のことはみなけなす。

（35）mooηcon　taa　kh合aO．

　　ポカーンと見とれる。唖然とする。

（36）mooηsδp　taa．

　　視線が合う。相手の目を見っめる。／sδptaa／だけでも用いられる。

（37）mii七aa　may　mli　w§u．

　　目はあるが光沢がない。見る目がない。

（38）y9εtaa　rak．

　　とても困っている。

（39）1由at　khaw七aa．

　　血が目に入る。血を見てたけり狂う。

（40）1由at　taa　th£εp　kra？den．

　　ほとんど目から血が飛び出るほど。死にもの狂いで。

（41）win　pen　kay　taa　tきεk．

　　闘鶏で目を蹴られ、目がつぶれた鶏のように走る。向こう先もみえずに無我夢中で突

　　っ走る。猪突猛進する。

（42）taa　dii　kδo　day　七aa　r査ay　k50　sia

　　運が良ければ得をする。運が悪ければ損をする。万事は運次第。

（43）s6u　con　y6P　taa．

　　目を縫うまで闘う。闘鶏の用語。死にもの狂いで最後まで闘う。一歩も退かずに闘う。

（44）sa？nさe－htia　taa－b50t．
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　　恋は盲目。sa？nee－htiaは純粋に愛するという意味。

（45）taa　rξep　ca？mtiuk　m6t

　　「鷲の眼、蟻の眼」。転じて視覚嗅覚の鋭敏な人。日本語の「地獄耳」などに相当する。

（46）kh合am　naa　khaam　taa

　　またぐ　顔　またぐ　目

　　顔をまたいで、目をまたぐ。他人を無視する。頭越しに行う。

（47）khbay　naa　khaay　taa

　　売る　顔　売る　目

　　顔を売り、目を売る。恥をかく。顔を汚す。面子を失う。

（48）yfm　d6ay　paak　thaak　dOay　taa

　　微笑む　で　口　剥ぐ　で　目

　　口で笑い、目で剥ぎ落とす。表面では穏やかだが内心は冷酷だ。

5．実例による観察一異文化理解とともに一

　最後に、タイ語の1taa／が実際にどのような使われ方をしているのか、数例を紹介してみ

よう。「目」はさまざまな場面、文脈で主人公、話し手（語り手）の心情を吐露する有力な

アイテムとして機能する。その一端をタイ語の実例から観察してみたい。テキストはスワ

ンニー・スコンター「帰らぬあの則のタイ語原文と日本語訳（吉岡峯子）を用いた4）。本

小説は現代タイ文学を代表する女性作家の掌編で、筆者が接したタイ文学作品のなかで感

銘を受けた十指のなかで先ず指を屈すべきものであり、既に現代タイ文学の紹介において

しばしば登場する作品である。第二次大戦中のタイ北部に日本軍が進駐した。ビルマへ侵

攻するインパール作戦のためであったと思われる。村中の牛や馬を買い集めるなか、大事

に育てていたキイオウも日本軍に連れ去られる。やがて敗走する日本軍と捕虜兵士のなか

に馬は一頭も見えず、あの日は帰っては来なかった。用例番号を最初に戻す。

（1）chtin　1εε・duu　ph50　khii　mfia　pay　con　lap　s5ay・taa

　　PRO　眺める　　父　　跨る　馬　行くまで　閉じる　目線

　　［日本語訳］父が馬に乗って行く姿を私はじっと目で追った。（傍線は引用者）

　タイ語では／saay一七aa／「目線」で表している。「目で追う」という行為は単に目を投げかけ

るわけではない。その連続した流れ、時間を「目線」という語で表している点に注意した

い。直訳では「目線を閉じるまで」という表現になる。なお、／s2ay一七aa1には「視線、視力」

のほかに慣用句として「眼光」という意味があり、上例ではその意味も内包する。

（2）chan　yaak・day　maa　tua－mia　phr6？　yaak－day　maa　16k－16k

　　PRO　欲しい　　馬　　雌　　　　から　欲しい　　　馬　小さい

　　man　naa－r6k　1ξ？　wig七aam　mεεd合y　taO－tきε1㎜m　taa　kh血n　maa　duu肪ok

　　PRO　可愛い　と　走る　従う　母　［可］から　　忘れる　目　なる　来る　見る　世界
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　　［日本語訳］私だって、どんなに雌馬が欲しかったことか。しかし、私の場合、それは可

　　愛い小馬に限られていた。目が開いて、この世を見られるようになったもうその時か

　　ら母馬の後について走りまわる小馬一

　この例では日本語には「目が開いて、この世を見られるようになったもうその時から」

と訳されているが、タイ語では「この世を見られる目を忘れてきた時から」のように表現

されている。

（3）mξε・tきε　tua－naay　noon－lap　ph6t　th6？hZan　k50　ya可　？心tsia　tham　khwaam－khawr6p

　　でも　　上官　　　眠る　　　　隊　　兵士　　　も　まだ　わざわざ　する　敬礼

　　m◎adogn　phaan　ch5n　hen　dfiay　taa　kh50η　ch5n　？eep

　　時　　歩く　過ぎる　　PRO　見るで　　目　の　　　PRO　自身

　　［日本語訳］上官が床に就いているときでさえ、兵隊達は通り過ぎる時にわざわざ敬礼し

　　た。私は実際、この目でそれを見た。

　この場合は「この目で」は一瞬の観察であり、「目線」ではなく「目」を用いている。タ

イ語では「私自身の目で／私自らの目で」という語句で表しているが、日本語では「実際、

この目で」と訳されている。

（4）chtin　t60　w211　？50k　maa　duu　．．．　duu　maa　tきε　1良？　tua

　　PRO　［義］走る　出る　来る　見る　見る　馬　　毎　あたり　CL

　　thaw－thii　stiay－taa　ca　amnuay　hay－day

　　限り　　　視線　　　FUT許す　　ぜひ

　　［日本語訳］（略）私は駆け寄った。そして探した……一頭一頭の馬を。私の腿の力が許

　　すかぎり、ただ馬だけを目を凝らして見た。

日本語では「眼の力が許す」と訳しているが、／amunuaylは「及ぶ」のような意味が適切で

あろう。／h合y・d合y／は「必ず」という副詞だが、日本語では「ただ」という限定継続的意味

に訳されている。

（5）baaO－khon　m五tきε　phaa　pen　theep　kaw　mtUan　phaa－khii－riw

　　ある人　　　ある　だけ　布　COPU殆ど　古い　同然　雑巾

　　phall　th白w　thεεn　ro町th白w　lξ？　pen　cam皿an　maak　thii　mli　ph合a　tiaw

　　巻く　　脚　　代わりに　靴　　　　CONJ　COPU数　　　　多い　RELある　布　　樟

　　phtiuk　w嵐y　kh含0－naa　kan　thU？reet　nay－taa

　　結ぶ　ておく　前面　　　防ぐ　哀れな　　　目玉

　　［日本語訳］彼らの中には雑巾同然の古びたポロ布を、まるで靴代わりとでもいうように

　　足に巻きつけている人もいた。全面に揮をつけて、彼らに向けられるいやらしい遜

　　を避けている人も大勢いた。
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　ここでは「目」は／taa1でも／s5ay－taa／でもなく、「眼球」を意味する／11ay一七aa／が用いられ

ている。だが、訳語としては訳文のように「（いやらしい）視線」が適切であろう。

　以上、実例を数点瞥見したに過ぎないが、「目」は「目線」「視線」、さらに「眼差し」「眼

力」にもなり、「見る」にしても「目に飛びこむ」「目にする」「目に入る」「目がくらむ」「目

で追う」「目をなげかける」「見かける」といった、慣用句も含めさまざまな語句を構成す

る。そうした使い分けはやはり実例による示唆が大きいことに気づかされる。なお、目に

関する慣用句がどのような場面、文脈で用いられているかについては別の機会に調査報告

してみたい。

　ここで、本章の趣旨からやや脇道に逸れるが、思うところを附言しておきたい。筆者は

対照研究と異文化理解に欠かせない材料（言語データ）として、かねてから文学作品の精

読、鑑賞を重視し、自らもそうあるべきと認識し続けてきた。言語研究において良質な作

品を扱うことでより理解を深め、そうした地道な理解の積み重ね、姿勢がひいては異文化

理解、共生・多文化理解の本質的な土壌をつくっていくことを信じている。

6．おわりに

　以上、語構成などの形態面に注意を払いながら、およそ150項目の「目」にかかわる慣

用句、成語、言いまわしをみてきたが、タイ語には日本語には見られない含蓄ある表現が

多く見られた。タイは「微笑みの国」と言われるが、その微笑みは目に宿ることも多い。

語構成から見れば、とくに、中国語の影響と思われる四語熟語・成語の使用も高く、また、

他の身体語彙や色彩語彙などをともなう現象も見られた。実例にも他の品詞などを併用し

て多彩な表現を形成して用いられていることも観察された。

　言葉はやはり魔法である。「目」ひとつとっても、その発想、意味の拡張によりさまざま

な意味を生産する。表現の豊かさ、細やかさはタイ語への統語的な関心とともにタイ言語

文化の広がりへと関心を誘う。

　本章では研究ノートとして／taa／「目」をとりあげたが、引き続き、他の身体語彙を対象

に、基本的な語構成から慣用的な用法、さらに場面、文脈に即した表現の態様にも関心を

払っていきたい。

注

1）たとえば、『大辞泉』（小学館2012）では140余の慣用句を挙げている。なお、本章では「目

がしら」「目じり」「瞳孔」などの目に関する器官的名称や単に物理的（実質的）な意味を表す

語結合・構成についてはふれていない。

2）宮本マラシー〈1993＞では1taa／「目」の身体慣用句を100例ほど挙げている。ラダポーン・

サイソンブーン（2006，2007，2008）では「顔」、「口」に関する意味拡張、文法化の事象を扱

っている。またアラデー・アピウオンガム（2005）はタイ語のcay「心」と日本語の「気」につ

いて考察している。中国語では方（2014）が詳しい考察を行っている。
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3）田中（2014）は使用度の高い諺を中心に1000余例あつめたものだが、現在慣用句を含めて

修訂作業中をすすめている。

4）作品の出所は次の通り

　原本　　“晶q加醐前u論予百っ篇曇縮um命前緬縮司1田測1舗輪緬画．er．　kn＆＆＆
　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　日本語訳　「帰らぬあの日」

　　　　　　スワンニー・スコンター、吉岡峯子訳『サーラピーの咲く季節』（段々社1987）
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附章②　外国語教育と異文化理解一あるタイ語・日本語テキストの場面から一

附章　言語文化とその周辺の諸問題（2）

外国語教育と異文化理解

あるタイ語・日本語テキストの場面から一一

【キーワード】外国語教育　異文化理解　表現素材　言語文化　翻訳

1．はじあに

　語学テキストには学習者が語彙や文型を効率よく習得するための工夫もさることながら、

その内容にも興味が持てるように配慮されているのが普通である。だが、ともすると語彙

や文型の導入のほうに目がいき、内容や場面の工夫は二の次ということにもなりやすい。

　一般的に語学テキストの作成にっいてみれば、およそ3種の方法が考えられる。

タイ語のテキストを例にとれば、まず、（1）〈無国籍型〉といってよいもの。つまり、現代

の人間社会に共通する話題、習慣を設定するもの。次に、②〈現地密着型〉といってよい

ものである。これは、現地のタイを舞台に書かれたもので、文化や歴史や習慣の紹介にま

でおよぶ。もう一つは（3）〈母語風土型〉といってよいもので、②の逆で日本の生活を現場

にして紹介記事として書かれたものである。②のスタイルは現地に赴く人たちにとっては

有益だろう。〔3）は反対にタイ人に日本のことを紹介するときなどに効力を発するだろう。

（2）および（3）は、異文化理解、異文化接触型テキストということで、異言語によるコミュニ

ケーションの擬似体験を配慮した場面構成になっている。（1）には異文化接触に関するもの

は意識されないが、当該国に受容されにくい対象（例えば宗教的な背景等）が紛れ込む恐

れもある。住環境や社会適応にもっとも配慮したものでは、かつて帰国した中国残留孤児

に対する実践的な日本語習得のためのテキストなどがあげられるだろう。実践型の会話を

盛り込んだ内容のテキストはしばしば『生活（タイ語）会話』などと呼ばれることが多い。

さらに近年はタイの日系企業等で日本人との協働の現場を重視した『ビジネス（日本語）

会話』なども開発されているが、敬語や待遇表現の指導に時間が割かれ、十分な問題解決

には至っていない。自ずと教える側の関心、采配に比重が置かれることにもなる。

　理想的なテキストとはこれら3種類のスタイルがミックスされているのがベストであろ

うが、全体的なバランスからいえば非常にむずかしい。しかも、比重の置き方をひとたび

誤ると、文化摩擦も起こりかねない。教科書作成の難しさの一端がここにもある。筆者は

かつて、タイで日本語教科書の作成に取り組んだことがあったが、日本のサラリーマン生

活や住宅事情、新幹線などの紹介を紹介するとき、地に脚がつかないような感触を覚えた

記憶がある。表面的には関心を持たれても、学習者の心情までははかりかねた。そこに生

きる現実社会に根をおろせばおろすほど、異質な現代社会を持ち込むことに身勝手さや違
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和感、おこがましさといったものを感じたのである。まだ目本語教師数年目にして感じた

その戸惑いは今でも鮮明である。そうした体験も交えつつ、教科書、とりわけここでは語

学テキストが異文化理解のテキスト、文脈として考えられる点を再考してみたい。

　なお、以下では特定の語学教材を任意にとりあげるが、テキストには内容的にも完全な

ものは存在しない。よく言われるように、教科書は完成した時点から古くなるという宿命

を持つ。したがって、ここで議論する対象は実際にみられる現象の一端であり、意図的に

批判的な視点から言及するものではないことをあらかじめお断りしておきたい。

2．場面一その1一

　語学テキストには一般に〈構造シラバス〉と〈場面シラバス〉とがあることはよく知られて

いるし、教材の開発にあたってはよくこの点は吟味すべきであることは論を侯たない。初

級の段階では前者が、中級以降の段階では後者がほぼ指向されるが、〈構造シラバス〉には

文型の配列順序が一番の課題となり、〈場面シラバス〉では用途に応じた場面の設定ととも

に〈構造シラバス〉もほどよく併行して分布していなければ、効率的な習得は期待できない。

〈構造シラバス〉にしてもただ文型の習得だけに終わっては無味乾燥な中身になってしまう。

これまで、語学教材の表現素材については、日本語教育ではジェンダーの角度から、男女

の役割分担的な場面に問題が介在することがしばしば指摘されてきた。

（1）「木村さんは豊れいな人です。そして親1辺です」

　某日本語教科書に見られる紋切り型の文例であるが、ここでは並列接続詞「そして」の

導入、また形容動詞「きれいな」　「親切（な）」の、修飾用法、述語用法をそれぞれ対比

させる意図をあわせもつ。ステレオタイプ的な文例は日本の紹介にもしばしば見られる1）。

（2）「日本人は時間をむだにしませんね」

　「日本はほんとうに技術が進んでいると思います」

といった例文が堂々と掲載されていて、教室であっかう際には面映ゆくなることもある。

「むだにする」「技術が進む」という語彙はそれ自体、有用な語彙である。だが、とりわ

け初級学習者にとっては、文型、例文が本人の表現の始発的な運用なり印象を強く定着し

かねないことから、こうしたステレオタイプ的な文例を覚えてしまうことは無意識にも文

化のゆがんだ受容につながることが懸念されるのである。さすがに近年ではジェンダーや

フェニミズムの観点からもこうした表現は避けられるようになった。たとえば、

（3）「マックさんは元気で面白い人です」

　「この本は日本の社会を理解するのに役に立ちます」

といった客観的、中立的な表現に置き換えられている。ただ、いずれにしても中身をとも

なわない、紋切り型の表現になってしまうことは否めない。
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　語学教材は教室作業におけるサンプルとしての表現素材と、学習者自ら教室外で体験す

る表現素材とが、ある緊張した調和をもって意識されることになる。テキストの文脈的な

理解が初級段階では副次的になされる実状からも、表現素材の選択設定にあたっては、学

習者の異文化理解を意識すべく、より慎重な方法論が求められるのである。最近ではジェ

ンダーに配慮した場面や語彙の導入にも配慮されるようになってきたが、日本語教師、日

本語研究者の感性や一般教養、着眼点が一律ではありえないように、素材と文例について

の認識も一様ではない2）。

　さて、その〈場面シラバス〉であるが、タイでの生活を考慮に入れて作成されたテキスト

では、とくに対人関係、対人接触の場面において問題が表出するように思われる。例えば、

「依頼」や「断り」などの場面では、タイ特有のコミュニケーションの型が予想（あるいは

想像）されるわけで、こうした言語生活の事情ないし、習慣を考慮に入れなければ、健全な

語学能力の伸長は期待できないのではないかと懸念される。もちろん、使用者が自覚して

その場での修正能力をもっていればいいのだが、それでもリスクはっきまとう。

　次にあげるのは、タイのバンコクで出されているタイ語テキスト『実用生活タイ語会話』

の一場面である（写真（1））。便宜上、タイ語は省略し、日本語訳のみあげる3）。

（4）A1：奥さん、3000バーツ前借りさせていただけませんか。

　B1：．月給払ったばかりじゃないの。

　A2：はい、でも、来週娘の学校が始まるので授業料を払わなければならないのです。

　B2：まず主人に聞いてみなくちゃね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『実用生活タイ語会話』第6課）

Aのタイ人である使用人がBの日本人である雇い主にお金を前借したいという場面である。

ここでは「～させていただけませんか」という依頼文、「～したばかりだ」という完了表

出文、「～じゃないの」という非難文、「～なければならない」という義務・主張文、「ま

ず、～してみる」という試行文が、それぞれ「文法表現」項目として配置されている。タ

イ語を省いたが、もちろん、文脈や場面によっては自然な構成であっても、日本語をその

ままタイ語に直訳した場合、かなり強い調子になったり違和感をあたえたりすることもあ

るだろう。ここには執筆者の目論みとは裏腹にある種の文化の誤解が生じないだろうか。

なお、日本語の教材ではないが、使用人であるタイ人Aが〈丁寧体〉、雇い主である日本

人Bが〈普通体〉を用いている点も、見方によっては強い違和感を与えかねない。

　まず、B1の「月給払ったばかりじゃないの」という文は、タイ人は月給が出たばかりで

もすぐ前借する傾向があること、お金の出費、管理に関しては計画的でなくルーズな一面

があることを、ステレオタイプ的に暗に提示することになっている。　「娘の学校が始まる

ので授業料を払わなければならない」といった状況は確かに存在しないことはないだろう

が、ほかにもお金を借りる場面はあるはずである。作成者側からいえば、これは「前借」

の一つの頻出パターンということなのであろう。また、金銭の貸借がタイ社会の日常で頻
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繁に行われるという誤認、文化理解の齪甑にもっながりかねない。

　次に、Bの2「まず、主人に聞いてみなくちゃね」の文では、「主人」が絶対的な権威（個

人差はあるにせよ）として位置付けられている。使用人側からすれば、　「奥さん」という

個人的な関係を信頼して遠慮しつつ頼もうとしたわけであるが、　「主人」に相談すると言

われては、面目潰れである。誇り高いタイ人にしてみれば、こうした身近なことでも強い

違和感、不信感を感じさせることになるのではないだろうか。

　ここで、個人的な体験を述べておきたい。その昔、1970年代に反目感情が高まったころ、

タイ国バンコク日本人会で発行された使用人を使う際の会話マニュアル集が、タイ人を侮

蔑するものであるという痛烈な批判を招いたことがあった。残念なことにその内容は手元

にないので、当地の商工会議所の「年報」や日本人会の「会報」あたりを探すしかないの

だが、記憶の限りで言えば、冷蔵庫の中身を常時チェックせよ、出勤と退勤時には手荷物

をチェックせよ、鍵は目にっくところに置くな、といった内容であった。これが、日本帰

りのタイ人留学生を含め、大いに現地タイ人の輩塵を買ったのである。

　当時のバンコクの邦人が五千人ぐらい、現在その十倍は下らないだろうから、こうした

マニュアルめいたものは今ではさらに多く見られてもおかしくないだろう。それでも、経

済摩擦も異文化衝突も表面化しないのは、やはり経済優先の時代だからであろう。かつて

の時代の苦い記憶と傷みをもつ者にとっては、上記のような場面は故意に考えた場面では

ないにせよ、やはり気にならざるをえない。

　このテキストは「タイ語学習に興味を持つ日本人の方々のために作られたもので、日常

生活での身近な話題を取り上げ、それに基づいた会話で構成されており、学習者がすぐ実

践的に使えるように工夫されている」　（序文）という。この場合の学習者とは、内容を見

たかぎり、タイ国駐在員の主婦を念頭に置いていることが窺われる。スーパーの店員に「小

麦粉の売り場」を聞いたり、「お手伝いさんに料理を頼む」といった場面がそうである。

とくに使用人との会話にウエイトが置かれている。買物、食事の誘い、友人の訪問、食堂

で、待ち合わせ、お見舞い、など、おしなべて生活上のスキットが用意され、日常生活の

活動半径に限ってはコミュニケーションがなされているように見える。だが、一歩、そこ

からタイ社会という、広い異文化社会での日本人のタイ語学力が身につくようには思えな

い。確かに対個人的な接触が社会、文化理解の一歩であるが、対等に話題を交換するとい

った場面が思いのほか少ないことに気づく。

　語彙、文型がほどよく提示されていれば、あとは実践で、ということになるのだろうが、

共有される場面内容があってこそ、それらの要素も意味をもってくる。努力したわりには

語学力の伸長が期待できないのは、案外こうした事情理解を軽視した背景があるからでは

ないだろうか。内容の吟味には語学的なセンスとは別の社会的スタンスが要請されるので

ある。これはまた、大なり小なり作成者である語学教師の体験に裏付けられることになる。

　つまり「こうした文型、文例を実際の場面で用いたとしたら、ある種のリスクをともな

うことになるだろう」という予測を常に持っようにしなければ、いくら語学的な表現技術
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は磨かれても、双方向のコミュニケーションは形成されにくい。そして、ここでは言語に

も「型」があるように、文化にも「型」があることを忘れてはならない。

　なお、このテキストでは「奥さん」をタイ語風に発音した／？△ksan1、子供の名前の「リカ

ちゃん」も／Rikachan／のように日本語として表記している。前者は使用人の間ではタイ語の

一部として定着している感さえある3）。これに対して「ご主人」はタイ語で／nayhaap／（「旦

那」の意味）となっている。こうした意識にも、タイ人の日本人に対する固定観念、見方

が反映されているように思われる。

　ちなみに『実用生活タイ語会話』の各課のタイトルは表1の通りだが、あまりに家庭で

の対話場面に偏りすぎていて、例えば、地方への探索、異文化体験としてのタイ家族との

交流などといった視点が欠けている印象が持たれる。

表1　『実用生活タイ語会話』の場面構成

課 タイトル 課 タイトル

第1課 スーパーマーケットで 第13課 レストランの予約をする

第2課 スーパーのレジで 第14課 洋服売り場で

第3課 包装を頼む 第15課 人に物を借りる

第4課 友達を外食に誘う 第16課 待ち合わせをする

第5課 留守を頼む 第17課 お見舞い

第6課 前借りを申し込まれる 第18課 電話で伝言を頼む

第7課 前借りを申し込まれる（続） 第19課 お使いに行く

第8課 デポジットを返してもらう 第20課 友人を自宅でもてなす

第9課 レストランで注文する 第21課 劇場で座席を探す

第10課 レストランで 第22課 遅刻を詫びる

第11課 故障 第23課 バスに乗る

第12課 修理を頼む 第24課 お手伝いさんに料理を頼む

各課は会話（タイ文字文／国際音標文字文／日本語）、「単語」、「解説」（文法と用例）、

関連語彙、練習A（入れ替えドリル）、「練習B」　（タイ文日訳）、練習C（日文タイ訳）

の順。注意したいのは「単語」　「関連単語」は（タイ文字／音標文字／日本語）の構成に

なっている点、また練習Aはタイ文字、音標文字、日本語の順、練習B、練習Cはタイ文

字文、音標文字文、日本語文の順になっている点である。

3．場面一その2一

　以上は、日本人向けのタイ語テキストであったが、こんどはタイ人向けの日本語テキス

トを見てみよう。前述の執筆者はタイ人であったが、こちらは日本人教師とタイ人教師の

共同執筆となっている。ただし、本文の内容は日本人が書き下ろしたもののように思われ

る4）。次に、筆者が気になった箇所をあげてみたい。

①太郎：日本の気候に比べたら、タイの気候は単調ですね。半袖の服だけでいいですか

　　　　ら、便利ですけれど．＿．．。ぼくは日本人ですから、やっぱり日本の変化に富ん
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　　　　　だ、複雑な気候のほうが肌にあっているように思います。　（第4課）

気候についての好みであるが、タイの気候の「単調さ」と日本の気候の「変化にとんだ」

「複雑さ」を比べてどうしようというのだろうか。作者の意図が分かりかねる。

　②太郎：日本の男性はほとんど料理を作りませんが、ぼくはちょっと例外で、料理を作

　　　　　るのが好きなんです。　（第5課）

これも現代日本人の紹介としては、いささか古典的ではないだろうか。　「料理を作るのが

好き」なことは「例外」でも何でもないはずである。これは、作者の価値観の反映ではな

いだろうか。男女の均等意識の強いタイ人社会では、異質な、むしろ遅れた日本社会とい

う強いイメージを植えっけかねない。

　③太郎：日本にも皇室がありますが、そんなこと批判をしたら不敬罪で逮捕されること

　　　　　はいっさいありません。タイよりももっと「言論の自由」があるといっていい

　　　　　でしょうね。　（第8課）

「日本はタイよりも言論の自由がある」と明言するような個所は、事実がそうであっても

干渉的すぎることはないだろうか。

　④太郎：子供が小さいうちは仕事をやめて、子育てをがんばってもらいたいと思うだろ

　　　　　うな。日本の社会では子育てと仕事の両立は難しいと思うからね。　（第14課）

男性側からの視点であろうか、ここでも日本社会では男性は外で働き、女性は家を守ると

いう、ステレオタイプ的な描き方が印象付けられる。

　⑤太郎：タイより非行問題はもっとひどいと思うよ。お酒を飲んだりタバコを吸ったり

　　　　　するのは、小学生まで及んでいるし、校内暴力、家庭内暴力は、数え切れない

　　　　　な。万引や窃盗、ひどいのになれば、中学生で売春なんて言うケースもあるん

　　　　　だ。　（第16課）

「非行」の問題はセンセーショナルにいえばこうした会話もありうるのだろうが、教科書

的な性格を考えると、極端な印象を招きかねない。

　⑥太郎：日本の学生にとって、大学生活は長い夏休みみたいなものだとも言われている。

　　　　　受験が終わって社会に出るまで、4年間自分のしたいことが出来る時なんだ。

　　　　　一生懸命勉強する人もいれば、クラブ活動に打ち込む人、アルバイトばかりし

　　　　　ている人、何もしない人、いろいろな人がいるよ。　（第17課）

目本の大学生、学生生活の紹介も、主観的かつ一面的である。学生生活をもう少し活気の

ある、積極的な希望をもつものとして描く工夫があってよい。
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⑦太郎：でも、日本の女性が弱いと思ったら、大間違いだよ。社会的な地位はタイの女

　　　　性に及ばないけど、家庭の中では大きな影響力を持っているんだ。家庭をしっ

　　　　かり守ってくれる女性がいるからこそ、男性は安心して仕事が出来るんだと思

　　　　うね。　（第19課）

これも④の例と同様、男性側の視点から見た、極端な男女すみわけ論である。こうした内

容を教えられたタイ人学生の反応は実際にはどのようであったか、関心がもたれる。

　以上は、気がついた箇所だけをあげてみたのだが、概して日本人である「太郎」が日本

の事情を紹介する文脈において、主観的と思われる箇所が多く見受けられた。このテキス

トは日本人がタイ人とコミュニケーションをとりながら話が進むという点で工夫が凝らさ

れている。そうであるならば、なおさらステレオタイプ的表現は考慮されなければならな

いだろう。学生は語学を通して文化を受容しているのである。

　また、これは言語行動の範疇に属することであるが、「おじゃまじゃないですか」　「い

つも迷惑かけてすみません」　「じゃ、お言葉に甘えることにします」　「悪いと思いますが」

のような言いまわしを直接タイ語に置きかえる場合にも問題があるように思われる。

　海外で日本語教育に携わる日本人日本語教師は自ずと教学の現場ではイニシアチブをと

る立場に立たされることが少なくない。　「書き下ろし教材」の作成については、当該教員

に全権を委託されたような状況になるのも珍しいことではない。とくに生の教材を加工し

て、中上級の学習者に提供する場合、主観的な見地からの教材作成や提供に陥る危険性も

決して少なくない。単に語学教師としての語学教育的な力量だけでなく、異文化理解への

幅広い洞察力、文化事情の理解が求められる。日本人とタイ人が協同して作製したもので

も、十分な討議と吟味を経ていなければ、教材による文化摩擦は多かれ少なかれ、生じる

可能性はあることを、こうした教材の〈場面〉は示唆していないだろうか。

　ちなみに全21課の構成は表2のようになっている。

表2　『中級日本語会話』の場面構成（【】は変更可能例）

課 タイトル 課 タイトル

第1課 家族　【核家族と高齢化社会】 第12課 宗教　【暮らしの中の信仰】

第2課 交通　【都会と地方】 第13課 祭り　【地域の活性化】

第3課 住居　【住環境、地域社会】 第14課 子供の養育　【子育ての問題】

第4課 気候　【気候変動】 第15課 教育　【教育問題、いじめ】

第5課 食べ物【食生活の変化、改善】 第16課 若者たち　【若者の関心】

第6課 服装【面接での服装】 第17課 大学生気質　【大学は今】

第7課 余暇【趣味と実用】 第18課 仕事　【就職と転職事情】

第8課 雑誌【若者の読書】 第19課 女性の地位　【男女平等】

第9課 観光【観光ガイド】 第20課 外国人と外国文化【異文化理解】

第10課 結婚【現代人の結婚離婚事情】 第21課 タイと目本【身近な交流とは】

第11課 映画【映画人口の変動】

このほかにも高齢化社会、介護問題事情の比較、現代人のストレス、また謝罪と感謝とい
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った場面なども現代社会の比較に欠かせない。双方が共同参画できるテーマの練り出しが

必さらに要である。

4．場面一その3一

　次にあげるのは、同じくタイで作製されたタイ人日本語学習者のための初級テキストの

中にある、読解文の一節である5）。初級レベルでの長文読解は比較的珍しいものであるが、

問題はやはり「文化の翻訳」に関する個所である。

「日本での生活」

　私はバッタマーです。タイの大学を卒業して、1ヶ月前に日本に来ました。日本に

来る前にタイで二年間、日本語を勉強してきましたから、日常会話はだいたい通じま

す。私は毎日日本語の勉強で大変忙しいです。来年、大学院に入って経済について勉

強するつもりです。卒業してから日本の会社で働きたいと思っています。

　私は練馬駅の近くにある留学生会館に住んでいます。留学生会館には外国人の学生

がたくさんいます。私の大学は留学生会館から電車で一時問ぐらいのところにありま

す。私は毎目7時に留学生会館を出て電車に乗って8時ごろ学校に着きます。ラッシ

ュアワーですから、電車はとても込んでいます。電車に乗っている日本人を見たとき、

やはりタイと違うような気がします。本を読んでいる人もウォークマンを聞いている

人も、居眠りをしている人もいます。みんなよく時間を利用していると感じます。ほ

かにも、日本人とタイ人はいろいろな点で違うと思います。日本人は何でもやること

が速いです。道を歩くのも速いです。一。仕事も速いです。
　私は日本人が好きで日本人に興味があります。日本人の友達もたくさんできました。

日本人と付き合うことによって日本人のものの考え方や生活口’慣などがすこしずつ分

かってきます。タイへ帰る前に日本語だけではなく、日本の文化や歴史などについて

もぜひ知っておきたいと思っています。　（下線部分、引用者）

　以上が本文であるが、初級の学習項目をほぼ網羅したかのようなボリュームである。筆

者はこの文章を見て、思わず、かつてタイで仕事をしていたとき、前任者の仕事ぶりは仕

事とはかくあるべきもの、といわんばかりで、目本人の勤勉さの代表を地で行くような猛

烈さは、タイ人と実に対照的であったことを懐かしく思い出す。

　内容は一見、　「無国籍」型のようではあるが、後半はタイと日本の生活習慣や文化の創

意などに触れている点で、多少中級的なレベルを感じさせる内容になっている。初級とい

う限られた語彙や文型を考慮すれば、上記の文例はよく構成されたものかもしれない。

　ここで気になった個所は「日本人の仕事の速さ」であり、　「日本人の時間を利用する」

習慣である。タイ人一般がそうでないとも言いきれないし、日本人にしても全部が全部そ

うであるというわけでもない。だが、こうした文脈でタイと日本を比較して学習した結果、

どのようなことが起こるだろうか。情報が白紙の学習者にとっては一部の誤解とともに日
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本人に対して、額面通りの印象を残すであろうことは想像にかたくない。

　語彙表現でみれば、日本語の「やはり」は「以前考えていたように」という表現になっ

ている。日本語の「やはり」のニュアンスとは少し異なる一面があるのではないだろうか。

　①「やはり」：m前an　yaaO　thii　khe。y　khft　way

　　　　　　　　同じ　　ようにREL［経］　考えるしておく

　　　　　　　　以前考えたことがあるように

また、日本人がよく「時間を利用する」という個所は次のような表現になっている。

　②「時間を利用する」：chay　weelaa　pen　pra？y60t　maak

　　　　　　　　　　　　使う　時間　　として有益な　　たいへん

　　　　　　　　　　　　時間を使ってたいへん有効である

タイ人と日本人がさまざまな点で異なる点、似て非なる点があるのは当然のことであるが、

この文章の文脈では「速さ」の美徳のようなところが強調されており、反対にそうでない

習慣を低く評価している向きがそれとなく感じられる。

　③「日本人は何でもやることが速いです」

　　　：khon－yiipun　tham　th6kyaaO　yaaO・r6at－rew．

　　　日本人　　　　する　　何でも　　速く

タイ語では「日本人は何でも速くする」という意味の文になっている。　「何でもするのが

速主」と内容は同一に見えるが、動詞述語文がいわば行為に焦点をあてて述べる傾向があ

るので、形容詞述語文のもつ一般的な評価・判断の文とはニュアンスを異にしている。

　④「日本人と付き合うことによって日本人のものの考え方や生活習慣などが少しずつ分

　　　かってきます」

　　：caak　kaan－kh6p－hia　kap　khon－y五p亡n　thamhay　kh6y・khδy　khawcay　th卿

　　　から　交際　　　　　　　と　日本人　　　　　CAUS　　／少しずつ　　分かる　　まで

　　　nεεwkhwaam－khit　ch亘wit－khwaam－pen・yOlu　khanop？thamniam－pra？pheenii

　　　考え方　　　　　　　　生活　　　　　　　　　　　　　習慣1

　　　1ξ？・血um－dnun．

　　　等々

④の複文はタイ語では原因・手段と結果をつなぐ意味成分として1thamhay／が用いられ、全

体としては使役文が原因・帰結の文を構成している。直訳では「日本人と交際することが

考え方、生活習慣を次第に分からせる」というのがタイ語文の構造で、　「日本人と交際す

ることから考え方、生活習慣などが次第に分かる」という意味なのである。しかし、この

接続詞として使われている、本来の助動詞／thamh合y／のもつ意味が日本語の趣旨に精確に対
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応しているかといえば必ずしもそうとは言えないだろう。1thamhay／はかなり必然性の高い

結果を招来するものだが、日本語の前件と後件の結合のありかたは、それほど必然的とは

いえない。時と場合によってはそういう機会もあるだろうという期待である。こうしたニ

ュアンスを外国語に置き換える翻訳作業では、より細心の注意を払う必要があろう。

5．「言語接触」から「言語協働・共創」へ

　多文化多言語が行き交う先端的な場として「職場」が挙げられると思うが、そこでの意

思疎通にもさまざま配慮が必要なように思われる。さきにタイ語テキストに見られる配慮

表現、語彙のいくつかについて見たが、ここでは日本人、タイ人にも配慮されたタイ語テ

キストを瞥見してみたい。すなわち前章ではもっぱらタイ在住の日本人主婦のタイ語能力

の面から見たが、ここではタイ人、日本人がともに職場で交わす場面である。

　取り上げるテキストは『実践！職場で使えるタイ語会話』で、タイ人編著者は3名、

日本人協力者は1名である。前述の『生活タイ語会話』が日本人に日本語の校閲を得なが

らもほぼ一人で書かれたものとは性格を異にしている（写真②）6）。

　同書の構成は表3の通りで、登場人物の配置も配慮されている。まず各課に「目標・場

面」があり「会話」　（日本語、国際音標文字、タイ文字）、　「語彙表現」　（会話部分）、

「使ってみよう！」　（語法解説と例文）、「使えると便利！」　（会話文例）、「語彙表現」

（例文部分）のパーツに分かれている。語彙表現も人物の上下関係、ビジネス専門語彙な

ども多く含まれている。中級以上の表現といっていい。

表3　『実践！　職場で使えるタイ語会話』の場面構成

課 タイトル 課 タイトル

第1課 電話の応答 第11課 運転手

第2課 顧客応対 第12課 経費の精算

第3課 ホテル予約の依頼 第13課 医療保険

第4課 取り締まり来訪の準備 第14課 ビザの更新

第5課 空港での出迎え 第15課 職場での事故

第6課 日本への研修 第16課 社員の苦情

第7課 人材採用 第17課 配送間違い

第8課 面接（1） 第18課 緊急対応

第9課 面接② 第19課 残業管理

第10課 退職 第20課 生産管理報国

注意したいのは「語彙表現1」では（日本語／音標文字／タイ文字）、　「語彙表現2」は

（音標文字／タイ文字／日本語）となっており、音標文字を優先している。

　前述の『生活タイ語』は、主婦向けのほぼタイ語初級のレベルとは異なっている。

　会話文を見て気がつくのは、日本人が普通体、タイ人が丁寧体である点だが、職場にお

ける上限関係が明確に意図されている。なお、職場のコミュニケーションのための異文化

理解として「ミニ情報」　（通訳、意見をあまり言わない、叱責すること、なぜ挨拶して呉
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れない、家族と仕事、カレンダー、あまり数字がすきじゃない／目本人の団体行動）がコ

ラム記事として掲載されているのは有益である。

　また、語学書に関連して、クロスカルチャーの視点からタイと日本の文化習慣を開設し

た読物の提供も、相互理解に欠かせない道具となる。長くタイに滞在し、多くの体験をも

つ日本人執筆者と日本語と日本文化に知悉したタイ人教師、翻訳家が協同して開発された

『日本・クロスカルチャー・タイ』　（バンコク：泰日経済技術振興協会、2008）は、多くの

テーマにそって、会話文とその内包する場面、習慣を解説したものである（写真㈲）。

　本書は、日本人がタイでの仕事、生活を通じて感じた経験と、タイ人が日本での仕

事、生活を通じて感じた経験を基に、アイデアを出し合い、それらの経験を分かりや

すく再現すべく、主に、ある日系企業A社での事例という形で場面設定し、会話風に

まとめました。　（「はじめに」より）

　中には、一つの事例をクローズアップし、あるいは焦点化しすぎたきらいもあるが、そ

うした個人的な体験も互いに修正しながら活用することも可能であろう。日本語とタイ語

の見開きになっており、タイ人にも日本人にも活用されることを目的に編まれている。同

時に、こうした教材がさらに異文化理解の学習に活用されることを期待したい。

　タイ人に対する日本語教育の実践から作成された『タイ人によくある失敗例一どうして

間違い？なぜ失礼？あなたの日本語』　（パーチャリイ・チンプラセートスック他、2008）

は52の誤用例を取り上げ、見開き（左頁：日本語、右頁：タイ語）構成で詳しい解説をほ

どこした労作である（写真（4｝）。その他の例や練習問題、総合問題なども収録しており、

対照比較的考察によって随所にタイ人の発想様式にふれているものの、例文の中には注意

を要する箇所もないわけではない。短い例文といえども誤解を招く要素が潜んでいるから

である。例えば、次のような例文である。

授業中に寝ていたら、先生に頭を2ζ左左れた。　（「持ち主の受身」文の例。p．124）

電車の中で、ちかん足主尻をさ」2旦れ2ζ。　（同上。p．125）

a．はタイ人の習慣では頭に手をふれることは禁じられている。b．はタイでも日本でも常態的

な場面との誤解を受けるかもしれない。目本人日本語教師とタイ人目本語教師による共同

制作だが、こうした例文の選択にあたっては細心の注意が必要ではないだろうか。

　一方、タイに滞在する日本人、またタイ訪問の日本人観光客に対して、日本を訪れるタ

イ人観光客、タイ人日本人滞在者との言語接触も身近になりつつある。ピヤヌット（2016）

は日本語とタイ語の対訳がついている教材で、　「日本に関する基本情報」　「歴史・皇室」

をはじめ、　「日本の社会・政治・経済・社会問題」、　「日本の暮らしと文化」　（家庭での

日本人、日本の食べ物、日本を旅してみる、目本の伝統、日本の習慣）などを収めており、

タイ人日本観光客に対するガイドブック的な体裁となっている。各市地区の自治体では日

本語の情報弱者に対する各国語による情報の広報提供が課題となっているが、これらの整
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備は「やさしい日本語」の浸透とともに、言語教育に関わる者にとっても関心を払ってい

かなければならない7）。

6．おわりに

　現在も、たとえばビジネス場面での会話を想定した会話集が組まれているとして、そこ

には必然的に日系企業の習慣や慣例が注入され、日本人（雇用側）とタイ人（被雇用側）

との力関係が現れる可能性がある。そこにはただちに溶け込めない場面もあるにちがいな

い。グローバル化が進めば進むほど心理的な衝突の発生率も高くなるのではないか。

　語学教師は一つの言語を他言語に置き換える際、もっとも近い対訳語を探し出し、相互

に整合する文意を組みたてることに意をそそぐ。だが、その一っ一っを検証してみるなら

ば、そこにはこれまで述べてきたように、日本語とタイ語の表現上のレベルがあらわれる

という自明な文化的な接点と相違点を、常に認識しておく必要があるだろう。

　もっとも、繰り返すように、教科書には「完全」な到達度を求めることはできない。そ

れでも、限られた海外での使用教材となると、その効力は決して小さくないことを常に念

頭におきたい。とくに海外で日本語教育に携わる際の、教材の開発、提供にあたっては、

異文化理解の視点が欠かせない。

　ある日のこと、タイ人交換留学生がレポート作成の相談にやってきた。研究計画書によ

れば「タイ人と日本人のストレスの感じ方とその解消の仕方」というものである。これは

手に負えないと思い、直ちに中止させた。このレポート作成そのものが学生にとっては、

また対応する私にとってもストレスを感じることになるからである。指導する教員も学生

の負担、能力をよく考えずに勧めることもある。心理学の専攻でもなくこうしたテーマの

もとに研究したとして、表面的な追跡にしかならないのではないか。日本語を学ぶ外国人

留学生は日本語の学習の他に異文化理解の延長にあることから、こうした文化比較論を課

題にすることも少なくない。だが、接触場面の少ない学生には過重な負担がかかることは

もちろん、調査分析によっては不正確な結果を得ることにもなるのではないだろうか。

　語学教育には常に異文化理解が内在していることを認識すべきであり、そこでは一方文

化の「強制」から多文化の「共生」、さらに「共創」への営みが指向されていなければな

らないだろう。そして、その背景には語学教育・研究と並行した言語行動、対照比較的視

点が必要なことは言うまでもない。

注

1）『しんにほんこのきそ1、fi』（海外技術者研修協会編スリーエーネットワーク1990）による。現在の

『みんなの日本語』　（1998初版）では本文のような例文の変更が行われている。

2）タイで教材開発する上での注意点については、田中（1998）で若干ふれたことがある。

3）ウィライ・トーモラクン（1999）『実用生活タイ語会話』第6課、バンコク：泰日経済技術振興協会

4）『中級日本語会話』”Sonthanaa　Phaasaa－Ylipun　Chanklaanピ’Culaalonkoon　Mahaawitthayaalay
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　1991バンコク：チュラーロンコーン大学

5）田中寛他編『1（ISO　NIHONGO』バンコク：泰日経済技術振興協会1997

6）裏表紙には日本人に対しては日本語で「タイ人をよく知り、タイ人と上手く付き合うための本」と書か

　れており、またタイ人向けとして「日本人がよくわかる、日本人と仕事をするうえでうまく付き合うの

　に最適」と書かれている。なお、書名は日本語のタイトルとは別に、タイ語では「タイを知ら、日本を

　理解する」とあるが、「知る」と「理解する」をタイと日本で使い分けている点も興味深い。

7）日本語弱者への言語的配慮として昨今、庵（2016）などによって「やさしい日本語」が唱導されている。

【参考文献】　（注に挙げたものを除く）

庵功雄（2016）　『やさしい日本語　多文化共生社会へ』　岩波新書

宇佐美まゆみ（1997）　『言葉は社会を変えられる21世紀の多文化共生社会に向けて』　明石書店
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　　　　　　　附章簗　外罵語教育と異文化理解一あるタイ語・日本語テキストの場面から一

本章でとりあげたタイの語学・異文化理解教材
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附章　言語文化とその周辺の諸問題〈附章（3）〉

中国におけるタイ語学研究の動向

一
近年における研究と教学の成果から一

1．はじめに

　ある高名な中国の言語学者に訊ねてみたことがある。中国で東南アジア語学を研究する

人はどういった研究経歴を持っ人なのか。また研究の動機とはどのようなものか、と。

　その人曰く、深い意味はなく、英語をはじめ主要言語は競争が激しく自分が入りやすい

当面の部署、領域を目指すしかない。本当にその語学をやりたいわけではなく、学術世界

に身をおくための一種の手段である。加えて、国家的戦略から、つまり上層部から「オマ

エ、コレヤレ」式の命令によって取り組むことも大きな背景らしい、というふうに聞き取

れた。確かに、学問分野を選択するには「本音」とは別に環境と偶然性とがせめぎあう。

その一方で、研究を始めてからその面白さに惹きつけられることも少なくないだろう。

　冒頭からこうした話をしたのは、筆者自身もそうなのだが、長い研究の途上、研究の発

端とその発展に、同業者ながら気にならないわけにはいかないからである。しばしば中国

を訪問する機会に、筆者は語学専門の書店にできるだけ足を運ぶことにしているが、一般

書店にはない専門書のほかに、東南アジア諸語の研究の最前線を知りたいという目的があ

る。とりわけ筆者の研究語学であるタイ語について自ずと関心を抱かざるをえない。

　かつて、筆者は北京大学出版社から刊行された『泰語基礎教程』について小文をしたた

めたことがあったが1）、当時としては初級から上級レベルにいたる非常に高度なシラバスに

基づいて開発されたタイ語教材に驚きをかくせなかった。翻って日本では当時、タイ語の

学習書といえばタイ・バンコクの泰日経済技術振興協会語学学校で編集・刊行された『実

用タイ語会話H』2）しかなく、北京で刊行された三分冊の構成に、立ち遅れた日本のタイ

語教学の現状にいささかの疑義を提起した次第であった。これがひとつのきっかけとなっ

て2004年にタイ語研究の成果を上梓する運びとなるのだが3）、こうした中国のタイ語研究

に背中を押されなければ、筆者のささやかなタイ語研究はほとんど進まなかったかもしれ

ない。以来、中国におけるタイ語研究に少なからぬ関心をいだくようになった。この定点

観測はまた、日本におけるタイ語研究の現状を照射することにもなったのである。

　別のある高名な言語学者によれば、タイ語は決してマイナーな言語ではないという。む

しろ、メジャーな言語で、声調言語をはじめ、統語的にも言語研究のモデルをいくつも有

している。マイナーという認識を改める必要がある、と教えられたことが印象的である4）。

　そして、かつて小文をしたためた時代から二十数年も経た現在、日本でもタイ語を学ぶ

機会は以前よりも多くなり、それだけタイ語教育は盛んになっている。数種の検定試験制
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度もあり、各種教材も開発されている。にもかかわらず、当時の状況と比較して、依然と

して停滞している印象をいなめない。背景には東南アジア言語についての共通した出版事

情（需要と供給の問題）があるのだろう。批判批評と自己轄晦はこのくらいにして、本題

に立ち返り紹介をすすめよう。隣国の現況から学ぶべきものがあれば、と思う。

2．タイ語研究の現況（抄録）

　まず、ここ数年に見られるタイ語研究について順不同ながら見ておこう。

（1）『泰語外来語同化現象研究』易朝曄著　世界図書出版公司　2013．4　261p

　東南亜細亜研究叢書、解放軍外国語学院博士文庫項目の基金による刊行である。著者は

1968年、湖南省長沙生まれ。

　表題の通り、タイ語に見られる外来語の由来、主として英語からの転用について音韻学

の面と意味的な側面から考察した成果である。タイ語の外来語は、日本人から見ても教学

上しばしば気づかされることが少なくない。たとえば、日本語では「デパート、百貨店」

という単語があるが、タイ語にも外来語転用語とタイ語による単語が存在する。

事例1．

和語・固有語 借用語・外来語

日本語 百貨店 デパート

タイ語 h合aηsaphasinkhaa d亘phaatmensa？t。。

事例2．

和語・固有語 借用語・外来語

日本語 旅券 パスポート

タイ語 naos血’dg。nthaao phaatsapら。t

一方、タイ語には固有タイ語しか用いられないケースも少なくない。日本語ではラジオは

ラジオであるが、タイ語ではwit？七hay6という単語である。また、ホテルなどのシングル

（ベッド）もタイ語ではtiao－diawという単語であらわす。

　タイ語に見られる外来語と近代における科学技術、学術用語の需要とその翻訳の思想に

ついてはこれまでもいくつかの貴重な研究があるが、本書は英語に由来する外来語をタイ

語にどのように「変容」させ、受容して来たかを音韻変化の観点から検証したものである。

タイ人と接していると日本語にはあまり見られない英語の頻用が観察される。これは日本

人が「機会」を「チャンス」といって日常語として頻用するのと逆の関係である。タイ語

では「機会」に対応するタイ語は常にoo？kaatなのである。「電話」を純粋タイ語で七hoorasap

を使用する一方で、theereefonという単語をややくだけたニュアンスで用いる。「ホテル」

もrooorεεmという代わりに、ある時にはhoo七enという。ときには特殊な意味、ときには

椰楡的に、隠語的ニュアンスをも込めて用いる。かと思えば「メッセンジャー」は日本語

よりもタイ語の方が日常的な使用頻度は高い。また、日本語における外来語の受容（需要）
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と中国語の音訳との比較なども興味が持たれる。ちなみに日本語とタイ語の対照（事例3）

をみてみると、タイ語化した表記発音（左表）のほか、タイ語独自のものが日本語よりも

頻繁に使われたりするなど、分布が異なっている。

事例3　日本語とタイ語の外来語の対照例

日本語化した英語 タイ語化した英語 日本語化した英語 タイ語独自の語彙

フアイル 丘εm ボタン pum
メッセンジャー m6et－sen℃60 サンプル （sinkhaa）T㎞a－yaan

エレベーター hp マネージャー phOucatkaan

エアコン ？εε り一ダー hua？naa（qaan）

キャンペーン （cat）khεmpeen レベノレ radap

メール（する） （S△0）（？ii・）meew マニュアル kh6u－m㎜

コンピューター kh。m－phiw－t§。 サービス kaan－boorikaan

アパート ？a－phaat－m6n プロジェクト khrooO－kaal1

ファックスする f£k レベノレ ra？dap

セミナー sam・ma？－naa PR（宣伝） prachaa－s亘mphan

ワークパミット w6。k・ph。。－mit ガソリン（代） （khaa－）naamman

ビザ 　・　．　　　　A

W11－saa プレゼント kh5町khwan

ゴルフをする （tii！len）k5。f トラック r6t－kra－ba？

ネットワーク n6t・wらok セット ch6t／s6t

オペレーター ？oo－P。。－ree－t5。 インチ niw

製造ライン laay！s5aykaan　phaliit レポート 「aay－naan

チェックする ch6k アドバイス（する） nξ？nam

コピーする k6P・pii★1 ベルトコンベアー saay－phaan

シーフード sii一允ut システム ra≡bδP

フライト 且ay スピーチ（する） （klaaw）P50t　oaan

スライド sa・1ay
＿　　一＿一一

モアノレ 血
ストライキ sa≡tray 残業する tham？oothii★2

アイデア aidia o　　　　　一

ハーアイー oaan－liao

ブレーキ breek タイプする phim

プラスチック plaasatik！phlaasatik カメラ ］d60－thaay－rOup

1★thbay　？さekkastian　「複写する」というタイ語もある。

2★thampaan　10ap　weelaa　「時間超過労働する」というタイ語もある。

3＊レジ袋なども含めビニール製品も総称することがある。

外来語の対照は当該国の事情背景をも投影する。タイは外国人労働者も多いことから「入
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国管理局」は日常語の観を呈しており、「イミグレーション」というタイ語化した語彙もあ

れば、stimnakηaan／kooO　tniat　khon　khaw　mula1｝というタイ語複合語もあり、数語を略語

化したt。。－m。。もあるという具合に、語彙によっては数種の表現もある。

　タイは日本と比べて多民族国家で、バンコクを中心とする都市部では西欧人の姿も多く

接触する機会も多いことから、とりわけ英語に対する受容度、寛容度は高い。こうした文

化社会の背景も外来語受容の影響と、タイ語化する英語の現象と無縁であるはずがない。

本書はさまざまな観点から外来語の同化現象に注目し、タイ語の語彙的な特徴、造語性に

も多くの示唆をあたえてくれる。

（2）『泰語語音歴史研究的若干問題』李強著　外語出版社　271p　2012

　中国におけるタイ語研究の発展の背景、土壌には、中国の少数民族語である大タイ語の

研究に根差している要素が大きいことは承知の事実であろう。雲南地方一帯で使用される

大タイ語（この場合の「泰」は「俵」と表記する）の複数の方言的要素（徳榛語、西榛語）

を含む。本書は音韻学の立場から、声母をはじめ中古から現在のタイ語の発展プロセスを

考察した労作である。

（3）『漢泰関係詞的時間層次』襲群虎著　復旦大学出版社　2001　358p

　上海市社会科学博士文庫の一冊。（2）の発展的研究ともいうべき成果で、古代漢語と現

在のタイ語の音韻体系の関係、および語と語の結合に見られる構成と音変化の変遷を多く

の古籍から考察している。次節でみる中国におけるタイ語研究、学習の根底にこうした音

韻学的な素地が、日本とは比較にならない空間的規模、時間的幅で存在することを痛感す

る。タイ語にも中国語にも関連詞が存在する。これは現代日本語文法でいうところの複合

辞とも関連する形態的特徴で、中国語の虚詞、介詞研究の知見が双方に生かされることも

期待したい。

（4）『泰国清莱拉桔族及其語言使用状況』戴慶優主編中国社会科学出版社2010482p

　跨境語言研究系列叢書（グローバル言語研究シリーズ）の一冊。中国民族大学”985工程”

中国少数民族語言文化教育與辺彊史地研究創新基地文庫。タイ国、チェンマイ大学、シー

ナカリン大学の共同研究の成果である。少数民族の言語は、「失われる言語」調査の一環と

して各言語に関心が寄せられている。ピジン、クレオールの言語的現象を探る試みでもあ

るが、学際的、国際的な連携で取り組まれた本研究は、他の少数民族言語の研究において

も大いに援用されるべきものである。

（5）『泰国的三個漢語方言』陳暁錦著　中国広州・聾南大学出版社　2010．6　400p

　華僑、僑生が多く暮らすタイ、とくにバンコクでは中国語ブームにより、中国語研究も

進んでいる。一般に聞かれる中国語（phaas5a－clin）は潮洲語のことを指す。これに対して公

用語としての中国語は標準中国語としてphaas5a－clin－klaagと称する。klaa可は中央のとい

った意味である。または「マンダリン」といって北京語を指すこともある（一方、タイ人
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は中華系の血が流れるタイ人もkhon－cinと称するのが一般である）。本書は曼谷（バンコ

ク）の潮州話語音、広府話語音、半山客話語音の三大方言を音声的特徴と語法的特徴を比

較したもので、豊富な方言語彙も収録。著者は中国・聾南大学漢語方言研究中心教授。発

音人（インフォーマント）は十代から七十代まで各5，6，2人でバラツキがある。

3．タイ語教科書教材の趨勢

　タイ語教科書の開発は、中国の経済的発展にともなう東南アジアへの経済進出と歩調を

あわせた一面がある。かつて、日本が高度成長期に日本企業が進出するにつれ、日本語教

育が盛況を呈したのと同じような状況を呈している。中国語教育の進出と表裏一体の関係

である。だが、その内実はそれぞれの言語政策の特徴があり、日本語の場合は戦間期にお

ける日本語教育、また戦後の歩み、とりわけ1970年代の日本語教育の発展基盤があり、中

国とは異なる背景、スタンスをもつことは言うまでもない。とはいえ、タイ語学習書の編

集意図から、学ぶべきことは少なくないであろう。以下、2013年10月時点での紹介を試

みる。中国の書籍の表記に従い、書名は《》で示し、著者・編者、ページ数、出版社、刊

行年月の順とする。なお、印刷の関係で簡体字を使用していない。

3．1　大学本科使用教科書

　発音、文法、読解など総合的な段階別教科書として、タイ語の専門家養成を目的とする

主要な二大学で開発されたものがある。

・ 《泰語教程》第一冊～第四冊（北京大学出版社）

　初級から上級まで一貫したテキスト。初版は前節で紹介したように、北京大学東方語言

文学系教材として、1989年に刊行された『泰語基礎教程』三分冊である。新版（修訂本）

はこれを四分冊に拡大し「国家外語非通用語種本科人材培養基地教材」として2004年に刊

行された。旧版と同じく全巻、播徳鼎編著。新版は装丁も格段に向上、活字も見やすくな

っている。二年間で基礎的な教学を満たすこと、タイ国社会生活の内容を充実させること、

閲読教材を広範なジャンルから選択したこと、口語の使用環境に注意し、自然な語法、語

用運用を目指すことの四点が改訂の趣旨である。以下、四分冊について略述する。

《泰語教程》第一冊。300頁。2004．9．本科一年次第一学期に使用と書かれている。前半の

12課は語音部分で、あわせて字母の規則を説明し、後半の10課では会話部分として実

用会話、基本文型の習得を目指す。各課は本文、語法説明、練習、語彙の順である。閲読

教材も各所に配置されている。巻末に各課提出語彙の索引（泰中）を付す。

《泰語教程》第二冊。247頁。2005．9．本科一年生第二学期使用教材。全14課からなり、

それぞれ本文、基本文型、注釈、語彙、練習、閲読部分から構成される。本文は短文、故

事をべ一スとし、原文を尊重、タイ語の基本語彙と語法を収録。巻末に各課提出語彙（泰

中）の索引を付す。

《泰語教程》第三冊。338頁。2005．10　本科二年生の第一学期使用教材。全14課からな

り、それぞれ本文、基本文型、注釈、語彙、練習、閲読部分から構成される。本文は原文
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から収録し、必要以外は中国語の説明はない。巻末に各課提出語彙の索引（泰中）を付す。

《泰語教程》第四冊。　424頁。2005．10．本科二年生の第二学期使用教材。全14課から

なり、同じくそれぞれ本文、基本文型、注釈、語彙、練習、閲読部分から構成される。本

文は原文から収録し、必要以外は中国語の説明はない。巻末に各課提出語彙の索引を付す。

もとの「基礎」をはずしたのは、総合タイ語の体系を目指したからにほかならない。

　なお『泰語教程』修訂版第二版は普通高等教育“十一五”国家級規刻教材・普通高等教

育精品教材・国家外語非通用語種本科人材培養という監督のもと、次のように刊行された。

内容はほぼ上記修訂版にしたがうが、表紙や装丁、紙質はさらに向上した。

　《泰語教程（一）》第二版　244p　2012．8．1　《泰語教程（二）》第二版　234p　2011．6．1

　《泰語教程（三）》第三版　244p　2012．8．1《泰語教程（四）》第四版　266p　2012．6．1

・《泰語》第一冊～第四冊（外語教学與研究出版社）

　北京大学の《泰語教程》と同じく、これまで四冊のテキストが編纂されている。北京外

国語大学で開発、使用されている教科書である。以下、四分冊について概述する。

《泰語》第一冊。邸蘇倫・盧居正編。283p．1992．二部構成で第一課から第17課までが

語音部分、つまり援音・文字の解説であるが、同時に簡単な会話本文があり、新出語彙、文

法語彙注釈、練習、練習の補充単語がついている。第二部は一課から22課まで、それぞ

れ本文、語彙、注釈、練習問題がある。練習問題の末尾には読解と翻訳の問題がある。

《泰語》第二冊。刑慧如・苓容林編。306p．1992．20課からなり、それぞれ本文、語彙、

注釈、練習（読解および翻訳）で構成される。本文はタイ国の紹介で、文化、習慣、社会

の広範な領域にわたり多様な語彙の修得をめざす。

《泰語》第三冊。零容林・刑慧如編。498p．1993．約2000語の新出語彙をふくむ18

課からなり、第二冊の内容をさらに高度に深めたもので、小説、評論、随筆など、生の材

料をとりいれたもの。

《泰語》第四冊。邸蘇倫・盧居正編。344p．1995．タイ語による中国の歴史、文化の紹介

である。経済、社会の内容もふくむ。チェンマイ師範大学の協力を得て編纂された。10

課からなり、ガイド養成を考慮したものである。

　なお、《泰語》第三冊（琴容林、邪慧如編著498p）、《泰語》第四冊（邸蘇倫、盧居正編著

344p）が2008年に刊行されているが、紙質や装丁のほかは内容に特段の変更はない。

　筆者は1998年に北京外国語大学タイ語科のタイ語の授業を参観したことがあるが、レベ

ルは日本のタイ語科とは比較できないほどの内容であったことを思い出す。中国の教科書

では（授業でもそうだった）、国際音標文字は一切使用していないことが最大の特徴である。

・ 《基礎泰語》（1）～（4）（世界図書出版公司）

　段階別タイ語教材の第三弾として、最近刊行されたもので、四分冊から成る。基礎とは

銘打っても初級から上級までの総合的教科書である。概要は省略する。

《基礎泰語（1）》惨宇夫編、206p　2008．9．1全20課

《基礎泰語（2）》羅変原編、266p　2008．9．1全22課
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《基礎泰語（3）》林秀梅編、208p　2009．9．1全18課

《基礎泰語（4）》黄進炎、林秀梅編、209p　2010．4．1

　っまり、基礎から上級まで系統的、体系的に学べるタイ語テキストが中国にはすでに三

種類が大学で編纂、使用され、市販されているということである。この点は目本の言語研

究と教育に照らすならば、タイ語認識において大きく異なる点であると認識したい。

3．2会話書・初級入門書

　日本ではタイ語初級の教授においては、国際音標文字による表記が主流である。しかし、

タイではタイ文字から導入され、初級教科書でもこの方針は変わらない。こうした会話書

の開発の背景には、前述のようにタイ経済の東南アジア進出、北京オリンピックや上海万

国博覧会の開催などによる中国の世界的な進出によるところが大きい。

・ 《泰国語900句》黎春暁　218p　広西人民出版社　2009．1

・ 《生活用語必備泰語（中泰英対照）》Thai　Essential　Phrase　Book

　侃里普魯斯編　217p人民教育出版社　2007．10

・ 《泰語三百句》傳増有　171p　上海外語教育出版社　2004．8

新世紀非通用語種口語300句シリーズの一冊。日本語も含め20種言語。タイ語の基礎知

識（発音、文字、語法）のあと、全40課の場面ごとの例文、注釈、単語・語句、補充語

彙からなる。北京五輪、上海万博をにらんで編集された一冊といえる。この前身は、同じ

書名で出された、《泰語三百句》（傳増有、北京大学出版社286p　1996．11）である。

・ 《基礎泰語》第一冊　盧居正・邸蘇倫編写　外語教学與研究出版社　198p　2007．4

　第一冊というから初級から上級までの段階積み上げ式のテキストだが、手元には第一冊

しかない。総合タイ語、という編集意図である。

・ 《実用泰語教程》黄進炎・林秀梅編著　222p　世界図書出版公司　2003．4

・ 《泰語会話》邸蘇倫編写　351p　外語教学與研究出版社　2002．3

　タイ語専業二年生使用教材で、初級水準のタイ語を習得した者の自習教材である。全25

課で、本文、語彙、注釈からなる。

・ 《泰語新手一学就会》黎安、秋賢編　中国宇航出版社　342p　2008．1

　日本の新書版に相当する携帯用のタイ語会話集。例文、場面も豊富。

・ 《実用泰語初級教程》第三版　黄進炎、林秀梅著　広東世界図書出版公司　222p　2009．1

　自学培訓教材系列。つまり、自習訓練教材シリーズ。

《零起点軽松説泰語》何暖、呉玉珍（Sirikhwan　Pha七hairak）315p中国宇航出版社　2010

　日本の新書版に相当する携帯用のタイ語会話集。例文、場面も豊富。

3．3文法研究書

・ 《泰語語法新編》斐曉春編著　北京大学出版社　253p　2001．10

　日本ではいまだに現代タイ語の語法を専門に詳述した文法書が存在しない。長年望まれ

ているにもかかわらず、総合タイ語のなかでの記述に終始している。その意味で、中国で
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タイ語文法書が不十分ながらも刊行されていることは、文法研究の現在についても考えさ

せられるところがある。語彙編と語法編とに分かれているが、語彙編では複合語、連語的

構成について、また語法では単文のシンタックス、ヴォイスやモダリテイ、アスペクトと

いった文法概念に沿った記述が不十分で、文論にしても複文の従属節に相当する解説が希

薄である。日本でも日本語文法との対照比較的観点から、日本人タイ語学習者のためのタ

イ語文法書が編纂されることを期待したい。

3．4補助教材

　読解（閲読）、作文（写作）、聴解（所力）のテキスト。いずれもCD付き。

・ 《泰語閲読教程》琴容林編　143p　外語教学與研究出版社　1998．12

　中上級学習者のための読解教材で、内容な故事、エッセイ、小説などの散文、新聞論説

記事など多岐にわたる。ただし、本文のみで語彙や語法の注釈はない。

・ 《大学泰語写作教程》第一版　陳勝良、陳錫爾編著　249p　重慶大学出版社　2010．10

高等学校泰語専業系列教材の一冊。作文に特化した教材である。

　以下も高等学校泰語専業系列教材で、読解、聴解シリーズで上下二冊本。

・ 《大学泰語閲読教程（上）》游輝彩編著　132p　重慶大学出版社　2009．11

　《大学泰語閲読教程（下）》陳艶艶編著　225p　重慶大学出版社　2011．5

・ 《大学泰語Pff力教程（上）》秦撲、李興紅編著　140　p　重慶大学出版社　2009．9

　《大学泰語所力教程（下）》欧曼編著　141p　重慶大学出版社　2009．11

3．5辞書、分類用語集など

・ 《泰漢詞典》広州外国語学院編　第一版　838p　商務印書館　2008．3

　見出し語は派生語、複合語をふくめ6万、収録語彙数は10万にのぼる。長く君臨して

きた中国唯一のタイ語辞典の修訂版である。

・ 《新漢泰詞典》東南亜国家語言辞書系列。斐暁春編　680p　2011．2　広西教育出版社

　従来のタイ語辞典を新語も取り入れながら編纂したものである。

・ 《泰漢分類詞彙手冊》雲宝玉主編　433p　広西教育出版社　2011．4

　東南亜国家語言辞書系列の一つ。分類辞典（シソーラス）としては唯一のもの。

・ 《漢泰英一泰漢英政治外交詞典》易朝琿　547p　外語教学與研究出版社　2010．3

　漢泰英部分と泰漢英部分がそれぞれ250頁、その他、附録として国際地区組織、会議、

国際条約、中国国家組織機構、中国主要社会団体、タイ国国家組織機能、世界主要国家地

区、世界主要通信社を収録。

3．6　翻訳理論、その他

　翻訳にはタイ語から中国語へ、中国語からタイ語への方法が考えられるが、後者は教程

としては作文に相応する。以下ではタイ語から中国語への翻訳技法を解説したものである。

・ 《実用泰漢翻訳教程》諄国安他編　北京語言大学出版社　240p　2009．2

　北京語言大学対外漢語教材研発中心規刻項目の一冊。
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・ 《実用泰漢翻訳教程》播遠洋編　広東世界図書出版公司　200p　2011．2

　国家非通用語種本科人材培養系列教材の一冊。「非通用語種」という名称は世界主要言語

以外の言語をさすとみてよい。

・ 《泰漢翻訳理論輿実践》梁源霊編著　重慶大学出版社　198p　2009．2

　このほか、上級の読物、副読本が数種類見られた。

・ 《泰国報刊選読》播遠洋編　世界図書出版公司　253p　2010．3

　国家非通用語種本科人材培養系列教材の一冊。新聞、雑誌記事をベースに上級レベルの

読解力養成を目指したもの。

・《高級泰語》林秀梅、黄進炎編　世界図書出版公司　282p　2013．1

　上記の教材とともに上級向け教材である。本文末に一部の教材、学習書の図版を掲げる

4．おわりに

　以上、「馬上花を愛でる」がごとき、ごく表面的な観察に終わったが、中国におけるタイ

語研究・学習の一端が窺えたのではないか、と思う。2012年現在を記したので、その後の

状況分析についてはいずれ報告することにしたい。言語学習、ことに外国語学習は当然な

がらその国の文化観、異文化への価値観や外交認識など、多様な観点をはらむ。中国でみ

られるタイ語学習文献のほとんど全部がIPA国際音標文字の併記に頼らず、最初からタイ

文字の習得を課していることの意義を日本の学習形態と比較して思うところが多々ある。

　冒頭に示唆した中国におけるタイ語研究が非通用言語研究に共通して国家的コンセンサ

ス、プレゼンスによって計画され、構築されていくという独自の言語政策の一端を瞥見し

たのであるが、これは日本の言語政策における言語研究とはかなり異なった指向性を印象

付けられる。以上、ある種、徒労にも似た収集記述であったが、言語研究の在り方の一端

をここからさぐることはできないだろうか。あるいは異言語への関心の所在といってもよ

い。それはまた当該国の対象国へのスタンスをみる視点をも提供しよう。筆者は書店に並

ぶ外国語の専門書のほかにさまざまな学習書に触れる度にそうした印象を抱くのである。

言語は異文化の窓である。比較検証することの意味を見出し続けたい。

注1）田中寛「藩徳鼎編著『泰語基礎教程』について」『LTI　NEWS』October1991　pp．80－94早

　稲田大学語学教育研究所

注2）会話をべ一スにした教科書。タイ人研究者と日本人研究者の共同制作によ．る。実践的な内

　容を15課にまとめている。一部、現行の会話にふさわしくないフレーズも含むが、中級編『実

　用タイ語会話1』とともに、今なおバンコクの当協会主催タイ語講座で使用されているほか、

　版を重ねている。

注3）『統語構造を中心とした日本語とタイ語の対照研究』（ひつじ書房）。日タイ対照研究から

　みたタイ語の参照文法書ともなっている。

注4）学習院大学鷲田清一教授の示唆による。博士論文審査会席上にて（2014年2月）。
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［補遺］

中国におけるタイ学・タイ語学研究の現状

　　　　2015，2016年を中心に

1．はじめに

　一国を地域研究の対象とする場合、ともすると傍系に置かれがちなことは、他国での研

究状況との比較考察である。日本におけるタイ学・タイ語学の進展はどこで検分されるか

といえば、一部の研究者を除けば非常に限られた書誌に依るしかない。大学の紀要をはじ

め、『東南アジア研究』（京都大学東南アジア研究所）、『東南アジア　歴史と文化』（山川出

版社）、『アジア研究』（アジア政経学会）、『アジア経済』（アジア経済研究所）、『タイ研究』

（日本タイ学会）などの学術誌、専門研究誌には近年の研究動向を探ることができるもの

の、きわめて少数である。主要言語学研究の学術誌にも十年に一本あるかなしかである。

学会報告でも同様の現象がいなめない。扱う領域が広範過ぎ、当然知られない個別的な情

報も多いといわなければならない。また研究に携わる者も個別研究を優先して、他の領域

にまでまたがることは困難で、自然と学問の“蛸壼化”が進行せざるを得ない状況である。

　ここでは中国で刊行されている二種類の学術誌に掲載された、いくつかの論考を紹介し

ながら、近年の中国におけるタイ国、タイ語への関心の動向を探ってみたい。二本とは異

なる観点、関心からの取り組みを概観することで、研究の参考に供したい。

2．《東南亜研究》Southeast　Asian　Studies

　本誌は東南亜研究雑誌社（広州啓南大学第二文科楼六楼）から隔月版（双月刊）で出さ

れている。1959年に創刊されてこれまで223号（2016年四期現在）に至っている、いわば

東南アジア研究の総合誌である。A四変型判で毎号120頁前後、東南アジア問題評論、アジ

ア太平洋政治経済観察、華僑人研究、東南アジア社会の歴史と文化、のように分類され、

それぞれ2～6本の論文が掲載されている。中国がアジア太平洋、南シナ海に進出する現

況下にあって、中国の対外政策の基本方針をさぐる意味で重要な記事も散見される。コメ

ントを後述するために、論考の前に便宜的に数字をっけた。

【東南アジア問題評論】

①〈従対抗要素聯盟看泰国政治怪圏的形成機構〉劉情，程崖

　An　Analysis　on　the　Forma七ion　of　Political　Cycle　in　Thailand

　“一　From　the　Perspective　of　Confrontationa1　Production　Factor　Alliance

　　Liu　Qian＆Zhai　Kun

　　2016　第四期　223号　pp．4－11

②〈21世紀初泰国軍人集団政治回帰的路径、動因與前景〉周方冶
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　The　Path，　Causes　and　Prospect　of　Political　Regression　of　Thai　Military

　Junta　in　Early　21sT　Cen七ury　Zhou　Fangye

　2016　第四期　223号　pp．12－23

【アジア太平洋政治経済観察】

③〈泰国対南海争端的態度：表現、成因、趨勢和影響〉郡建平，劉盈

　2015第三期

④〈関干泰国司法化的諸種不同観念〉［英国］鄭肯・麦十犬著．杜浩，楊茜訳

　2015　第五期

⑤〈中泰関係近況與泰国社会厭華情緒〉張錫鎮

　Sino－Thai　Relationship　Status　and　Negative　Responses　towards　China

　in　Thai　Society　Zhang　Xizhen

　2016　第三期　222号pp．22－27

【東南アジア社会、歴史と文化】

⑥〈簡析泰国皇家学術院在泰国標準語発展中的作用〉朱蒙

2015　第三期　　pp．

⑦〈泰国仏教介入政治衝突的表現形式及其原因探析〉李宇晴

　The　Form　of　Thai　Buddhism　Involvement　in　Poh七ical　Conflict

　and　i七’s　Reason　Analysis　Li　Yuqing

　2016第四期　pp．106－112

　さすがに華僑が政治社会のあらゆる階層、領域を広範にしていることから、中国との関

係に重点が置かれているし、軍の政治関与については中国側も関心のあるところであろう。

③の「嫌中」ないし「厭中」感情は、日本のそれと比較する上で貴重なデータにもなろう。

⑤はタイの言語文化の考察に欠かせないタイ学術院の辞書編集事情を映し出す。

3．《民族語文》MINORITY　LANGUAGE　OF　CHINA

　編集は中国社会科学院、中国社会科学院民族学與人類学研究所。社会科学文献社から季

刊雑誌として出されている。2016年4月現在220号を数える。A4変形判で平均80－90頁。

中国国内の少数民族の言語研究のほか、朝鮮語、蒙古語、ウラルアルタイ語の専門雑誌で

ある。内容は音声学、語法、語彙など多岐にわたっている。複数言語の比較、対照研究の

層の厚さは中国の一大特色である。本誌は海外研究者・共同研究者の寄稿・投稿も含め、

一定の権威を有している。早期に見られる論考としては、次のものがある。

①　　〈漢語和泰語的聯綿詞〉閻立羽、1983第三期

　中泰語に共通してみられる類音畳語現象で、中国語の伝統的な造語構造である「双声」「葺

曲」の構成からタイ語との類縁を探る研究であるが、ここにも中国語の祖語研究、系統学

研究の背景がうかがわれる。なお、主要参考文献にある蘇提翁・蓬拍奔《基礎泰語》（曼谷

1970）、馬迷塔・馬尼塔‡L嘉《泰文辞典》（曼谷1964）については未見である。
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附章（3）中国におけるタイ語学研究の動向一近年における研究と教学の成果から一

　以下、近年に発表された論考を瞥見する。

②〈泰語声調的類型和順時針連移〉朱暁農，林晴　［泰］凱差柾

　Thai　Tones：Tonotypes　and　Their　Clockwise　Chain　Sh迅

　Thu　xiaonong　Lin　Qing　and　Pratchaya　saengthong

　2015第四期　pp．3－18

③〈泰語第一人称称謂系統及其類型意義〉洪波，泰曽恵娼，郭蓋

　First　Person　Appellation　System　and　it’s　Typological　Significance　in　Thai　Language

　Hong　Bo，　Then　Huijuan　and　Guo　Xin

　2016　第四期　pp．3－14

④〈泰語量詞的連接作用〉依常生

　Connective　Function　of　Classifiers　in　The　Thai　Language

　2016第四期　pp．58－66

⑤〈泰語“弩曲”義詞研究〉陳孝玲

　AS七udy　on　Words　Semantically　Associated　with“DENDING”in　Thai

　2017第二期　pp．94－97

タイ語語法では③の類別詞の用法が注目される。これは中国語の量詞との類型的な関心か

らであろうが、概論の域を出ていない。⑤は「弩曲」を意味する語彙研究で、研究ノート

の類である。桐台語、壮語などの少数言語、印尼語（インドネシア語）との音韻比較など

これも祖語系統への関心が背景にあることがうかがわれる。

　このほか、目立ったところでは〈漢泰身体詞同源比較五十詞例〉（鄭張尚芳《民族語文》

2014．3）があるが、総じて構文研究は少ないようである。

　中国における言語研究は大規模コーパスを用いた研究、方言研究のほかウラルアルタイ

諸語の比較研究に、最近は関心が集まっているようである。新しい研究の方向を類型論に

もとめるなど、語彙、音韻の変遷を比較言語学的に通時的、共時的手法を用いて検証する

などの手法がとられるが、ここにあげた論考もその成果の一部である。②の著者の一人、

朱暁農は中国における音声研究の第一人者で、タイ人研究者との共同研究である。③は特

定の少数俸族語の人称代名詞が対象であるが、タイ語の記述も一部含まれていることから

紹介した。④も同様に後半では周辺の少数民族語の比較考察にも及んでいる。

　少数民族の比較研究は日本語でいえば方言研究を思い浮かべるが、その方法論は諸外国

語との対照研究に直接寄与するところは多くはないにしても、対象の多岐性、研究手法を

通じてさらに一般言語学への貢献も指向されているようである。

4．中タイ対照研究への期待

　以上、中国におけるタイ語学研究を瞥見したが、同時に、タイ国における中国語学研究

にも目を向ける必要があろう。中国語学、とりわけ文法語法研究については、管見の限り、
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附亭3　中国におけるタイば学研究の動向一近‡｛における苅究と教ざくり成采ひら一

次の一冊しか確認し得ていない．

『基礎漢語語法』　ブラピン・マノマイウィブーン著　（写真）

チュプロンコーン大学文学部東洋言語学科甲国語専修科　2529　157p
　　　　　　　　　　　　　シ
・ 1題m曾癒蹴納3語砧鍋uパ龍酊鮪含哨り曾6鯉壷彰aw製翫緬旬蕗蓉
　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　os

△　　　　　　　　ξ」　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　∀　　　ua　　　　　　　∀　　　 　偽　　　　　w

自刊り情りm旬閣m鮪討莉つ饗つ党題胴w櫛題調∩惜新加書魯舟麟禰w銅怜澗り語勧＆㎏〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気

　趙元任、王力、朱徳煕、丁声樹、馬真らの伝統文法の他、劉月華や藩文娯らの実摺文法

をも吸収した概説書であるが、《泰漢辞典》などとともに、不十分な記述が多く、刊行後、

すでに3◎年近くが経過していることからも、今後の本格約な記述の開拓が侯たれる、

　今後はタイ国内で高まりつつある中国語学習、研究からの新しい対照研究の視点が生ま

れてくることを期待したいtその相互活性化が呂タイ対照研究への滋雨ともなろう。

　加えて、私的なことであるが、筆者のタイ語研究は日本語学との並走のほかに長い中国

語学習、研究的知見が大きな背景、素地ともなっている。中国語のいわゆる処置文として

の“把“字句とタイ語の‘‘？灘”句との対照、動詞連動句と動詞連続表現、結果補語・可能

補語・方向補語と結果構文の対照など、中国語学語法研究からの示唆も少なくない。今後

ぱ中国とタイ国との交流の発展から中タイ対照研究の成果が期待されるところである。

左㌻基礎漢語語法こ（仏暦2529年） 右・同、第二骸（仏暦2545年）
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附章㈲　中国におけるタイ語学研究の動向一近年における研究と教学の成果から一

［余録］

　それにしても国家的規模といい、将来への展望といい、目本の言語研究一言語政策の規

模と比較して、あらためて中国の言語的研究の巨大成長に気づかされる。全国規模の言語

関係の雑誌も、種類、扱う領域にしても「進化」し続けている。目本の出版界事情では購

読者数の激減、低迷から言語系学術誌が相次いで終刊、休刊に追い込まれ、先細りの感が

あるのとは対照的である。外国語教育の多様化とも相まって、目につくものを概観すれば

歴史的に長い《語言教学與研究》（月刊、北京語言大学）、《中国語言学報》（中国語言学会）

をはじめ、《外語教学與研究》（隔月版、北京外国語大学）、《外語與外語教学》（隔月版、大

連外国語大学）、『外語月刊』（黒龍江大学）など、多数出版されており、翻訳研究、文学批

評研究等もふくめて、今後もさまざまな領域での研究が進展していくものと思われる。

　ここ数年、中国の世界進出は経済方面に限らず多方面にわたっている。「一帯一路」構想

（BRDに基づく国際戦略は当然ながら当面する対象国の経済方面の関心から当諸地域への

言語研究にまで延伸する。そこに人が赴く限り、この趨勢は当面は続きそうである。《外語

教学與研究》（北京外国語大学）には〈シルクn一ド経済ベルト沿線国家諸言語系研究〉と

銘打った特集「語言文化と国家戦略」（2016年第3期、第4期、第5期）が三回にわたっ

て掲載されるなど、中国の言語政策の現状が見てとれる。AIIB（アジアインフラ投資銀行）

の狙いはADB（アジア開発銀行）の戦略に見合ったものであり、本質的に「一帯一路」と

不可分の関係を結びつつある。インフラ整備の資金供給に絡んだ地勢学的戦略も言語戦略

（言語同盟化）も無縁のものではなくなりつつある。実際の研究の動向は定かではないが、

一方で中国語の世界進出とも深くかかわる要素をはらんでいるようにも思える。こうした言

語に関する「新思考」の趨勢の中で、中国における東南アジア諸語研究のなかで、タイ語の

研究と教学がどのような発展をたどっていくのか、今後も注視していかねばならない。と同

時に言語接触による新しい言語研究の構図が生まれていくことにも期待したい。
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参考：中国におけるタイ語教材（1）

①　任一雄編著　『泰語演講與故享』

北京大学出版社　2◎鮪　A5判　2◎6p．

③藩徳鼎編著『泰語教程』（第四冊）

北京大学出版社　2◎◎5　A5判　424p

・ttmpgettti。w、，ttew＿”nmww　wwvaua

②　陳生主編『大学泰語総合教程ぷ第・一…　・　lll｝・）

重慶大学出版社　2◎頚　B5変形　14◎p

＞賜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惑

　

　　　　　　　　　
㌔⑯、　　　

「ttt

①　邸蘇倫編写『泰語会話膓

　外語教学與研究出版社　A5判3δ麺
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附表：中国におけるタイ語教材（2）

⑤盧居正・邸蘇倫編写『基礎泰語』（第一冊）

外語教学與研究出版社　2007A5変形198p

⑦　黄進炎・林秀梅編著『実用泰語教程』

世界図書出版公司　2◎03　A5222p

⑥　表暁誉編著『泰語語法新織

北京大学出版社　2◎01　A5判253p

　　⑧　李碧主編『実用泰語教閲読教程垂（上冊）

　　重慶大学出版社　2◎1◎　A5　142p
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附録　日タイ対照研究文献目録

［附録］　日タイ対照研究文献目録

　主として『統語構造を中心とした目本語とタイ語の対照研究』（田中寛2004）、『日本語とタイ

語の対照研究一2009年度までの動向一』（今井忍編2011）以後に発表された関連論文を各種学

会誌、大学紀要、報告論文集から（A）言語研究、（B）言語教育、（C）言語文化・異文化理解の

分類を試み、刊行順に採録した。論文は「題目」、著者名、『掲載雑誌』名、巻号数、刊行年、掲

載頁（一部）の順とした。同一執筆者については一括して掲載した。なお、日本語教育史、言語

文化接触・文化交流史、言語政策関連の論考にっいては割愛した。紙面と時間的制約のため、遺

漏も少なくない。今後も補訂、増補を続けていきたい。（2017年1月15日時点整理）

（A）言語研究：

　タイ人による日本語、日本人・タイ人によるタイ語研究、日本語とタイ語の対照研究を

主とする。最近は多方面の文法領域で研究が進められている。主題文、指示詞、終助詞と

終結小辞、アスペクト、助数詞と類別詞、格助詞と前置詞、移動動詞、動詞連続構造、ま

た、複文では名詞句、条件文、理由原因文、モダリティ、また、慣用句等の研究が見られ

た。認知言語学の視点から味覚、色彩、身体語彙の意味拡張に関する論文も多く見られた。

なおこの中には教育文法の視点から（B）と関連する習得研究関係の論文も含まれている。

・旧・タイ指示詞の対照研究一「コ・ソ・ア」の誤用分析一」ワーサナー・ウィーラパー

スック、『言語文化と日本語教育』水谷信子先生退官記念号、日本言語文化学研究会、凡

人社　1995

・「日タイ対照研究一言語表現の傾向一」、吉田玲子、『学習院大学人文科学論集』13　学習

院大学大学院人文科学研究科　2004

・「日本語とタイ語の現場指示一「コレ」と「annii」の対照的な分析一」サランヤー・ゴン

ジット、『日本語と日本文学』第39号　筑波大学国語国文学会　2004．8

・「現代タイ語の人称代名詞と呼称詞」パドゥンバッターノードム・オンウマ、『外国語学

研究』（5）156－168　大東文化大学大学院外国語学研究科　2004

・「接続詞のように用いられるタイ語のthamhayについて一「使役」と因果関係一」田中

寛、『指向』第2号　大東文化大学大学院外国語学研究科日本語学専攻　2004

・「タイ語条件表現の研究一条件節と時間節における文の叙述一」田中寛、『大東文化大学

紀要（人文科学）』第44号　2006

・「タイ語の主題提示機能の諸相一名詞主語句を中心に一」田中寛、『指向』第10号　大東

文化大学大学院外国語学研究科日本言語文化学専攻　2013
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・「タイ語の2種の主題文一日本語の主題文との対照一」ナッティラー・タプティム、『日

本語・』日本文化研究』第15号、大阪外国語大学日本語講座　2005

・「日タイ語における条件表現の意味一意義素の内部構造一」中川サワリー、『名古屋大学

言語学論集』第20巻　2005

・「条件文における論理構造」中川サワリー、『名古屋大学言語学論集』第21巻　2006

・「日タイ語の談話標識の対照研究一間投助詞「ネ」と［na］の場合」アサダーユット・チ

ューシー、『タイ国日本研究国際シンポジウム2007論文報告集』、チュラーロンコーン大

学文学部東洋言語学科日本語講座　2008

・「タイの日本語教育における助詞「ネ」の伝達機能の指導上の問題点」アサダーユット・

チューシー、『早稲田大学目本語教育学』4　早稲田大学大学院日本語教育研究科　2009

・「日本語の助詞「ネ」とタイ語の助詞“NA”の伝達機能　　タイ人学習者の日本語の談

話における使用傾向」アサダーユット・チューシー、『日本語／日本語教育研究』2　日

本語／日本語教育研究会　2011

・「二重主題にっいて」タップティム・ナッティラー、『日本語・日本文化研究』第18号、

大阪大学『日本語・日本文化研究』編集委員会　2008

・ 「タイ人日本語学習者の場所を表す「に：」と「で」の習得」ダナサーンソムバット・ジ

ャルナン、『日本語・日本文化研究』第18号、大阪大学『日本語・日本文化研究』編集

委員会　2008

・「タイ語の主題文一日本語との対照一」カンブンシュー・ラピーパン、『日本語・日本文

化研究』第20号、大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース　2010

・「場所格の主題文一タイ語と日本語との比較一」カンブンシュー・ラピーパン、『日本語・

　日本文化研究』第21号、大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース

2011

・「「象は鼻が長い」構文とタイ語の「XmiiY　Z」構文との対照」、カンブンシュー・ラピ

ーパン、『日本語・日本文化研究』第22号、大阪大学言語文化研究科日本語・日本文化

専攻　2012

・「「～テモラウ」文とそれに対応するタイ語の表現一依頼的な意味を中心に一」スチワロ

ー ドム・スィリラック、『指向』第7号　大東文化大学大学院外国語学研究科日本言語文

化学専攻誌　2010

・「日本語助数詞とタイ語類別詞の対照一文化や範疇化の視点の違いに着目して一」小林尚
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美・高田紘央、『東海大学国際教育センター』創刊号　2011

・「タイの日本語教育での「タ」」ラッタナセリーウォン・センティアン、『日本語・日本文

化研究』第21号、大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース　2011

・「日タイ両語の継続を表す形式に関する一考察一「テイル」と「kamlap」、「yUu」を中心

に一」ラッタナセリーウォン・センティアン、『日本語・日本文化研究』第22号、大阪

大学言語文化研究科日本語・日本文化専攻　2012

・「タイ語を母語とする日本語学習者の「自動詞の可能形」の誤用に関する一考察一行為の

結果の状態の表現を中心に一」パンニー・セーリム、『日本語・日本文化研究』第22号

大阪大学言語文化研究科日本語・目本文化専攻　2012

・「タイ語の1？50k1を含む動詞連続構造の一考察」レーオキッティクン・ルンルディー、『言

語と文明』第10巻　65－91麗澤大学大学院言語教育研究科　2012

・「日本語母語話者にみる行為の結果を表す表現の使用傾向一実現可能場面における自動詞

と他動詞の可能形一」パンニー・セーリム、『日本語・日本文化研究』第24号、大阪大

学言語文化研究科日本語・日本文化専攻　2014

・「タイ語を母語とする日本語学習者にみる自動詞と他動詞の使用傾向一実現可能場面にお

ける行為の結果の表現を中心に一」パンニー・セーリム、『日本語・日本文化研究』第25

号　大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻　2015

・「タイ人日本語学習者によるアスペクト「テイル」の習得」ドゥアンケーオ・パオサタポ

ー ン、『日本語・日本文化研究』第21号　大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連

携特別コース　2011

・「タイ人日本語学習者のテイルの習得一「結果の状態」に着目して一」ドゥアンケーオ・

パオサタポーン、『日本語・日本文化研究』第22号　大阪大学言語文化研究科日本語・

日本文化専攻　2012

・「タイ人目本語学習者の「結果状態」の「テイル」の習得一「タイ語の影響」に着目して

一」ドゥアンケーオ・パオサタポーン、『日本語・日本文化研究』第24号、大阪大学言

語文化研究科日本語・日本文化専攻　2014

・「タイ人日本語学習者の「結果状態」の「テイル」の習得一「動詞＋1ξεw」のグループに

着目して一」ドゥアンケーオ・パオサタポーン、『日本語・』目本文化研究』第25号

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻　2015

・「タイ語を母語とする日本語学習者の「シ」「チ」「ジ」の生成一語中位置と音環境による

難易度一」トラカーンタロンサック・ターンポーン、『日本語・日本文化研究』第22号、
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大阪大学言語文化研究科日本語・日本文化専攻　2012

・「タイ人日本語学習者の場所を表す「に」と「で」の使い分け」ボムジット・ソロス、『日

本語・日本文化研究』第22号、大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コー

ス　2011

・「タイ語と日本語の場所表現の対照一“nai”と「中」、“bOI1”と「上」を中心に一」ホム

ジット・ソロス、『目本語・日本文化研究』第22号、大阪大学言語文化研究科日本語・

　日本文化専攻　2012

・「タイ語における限定表現『kheε』の意味用法に関する考察一日本語との対照を目指して

一
」モンコンチャイ・アッカラチャイ、『コーパスに基づく言語学教育研究報告』No．6東

京外国語大学2011

・「タイ語における限定表現『tきε』の意味・用法に関する考察」モンコンチャイ・アッカラ

チャイ、『コーパスに基づく原語学教育研究報告』No．8　東京外国語大学　2012

・「日タイ語慣用句の対照的意味分析一《所有・取得》を中心に一」カンタムパン・スンタ

　リー、『指向』第10号　大東文化大学大学院外国語学研究科目本言語文化学専攻誌　2013

・「「タイ語の『stimnuan』の定義について一日本語の『慣用句』との対応から一」チャン

　タラチャムノング・セックサン、『国語国文学』56集別府大学国語国文学会2014

・「タイ語の「maa」の意味拡張一日本語の「来る／てくる」を手がかりに一」久保田育美、

　『日本語・』日本文化研究』第25号　大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化

　専攻　2015

・「タイ語の存在・所有表現一日本語の存在・所有表現との対照から一」新居田純野、『長

　崎外大論叢』第19号　47－612015

・「タイ語の石碑文にみられるdayの用法」高橋清子、『神田外語大学紀要』第17号　2005

・「タイ語の石碑文にみられるd合yの用法（2｝－1925年以降の石碑文一」高橋清子、『神田外

　語大学紀要』第18号　2006

・「タイ語の非現実モダリティマーカー」高橋清子、『神田外語大学紀要』第19号，189－210

　2007

・「タイ語の否定辞」高橋清子、『神田外語大学紀要』第20号，335・3582008

・「タイ語の石碑文に見られるhayの用法」高橋清子、『神田外語大学紀要』第21号　2009a

・「タイ語の機能語hayの意味変化の方向性」高橋清子、『日本言語学会第138回大会予稿
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　集』148－153　2009b

・「タイ語における他動性と使役性」高橋清子、西光義弘、ブラシャント・パルデシ〈編〉

　『自動詞と他動詞の対照』シリーズ言語対照691－142　くろしお出版　2010

・「タイ語の石碑文に見られるzaa　haaの用法（付記：これまで紀要に掲載したタイ語石碑文

コーパスの修正）」高橋清子、『神田外語大学紀要』第22号　405・・430　2010

・「タイ語の他動性に関する先行研究：Kullavanij　aya1974とThepkanj　ana1992の比較」

高橋清子、神田外語大学紀要』第23号，293－313　2012

・「タイ語の機能語洗hiiの歴史的変化に関する先行研究」高橋清子、『神田外語大学紀要』

第24号，157－179　2012

・「タイ語の節連接標識」高橋清子、『神田外語大学紀要』第25号，157－1782013

・「タイ語の関係接構文」高橋清子、長谷川信子編『70年代生成文法再認識：目本語研究の

地平』、開拓社　2014

・「タイ語コーパスTNC利用した談話分析に基づくkh合a・taay（殺す一死ぬ）事象の考察」

高橋清子、『日本認知言語学会論文集』11　2015

・「中国語とタイ語の移動事象表現」高橋清子、『神田外語大学紀要』第27号，61－812015

・「タイ語のFreeze事象表現一コーパスを使った事例研究一」高橋清子、パルデシ・プラ

シャント、桐生和幸、ナロック・ハイコ編『有対動詞の通言語的研究　日本語と諸言語

の対照から見えてくるもの』くろしお出版　2015205－222

・「タイ語の語用論的小辞」高橋清子、『神田外語大学院紀要』第28号，289・3092016

・「タイ語の移動表現」高橋清子、松本曜〈編〉『移動表現の類型論』シリーズ言語対照7

129－158　くろしお出版　2017

・「タイ語の「変化」表現の教え方：コーパスを用いた類義動詞表現の事例研究」高橋清子

　『神田外語大学院紀要』第29号，343・3662017

・「タイ語の名詞修飾要素の分類：名詞修飾の機能体系に関する一考察」高橋清子、国立国

語研究所共同研究プロジェクト名詞修飾表現　平成29年度第2回研究発表会　富山大学

2017．10．29　http〃www．crosslinguistic．studies．ninj　al．ac．jp／noun／ap－conten七2018．1．5

・「接続表現をめぐる日タイ対照研究一原因・理由節で用いる接続表現を中心として一」

　ピヤトーン・ケウワッタナ、『外国語学研究』第15号　大東文化大学大学院外国語学研

究科　2014a
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・「原因・理由表現をめぐる日タイ対照研究　　日本語の「から・ので」とタイ語における

　“phr6？”を中心に　」ピヤトーン・ケウワッタナ、『日タイ言語文化研究』第2号　日

タイ言語文化研究所2014b

・「原因・理由表現をめぐる日タイ対照研究一原因・理由文の分類について一」ピヤトーン・

ケウワッタナ、『国際交流基金バンコクに本文化センター日本語教育紀要』第11．号　国際

交流基金バンコク日本文化センター　2014c

・「事態系の原因・理由表現をめぐる日タイ対照研究一「せいで」「おかげで」に対応する

タイ語の原因・理由表現を中心にニピヤトーン・ケウワッタナ、『語学教育研究論叢』

第32号、大東文化大学語学教育研究所、2015a

・「原因・理由文をめぐる目タイ対照研究一タイ語の因果構文を中心として一」ピヤトーン・

ケウワッタナ、『外国語学研究』第16号　大東文化大学大学院外国語学研究科　2015b

・「原因・理由表現の日タイ語対照研究一タイ語の因果構文の特徴と分類の考察を中心に一」

　ピヤトーン・ケウワッタナ、『語学教育研究所創設30周年記念フォーラム』、大東文化大

学語学教育研究所　2015c

・「事態系の原因・理由表現をめぐる日タイ対照研究一「ために」に対応するタイ語の原因・

理由表現を中心に一」ピヤトーン・ケウワッタナ、『日タイ言語文化研究』第3号、日タ

イ言語文化研究所、2015d

・ 「タイ語話し言葉コーパスから見た「語用論的終結小辞」」スニサー・ウィッタヤーパン

ヤーノン（齋藤）、『アジア・アフリカ言語文化研究』94111－136東京外国語大学ア

ジア・アフリカ言語文化研究所2017

・「物語ナラティブにおけるタイ語の関係節の使用一「七h五関係節」「s㊥関係節」」「裸の

関係節」各関係節の使われ方を中心に　」コーブルアン・ワチャラチャイ、『言語と文

明』第15巻　33－59　麗澤大学大学院言語教育研究科　2017

・「目本語形容詞「あまい」の意味拡張と広告における多義的使用の分析一英語＜sweet＞お

よびタイ語＜w5an＞と対照しながら一」チャンタラ　・チャンティマ、『DYNAMIS：こ

とばと文化』第3巻、京都大学大学院人間・環境学研究科文化環境基礎論講座　1999

・「タイ語における色彩表現の意味的特徴」宮本マラシー、『大阪大学世界言語研究センタ

ー論集』第2号　大阪大学　2010a

・「タイ語における色彩修飾語の語彙意味の特徴」宮本マラシー、『大阪大学世界言語研究

センター論集』第4号　大阪大学　2010b

・「タイ語における味覚語の体系関係」宮本マラシー、『大阪大学世界言語研究センター論
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集』第5号　大阪大学　2011a

・「タイ語における味の評価表現」宮本マラシー、『大阪大学世界言語研究センター論集』

第7号　大阪大学　2011b

・「味を表すタイ語表現における比喩」宮本マラシー、『言語文化研究』第39号　大阪大学

大学院言語文化研究科　2013

・「タイ語における視覚語の比喩転用」宮本マラシー、『言語文化研究』第40号　大阪大学

大学院言語文化研究科　2014

・「タイ語の嗅覚と聴覚を表す表現における比喩的転用」宮本マラシー、『EXORIENTE』

Vb1．22　大阪大学言語社会学会　2015

・「タイ語の触角を表す表現における共感覚的比喩」宮本マラシー、『言語文化研究』41大

阪大学大学院言語文化研究科　2016

・「タイ語における視覚動詞「duu見る」と聴覚動詞「fap聞く」の意味的拡張」宮本マラ

シー、『言語文化研究』第43号　大阪大学大学院言語文化研究科　2017

・「対訳コーパスを使った日本語とタイ語における一人称表現仕様の対照分析一漫画におけ

る一人称表現の出現数を中心に一」スィリアチャー・ロイケオ、上原聡　言語処理学会

　『第22回年次大会発表論文集』　2016

・「日本語とタイ語の自称詞の対照研究一認知言語学の視点から見た出現数と種類の差異

一」Roykaew，　Siriacha（スィリアチャー・ロイケオ）、『国際文化研究』23号　31－44東

北大学国際文化学会　2016

・「日本語の敬語とタイ語の敬語」ターゲ・ロッサディー

　https：／／ir．lib．hiroshima－u．ac．jplfiles／public／313867712017．10．31アクセス

タイ語をはじめ東南アジア大陸部諸言語の対照研究では慶応義塾大学言語文化研究所を拠点と

する東南アジア諸言語研究会編による報告集に、以下の研究論文が収録されている。

・「タイ語の「行く・来る」」峰岸真琴、タッサニー・メータービスィット、

　『東南アジア大陸部諸言語の「行く・来る」』　2003

・「タイ語の名詞句構造」峰岸真琴、『東南アジア大陸部諸言語の名詞句構造』　2006

・「タイ語の動詞句」峰岸真琴、『東南アジア大陸部諸言語の動詞句構造』　2013

・「タイ語の動詞連続」峰岸真琴、『東南アジア大陸部諸言語の動詞連続』　2017

B）言語教育、言語習得、外国語教授法：

　日本語教育、タイ語教育、教授法研究を主とする。第二言語習得研究、教材研究、母語話

一 289一



附録　日タイ対照研究文献目録

者教師と非母語話者教師との連携、協働に関する報告、調査研究等が見られた。

・「タイ高等教育機関の日本語専攻カリキュラムの開発に関する研究一プリンス・オブ・ソ

ンクラー大学を例に一」エックアリヤスィリ・エックナリン　『日本言語文化研究会論

集』第4号　国際交流基金目本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学

・「タイにおける日本人教員をめぐる問題から得られる示唆」牧貴愛　『無差』第15号87

－ 96　京都外国語大学日本語学科　2008

・「海外で働く日本語母語者教員の異文化適応力養成教材の開発一タイを中心に一」牧貴愛

　『無差』第17号　21－31京都外国語大学日本語学科　2010

・「電話における学習者の「聞き返し」ストラテジーの使用について：発話意図と表現形式

に注目して」テンヂャローン・モンルタイ　『言語文化と日本語教育』34号　11－19お

茶の水女子大学　2007

・「タイ語を母語とする学習者の受身の習得」サウィットアイヤラム・テーウィット、

　『言葉と文化』第9号　名古屋大学大学院国際言語文化研究科　2008

・「受身文の談話機能の習得一タイ人日本語学習者を対象に一」サウィットアイヤラム・テ

ー ウィット、『第2言語としての日本語の習得研究』12号第2言語習得研究会2009

　107－126

・「タイにおける日本語教育」ブッサパ・バンチョンマニー、『日本研究教育年報』13東

　京外国語大学　2009

・「タイ国ラチャパット大学における教師の仕事上の役割一目本語母語話者教師と非母語話

　者教師の協働を考える一」香月裕介・松尾憲暁、『日本語・日本文化研究』第19号

　大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース　2009

・「受身文の談話機能の習得一タイ人日本語学習者を対象に一」サウィットアイヤラム・テ

　ーウィット、『第二言語としての日本語の習得研究』第12号お茶の水女子大学2009

・「受身の習得と教材による影響一タイ人学習者を対象に一」サウィットアイヤラム・テー

　ウィット、『言葉と文化』第11号名古屋大学大学院国際言語文化研究科　2010

・「M－GTAによるタイ人日本語教師・日本人日本語教師の役割の構造化一タイ国R大学

　タイ人教師へのインタビュー調査から一」香月裕介、『日本語・日本文化研究』第20号

　大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース　2010

・「タイ人学習者を対象としたVT法による発音指導」大田真也、『拓殖大学日本語紀要』

　第23号　2012
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・「タイの中等教育後期課程卒業生へのインタビューから見るタイ・日文化意識一日本の精

神文化に対する認識とその背景一」内田陽子、『桜美林言語教育論叢』No．10　桜美林大

学言語教育研究所　2014

・「日本語学習者の学習意欲に影響を与える要因に関する質的調査一タイ中部P大学日本語

主専攻者を取り巻く文脈において一」冨吉結花、『桜美林言語教育論叢』No．10　桜美林

大学言語教育研究所　2014

・「タイ人日本語学習者コーパスと日本語母語話者コーパスの比較一テキストマイニングを

用いて一」高田紘央・前野文康、『東海大学国際教育センター』第4号　2014

・「タイ人日本語学習者と日本語母語話者の視座の置き方に関する分析一10コマ漫画の描写

に見られる視点表現を中心にニラルアイソング・タナパット、『筑波大学地域研究』第

35号　2014

・「日本語非母語話者教師と母語話者教師による教師間協働の実態調査報告　　タイの高校

　における協働環境と協働内容　　」中山英治、門脇薫、高橋雅子、『いわき明星大学人文

学部研究紀要』28　19－34　2015

・「タイにおける初級日本語学習者の語の獲得一一読物教材と単語リストの比較から　　」

　山口ひとみ、『猫協大学日本語教育紀要』第10号　猫協大学大学院外国語学研究科日本

語教育専攻　2015

・「日本人タイ語学習者の発音問題と指導方法に関する一考察」スニサー・ウィッタヤーパ

ンヤーノン、『東京外大東南アジア学』202015

・「「外国人のためのタイ語教育」における初級文法の扱い」高橋清子、『神田外語大学紀要』

第26号　465－488　2014

・ 「音声利用向け発音情報を出力できるタイ語解析器の開発」山崎智弘、宮村祐一、山中紀

子　『言語処理学会第22回年次大会発表論文集』2016．3

・「タイ語音声の音響特徴」大矢健一　『長野工業高等専門学校紀要』第50号1－42016

・「外国語としての日本語における読解不安・外国語学習不安・読解力の関係一タイ人大学

生を対象に一」サグアンシー・タンヤーラット、『言語科学研究』22神田外語大学大学

院紀要　2016

・「微笑みの国「タイ」における日本留学事情と目本語教育」俵幸嗣、『ウエブマガジン留

学交流』31（10）1－44独立行政法人学生支援機構

・「タイ主要4地域から見る日本語教育機関のICT利用状況」吉嶺加奈子、『地球社会統合
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科学研究』5　65－75九州大学大学院地域社会綜合科学府

・「タイ人日本語学習者のための日本語教育文法一依頼表現の日タイ対照研究及び第二言

語習得研究からの再検討一」高木都、　日本語教育学講座M2

https：〃www」ang．nagoya－u．ac．jp／nichigen／0－kyouiku1．．．2017．10．31アクセス

C）言語行動、言語文化、異文化理解：

　接触場面、言語行動に関する対照研究を主とするが、言語景観、異文化接触、異文化コミュ

ニケーション、ビジネス・コミュニケーションとストラテジーに関する研究などが見られた。

・「謝罪ストラテジーの日・タイ対照研究一ディスコース完成テストを通して一」山本さゆ

み、『姫路濁協大学日本語教育論集』4　1995．3

・「Some　Con七roversial　Issues　in　Thai　Transh七era七ion／transcription」ニッタヤー・K、

　『外国語教育一理論と実践一』天理大学語学教育センター　第28号　2002

・「タイ人と日本人との間のビジネス・コミュニケーションの問題に関する研究」チンプラ

サートスック・パチャリー、『共生時代を生きる日本語教育』、言語学博士上野田鶴子先

生古稀記念論集、凡人社　2005

・「電子メールにおける依頼の展開構造一日本語母語話者とタイ人日本語学習者の対照研究

一」宮崎玲子、『日本語・』日本文化研究』第17号　大阪外国語大学日本語講座　2005

・「タイにおける日本語の受容一外国語・外来語としての日本語の姿一」中山英治、『タイ

国日本研究国際シンポジウム2007論文報告集』チュラーロンコーン大学文学部東洋言語

学科日本語講座　2008

・「遅刻場面における言い訳の使用の日タイ対照分析一意識調査の報告より一」ユピワン・

ソーピットウィティウォン、『日本語・日本文化研究』第19号、大阪大学言語文化研究

科言語社会専攻海外連携特別コース　2009

・「日本語とタイ語における提案に対する反対意見の対照研究一目上に対する反対意見表明

を中心として一」ワヌサー・クンバッタラニラン、『日本語・日本文化研究』第20号

大阪大学言語文化研究科言語社会専攻海外連携特別コース　2010

・ 「タイー日の日本語接触場面における「誘い一断り」の発話行為」タブンティナー・ナッ

タモン、加藤好崇、『東海大学紀要』第30号　東海大学留学生センター　2010

・「タイ人日本語学習者一日本語母語話者の初対面接触場面における話題選択」ジャロンウ

ィットカジョーン・ウィパー、加藤好崇、『東海大学紀要』第30号東海大学留学生セ

ンター　2010
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・「感謝の場面での謝罪の発話一日本人母語話者とタイ語母語話者の意識と使い分けニ

スィリラット・サンタヨーパス、『一橋大学国際教育センター紀要』（2）37－55　2011

・「タイ人日本語学習者の「提案に対する断り」表現に対する語用論的転移一タイ語と日本

語の発話パターンの比較からニルンティーラ・ワンウィモン、『目本語教育』121号

46－55　2011

・「遅刻場面における言い訳の日タイ対照分析一上位関係の会話に注目して一」ユピワン・

ソーピットウィティウォン、『日本語・日本文化研究』第21号、大阪大学言語文化研究

科言語社会専攻海外連携特別コース　2011．

・「「助言」における日・タイ対照研究一問題となる事柄の深刻度の低い場面に着目して一］

デンスパー・スワッタナー、『日本語・日本文化研究』第22号、大阪大学言語文化研究

科目本語・日本文化専攻　2012

・「不運な経験を語る会話の日・タイ対照研究一深刻度の重い場合一」トーンハーン・タッ

サワン、『日本語・日本文化研究』第22号、大阪大学言語文化研究科日本語・日本文化

専攻　2012

・「ポライトネス・ストラテジーに反映された社会文化的規範一タイ語・ジャワ語・日本語

の断らない表現に焦点を当てて一」伊藤恵美子、『国際開発研究フォーラム』41名古屋

大学大学院　2012

・「携帯メールにおける断りの機能の構成：タイ人日本語学習者と日本語母語話者を比較し

て」メッグリアングライ・ポンティパー　『言語文化と日本語教育』45号お茶の水女

子大学　2013

・「タイ語を母語とする日本語学習者の不同意表明における語用論的特徴」ピナンソッティ

クン・ポラニー、『言語文化と日本語教育』47号　お茶の水女子大学　2014

・ 「「助言」の会話の日・タイ対照研究一問題となる事柄の深刻度の高い場面に着目して一」

デンスパー・スワッタナー、『日本語・日本文化研究』第25号　大阪大学大学院言語文

化研究科日本語・日本文化専攻　2015

・ 「日本語学習者の学習意欲に影響を与える要因はどのように作用するか一タイ中部P大

学の主専攻者を取り巻くL2Selfから一」冨吉結花、『言語教育研究』第6号　桜美林

大学大学院言語教育研究科　2016

・「集中的に舌打ちを発したタイ人日本語学習者の発話に関する一考察」萩原孝恵・池谷清

美、『日本語プロフィシェンシー研究』4号　凡人社　2016

・「感謝場面における日タイ語の言語行動パターンの対照分析一テレビドラマを資料として
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一
」ウィーチャルールモンコン・サリンラット、上原聡、言語処理学会『第22回年次大

会発表論文集』　2016

・「感謝場面における日タイ語の言語行動」サリラット・カウィージャールモンコン、『タ

イ国に本研究国際シンポジウム2014論文集』チュラーロンコーン大学文学部東洋言語学

科日本語講座　2014

・「ポライトネスの視点から見た感謝場面における日タイ語の言語行動」サリラット・カウ

ィージャールモンコン、『国際文化研究』23号　15－29東北大学国際文化学会　2016

補遺：各種紀要論文

国際交流基金バンコク日本語センター、バンコク日本文化センター紀要に収録された関連論文一

覧（各号の目次）。語法を中心に日本語とタイ語の対照研究関連論文は○濃字で示した。タイ入

著者名は原文のアルファベットを原音にできるだけ忠実に片仮名表記とした。

　　　　　国際交流基金バンコック目本語センター紀要　第1号　1998．3

・「タイにおける漢字教育への提言一日本語漢字レベルテスト試案一」亀山稔史

・「タイの高等教育機関における日本語教育一チェンマイ大学を例として一」小西広明

○「タイ語の無意志下方移動表現」高橋清子

・ 実践報告「日本人協力者を招いての「カンチャナブリ模擬ツアー」実践報告」サクシッ

　ト・パクシー、バッタラスパー・シアンヤイ、星井直子

・ 研究ノート「タイ人学習者の書くひらがなの字形の特徴一集計結果の分析一」吉田裕子

・ 調査・資料「カセサート大学附属中等学校における生徒の日本語科目の選択理由と目的」、

　ラッダワン・シリサワットポン、

・ 調査・資料「タイ中等学校日本語コースに関するアンケート調査結果」三原龍志、ナッ

　パワン・ボーンソム

・ 調査・資料「日本語学習の理由一泰日経済技術振興協会附属語学学校の場合一」ソムチ

　ヤイ・セーウン

・調査・資料「昭和十年代タイ国日本語教育史年表」ウォラウット・チラソンバット、北

　村武士

　　　　　国際交流基金バンコック日本語センター紀要第2号　1999．3

○「日タイ語の再帰代名詞の対照研究一「自分」とtua－eep－」、パンセーク・アート
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　一ントラスック

・「タイ人学習者の学習スタイル　　よりよい授業のために知っておくべきこと一」、藤

田裕子

・「上級学習者のための読解生教材のガイドライン試案」小松知子

・「新しいカタカナ・ローマ字表の作成と提案」国井精二

・「タイのいれずみと日本の入れ墨の比較研究」ナンチャヤ・マハカーン

○「日本語の「よ」「ね」とタイ語のnaの一考察」ソイスダ・ナラノン

・研究ノート「ラチャパット大学選択科目用教科書「MHONGO・SUK【SUKI」開発の中間

　報告」見上直子、田幡美江子

・ 実践報告「ラチャパット大学における日本語カリキュラム改訂の動き」

　見上直子、石川薫

・実践報告「挑戦！一目日本語ガイドーRIアユタヤ校における会話授業の実践報告一」

　石川薫、

・ 実践報告「ナレースワン大学の日本語教育」三浦多佳史

・ 実践報告「イーサーン目本語教師の会」白鳥文子

・ 実践報告「登場人物（キャラクター）を用いた授業」山口正喜

・ 調査・研究「第二次世界大戦中にタイの新聞に紹介された日本語」北村武士

・ 調査・研究「日本語専攻理由と学習によって獲得される日本語能力の関係」櫛田佳子

国際交流基金バンコック日本語センター紀要　第3号　2000．3

○「日本語・タイ語受動文における動詞の意志性」ブッサパー・バンチョンマニー

○「目本語・タイ語における「非限定」の連体修飾」ソムキアット・チャウエーンキッワ

　ニット

○「回転移動を表す移動動詞について」高橋清子

・「日本語学習者の話しことばにおけるくノダ〉の使用の一考察一「納得・発見」「問い返

　し」の場合一」、塚田智冬

・ 実践報告「ウボンラーチャターニー日本語教師の会」花井慎行

・ 実践報告「プリンス・オブ・ソンクラー大学バッタニー校における個性化への取り組み」

　北川利彦

・ 実践報告「日タイバイリンガル児の生育記録」櫛田佳子

・ 実践報告「授業におけるビジターセッションの効用」山口雅代

・ 実践報告「ビジターセッション実践報告」山本さゆみ

・研究ノート「現代日本女性の立場・地位一新聞記事での用語・表現を通して一」

　アチマー・ワチャラポーン
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○研究ノート「目本語の「親切」とタイ語の「チャイディ」との違いについて」安田美絵

国際交流基金バンコック日本語センター紀要　第4号2001．3

・「タイ国の中等教育機関における日本人日本語教師の現状と課題」花井慎行

・「学習者数の多さと能力差にどう対処するか」森恵理香

・「教授経験と教授能力の関係」成田高宏

○「受益文におけるタイ・日語の対照研究」バッタラワン・ユーエン

○「終助詞「よ」の研究」ヴィチャヤダ・ガオイアン

○「日本語の自動性と受身の連続性」ウォラウット・チラソンバット

・ 実践報告「インタビュー活動実践報告」小池誠

・ 実践報告「北部タイ日本語教師の会の現状と課題」佐々木綾、鈴木未恵、山口雅代

・ 実践報告「スコア制自由課題「先生に手紙を書こう」プログラム」園田智子

・ 実践報告「チェンマイ大学におけるリソースの活用」山口雅代

・ 調査・研究資料・データ「パソコンで日本語の文字を使用するための方法」藤原隆祥

・ 調査・研究資料・データ「昭和13年の日本一タイ文化研究所日本語学校の設立について」

　北村武士、ウォラウット・チラソンバット

・ 調査・研究資料・データ「タイ国日本語教育報国」前田綱紀、濱田帯広、稲葉和江、成

　田高広、白鳥文子

・調査・研究資料・データ「後期中等教育日本語教科書に関するアンケート調査」前田綱

　紀、今枝亜紀、プラパー・セーントーンスック

・ 調査・研究資料・データ「フィールドワーク：当地日系企業における日本語専攻コース

　等に関わる調査」宇都野友宏

国際交流基金バンコック日本語センター紀要　第5号　2002．3

○特別寄稿「日本語とタイ語の擬音語・擬態語の研究に向けて」森山卓郎

・「タイ人日本語学習者が抱える発音学習上の問題点」千葉真人

・「中等教育後期課程におけるカリキュラムの骨組み」稲葉和栄

・「タイ国の大学における日本語主専攻開設前後の卒業生動向」片桐準二、椿弘美

○「タイ語の受身文と日本語の受身文」杉浦優子

・「ぼかし言葉」アサダーユット・チューシー

・「中級作文におけるタイ人学習者の誤用分析」バッタラユット・ユーエン、山口雅代、太

　田卓志、吉田直子
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○「タ形」の働きと意味」スパラット・テーチャポンストーン

・ 実践報告「ラチャパット日本語教育セミナーの報告」青沼国夫、佐々木史

・ 実践報告「課外授業への取り組み」新聖子

・ 実践報告「初級作文指導の試み」藤井明子

・ 実践報告「北部タイ中等教育機関における日本語教育」稲葉和栄

・ 実践報告「タイで教えるにあたっての問題点」増田俊之、鈴木未恵、常深晃史

・ 実践報告「中等教育課程後期の選択自由科目における学習内容」白鳥文子

・ 調査・研究資料、データ「プリンス・オブ・ソンクラー大学バッタニ校日本語主専攻課

　程第一期卒業生の動向」北川利彦、タナン・ポーンセーン

・ 調査・研究資料・データ「南部タイにおける後期中等教育段階の日本語教育実施状況調

　査報告」山科健吉

・ 調査・研究資料・データ「日本語教育における地域協力：危機と機会」サワラック・ス

　リヤウオンパイサル

国際交流基金バンコック日本語センター紀要　第6号2003．3

○「日本人とタイ人の謝罪に関する認識一職場での状況をめぐって一」アンカナ・チラジ

　ェランチャイ、因京子

・「タイの高等教育機関におけるカリキュラムーナレースワン大学を例として一」小西広明

○「イベント構造概念化による使役性の分析の試み一タイ語と日本語を例として一」バッ

　タラワン・ユーエン

・「談話の「わけ（だ）」パッチャニー・ピヤマワディー

・「間投助詞の研究」アサダーユット・チューシー

・「「気」を含んでいる慣用句の考察」ナッパシン・プラーンソーン

○「日本語における連体修飾語の談話機能」ソムキエット・チャウエンクワニット

・ 事実文と主張文の読解比較一タイ人のための読解教材作成に向けて一」テーラット・オ

　パンヨー

・ 実践報告「タイ国中等教育用日本語教科書（試用版）の作成」今枝亜紀、プラパー・セ

　ーントーンスック

・調査・研究資料・データ「新しい高等教育機関ウイッタヤーライ・チュムチョンと日本

　語教育」海老原智治

・調査・研究資料・データ「カリキュラム作りのためのニーズ調査」小西広明

・調査・研究資料・データ「燈々と大学の日本語教育の連携に関する一資料一一学習者の心

　理に注目したアンケート及び聞き取り調査一」櫛田佳子

・調査・研究資料・データ「2002年度在外邦人日本語教師研修報告」タナサーンセーニー

　美香
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　　国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

（以降、雑誌名称変更）第1号　2004．3独立行政法人国際交流基金

○「タイ語母語話者の日本語発音に関する干渉の考察と指導提案」アサダーユット・チュ

　ーシー

・ 「ビデオ会議システムを利用した遠隔授業の試み」原田明子

・「日本語母語話者のスピーチレベルは学習者に対してどのように変容するか一日本人学生

　とタイ人留学生の会話分析から一」猪俣公克

・「150時間で初級を教える一チェンマイ大学での取り組み初年度の考察一」ワライポーン・

　カンチャナカローン

・「初級後半に見られる初級前半の文型の頻出度一「文型」に対する新たな認識を求める手

　がかりとして一」森康眞

・「タイ人留学生のコード・スイッチングの使用実態一文法的観点に注目して一」

　シリポーン・イアムポンサイ

・「タイにおける基礎日本語教育の研究」プランニー・ジョンスッジャリタム

・ 実践報告「観光学科4年生の一日ガイド実践報告」野阪智恵子

・「「日本人教師との一対一の会話練習活動」と学習者による評価」関裕子、松原潤

・「観光事業の日本語」セクサン・チャsンタラチャムノン

・「日本語教史研究会」ソイスダ・ナラノン

・ 研究ノート「「にとって」についての一考察一中級指導の試み一」藤井明子

・研究ノート「目本語教育のためのカタカナ表」宮本雄一郎

・ 調査・研究資料・データ「タイの学校制度外教育と日本語教育」海老原智治

・ 調査・研究資料・データ「オリジナル初級日本語教科書の改訂作業における方針・手順・

　方法」鶴町佳子

・調査・研究資料・データ「高校生日本語学習のニーズ調査②」タッサニー・メーターピ

　シット、ナムチップ・メーターセート、ソムキエット・チャウェンキットワニット、ス

　ニーラット・ニャンジャローンスック

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　　第2号　2005．3独立行政法人国際交流基金

○「タイ人日本語学習者の文末「よ」の聞き取り」プロムチット・ニヨムヴァニット

○「タイ人のcajについて一日本語の「気」と比較して一」アラデー・アピウオンガム
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附録　日タイ対照研究文献目録

・「「赤と白」が象徴する対象性一『雪国』考一」ナンカハヤ・ワバカン

・「単純なリピートが発音に与える効果一教室でのリピートはどの程度役に立つのか一」

千葉真人、佐藤純

・ 実践報告「観光学科の3年生の「カンチャナブリ模擬ツアー」実践報告」大野直子

・ 実践報告「チェンマイ大学ガイド実習「チェンマイ半日ツアー」の試み」吉田直子

・ 実践報告「日本語教育的実践としての「インターネット・ホームページ・イーラーニン

グ」一筆者の試行錯誤的経験に基づいて一」森康眞

・ 実践報告「一般日本人・目本語アシスタントによる「日本語教育活動」の意義一異文化

間コミュニケーションと日本語学習支援の立場から一」森康眞

・ 実践報告「ウボンラチャタニー大学教養学部日本語学科開設に向けての動き」池田隆

・実践報告「会話授業における個別フィールドバックの効果について一学習者自身による

会話の文字化を用いて一」関裕子

・ 実践報告「タイの中等教育用日本語教科書作成プロジェクト」ブッサパ・バンチョンマ

ニー、今枝亜紀、プラパー・セーントーンスック

・ 研究ノート「タイ人における日本語聴解教育の現状と課題」スガンヤー・トンデノック

・研究ノート「流暢さと正確さ一タイの大学での実践を踏まえて一」藤井明子

・ 研究ノート「文化リテラシーを身に付けるための授業雪渓のストラテジーと『あきこと

友だち』」プラパー・セーントンスック、八田直美

・ 調査・研究資料・データ「2004年のタイ大学入試と日本語を受験科目に指定した大学専

攻」海老原智治

・ 調査・研究資料・データ「タイ国内日本人家庭ホームステイプログラムは関わった人た

　ちにどんな意義があったか一学習者・教師・日本人協力者3者の調査報告一」深澤伸子

・ 調査・研究資料・データ「ビジネスで使う日本語を考える一企業と教育現場の視点から

一
」タナサーンセーニー美香、高坂千夏子、富山純、中井雅也、深澤伸子

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　　第3号　2006．3独立行政法人国際交流基金

・「タイ人学習者に対する日本語学習活動の指導提案」ナッパシン・プレーンソーン

○「日本語とタイ語の発音に関する対照研究」アダダーユット・チューシー

・ 実践・調査報告「日本語コースにおける「学期・中間テスト」の役割と意義について一

　教師・学習者への双方の有効なフィードバックを求める視点に立って一」森康眞

・ 実践・調査報告「ラチャパットの観光学科のための観光日本語用シラバス作成について」

　長町聡子、中村照、松原昭、山川紀子

・ 実践・調査報告「コンケン大学における日本の大学との合同プロジェクトの試み」坪井
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附録　日タイ対照研究文献目録

　由香里

・ 実践・調査報告「タイ人学習者はどのようにひらがなを憶えているか」千葉真人

・ 実践・調査報告「思考を言語化する教室活動一「総合活動型日本語教育」のタイでの実

　践一」松井隆浩

・ 実践・調査報告「日本人協力者を招いた日本語活動一日本語主専攻の学生による観光実

　習ツアーを例として一」村木佳子

・ 実践・調査報告「仏暦2545年〈2002＞タイ義務教育法一日本語全訳一」海老原智治

・ 実践・調査報告「仏暦2543年〈1999＞タイ国家教育法及び仏暦2545年〈2001＞タイ国

　家教育法第2版」一前半の目本語訳一」海老原智治

・ 実践・調査報告「1939年バンコック日本語学校発行の「日本語のしをり」一タイ国日本

　語教育史の資料として一」北村武士

・ 実践・調査報告「中等教育用目本語教科書『あきこと友だち』教師アンケートの結果報

　告」プラパー・セーンスック、八田直美

・実践・調査報告「タイ国日本語教育研究会18年の変遷と現在の活動報告」深澤伸子、中

　井雅也、高橋宏典、大谷世津子

・実践・調査報告「バンコク日本文化センター一般講座の変遷と再検討一タイの日本語教

　育における位置づけと役割一」大竹啓司、球磨の七絵

・ 研究ノート「日本語聴解活動におけるリスニング・ストラテジーについての考察」古川

　裕子

○研究ノート「現代における慣用句の研究一タイの学生のための慣用句辞典の作成一」

　ニダー・ラプシリサワット

・研究ノート「タイの衛星放送による日本語授業の利用促進のために」宮岸哲也

・ 研究ノート「日系企業（製造業）における目本語需要調査」池田隆

・ 研究ノート「流暢さを養うための教育活動についての一考察一初級から中級への話すカ

ー」藤井明子

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　　第4号　2007．3　独立行政法人国際交流基金

・「タイの大学と日本の大学における第二言語としての日本語教育文化比較」ソムポーン・

　ゴマラテゥット

○「表記上の誤用からタイ人日本語学習者の有声音・無声音の捉え方を考察する一「力行・

　ガ行音」「タ行・ダ行音」「バ行・バ行音」を中心に一」宮原三保子

・「タイ人学習者向け初級聴解教材開発のための基礎研究〈2＞一聞き取りにくい音素をめ

　ぐる指導法一」スガンヤー・トーンデーノック
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附録　日タイ対照研究文献目録

○「間投助詞「ネ」の機能と使用条件」アサダーユット・チューシー

・「タイ人学習者のための初級文法項目の設定一日本語教育文法の視点からの4つの案一」

　カノックワン・ラオハブラナキット片桐、パッチャポーン・ケークキットサダン、ソム

　キエット・チャウェンキットワニット、スニーラット・ニャンチャロンスック

・ 実践・調査報告「タイの衛星放送による目本語授業のアンケート調査」宮岸哲也

・ 実践・調査報告「タイにおけるビジネス日本語コースについての考察一Waseda

　Education（Thailand）での調査報告一」田中敦子

・ 実践・調査報告「1940年のバンコク日本語学校について一資料紹介（日本語学校規則書）

　一」北村武士、ウォラウット・チラソンバット

・ 実践・調査報告「日本語初級活動『会食授業』一会話能力の向上を目指して一」秋田英嗣

・ 実践・調査報告「北部タイ日本語教師会2006年度活動報告一地域社会との連携を目指し

　て一」鈴木由美子、海老原智治、川合友妃子、サランヤ・ゴンジット

・ 実践・調査報告「タイ北部中等教育機関におけるプロジェクトワーク実践報告一ユパラ

　ートウイッタヤライ校と京都府立宇治高等学校との文化交流プログラムから一」鈴木由

　美子

・実践・調査報告「日本語初級レベルにおける「聴解指導」の在り方について一「聴取」

　から「聴解」への過程を重視する教室活動一」森康眞

・ 実践・調査報告「ラチャパット大学における日本語学習者の学習リソース活用」池島真

　弓、松尾憲暁、武蔵祐子

・ 実践・調査報告「仏暦2542年（1999）タイ国家教育法及び仏暦2545年（2002）タイ国

　家教育法第2版一後半の日本語訳一」海老原智治

・ 実践・調査報告「中級クラスにおける協働学習のアクションリサーチ」大竹啓司

・ 実践・調査報告「教室活動における日本語母語話者の位置づけと組織化についての振り

　返り一教室内での実践共同体の構築をめざして一」松井孝浩

・ 実践・調査報告「外国語としての日本語読解技能の教授法とその実践の仕方」ナッパシ

　ン・プレーンソーン

・ 実践・調査報告「コンケン大学教育学部日本語教育プログラムにおけるカリキュラム」

　坪井由香里

・ 実践・調査報告「ラオスにおける日本語教師養成・現職教師研修の試み」平田好

・ 実践・調査報告「他者評価と自己評価が学習者に与える影響について一日本語中級クラ

　スにおける実践を通して一」林朝子

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　　第5号　2008．3独立行政法人国際交流基金
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附録　日タイ対照研究文献目録

○「限定を表す日本語のとりたて詞とタイ語の限定表現の対照研究」パニカー・スラルン

　シクン

・「タイ後期中等教育における選択科目としての日本語教育一高校生を対象とした第二言語

　不安調査からの一考察一」下村朱有美

・「タイ中等教育機関におけるタイ人日本語教師の良い日本語教師観一PAC分析と反構造化

　面接より一」古別府ひつる

○「タイ語母語話者における日本語授受動詞の習得研究一「くれる」使用を中心に一」、甲

　斐田和子

・「日本語教育におけるインターネットの利用」クワンチャイ・アローンウィン

・「初級学習者のためのイメージ図による教授法」水野吉穂

・「タイ東北部中等教育機関における実践報告一ウドンピッタヤヌコーン校での「一分間ス

　ピーチ」の取り組み一」吉川景子

・「エクセルとペイントで筆順つき漢字教材を作成する方法」千葉真人

・「コース用教科書「JPN336：観光サービスのための日本語」の作成過程を振り返って一

　教材の作成前・作成作業・作成後一」森康眞

・「会話クラスにおける他者評価に関する一考察一記述コメントとアンケート結果から一」

　小浦方理恵

・「コンケン大学教育学部日本語教員養成課程における教育実習の実践報告一教授法クラス

　の模擬授業と教育実習の体験から一」有本昌代

・「ラオスにおける活動型中級コースの設計と実践」秋山佳世、田淵七海子

・「キングモンクット工科大学ラカバン校日本語専攻コースの読解一問題と期待一」ニダ・

　ラップシリサワッド

・「タイの新しいアドミッション方式大学入試と日本語を受験科目に指定した大学専攻一

　2007年の『高等教育機関入学者選抜』（統一入試）の事例を中心に一」海老原智治

・「北部タイ3大学の日本語専攻在籍者に対する目本語既習・未習に関する統計調査一北部

　タイ日本語教師会による2008年2月の調査結果一」サランヤ・ゴンジット、サラニット・

　パランパヤー、小浦方理恵、塚本紘子、志摩由美子

・「初級におけるロールプレイ中心の会話の授業一創造的・協働的な活動を促す教室を目指

　した実践研究一」加藤伸彦

・「タイ国日本語教育小史」齋藤正雄

・「コミュニケーションとしての作文教育一「読み手」を意識するための学習環境のデザイ

　ンを目指した取り組み一」松尾憲暁

・「タイ国大学入学試験問題（日本語）における読解問題の分析」鈴木由美子、内田陽子

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要
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附録　日タイ対照研究文献目録

第6号　2009．3独立行政法人国際交流基金

○「受動受益的「～テモラウ」文とそれに対応するタイ語の表現」シリラック・スチワタ

　ナロードム

・「日本語学習者の作文産出に対するビリーフとストラテジーの特性一タイの大学生の場合

　一」石橋玲子

・「複合動詞後項「～たつ」の意味一文法化の観点から一」小浦方理恵

・「タイの高校で求められる日本人日本語教師像一学生とタイ人教師の視点から一」

　中井雅也

○「日本語談話における助詞「ネ」の「注視要求」の機能」アサダーtット・チューシー

○「言語の中の文化一タイ人及び日本人の日本語のほめの相違の対照研究一」ブッサパ・

　バンチョンマニー

○実践・調査報告「タイ人初中級話者の「N1のN2」の使用一発話時に見られる誤用「N1

　のN2」を中心に一」水野吉穂

・ 実践・調査報告「バンコクにおける鈴木忍と『簡易日泰会話』」齋藤正雄

・実践・調査報告「初級後期・日本語学習者の「助詞」に関する理解と定着度一中間テス

　トにおける解答行動を手掛かりに一」森康眞

・ 実践・調査報告「ラチャパットの日本語教育を考える会によるラチャパット大学開講科

　目調査」春野愛、東野佳与、花井慎行

0実践・調査報告「日本人教師が感じているタイ人学習者の発音の問題点とその具体例」

　千葉真人、佐藤純、大田真也

・ 実践・調査報告「タイにおける旅行会社の日本語広告に見られる漢字の出現頻度一日程・

　費用・条件等を対象として一」千葉真人

・ 実践・調査報告「日本人と働いたタイ人教師の気持ち一JENESYS若手日本語教師受入

　担当教師へのインタビュー結果一」内山千尋

・実践・調査報告「タイの初中等教育外国人教員に対する外国人教員免許の保持規定につ

　いて一制度概要と関係法規の日本語訳一」海老原智治

・ 実践・調査報告「タイの大学の教育学部における日本語教員養成と日本語教育科目のデ

　ザイン」西野藍、タワット・カムトーンチップ、スパラック・クリッサナノン

・ 実践・調査報告「目本語クラブから創られる教師像一教師志望の動機はどのように現れ

　るのか一」伊牟田翼

・ 研究ノート「ピア・レスポンスにおける有効なグループ編成一タイ人中級学習者の場合

　一」前野文康、伊牟田翼

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要
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附録　日タイ対照研究文献目録

第7号2010．3独立行政法人国際交流基金

・「日本語学習者の作文の誤用への気づきと修正」石橋玲子

・「タイの高校における日本語学習者の日本語学習に対するビリーフーバンコクにある国立

　高校の日本語学習者を対象に一」スポーンパン・ジットパンタオ

○「談話における「～てくれる」と「～てもらう」の習得一タイ語を母語とする学習者を

　中心に一」テウイッチ・サウェイタムヤラム

・「タイ中等教育における日本語学習動機と学習行動との関係一積極的に学習行動を行う上

　位部と下位部の比較一」吉川景子

・実践・調査報告「タイにおける目本語ガイドに求められるもの一ベテランガイドへのイ

　ンタビューに基づいて一」千葉真人

・ 実践・調査報告「ピア・ラーニングにおける「ファシリテーターとしての教師」一理論

　と実践からみる教室内における二っのファシリテーションー」加藤伸彦

・ 実践・調査報告「専門職としての目本語教員養成一タイ・コンケン大学の事例研究一」

　西野藍、平田真理子

・ 実践・調査報告「タイ日教師間の協働に焦点を当てたワークショップの実践一第15回ラ

　チャ会セミナーを通して一」松尾憲暁、香月祐介

○実践・調査報告「タイ人日本語学習者の発話に見られる標識」水野吉徳

・ 実践・調査報告「コースシラバスから見た「観光日本語」科目の概要・目標・内容一選

　択必修科目コースを有するタイの大学を事例に一」森康眞

・ 実践・調査報告「目本語学習者のためのディベート活動デザインーかみ合った議論をめ

　ざして一」大野直子、吉澤明子

・ 実践・調査報告「中等教育機関の日本語選択コース教材作成にあたっての調査結果報告」

　プラパー・セーントーンスック、三浦多佳史、渋谷実希

・ 実践・調査報告「タイにおける日本語教育とタイ国日本語教育研究会の歩み一過去20年

　間の資料編纂を担当して一」齋藤正雄

・実践・調査報告「グループワークを取り入れた中条級の作文指導一メディア教材を利用

　して一」武井啓子

・ 実践・調査報告「海外学習環境における学習リソースについての一考察一タイ・日間を

　結んだ遠隔授業実践の改善を通じて一」牛窪隆太

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　　第8号2011．3独立行政法人国際交流基金

○「日本語の助詞「ネ」のイントネーション」アサダーユット・チューシー
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・「日本語学習者の作文産出に関わる不安要因の関連」石橋玲子

・「タイ高等教育の日本語教育協働現場における「成長する教師」の可能性一タイ人教師が

　経験する協働現場の実態分析からの考察一」片桐準二、カノックワン・ラオハブラナキ

　ット片桐、池谷清美、中山英治

・「タイ人教師と日本人教師の役割形成から生まれる一つながる」動き一タイ国R大学目本

　語学科を例に一」香月裕介

○「「khOD」は「ダロウ」か？一翻訳にあらわれる推量表現の考察一」スィラッサナン・キ

　エットコプチャイ

・「日本語能力と日本語学習動機づけの関係一タイ人大学生を対象にして一」宇都木孝寿

・「タイ中等教育における日本語学習意欲を高める要因と学習行動との関係一日本語教師の

　日本語指導時の内発的動機付け要因一」吉川景子

・ 実践・調査報告「文字指導における書道活動一タイ人日本語学習者への文字群指導を通

　して一」林朝子

・実践・調査報告「表やグラフに関わる日本語能力の育成を目指して一中級聴解・会話ク

　ラスでの実践報告二松田佳子、田淵七海子

・ 実践・調査報告「タイで求められるホテルビジネス用日本語一日本人観光客へのアンケ

　ート調査に基づいて一」中井雅也、千葉真人

・ 実践・調査報告「タイの中等日本語教育とEducation　Professional　Standards一現場の

　教員の視点から見た意義と問題一」西野藍、太原ゆか、内田陽子

・ 実践・調査報告「多国間ネットワークによる遠隔交流の実践一新たな学習環境作りをめ

　ざして一」吉田直子

・ 実践・調査報告「作文での表現力を高めるための副教材の考案一タイの大学生のインタ

　ビュー調査から一」鹿目葉子

国際交流基金バンコック目本文化センター日本語教育紀要

　　　第9号　2012．3独立行政法人国際交流基金

・「単純動詞と「とり＋単純動詞」の意味分析一「とり落とす」と「とり残す」を中心に一」

モンスチャ・メースワン

・「タイ国高等教育機関におけるタイ人教師と日本人教師の協働間の比較一PAC分析からの

考察一」池谷清美、カノックワン・ラオハブラナキット片桐、片桐準二

・「留学経験がないタイ人日本語学習者の語用論的能力の分析一断りメールの構成から一」

クルムパ・ウォラスリ

・「タイ人日本語学習者の「の」の使用一2年刊の縦断的調査より一」坪根由香里

・実践・調査報告「聴解力と会話力に対する日系企業に勤務した卒業生による自己評価」
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ティティソーン・セーヌライ

・ 実践・調査報告「「ラチャパットの日本語教育を考える会」の10年、活動と展望」花井

慎行

・ 実践・調査報告「タイ大学統一入試問題日本語科目と高校生向け日本語教K所の比較」香

山恒毅

・ 実践・調査報告「学習者はどう感じたのか一短期交流プログラムへの参加を通して一」

ニダ・ラップシリサワット、前野文康

・ 実践・調査報告「タイにおける「体験交流活動型日本語学習」の実践と教師支援」

西野藍

・ 実践・調査報告「対外日本語普及を考える一タイにおける仏英独中の対外言語普及活動

事例を通して一」山口雅代

・ 実践・調査報告「タイの日本語教育に関する文献情報を提供するWEBコンテンツの改訂

一
利用者の立場に立った情報提示を模索して一」安田励子、木村祐子、鈴木由美子、内

田陽子

・ 実践・調査報告「ティームティーチングにおけるネイティブ教師とノンネイティブ教師

の役割分担一チェンマイ大学初級日本語クラスのタイ人学習者の期待一」吉田直子、サ

ランヤ・ゴンシット

・ 研究ノート「タイ人講師による講義での日本語導入一チュラーロンコーン大学の中上級

の専門科目の講義のケーススタデイからニアサダーユット・チューシー

・ 研究ノート「タイに於ける読解教材開発の指針一教材と授業の実態調査から見えるもの

一
」牛窪竜太、中島飛鳥、内畑愛美、武井啓子、秋田美帆、内田陽子、福地秋水、安田

励子、中山英治

国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要

　　第10号　2013．3独立行政法人国際交流基金

・「タイで漢字を教えるための教室活動と活動目標」濱川祐紀代

・「講義聴解におけるノートテイキングと使用言語一中上級レベルのタイ人日本語学習者を

対象とした実験聴解からの考察一」松井育美、萩原孝恵

・ 実践・調査報告「タイ国日本語日本文化教師協会による、タイ人教師のための訪日研修

一
参加者と実施者の学びに焦点を当てて一」スニーラット・ニャンジャローンスック、

八田直美

・ 実践・調査報告「目本留学は日本語学習を保証するか一学習環境の連続性と文壇に関す

る事例研究一」秋田美帆、安田励子、内田陽子、牛窪隆太

・ 実践・調査報告「短期訪日プログラムが学習者に与える意識の変化一テキストマイニン
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　グによる分析一」藤本尊之、前野文康

・ 実践・調査報告「在タイ日系企業が求める日本語人材一アンケート調査より一」前野文

　康、勝田千絵、ニダ・ラップシリサワット

・ 実践・調査報告「コンケン大学日本語教育ワークショップの成果と課題」長田佳奈子、

　武井康次郎、ジャランヤ・チュムヤンスム、ワッチャラ・スヤラ

・ 実践・調査報告「タイ上北部におけるJF教師研修会の新たな試み」高塚直子

○実践・調査報告「タイ人と日本人の「誘い」と「依頼」への「断り行為の意識」につい

　て」トリックティマ・リードキットラック

・ 実践・調査報告「タイの中等教育後期課程卒業生へのインタビューから見るタイ・日文

　化認識一日本の伝統文化に対する認識とその背景一」内田陽子

・ 実践・調査報告「タイ中等教育における日本語学習動機、学習意欲を高める要因一日本

　語学習行動増加群と減少群の比較一」吉川景子

○研究ノート「言語環境とタイ人日本語学習者の「のだ」の私用に関する考察」坪根由香里

『国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要』

　　　第11号　2014．3独立行政法人国際交流基金

・「Project－Based　Learningと日本語教育」ドゥアンチャイ・チョンタナコーン

○「日本語及びタイ語類別詞の対照から見るモノの捉え方の違い」伊藤あゆみ

○「タイ人日本語学習者の終助詞「よね」の使用傾向」ポーンルパ・チャローンシリ、ア

　サダーユット・チーシー

・ 実践・調査報告「目本語国際キャンプ2013」大谷っかさ、福永達士

・ 実践・調査報告「中上級学習者のスピーチの上達に向けた授業とは一ピア・レスポンス

　と評価活動を授業に取り入れた試みから一」鹿目葉子

・ 実践・調査報告「タイ大学統一入試問題日本語科目（PAT7．3）の語彙調査一日本語能力

　試験（JLPT）N4との比較一」、香山恒毅

・ 実践・調査報告「中等教育機関における「旅行の目本語」コースー（TBLT）Task－Based

　Language　Teaching一の実践」福永達士、福永愛子、スダラット・タカチョート

○実践・調査報告「タイ・日接触場面における「誘い／依頼一断り」談話における弁明の

発話行為の研究」トゥリックティマ・リードキットラック

・ 実践・調査報告「聴覚障碍のある生徒への日本点字を用いた日本語教育支援一北部・中

　部タイ中等教育機関のケースから一」ティラット・ロムスィリ、高塚直子

・ 実践・調査報告「連想法によるひらがなの指導」スニーラット・ニャンジャロンスック

・ 実践・調査報告「日本人教師はタイ人教師とともに働くことをどう捉えているか一量的

　調査と自由記述の分析から見えること一」松尾憲曉、香月裕介、井上智義
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・ 実践・調査報告「教史研究における内省活動と教師のフィードバックが及ぼす影響につ

　いて一タイ人中等学校現職教員日本語教師新規養成講座研修生を対象に一」古内綾子、

　ナリサラ・トーンメー

○研究ノート「原因・理由文をめぐる日タイ対照研究一原因・理由文の分類について一」

　ピヤトーン・ケウワッタナ

『国際交流基金バンコック日本文化センター日本語教育紀要』

　　　第12号　2015．3独立行政法人国際交流基金

・ 実践・調査報告「タイ人日本語学習者はTBLTアプローチの日本語授業をどのようにう

けとめたか一タイ中等教育機関における「旅行の日本語コース2014」の実践から一」福

永達士、福永愛子、スダラット・タカチョート

・ 実践・調査報告「タイ人日本語教師の教師認知一タイ中等教育機関におけるビリーフ調

査から一」福永達士

・実践・調査報告「サイアム大学教養学部日本語コミュニケーション学科の会話主教材の

作成方針、流れおよび内容」千葉真人、ワニタ・ヨムナック

・ 実践・調査報告「在タイ日系企業が求める日本語人材一インタビュー調査より一」前野

文康、勝田千絵、ニダ・ラプシリサワット

・実践・調査報告「目本語就職用自己PR文でタイ・日本の学生は何をどんな語でPRして

いるのか」香山恒毅

・ 実践・調査報告「タイの高等教育機関におけるC大学のSENDプログラムの役割とは一

K大学での日本語指導・指導支援・交流活動の実践から一］鹿目葉子、横田恭一、石崎

大地、篠原瑛美、成田ゆに、西田采摘

・ 実践・調査報告「「やさしい日本語」ニュースの「やさしさ」を考える一一般ニュースと

の語彙の難易度比較と「難しい」語彙の属性一」近藤めぐみ

・ 実践・調査報告「中等学校の「文化事業」の授業における効果的なティームティーチン

グとは一新規研修での実践を通して一」中尾有岐、ナリサラ・トーンメー

・ 実践・調査報告「ツアー実習を担当した目本語教師の学び一タイのA大学で教える神山

さんのケーススタディー」大河内瞳

・ 実践・調査報告「日本のアニメやドラマなどのコンテンツに対する学習者の関心度一タ

イの大学生を対象とした調査からの考察一」松井夏津紀
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『国際交流基金日本語教育紀要』収録関連論文目録

■2号　2006

「単一国研修における海外センターと国内の連携一タイ中等学校日本語教師研修の場合

一」生田守、北村武士

■4号　2008

「国際交流基金バンコク日本文化センターによるタイ人日本語教師のための水曜研修一ノ

ンネイティブ教師研修における学び合いと研修成果の教育現場での実践一」八田直美

■8号　2012

「ノンネイティブ新人日本語教師にとっての研修の意義一PAC分析によるタイ人新人日本

語教師のビリーフ調査から一」八田直美、小沢伊久美、嶽肩志江、坪根由香里

■9号　2013

「タイの教育現場支援としてのJF日本語教育スタンダード導入一『あきこと友だちCan・do

ハンドブック』の作成一」渋谷実希

■10号　2014

「少ない学習時間で学ぶ学習者のための日本語教材開発報告一タイ国中等教育機関の日本

語選択コース用教材一」三浦多佳史、プラパー・セーントーンスック

■12号　2016

「21世紀型スキル形成を目指した学習者体験型教師研修一タイ人中等教育者教師の場合

一」中尾有岐

「『国際交流基金バンコク日本文化センター日本語教育紀要』のあゆみ」佐藤五郎、ナリサ

ラー・トンミー

■13号　2017

［実践報告］「タイ中等教育向け教科書『あきこと友だち』の改訂一コミュニケーション能力

の向上を目指して一」中尾有岐、プラパー・セーントーンスック

『日タイ言語文化研究』収録関連研究論文目録

■創刊号　2013．3

0「タイ語における主語の用法についての一考察」田中寛

○「タイ語の「1ξ？」と「n30k－cAak・ni」について」タッサワン・チョンペンスクラート

○「「タ」の使用の制約に関する日・タイのアスペクト表現形式の対照研究」

　ブンナトリー・ムアンシリ

○「日タイ慣用句の対照的意味分析一《驚き》を中心に一」スンタリー・カンタムパン
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○「日本とタイの話者における自称詞と対称詞の使用・不使用の対照研究一初対面の相手

　の場合一」カノック・ルンキーティクン

○「タイ語における日本語の借用語と現代のタイ語母語話者の認知度」アサダーユット・

　チューシー

○「日タイ両言語における外来語の比較一その（1）現代タイ語の中の外来語一」ウイライラ

　ック・タンシリトンチャイ

○「タイ語の中の目本語一言語普及の視点から一」山口雅代

・「海外の日本人教師が経験する《出会い》と《葛藤》のステージの考察一タイの大学にお

　ける日本語教育協働現場を対象にして一」中山英治、池谷清美、片桐準二、カノックワ

　ン・ラオハブラナキット片桐

・「外国語（日本語）教師に対するタイ人日本語学習者のビリーフ」森康眞

・「VT法とTPRをタイ語教育に応用する方法」ナッチャー・ラートピブーンギット

・「選択必修科目コースにおける「観光日本語」の教材研究一シラバス・教材・教員・学習

　者を視点として一」森康眞、タワット・カムトンティップ

・「タイにおける1970年代の日本語教育教材について一鈴木忍がタイの日本語教育に与え

　た影響一」齋藤正雄

■第2号　　2014．3

0「タイ語の主題文に関する一考察」田中寛

○「事象に伴う参与者の附帯状況を著わす表現一日本語とタイ語の比較一」松井夏津紀

○「原因・理由表現をめぐる目タイ対照研究一日本語の「から・ので」とタイ語の“phr5？”

　を中心に一」ピヤトーン・ケウワッタナ

○「タイ語の慣用句の意味分析一《怒り》を中心に一」スンタリー・カンタムパン

○「社会言語学的観点によるタイ語と日本語の人称詞の使用頻度一対訳資料からみた頻度

　差一」カノック・ルンキーラティクン

・「遠隔地教育サテライトシステムを使ったタイ語教育の一例一バンコクと東京を結んで

　一」ウィライラック・タンスィリトンチャイ

・「タイにおける学生交流の実例一目本語教育における人的リソースの活用の観点から一」

　齋藤正雄

・「日タイ保険教育手法の比較とタイ人インターン向け保険日本語語彙調査一インターンシ

　ップに向けたビジネス日本語教材についての一考察一」木崎泰蔵

■第3号2015．7

0「事態系の原因理由表現の目タイ語対照研究一「ために」に対応するタイ語の原因理由

　表現一」ピヤトーン・ケウワッタナ

○「日本語とタイ語の慣用句の対照研究一慣用句の構成要素の語順を中心に一」セックサ
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　ン・チャンタラチャムノン

○「タイ語の限定表現chaph5？の統語的特徴及び意味的特徴に関する考察」アッカラチャ

　イ・モンコンチャイ

○「目本語とタイ語における受動表現の働きの分析一翻訳の小説・エッセイに見られる用

例の比較を通して一」タナバット・ラルアイソング

○「日本語の敬語遣いの世代間の比較一多国籍企業に勤める日本人のケーススタデイー」

　アピチャート・ガータウイー

○「日本語の擬音語・擬態語の翻訳手法一日本の漫画のタイ語翻訳版に見られる擬音語・

　擬態語一」チョンニガーン・ニヨムスッティラット

○「JPOPの歌詞における季節」ラチャニダー・ニヨムウィット

■第4号　　2017．3

・「留学して日本語で学ぶことの意味一一タイ人高校生の日本留学へのニーズと展望　　」

　冨田紘央、望月太郎

・「タイ人日本語学習者におけるシ・チ・ジ音の生成と知覚」ワニチャー・トンユーン

・ 調査報告「日本学を専攻するタイ人大学院生の言語文化に関わる研究動向一NIDAの大

　学院生の場合一」後藤寛樹

・ 調査報告「文化交流を通しての初級日本語学習者の学び　　交流結果から考える今後の

　研究テーマ　　」井尻史子、高橋亜紀

○研究ノート「タイ語の重ね言葉と反復形式の用法についてのメモ」田中寛

補足・追加学会論文

■『タイ研究』（Tlie　Journa1　of　Thai　StUdie8）日本タイ学会学会誌所収関連論文

・「タイにおける言語政策としての成人教育：戦前ピブーン期〈1938－1944＞の成人教育、

　特に非「タイ語」母語話者を対象として：「特別カリキュラム」を中心に」田中稔穂

　第3号　200333－50
・「研究ノート：オノマトペにみるタイ語の音象徴一声調に注目して　　」隅田敦子、第

　11号　2011107－123

・「研究ノート：役割語としての新しい人称代名詞p6m一タイ語役割語研究事始め　　」、

　伊藤雄馬、第15号　201521－36

■『認知言語学会論文集』認知言語学会学術誌所収関連論文

Papers　from　the　National　Conference　of　the　Japanese　Cognitive　Linguistics　Association

・「日本語とタイ語の出現動詞の文法化」、高橋清子・新里瑠美子、第5巻　2005．9

　197－207
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・「身体部位「顔」の意味拡張：日本語とタイ語の比較」ラダポーン・サイソンブーン、

第6巻　2006．9　12－22

・「身体部位を表すタイ語の文法化：「naa（顔）」を中心に」ラタポーン・サイソンブーン

第7巻　　2007．9　294－309

・「タイ語の音と移動表現に関する基礎的観察」ガルナーコン・ラチャソク　第7巻

2007．9　　624－626

・「身体部位「口」の意味拡張：日本語とタイ語の比較を中心に」ラタポーン・サイソンブ

ー ン、第8巻　2008．6　12－22

・「タイ語の動詞t6pの歴史的意味変化：義務モーダルの文法化・多機能化に関する事例研

究」高橋清子、第8巻　2008．6　612－615

・「オノマトペにみるタイ語の音象徴」隅田敦子、第13巻2013．5159－169

■『認知言語学会予稿集』　大会予稿集所収関連論文

・「日本語助数詞とタイ語類別詞の対照から見るモノの捉え方の違い一日本語助数詞「本」

　の意味拡張をべ一スに一」伊藤あゆみ、第14回大会予稿集　2016

・「日本語とタイ語の一人称代名詞使用に関する認知言語学的一考察一出現数の差に注目し

　たケーススタデイー」ロイケオ・スィリアチャー、上原聡、第17回大会予稿集　2016

・「タイ語の授与動詞h合yの意味拡張に関する一考察一コーパス分析に基づく構文的アプロ

　ーチー」カウィーチャールモンコン・サリンラット、上原聡、第18回大会予稿集　2017

・「日タイ語の親族名称の用法に関する認知言語学的一考察一親族名称系自称詞に着目した

　ケーススタデイー」ロイケオ・スィリチャー、上原聡、第18回大会予稿集2017

その他

・「タイ華人と中国語教育」玉置充子、『海外事情』2007．9　拓殖大学海外事情研究所

一
タイの華僑社会における中国語教育の変遷を解説した唯一の考察。

・「目本語から見たタイ語一タイ語・中国語・日本語三つ巴の楽しさ一」高橋清子、『日本

　語学』25－3　明治書院　2006
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《海外主要博士論文（一部）》刊行順

Stine，　Phlip　Clar（1968）The　lnstrumental　Case　in　Thai：A　Study　of　syntax　and

　　Semantics　in　a　Genera七ive　Model『タイ語における道具格：生成モデルにおけるシンタ

　　ックスと意味の研究』Dissertation：The　University　of　Michigan

Sindhvananda，　Kanchana（1970）The　verb　in　Modern　Thai　『現代タイ語の動詞』

　Dissertation（Language　and　Li七erature，　Linguistics）：Georgetown　University

Pongsri　Lekawatana（1970）　Verb　Phrases　m　Thai：A　Study　in　Deep－Case　Relationships

　　『タイ語動詞句：深層関係構造における研究』

　The　University　of　Michigan　PH．D．　Dissertation　Doctor　of　Philosophy（Linguistics）

Pranee　Kullavanij　aya（1974）Transi七ive　Verbs　in　Thai『タイ語の他動詞』

　The　University　of　Hawali　PH．D．　Disser七ation　Doctor　of　Philosophy　in　Linguistics

Bandhumedha，　Navavan（1976）Noun　Phrase　Deletion　in　Thai『タイ語の名詞句削除』

　Dissertation：University　of　Washington　Doc七〇r　of　Philosophy

Salee　Sriphen（1982）The　Thai　Verb　Phrase『タイ語動詞句』

　The　University　of　Michigan　PH．D．　Dissertation　Doc七〇r　of　Philosophy（Linguistics）

Tasanalai　Boonyapatipark（1983）AStudy　ofAspect　in　Thai『タイ語アスペクトの研究』

Dissertation（Doctor　of　Philosophy）：University　of　London（SOAS）

Sereechareonsa七it，　Tasanee（1984）Conjunc七verbs　and　verbs－in－series　in　Thai（Serial

　verbs，　Compound　verbs）『タイ語の動詞結合と動詞連続（連動句、複合動詞）』

　　Dissertation：University　of　lllinois　at　Urbama－Champaign

Thepkanjana，Kingkarn（1986）Seria1　Verb　Cons七ructions　in　Thai『タイ語の動詞連続の

　　構造』Disser七ation　The　University　of　Michigan　PH．D．

Burusphat，　So皿song（1986）The　S七ructure　of　Thai　Narrative　Discourse（Thailand）

　　『タイ語における語りの文脈構造』Dissertation：The　University　of　Texas　at　Arlington

Deephuengton，　Phawadee（1992）Poli七eness　in　Thai：S七rategies　of　RefUsing　and

　　Disagreeing『タイ語のポライトネスー拒絶と同意のストラテジー一』

　　Dissertation：University　of　Kansas

Indrambarya，ki七ima（1994）Subcategoriza七ion　of　verbs　in　Thai：A　Lexicase　Dependency

　　Approach　『タイ語における動詞の下位範疇化一語彙意味論の依存的アプローチー』

　　Disser七ation　University　of　Hawaii

Jaturongkachoke，　Ke七kanda（1995）Semantics　of　the　Thai　Classif7ier　System

　　『タイ語類別詞組成の意味論』

　　Disserta七ion：Arizona　State　University　Doctor　of　Philosophy

Yumitani，　Chutatip　Chiraporn（1998）The　acquisi七ion　of　the　Causative　alternation　in

　　Thai『タイ語における使役交替の習得』　Dissertation：University　of　1（ansas
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タイ語学習書文献目録（刊行順）

書名、著者名　出版社名　刊行年の順。一部研究書★を含む。

○日本国内における刊行物

『ゼロから始めるタイ語』荘司和子語研　1997

『タイ語でタイ化』下川裕治、双葉文庫　2002

『使える・話せる・タイ語単語』水野潔語研2004

『間違いだらけのタイ語』中島マリン、吉田由佳著　赤木攻監修　めこん　2004

『デイリー日タイ英・タイ日英辞典』宇戸清治監修、三省堂辞書編修所編集　2004

『キーワードで覚える！やさしいタイ語会話』（改訂版）山田均　ユニコム　2004

『スーパー・ビジュアルすぐに使えるタイ語会話』ランゲージ・リサーチ・アソシエイツ

　編　ユニコム　2004

『アジア語楽紀行　旅するタイ語』山田均監修　日本放送出版協会　2005

『中級タイ語総合読本』三上直光　白水社　2005

『タイ語＋英語（地球の歩き方トラベル会話〈7＞）』「地球の歩き方」編集室　2005

『マリンのタイ語生活（1）挫折しないタイ文字レッスン』中島マリン、赤木攻監修　めこ

　ん　2006

『タイ語の覚え方・使い方　単語倍増計画BOOK〈1＞』岡滋訓　ボイス　2007

『タイ語の使い方　正しくコミュニケーションするためにBOOK〈2＞』岡滋訓　ボイス

　2007

『タイ語発音教室　　基礎からネイテブの音まで』岡滋訓　ボイス　2008

『世界一わかりやすい！　一夜漬けタイ語』藤崎ポンパン、早坂修一郎、TLS出版社

　2007

『タイ語上級講座　読解と作文』宮本マラシー　めこん　2007．3

『パーフェクトフレーズタイ語日常会話』田中寛監修、アサダーユット・チューシー著　国

　際語学社　2007

『タイ語の基本　初級から中級まで』吉田英人　三修社2008

『ことば絵ブック　タイ』下川裕治　角川書店　2008

『タイ語レッスン初級（1）②』ブッサパー・バンチョンマーニー他　スリーエーネットワー

　ク　2008

『たのしいタイ語』宇戸清治　大学書林　2008

『バンコク発　体験的タイ語会話』（改装版）大前智之　ユニコム　2008

『やさしいタイ語カタコト会話帳　まずはここから！』スニサー・ウィッタヤパンヤーノ

　ン　すばる舎　2008

『タイータイ語＋目本語・英語（絵を見て話せるタビトモ会話）アジア（5）』大田垣晴子（画・

　文）、石川ともこ（イラスト）　JTBパブリッシング　2009
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『JAPAN一タイ語～日本語（イラスト会話ブック）』玖保キリコ（漫画）、橋本奈知恵（イ

　ラスト）　JTBパブリッシング　2009

『タイ語で暮らしたい』馬場陽子　白水社2009

『タイ語実力テスト初級タイ語検定過去問題集4級5級』特定非営利活動法人日タイ言語

交流センター編　めこん　2009

『タイ語実力テスト上級タイ語検定過去問題集2級』特定非営利活動法人日タイ言語交流

センター編　めこん　2009

『タイ語実力テスト中級タイ語検定過去問題集3級』特定非営利活動法人日タイ言語交流

センター編　めこん　2009

『タイ語で出そう！グリーティングカード』中島マリン　めこん2009

『一冊目のタイ語』宇戸清治　東洋書店　2010

『みたことのないタイ言葉　タイ語基礎知識』峯岸国男　創英社　2010

『タイ語ひとり歩きの会話集〈13＞』JTBパブリッシング2011

『タイ語スピーキング』吉田英人　三修社2011

『テストに出る順！　タイ語検定単語集』藤崎ポンパン　TLS出版編集部　2011

『そのまま使える！タイ語会話表現集』宇戸清治監修、ウィスット・ポンニミット著東

　洋書店　2011

『単語絵本とかんたんフレーズ私のタイ語手帖』内山ワサラ　国際語学社2011

『インフェニシスTALK　MOREテレビで覚えるタイ語DVD版』インフェニシス　2011

『タイ語の本音』下川裕治　双葉文庫　2012

『これなら覚えられる！　タイ語単語帳』水野潔　NHK出版　2012

『聞いて丸暗記！タイ語入門』吉川敬子監修、佐々木浩士著　有楽出版社　2012

『ぱっと引けてすぐに使える！タイ語単語BOOK』一宮孝子　国際語学社　2012

『ちいさなカタコトタイ語ノート』伊藤若枝　国際語学社2012

『タイ語のきほんドリル』冨岡裕、平田晶子　国際語学社2013

★ 『「もらう」と「～てもらう」の意味・用法一それに対応するタイ語表現の考察一』スィ

　リラック・スィリマーチャン詞文社2013

『あなただけのタイ語家庭教師』小野健一　国際語学社　2014

『タイ語かんたん旅会話〈8＞』カルチャー・プロ編著　昭文社2014

『わがまま歩き旅行会話マイメロディといっしょ（8）タイ語＋英語』実業之日本社2014

『CDBOOKS新版はじめてのタイ語』ワンナポーン・ポンパン　明日香出版2014

『タイ語』世界の言語シリーズ　宮本マラシー、村上忠良　大阪大学世界言語研究センタ

　ー　大阪大学出版会　2014

『MP3付　ゼロから始めるタイ語』吉田秀人　三修社2014

『CD付　キクタン　タイ語〔入門編〕』上原みどりご　アルク　2014

『パッと使えるタイ語の日常単語帳』スニサー・ウィタヤーパイヤーノン　KADOKAWA
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／中経出版　2014

『目指せ！タイ語の達人』スィリラック・スィリマナカンペーパーパックス　2014

『今すぐ話せる！いちばんはじめのタイ語会話』水野潔　ナガセ　2016

『初級タイ語のすべて』宇戸清治　IBCパブリッシング　2016

『日タイ対訳・日本紹介EAQ』ピヤヌット・ウィリヤェナワットIBCパブリッシング

2016

『表現を身につける初級タイ語』スニサー・ウィタヤーパイヤーノン　三修社2016

『CD付　らくらく話せる！タイ語レッスン』小野健一　ナツメ社2016

『今日からタイ語《CD付》　すぐに話せる基本の表現』岡本麻里　白水社　2016

『しっかり学ぶ！　タイ語入門』宇戸優美子、大学書林　2016

『今すぐ話せる！いちばんはじめのタイ語単語』水野潔　ナガセ　2017

『CDを聞くだけでタイ語が覚えられる本』上原みどりこ　KADOKAWA　2017

『実用タイ語検定試験過去問題と解答2015年秋季2016年冬季実施分』日本タイ語検定協会、

TLS出版編集部　2017

『プログレッシブタイ語辞典：ローマ字からもタイ文字からも日本語からも引ける』傍土豊

小学館　2017

『表現を広げる中級へのタイ語』スニサー・ウィタヤーパイヤーノン　三修社2017

『教科書タイ語』柿崎一郎　めこん　2017

Oタイ・バンコク（泰日経済技術振興協会）における刊行物（一部）

『実用生活タイ語会話』ウィライ・トーモラクン　泰日経済技術振興協会　1997

『こんなときこれが言えたら感心される！』ウィライ・トーモラクン泰日経済技術振興

　協会　2004

『日タイ翻訳（基礎篇）』ソムキエット・チャウェーンキットワニット　泰日経済技術振興

協会　2006納6嚇“∩¶商・tt由倒山罰劉（t66d鋤・命屯n緬緬り抽t鵬轍晒9“旋可

『タイ人によくある失敗例一どうして間違い？なぜ失礼？あなたの日本語一』パーチャリ

　ー・チンプラサートスック他　泰日経済技術振興協会　2007

『実践！職場で使えるタイ語会話』パッチャリー・チンプラサートスック、ペッチャラッ

　ト・クリッサポンワニット、スィリラック・ダンワニッチャクン、藤井義行泰日経済

　技術振興協会　2008

『らくらくタイ語聴き取り練習帳』カノックワン・L・片桐、冨岡裕チュラーロンコーン

　大学出版会　2011

『日・タイ・英社内通訳用語辞典』ジュリラット・トランラタナチャイ他、泰日経済技

　術振興協会　2013
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あとがき

　21世紀に入り、ヒト、モノ、カネが国境、民族を越えて錯綜するグローバル社会に直面

して久しい。英語圏文化を背景としたグローバルスタンダードへの適応が求められている

一方で、多様性（個別性）や包摂性が後退する危惧も指摘されている。平和な世界形成に

は、相互信頼に基づく互恵的交流、対話が欠かせない。多文化共生が根づくには多くの課

題があり、その大きな壁は共生の陰に隠された個別性の連繋である。

　タイはバンコクに象徴されるように多言語多文化国家である。街頭の看板や駅の表示な

ど複数の言語が表示されている。また、中国系、インド系、イスラム系、ベトナム系など、

民族構成も多種多様である。こうした背景から、また、実際にタイで言語教育に携わった

者としての実感から、タイ人は複言語使用の感覚が，言語社会、言語接触場面において、

日本人のそれと比べて特徴的な言語感性を育み、さらには多様な言語を繋ぐツールとして

の英語の運用についても柔軟な対応力、適応力を備えていることがわかる。対照研究の背

景として、こうしたタイ人意識・風土にひそむ言語感性についての観察も欠かせない。

　異文化理解は多文化理解と切り離せない。幸い、筆者は日本語教育を開始した1974年以

来、言語以外にも歴史文化、文学など人文科学、異文化理解の領域にも広い関心をもちつ

づけてきた。とりわけ、日本語教育に携わる過程でタイ言語文化に出会い、また多くの研

究者との交流も育むことが出来たことは、筆者の言語研究の大きな支えとなっている。

　本書は、こうした経緯から、前著『統語構造を中心とする日本語とタイ語の対照研究』

（2004）以降の遅々とした日本語とタイ語の対照研究を補完、発展させようとする試みで

ある。筆者は長きにわたって目本語教育、日本語学の領域で研鐙を続ける一方、言語を多

文化共生の文脈でとらえ、言語研究のあるべき姿を求め続けてきた。とはいえ、日暮れて

道遠し、暗中模索の日々がほとんどであった。ここに浅学、非力を顧みず、将来への研究

の蓄積を考え、研究ノートも含め、ささやかな成果を公にすることにした。「諸問題」とい

えども、扱った領域は一部に過ぎないが、少しでも新しい視点が見いだされれば嬉しく思

う。本書のもととなった論文の初出は以下の通りだが、いずれも修訂、加筆をほどこした。

序章　　対照研究・対照言語学の目的、方法論の現状と展望

　　　一日タイ対照研究を例に　　　………　書き下ろし

第1部　タイ語の主題と主語、題目語の諸問題

　第1章　　タイ語の主題提示機能の諸相　　名詞主語句を中心に一

　　　　『指向』第8号　大東文化大学大学院外国語学研究科日本語学専攻誌　2011

　第2章　　タイ語における主題と主語についての一考察

　　　　『日タイ言語文化研究』第2号　日タイ言語文化研究所　2013

第H部　タイ語動詞構文の諸問題

　第1章　　タイ語の存在、所有、発生・出現文の意味と機能
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　　　　　　　／yuu　1と1miYの意味と用法一一　………　書き下ろし

　第2章　　タイ語の移動動詞の表現と機能体系

　　　　　一／pay！と／maa／の意味と用法　　………　書き下ろし

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017年6月、語学教育研究所研究例会発表原稿）

第皿部　タイ語におけるヴォイスの諸問題

　第1章　　タイ語の多機能的助動詞fhAy1の用法について

　　　　『語学教育研究論叢』第28号　2012　大東文化大学語学教育研究所

　第2章　　接続辞のように用いられるタイ語の／thamhfiy／について

　　……『指向』第2号　大東文化大学大学院外国語学研究科日本語学専攻誌　2011

第IV部　タイ語の複文と談話構造の諸問題

　第1章　タイ語の条件表現をめぐって一日本語とタイ語の対照研究一

　　一…益岡隆志編『シリーズ言語対照6　条件表現の対照』、くろしお出版　2006

　第2章　　タイ語の反復表現一実質的な反復と形式的な反復一

　　　　『目タイ言語文化研究』第4号　日タイ言語文化研究所　2017

附章　言語文化とその周辺の諸問題

　附章（1）タイ語の身体語彙一「目」に関する慣用句、成句、諺一　………　書き下ろし

　附章（1）外国語教育と異文化理解一あるタイ語・目本語テキストの場面から一

　　　　　　　　　書き下ろし

　附章（3）中国におけるタイ語学研究の動向一近年の研究と教学の成果から一

　　　　　　『日タイ言語文化研究』第3号　日タイ言語文化研究所　2015

　　　　　　『日タイ言語文化研究』第4号　日タイ言語文化研究所　2016

　筆者は2012年に日タイ言語文化研究会を発足させ、学術誌『日タイ言語文化研究』を創

刊、また、毎年、東京とタイ・バンコクにおいて研究発表大会を実施するなど、若手研究

者の育成にも取り組んできた。今後も引き続き、新しい日タイ間の学術交流に取り組んで

いきたい。内外の諸賢各位のご助言をお願いする次第である。

　本書にまとめるにあたり、種々の便宜を計っていただいた大東文化大学語学教育研究所

中道知子所長、また煩雑な事務をご担当いただいた相場寛隆氏、印刷製本にあたっては、

丁寧な作業をお引き受けいただいたモリモト印刷にも心から感謝申し上げたい。

　本書の書名、目次のタイ語訳についてはピヤトーン・ケウワッタナ氏（タイ国・チェン

マイ大学人文学部日本語学科講師）のご協力を得たことにも深甚の感謝を申し上げる。

　なお、本研究は2004年度、2016年度在外研究（英国ロンドン大学SOAS）の成果の一

部をなす。当地で渉猟した文献資料のいくつかは本書に示されている。

　およそ40年前に著者にはじめてタイ語をご指導くださったパイリン先生に小書を捧げる

と同時に、先生のご健勝を心から祈念したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年2月
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